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燃
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要
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あ
り
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な
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ば
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の
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は
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ら
妙0
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で
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技
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る
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ち
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て
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が
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双
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に
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あ
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應
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て
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を
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の
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献

に
庶
脅
を
う
け
て
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就
中

、
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資
な
ウH
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牲L
 

(
D_.e

・
 o

b
jeK

tM

c+aH

 

d
er-

 S
O

N
M

-
5

-
ssen

scM
fl  

c+
ー一布 _Le

r  

u  
コd  s

o
z
a
p
0M

f
s
c

落rE

 
ぎ

n
n
t
-
n

一
 S

)

は
大

い 

に
祛
す
る
沖
が
あ
っ
な
こk

セ
附
託
す
る• 

亨
必 

ご
の
呉
徳
訶
査K

对
す
る
私
見
は
、
す
で
に
、
 

謨 

林
杳
聲
研
會
荷
の
「
研
修
冃
報
」
三
卷
喜
易
芝
「山 

沖
突
薦
食
灯
す©

磴
林
」

に
手
を
札
え
た
も0

で
あ
る
・

, 

二

一
 7

の
実
藤
調
査
レ
ポ}

卜
は
、
 

明
和
一T

五
年
十
冃
回
日
か 

ら
摘
二 

適
冏
、
飾
二
回
同
題
、
瓯
和
ー
ー
美•

統
一
冃
ー
ー
克
日 

よ
り
莉
一
通
固
の
二
回
は
亘
り
、
琅
京
都
簸
多
摩
郡
ふM
 

紡
1-
茶
い
ズ
符
つ

審

查

に
も
ヒ
ず
1/
て
獲
め
役％

の

あ
. 

C
0

認W
0

目
的
は
『
山
村
の
社
会
度
び
秋
洛a

造
の
う 

ちn

來
IA
て

、
林
業
が
如
何
な©

役
制
な
い
や
世
選
云
を 

め-<

ひ
る
炉
。
家
:5

1T

山
村0

杜
会
及
ZA''
程m

问
適
と 

林
桑k
0

阕
係
は
如
何
口 K

っ
て:S

わ
の
び
、k

.
s

う
二 

レ
ー
に
分
拘
の
馬
尽
を
豬
琪
し
、W

村
r:
お
け
を
」
林
業
面 

題
の
检
将
な
胞
撻
し
、
林<

冋
題
の
正
し
い
展
囲
の
オ
舞 

を
謎
歡
せ
ん
え
す
る
」
に
あ
る
。
林
・
樂
は
、
 

山
村K

お
い 

V

ぽ
、
杜
会
的
1-
わ
經
商
rr
に
书
重
要
淄&

魁
を
占
め
、
 

X

通
要U

後
期
を
漁
じ
てs

る
こ
と
は
、
何
人
格
否
感-t
 

る
こ
レj

は
出
末
竹
・
い
宰

実

で

あ

当

鼓

村

1-
於
い
てW

 

林
業
寸
睢
単
に
風
致
的
は
、
治
山
治
水
騎«

効
用K

止
点, 

つ<

ほ
い
枝
LA
。
林
栄
・B

検
、
治
の
山
村0

粹
淸
肘
な 

同
鬼
例
え̂

、
村
の
巷
兩0

问
題
ヒ
妒
、
生
活
水
準
の
閥 

顆
啄
”、0

諸
種
の
理
襲
四
魅
潜
・
同
題k

不
司
分
のM

係
r: 

あ©
•
.

且
又
林
業
は
、
ぞ0

米
の
な
会
的
目
諸
间
題
网X

-4-

ば
村
の
社
会
码
造
の
性
格
fcl
ビ

に
あ
、
下
司
分

づR

係
は 

在
っ
て
い§

・
以
上
のW

に
林
栄

艮
、
 

杜
の
な
公
的
風
い 

臼
理
濟
防«
«

技
に
よ
っ
て
、
 

そ
の
柱
梧
を
形
床
さ
れ
、
 

X

並
べ
そ
の
村
の
林
業
の
性

格
0

よ
り
、
村0

社
会,
的
或 

い
は
系
潸
的
百
性
格
を
彩
成
さ
れ
て
い&

k

い
っ
で
七
過 

誓
V-
感

公
い
と
慰
ら
。
ぐH

故

寸

、
為
山
村
に
浪

け
.S

林 

栄0

舗

穗
阿
題0

正
し
い
辰
胴
日
、
林M

ぐ
れ
白
体

の
み 

K

眼
奇
し
、
 

そn

ヒ
密
桜W

国
保
に
あ
る
村0

社
余
的
並 

筑
・
に
怒
淸
的:a

む
面k

のm

連
を
捨
て
て
、
 

そ

の

村
0
 

林
聚0

実
您y

り
、
 

林
衆R

黒0

正
し
い
辰
罔
を
企
凶
す 

&
-
J
k

甘
諛
リ
で
めs

k

短
、つ
・
か
か
る
璋
味
合K

W

い 

て
私
ほ
、
 

彦
迷
の
如
さ
調
査
目
的
をa

iE
し
、
会
後
の
、
 

目
本
林
栄
の
正
し
。
何
題
の
取
用
の
上
に
頁

せ
ん
ヒ
し
た 

0

で
あ§

0

次
E

以
上
の
糅
以
調
色
日
的
に
お
い
く•

如
何
な
る
キ
汰 

的
理
論
を
武
參k

し
て
、
機
言
す
机
ば
X

球
り
と
し
て
析 

交
を
眞

め
を
ケ
説
明
し
て
み
よ
う
。

現
任
わ
、が
国
の
漱
会
並
沈
に
冬
瘠
構
燹
が
、W

本
主
缭
で 

あ
る
こ
と
臼
粉
れ
も
fejs

事M

で
あ
る•

そX

敏
あ◎

一
 

宠0

濃
村
切
り
、
 

山
村

ト
於
い
て
、
 

そ
の
社
会
並
び
に
行

済
福
箜
の
哭
德
を
分
抗
す&
M

に
目
、
そ
の
社
会,
业
び
に 

存
済
構
盜
び
、
谖
ポ
主
號
の
聴
誓②

も
ん
に
現a

し
て
い
。
 

る
とs

>

¥[
展
を
詔
嗽
し
て0

舀
く<

寸M

ら
越
い,

山 

村0

社
会
业
公
に
復
商
構
造
を
、
給
の
独
自
の
姿«
>

し 

て
、
 

資
本
主
暴
の
洗
礼
は
あ
っ
た
。
あ
る
い
はM

任
も
あ 

る
と
い
う
乗M

0

詔M

を
看
過
し
て
抱
握
せ
ん
と
す
る
方 

法
的
理
諭
の
il
湯
は
、
 

山
村
の
性
椅
の
同
題
の
認<
k

辭 

決
を
ぼ
や
令
す
も
の
で
、

正
し
い
相
握
は
べ
来
なU

•

し 

か
ら
ば
こ
の
楝
び
謎
諏
に
iL
つk

3

如
何
れ
、
硏
究
の
万 

法
的
理
囲
自
款
定
さ
札
る
で
あ
ろ
う
お
。

日

本

資

本

主.M

は
、
 

歷
式
旳
役
追
性
IQ
加
う
る
ほ
わ
バ
飼 

の
特
殊
敏
窓
浴
並
びK

社
套
構
造
と い

う
慕
谶
の
上
に
、
 

明
治
稚
新
を
密
点k

しV

生
成
発
腰
し
て
ミ
た
も0

で
あ 

る
が
、
そ
の
後
のH

闹
の
糅
領
区
、
 

妥
多0

敬
有
解
性
格 

を
具
現
し
つ
つ
も
、
 

衆
く

Sヾ

急
速
依
勢
い
を
ヨ
レ
っ
てM
 

盪
し
て
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
ー
資
本
主
誤!
^

展
柯
に
あ 

山
村
に
・ 
、
あ
ら
耕
る
形
態
ぐ
侵
入
し
、
そ
の
紬M

村Q
 

な
会
並
代P

您
潸
欄
造
は
、
資
春
主
紫
ほ
蘇
關
さ
れ
、
菠 

形
さ
丸
て
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る"

すa

わ
ら
壮
会
構
澄
ほ
、
 

社
会
分
化
を̂

し
て
き
で
い
る
。

5 —



そ
れ
故
村
の
社
会
並

・ひに
程
斎
禍
童
が
讶
本
主
渡
〇
彰
遂 

0

令k

伫
現
蒙
し
て
い
る
と
い
う
淋
機
の
認
歓R

立
つk
 

さ
は
、
 

ざ
斌'
^

の
村0

社
垒
並
醇
に.
輕
濟
帶
造
を
念
种 

す&

方
法
取
理
諭
は
、
 

滋
会
分
化
と
い
り
複
点K

立

つV
 

有
う
ご
と
ほ
譲
り
で
也
い
・
い
ガ
、
 

正
し•い

も0

で
あ
S) 

•

ど
走
え
ら•

>(.◎
,

以
上
、
 

本
レ
ポ}

卜
の
郡
兜
目
的k

方
応
的
理
諭0

摭
婆 

会
蔵
述
し/
<?
が

、
 

こ
の
酒
査
の
底
隔M

理
が
論
理
的
で
あ 

り
、
 

科
学
旳
で
あ
っ
て,

で
の
譜
査
の
融
灘
す«

わ
ち
研 

灾
区
K70

解
明
诉
、
其

に
正
しい

科
学
的
対
も0

で
あ
・&
 

炉

、
 

ビ
う
炉
と
い
う
点
日
、
臓

浅

にA

c

、0

m

椎0

庾
底 

に
彼

つV

洪
灾
さ
招
役TP

の
で
あ
る•

三

・

本

レ
ポ
—
卜0

内
容
貝
、
 

目

次
1-
羔
い
て.
七
矩
ら
札
る
樣 

に
、
 

「
そ
の
二
」̂

で0

前
洋
に
羨
いX

て
、
 

设
通0

如 

き
社
会4

化k

い
う
親

鳳K

ir
つ
ヾ
分
折
を
有
い
「
ル、0
 

三
」
に
茄
い
く
ほ
、
 

更K

当
村
の
壮
会
耦
竭
を«

折
す.& 

こ
と
に
よ
り
、
当
村
社
会̂

社
会

的

、
 

喪
済
池
厦
権
选
の 

性
栢
或
い
は
向
周
点
を
朗
噌P

し

、
二0

村
に
轮
け
る
林 

壊0

帙

格
を
杷
睡

し
、
 

林
栄
向
攬
の
よ
り
ー
暦
の
度}M

を

企
因
し
て
い
ゐ
・

こ
の
調
査
の
対
稱
に
、
小
言
村
会̂

ん
雑0

は
制
に
特
殊 

ほ
麗
味
枝5
2

い
城
、
岐
者
村
本
資
料
を
痍
ゆ
る
上
ビ
比
戰 

取
会h

y

m

o

庄
で
セ
と
、
当
村
の&

莅
が
、
比
較
的
に 

M

館
蔑
ほ
あ©
0

で

、
 

二
の
穗0

研
兜
上
煙
利
で
あ
るk
 

u

、9

燕
ヾ
丧
人
び0

で
あ
る
「
 

こ
の
実
蕙
調
価
す
、
 

雖
蛍
に
小
君
村
、雑
けK

限
周
さ
れ
な 

も0

ー
ヾ
ぶ
く
、
金

体

啓W

日
本
林
業
の<

し
い
间
趣
のM
 

R

を
企®

し
てS
-
&
,

お
り
ほ
、
わK

わM

。
宾
靈
調
査
の
掰
关&

際
し
て
、
日 

本
林
潰
の
龚
歷
と
い
う•

大
集
仗
親w

K

m

っ
て
、
 

複
極
灯 

に
助
力
し,
、
下
さ
っ
た
小
君
杆
の
人
々
区
心
よ
り
歌
蕙
ヒ 

・
謝0

急
を
衣
わ
し
、
 

拳
後
の
当
村
の
-c£
リ
ー1

の
弥
栄 

を
析
り
ぎ
す"

X

担0

こ
の
研
究
を
終
始
親
切
に
御
指M

下
さ
っ
た
本
業 

試
験
埸
瓠
港
郞
發
啓
研
兇
室
様
大
点
晃
技
富
、
 

並
肉
IC
二 

0

・
レ
ポ
ー
ト
作
就
上M

zr
し
て
い
た
だ
IA
/C
小
營W

干R
 

探M

の
・
謝
竟&

技
わ
し
ま
す
。
又{
7
0

鬍
萱
fc
御X

機
い 

た
だ
い
セ
元
鑑W

削
長
嶺
枚
宫
に
も
嵐
謝
玄
未
しS

す

(

一X

五
二
笄
一
月
十
日)

—6 ——(—

小
旨
村
は
、
東
束
鄢
曲
ア
屢

郡0

西
南
に
位
澀
し
・
古 

く
よ
り
林
業
地
と
し<

柄
名
心
青
梅
此
方
の
、つ
ら
で7f

、  

す
ぐ
れ
た
林
紫
村
で
あ
るk

云
わ
れ
て
い
る
。

甲
圾
親
ir 

川
映
で
資
梅
集C

乗
り
管
ス
、
 

六
分

程
柬B

す
るk

拜M
 

职
に
看<

氷

、
 

二
氷
よ
り
再
び
五
日
市
線
に
乗
タ
約
三
十 

分
理
ぐ
武
棋
五
日
あ
に,

到
潛
す.
る
。
拜
萬
ぎ
一
ヾ
ほ
懺
車
や 

あ&

が
、
五
日
市
五
で
ぼ
汽
車
で
好
く
わ
17
ぐ
あ0
• 

拜
區
よ
り
五
日
市
町
ま
でH

既
は
起

伏

し
て
い
る
畑
中
を 

違C

氷
、
 

遠
く
えは

美
し
ひ
奥
滲®

の
山
々
を
荃
見
す
る. 

z

k

胡
で3

る
。

五
冃
布
甫
よ
り
、
 

袈
多
尊0

关

しS

谿
漩
秋
川K

沿
、つ
五 

冃
布
——

桐
原
街
迫
を
バ
ス
ー
ヾ
登
っ
て
衍
くk

M

次
街 

道
0-
両
肠
に
ま
で
ス
节
林
が
あ
ら
わ
れ
て <
 

る

.•
ス
美
し

寸 

カ

,

た

い
林
相
を
禾
し
て
い
る
ス
、ギ
林0

あ
ち
ら
ニ
ら
ら
に
伐
採 

個
讯
が
散
貝
さ
扒
、
伐
採
至
札
た
材
木
状
朔
謂
リ
ン
を
租 

司
札
て
乾
燥
ざ
丸<

い
る
状
况
ち}1

出
さ
れ
あ, 

黑

— 

- 

- 

伏
铢
し
せ
林
木
の
瑙
庆
を
绸3

で
、
乾
煉◎

せ
る
為
に 

し
ば
ら
く
禎R

飛
ん
で
い
伐
採
跡
弛Q

植

ん

で
-W
く
、
 

こ
の
こk

を
リ
、ノ
夂
組
む
と
稱
す
る
・ 

青
梅
で
は
リ
ン
を
預
む3

で
を
枝
採
遍
程"

入<

て
い
る
。
 

、波
弑
五
日
诟
町
よ
り
豹
一
里
半
程
登
る
史
、
小
容
村
の
人 

口
で
あ
る
十
里
木k
h

与
バ
ス
の
傅
留
尚
に
到
着
す
る
・
 

こ
ー
ー
で
秋
川
は
北
に
箝
流
を
分
岐
し
てい

る
・
z

の>

流 

が
養

沢
川
で
あ
っ
て
村
内
を
貫
流
し
て
肯
け
木
材
の
淀
慝 

に
、
現
狂
せ
村
田
ペ
キk

飲
料
木V

肖<

の
美
と
を4

え 

て
い
る•
(

必
・
 
2
)

榮
決)

1!
は
、
村
道r

沿
う
て
走
リ 
、
当
村0

與0

御
お
山



に
源
を
発
し
て
い

寻 

・
 
• 

点2村
内
に
由
永/r

り}

、ビ
ン
を
利
用
し
て
い
ふ
裂
材X
 M
 

k

、
木
工
哲
レ
ー
ボ
あ
る" 

飲
料
水k

し
く
の
利
用
状
況
吱
、
 

渦
中
苗
兩
先
生
嵌
愈 

大
愚
地
理
尊
会
諭X

果

刖

刷(

冊
和
二
-r
五
年)

R

茶 

け
る
松
村
安
一
氏0

-t
山
枝
生
活0

ー
齢L

1

果
束 

邦
面
多
摩
郡
秋
川
中
流
の
飲
籽4
 —

を
あ
照 

小
宮
村
応*

汉
川F

沿
、つK

樁
狀
ピ
魅
が
り
、
十
里
木
は 

恰

も

、
 

村

の
玄̂

0

裸

甘
蛍
ts
を
占
め
て
い
る,

村
は
束 

曲
三
五
町
、
南
比

ー
里
ー 
ー

ー
冋
町
、
全
曲
積

ー
 
=

〇
人
万
望 

0

汰
・
亲
を
七
っ
てs

 q
、

泌

う

邸
祁T

三
年
十
冃
三
十
日 

環
宜
商
規
窃
鄧
抢
方
課
発 

符

「
価
土
微
饌
」

一
買
欲
無 

村
の
東
は
ぎ
念
村0

山
纹
!x
堺

し
、
 

又
五
日
街
町
及
a'
大 

夂
盼
树
|<
磐
廣
し
、
曲
は
小
店
杖

の
散
情
の
大
さ
さ
を
fe 

め
る
梢
诵
村
ド
、
比
は,

三
由
村
反b

木
川
町
tc
接
し
て
い 

急

・
 

"

,

 

• 
' 
•• 

批
游
自

、
 

址
形S

K

み
ら
れ
る
禄
に
・
茯
沢
川
を
中
心
1-

し
て
、
射
费
の
沢
上
、
尾
根
に
よ
り
福
或
きK

X

お
り
、
 

高
明
山<

八
〇
。
米)

疇
頭
刈
山(

ふA

nn
米)

反
江M
 

近r

は
大
獄
山(

三
大
七
。
吹)

蜂0

阀
束
山
療
の
天
阪 

を
う
け
て
山
綾
-MM

し
て
い
て
、
 

筵M

地
が
參
い
。
 

、爭

ほ

秩
X

苗
生
題
にM

・し ' 

墓
卷
は
撤
わ
碇
砂
岩
、
角 

卷

、
 

粘
板
岩
善
の
互
屑
よ
ウ&

っ
て
IA
る
お„

概
わB

出 

君
は
、
粘
板
君
、、
 

貢
岩
の
類
で
あ
っ
て
非
常
に
放
菊&

も 

の
お
多
い
。
そ
の
糾
に
渙
沢
洲
の
上M

に
依
、
土
砂
の
憐 

M

推
積
が
夢
く
、
堰
据0

設
傾
电
為
さ
れ
て
い
る
」

X
 
4

昭&

二
十W

年
藻
・
沛
穴
小
當
村<

林
簡
佥
施
喋
案
説 

明
書
よ
り•

ー
 

土
瑕
せ
、

一M

IC
み
恐k

廉
土
城<

い
が
、

林
中
に
ほ
砂 

土 •

碟
・
土
導
も
夢
く 

、
又
君•
右
の
風
化
物
状
、
そ
の<

、
、
 

M

-&
覆
に
裸a

しV

ひ
る
ス
・
夢
め 

当
村
の
山
林
は,
全
伟
肘
に
捐
当
に
腐
植
質
る
あ
り
、
 

林
木 

の
生W

け
可
欣
いU

棵
で
め
る, 

し6
し
以
べ
ら
一
方
ん
ギ
林
に
つ
ら!2

る
山
囊
IC
み
、Jb
れ 

る
湖
口
、•
赤
萊
口
に
土
昌
の
も
の
が
奪
く
、
 

堆
肥
缺
多
と 

m

芸
を
想
德
さn

る
。

—& —

密
合
、
毛
岡
、
 

电
道
、
 

本
預•

您
田
畑•

木
和
田
平
〔
神 

谷
・
蒸
沃
の
各
部
溶

は
妾
沃
川
r:
沿
うV

散
仕
し
て
い
る
。
 

ス
管
木
平
反
^,'
ふ
律
の
二
部
宼
が
、

秋
川％

辺
に
位̂
 

し
て
い
る■

村
人
連
の
住
届
を
み
る
と
、
商
掾
等
を
除
い
てX

配
分
山 

漣
P

位
豈
し
て
い
る
。

こ
れ
总
当
村
が
山k

山
k.0

谷
合
に
唇
枉
し
て
い
る
な
め 

に
日
光
の
屈
恵r

ほ<

、=

の
得
で
き
る
芯
け
株
光
の
便 

を
計
ら
ん
と
し
て 

S

&

殖m
v

あ
る
・
 

次
田
当
杖
の
気
汝
條
件
に
つ
1/]
て

一
置
し<

ふ
る
・

必
5

前

-®
当
村
施
禁
案
読m

胃
よ
り
気
寒
は
昭
指
十
七
年
が 

ら
五
ケ
第
间0

平
均
値
で
あ
る
。

1

カ 

隊

坏
平
均
温
度
は
、
 

披
区
十
ー
ー
度
内
外
ぜ
あ2

 

最
簡
区 

ー
ー
ー
七
漫
、
 

玻
低
ぼ
蜂
下
六
葭
枇
で
あ
っ
て
、
 

四
誓
に
お
け 

S

茂
化
の
状
沉
は
次
の
通
り
で
あ
る,

可如

照
外 ヽ・

> 6 K>-
您 3

4

5
為 6

¥ 7
也0 〇〇

&7
&

9p7 ヽ 
ヽ

ヽ 島

お 弔

茵

2
 

空

中

湿

度

年
平
舟
湿
反
は
七
八％

、
極
大
値
せ
八
五％
 

極
少
便
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。
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湯
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狂
住
着
の
用

M

C

よ
る
個
人
有
林
の
沖
有
形
危
に
つ3

配
逑

す
‘
^
 

当
杖
の
傾
人W

林
の
平
片"

為W

模
は
八
听
三
反
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反
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あ
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榇
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よ
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概
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検
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あ
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検
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示
し 

て
顷
る
か
ビ
、つ
か
の
溪
IC
つ
いK

ぐ
め
る
が
、
ご0

间
題 

K

就
い
ー
、
内
、
 

山
林
の
鬱
的X
X

例
久
W'
、
山
杯
の
分
而

一|4-—

状
紀
・
土
地
條
件
、
 

土
地
の
敍
杏
薛
に
つ
い
て
国
的
す
べ 

3

で
あ
る;

こ
の
点
IC
就
い
て
ほ
、

当
村
口
、

山
林0

立 

地
薛
件
ポ
全
悻
的
!-
大
產
な
く
傑
ぐ
れ
て
い
る
ご2

、
X
 

こ
こ
で
諭
ザ
る
対
源
尽
村k

い

う

一
つ
の
小
址
按
で
あ
ゐ 

の
で
、
山
林
の
分
布
状
況k

か

、
土
她
條
件M

か
七
ー
批
の 

貞
否
奔

の
潮
條
件Q

 

ー
糅
木
プ
レ
ク
ト
・
し
て
セ
大
週
の
な 

い
こ
と•

反
ex'
当n

で
は
、
 

後
遂
す&

裸
に
ー
笹
磐
体
当 

り
〇
謝
址m

植
目
少
fel
く

、M

つ
耕
批
面
預
It
、
比
較
的 

ー
株
に
分
敲
饵
暴
さ
れ
て
い
る
の
で
、
 

山
林
面
頂
の
大
小
如
何 

が
、
 

輕
啓
体
の
六
小k

全
く
相
阕
舛
ー
ヾ
あ
忑k

い
う
株
が
、
 

諸
理
由
に
よ
り

、
 

山
林0

沂
有
規
禊0

大
小
は
、
 

そ

の
督 

営

規
模
のk

小
の
指
標
と&

リ
m-q

ビ
為
え
く
よ
い
ヒ
姓 

2
又
第
ー
ー
刀•

山
林
商
稽0

證
済
敢
価
但
!-<

い
く
で
あ
る 

が
上
逑
の
楝
|-
、
者
相
に
は
、
五
町
歩
未
蓄
の
小
經
首
現 

模
の
折
有
君
が

、
 

ヒ
ー％

レ
ー
圧
倒
的
に
辛
く
、

二
。
町
歩 

以
上

と:S

今
禄y

比
軟
的
大3

回
軽
管
状
少«

い
と
か
い 

う
の
も
実
際
田
ほ
、
 

全

’、
不
an
應
・
旅
堡
で
あ
る
・

*
 

7

経
営
膜
模0

大
小
成
、
 

喧
単W

る̂

的
衣
現
で
あs

<

3

ぐ
な
く
、
そ
の
質̂

fej
検
討
を
寸
•<
キ
ニ
ヾ
あ
る
二k
 

を
強
調
し
て
い.
る
論
文
|-
就
い

-<
は

、
框
襟®

ー
ー
、
日 

緊
膜
柴
、
 

ー
ー
凹
二
買
疡
熙

大g

 
.•" 

日
本
資
本
主M

0

展
衆
冋
題 

丸
買
参
願 

•
泌 8
 

ノ 

' 

' 

大
內"

氏

希

「
父
ん
に
耕
地,
面
植
尺
け
をk

り
あ
げ
て
、
 

豪W
V

あ
お
レ
ー
か
び
い
レJ

か
い
う
ご
レJ

せ
、
、
»

、H

程
い
み 

の
あ
ゐ
こ
レ
二
ヾ
は
旨
い
。
そ
し
て
日
本
の
浸
業
癌
営0

大 

辛
が
一
町
滲
未
滴
で
あ
や
レ
ー
い
っ
て
=b'

c

の
一
町
歩
レJ  

い
う
耕
作
面
痕
ボ
腴
漿
隸
謝や

驟•
家
巷
済
は
レ
っ
て
、
些 

、っ
い
ク
い
安
を3b

つ
か
をm

ら
か
に
し
ば
17
札
ば,

し-'.
づ 

は
琴
钿k

い
ろ
い
み
を
正
し
く
は
理
解
ぐ3

な
い
の
で
あ 

るL

k

云
わ
札<

い
る
、が
、
 

二
の
弟
え
方
杆
林
集
程
嘗
に 

推
いV

も

全
く
我
当
す
<5>
も
の
ぐ
あ§

。
 

• 

次
に
私
目
、、
^

ン
す
ル
ス
に
従
っ
て
、
 

小
農
復
営0

定M
 

を
有
つ
区X

H

カ
氏
に
做
つ
ー
、
、
林
業
鬆
當
羯
横
を
檢
討 

し
て
み
よ
う
つ
大
内
カ
氏
ほ
、

エ>

ゲ
ル
ス
に
従
っ
て
、
 

小
蔑
程
啓
を
実
茨
し
「
身
分
の
・
後k

と
冷
に
通
帶
就
作 

す
る
【J
k

伊
で3

る4

り
ら
大M

 <

fcf
く,

そ
し
て
家
淚 

を
蓄
う
よ
り
逃
小
さ
ノ
、
な
い
レ
二
ー
う
。 
土
批̂

有
苕
あa
 

U

I3
小
作
人
」
と
云
つ

5ヾ

&

・

私
志
ご
れ
IC
做

っ

て
、



林
葉
小
程
なS

ラ
自
丹0

取

演
.k

V

る
に
通<

容W

す
る 

、
x

8

、
x

7

: 

大
也#

膜
・
蒙R

®

=

一
六
買
轸8
 

こ
レ
ー
が
ー
3ヾ

わ
よ
り
も
我4

く
ぼ
く
、
 

エ

、
し<

噬
族
玉
魏 

う
よ
り
も
少
さ<

は
い
七
二
ろ
の
土
地
浒
驾
看
し
上
定M
 

す5

•

て
ご
ぐ
充
分
注̂

し
応<
<

さ
な&

は
い
の
丹
、
 

ご
ニ
ぐ
ひ
う
土
敗
荷
倡
若
は
、
 

林
地
の
う
で
敏
く
、
当
村 

う
土
地
沖?T

沃
汎
辻
り
し
て
、
 

一
統
辨
此&

三
反
歩
余
用 

何
し
て
い
る
と
ぼ
う
前
展
で
一
山
林m

有
面
稍•
〇
穴
小
田 

よ
り
、
 

程
蓉
規
摸&

論
じr

い
るk

い
う
二k

で̂

®
, 

1

ニ
、
^

巨
ヒ
の
妥
当
で
め
る
こk

は

、
夜
遂
の
山
林
レJ  

耕
Htk

Q

m

病
隱
保0

瑕
な
う
れ
ぽ
明
白
レ
ー
快®

。
・
^
-
 

す
打
わ
ら
当
村&

关
い
く
は
、
林
漿
小
経
蓉
は
、
次
の

二

一

つ
0

條
件
を
曉
備
し
てい

攻
く
ー
、
日
な
ら
な
い
。
尖
〇
第 

ー
に
、
 

そ
れ
同
磴
刖
と

し
て
、
深
族
労
仞
”
に
よ
っ
て
貓 

営

し

て

お.
〇

、
便
人
の
労
仇
を
舞
取
すふ

ごM

板
れ
いU
 

レ
ー
、
 

林
濃
労
VT
は
、
非
常
に
住
華0

種
葬
に
よ
り
要
亥
厩 

0

産
あ
洪
し<

、
炉
は
リ4

さ
い
経
営
で％

、
植
怀
なe

、
 

代
採
也
伊0

.tt
尊

」
は
、
相
当,
V.
種
傭
駢
侍
を
区
耍
レ
ー
す 

る
ご
レ
がW

い• 
s

'

罹
鶴
労
衍
な
必
要V

す&

ご
レ
「
が 

W

蘇
や
め&

。
ぐM

故
裡e

労
仇
ろ
の
争
少
、
極
羔
に
よ 

- 

っ
ぐ
。
、
 

概
暗0

分
類
は
で
ざ
お
が
、»

、
扒
以
上0

ニ
レ
『 

は
期W

で
さa

い
。
踣
二
ド
、
林
業
小
辎
嘗
は
、
原
則
イ 

し
ー
、
日
己
の
・
程
督
ー
Sヾ

己
め
気
族
をW

い
質3

<

し
て
ぽ 

g

ら2
I

い
。

こ
の
棟"

林
業
小
經
営
は
ー
ー
つ
の
條
件
枫 

荐
え
らX

る
ギ
・
・
第
一
の
條
件̂

主k

し
て
核
南
的a

冷 

0

で
あ
り
、
後

者

/)
條
骨
は
主
レ
ー
・
し
ー
、
經
滴
的
ぜ
も0

で

汚

4

労

仇

樹

成

由 

林 

面

積

生

計
全
紬
将
し 

律
»

い

—■

避

小

林

栄

径

営

生

計&

貓
特
し 

茂
・a

い

日
家
听
仇
が
主
蒔
干 

の
在<

労
竹
使
用
竺％
)

生若 
が 
をの 
鑿 

・鹭

<9つ 
て

労自 
踏 

同労 
訓 
虹 

塁雇

■ ■

-活若 B| 
謁 

糖 

拼

i

—16 —

(•

備 

号)

一、
 

ー
梃

に
三
反
歩
余
の
畑
を
自
寂
淆
们
を

7?

つ
ー
ゝ
耕
作
ナ
お
旬0

レ
ー
す
る•

こ
のm

婆
・
労
め
蛍
ほ
样
间 

莉
=

。

 0

A

笊

ー
ヾ
あ
る
。

= 
、

山
林
面
積
は
針
荣
曲
人
工
林®
^

で
、
目
つ
五
町
歩
以
上
の
埸
合
は
念
謳
配
盟
が
法
正
1-
正
い
も
の 

・
 

レ
ー
す

三
・
尚
醉
はM

林

栄

の
合
計
汗
再
ヾ

”
賀
访
仍
は
舍
ず
棋
い
よ
のk

す, 

W

・

括
訊
内
ほ
禮
傭
昉W

の
割
今 

• 

- 

五
・

本
表!4

、
林
案
誠
験
埸
检
谐
研
夹
室 

木
旧
技
盲
の
諷>

ピ
依&

「
怒
'W

黑
模
別
に
み
fc
坊
竹
の
構 

成
と
配
分
」

に

依

<§
・
 

« 

- 

六
・

ご
ー
ニ
ヾ
当
村0

務
嘗
規
模
わ<

い
く
詳
遂
し
伫
の
依
、
別

の
レ
ポ
—
卜
す
口
わ

ら-7

林
環

経
皆
の
実

典

」I

の
闵
通
を
つ
け&

馮
千
あ
る 

あ
丐•

以
上0

糠

«■
峠
件
を<

え®

経
蓉
現
模
が
、
小
巷 

営
モ
あ
り
、
そ
れ
よ
りX

さ
以
志
の
奴
中,
程
営
反b

大
强 

宙
ヾ
あ
り
、
 

エ、
机
よ
リ
小
さ
い
七0

は
・®

小
経M

で
あ 

る•

以
上
の
板
・
窘
営
規
模
微
念
に
忌S

T

'

当
村0

林 

菜
程
営
用
旗
を
、
卢
凜
調<

に
よ
リ
分
翔
す
る
ど
左
表
の 

様
1-
な
る
・

——

户
票
謝
借
一0

紬M

に
就s

v

ff
别
の
レ 

ザ

ー

ト<

詳
述
す©
■
―

—

 

以
上
の
樣
冠
検
討
を
行
っ
た
後
で•

R

a

窮
町
表
を
參
熟 

す
る
と•

当
村
で
ぽ•

匱
少
林
紫
笹
営
肴
・
府
、
 

戸
数
に
お 

い
て
全
休0

ヒ
ー 
％

•

小
林
業
経
嘗
君
が
、

一
二•

W
%

中
餐
経
営
六
、
一％'
X

林
業
が
〇
血
初
を
示
し
看©
•

番
各
簪
硯 

髯
恁
凸
〇̂

H

林
面
被
賣
衣
天
極
首
が
、
無
面
積0

A

八％
 

k

過
半
を
占
め
て
お
り
、
ヱ
こ
IC
林
地
M-
有
の
隙
穏
分
化 

を
み
る
二
な,
が
で
き
、
し
炉
韦
一
方
全
体
的
1-
見
て
、
当 

村
の
林
紫
經
営
さ
薄
秋
的
で
あs

k

u

う
こk

が
で
さ
る. 

次
IC
君
村
の̂

地0

状
況
反
び
耕
地
用
有k

山
林
皆
有k
 

の
阕
係
並
べK

、
 

ー
ーM

に
网
連
し
て
、
 

吉
村
の
展
衆
浅
況 

ド
斌

LA<

一
覧
す
る,

昭
和

二-
1-
五
年
の
世
界
眼
琳
セA

サ
スK

よ
札
ば
、
本
村 

仁
は
、
郡

-e
ー
町
七
反0

辦
地
ぐ
あ
る•

こ
の
耕
地
は
繼 

くM

で
あ
っ
て
、
田
は
全
く
存
狂
し
な
い
。
州
は
主E

し
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3反末满

作付面積 时炸

陸 稲
町友敝歩
石"/夕 /.<?

オヽなギ、 /"。ナ/ク 吏5

ノ、ダ‘オムキ、'
/心S 时

コムギ、 Z 1 6 )0 &、/

トウモロコシ 3-7/6 Z$

ライムギ、 /S “ク

ア ワ / 3QH 39

て ロゴシ / ■ ?? 〇.〃

キ ビ タフな ハ・

匕 エ 6 Z〇

、ノ バ、 2 M 〇、/

ダ、 イ天、' N フ々 0.&

アス、' キ 4叼 /・夕

エンドヴ / 4 /9 *

ンラマメ /ユ廿 好

サツマイモ 9 320 N8

ジャガ、イ毛 4 9 7 2? 用

ケトイモ 22Z /£■ びN

ダ 、イコン / / <?以 3.3

コ>"ヤク N 〇£ D、/

つ ウ

コウン、' N 〇〇 〇. /

ー茶, / 4 0G

洒3 £多 *%

備

君

ボ

液

は

昭
帯
二
十
五
年
の
廣
紫;

サ
ス
よ 

て
部
瘩
岡
辺0

傾
料
址
曲
に
散
狂
し
てい

る
。

こ
の
耕
址 

に
於r5

て
生
莲
さ
れ
て
い
る
炭
産
物
寸
、
罪
五
液
にM

ら 

れ
る
様
に

、
才
木
厶
、ギ
术
全
耕
地
面
積

の
ー
ー
な
、

ー％
 • 

サ

ッ

マ
イ
ぜ
柄
ー
一
五
・
 

一％

で
埠
ー
一
位•

次八

で
ザ
セ
ザ 

イW

府
ー
ー
、
 

七％

、
次
に
ゴ
ム,
、キ
が
・'
%
%
 

サ
ト 

イ
モ
び

五
、
 

ーー
 
％

琴0

順
で
あ
る
。
す«

わ
ち
、
才
木
厶 

や

、
サ
ッ
マ
イ
で
、
デ
ャ
ヴ
イW

歩
全
耕
世®

稿
のX

牛 

を
占
め
て
IA◎

款
で
あ©

〃
 

当
村
は,
才
木
ヘ
ギ
を
除S

/Q 

湯
合

に
は

、
サ
ッ
マ
イや

が•

一
善
蕃
く
生
澤
さ
れ
て
い

り
集
計
・

る
。

ご
の
ー
ーk

ば
绐
村
の
会
糧
状
沉
の
慮
ぎ
A1
て
い
口
い 

こk

を
示
すW

の
で
あ&

。

ヌ
豹
ヒ
ー
町
ヒ
反
の
初
地
厳 

二
ヒ
ー
一
戸
の
幾
・
で
耕
作
し
て
い
る
の
で
一
戸
当
り
莉
ー
ー 

反
そM

k

a

っ
て
治
り
、
非̂

IC
耕
趣
面W

せ
ケ
な
く
、
 

当
料
の
農
業
に
就S

て
は
全
く
魚
顎
独
七
の
で
あ
ゐ
と
い 

S

得
る- 

ノ

こ
の
村
の
装
彖
0

描
床
は
、
語
六
表
の
標
K:
ー
ー
ー
反
未
満
か 

ら

一
町
五
反
未
満0

冏&

分
敢
し
、
 

し
か2b

ー
ー
ー
反
未
満
の 

殡
彖
あ
ー
ー
ー
。
戸
で
确
数
ー
ー
七
ー
ー
户
の
う
ち
ヒ
ヒ
、

二％
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増6表小官快首溟舰反都W積広剛冲:(イ),

—••1 ノ、
網数

ヨ反
3反以上 Eu<t 

/町未满
J町・上
/吨榊

驚 敬 ,〇〇ク(> 
N才N

7 7双 
ヱ/〇

/%別 
"ア

な以% 
A2

0、"〇 
f

な軽

狹用

刖胃

3反未滴 "7 /77//•ノ

う反WJ15反末満 33
/

ヨ反以上|耶兩 N牙 ■■■・一, ふ //
/

卩町虹1町•叛桐 2 一― / /

レ
ー
大
半
を
占
め
て
い
〇
・
三
反!
!

或 

反
禾
滴
め
膜
袤
書 

M

冗
户
で
一
八％

、
五
反!

!

一
町
末
満
の
膜
戚
は
呵
、
 

M

%

の

ー
ー
ー
户
、

一
町
——

一
町
五
反
未
満
の
腰
薮
寸
嚥 

ー
肖
し
か
杼
任
し
てrS
&

に
す
ぎ
ほ
LA
。
か
く
の
如
く
二 

の
村©

耕
地
沖̂

ば
、
 

全
体
的
に
み
く
全
く
過
少
で
あ
り,
、
 

し4

も
耕
址
に
ほ
階
緻
分
化
日
み
ら
机
ず
、
氏
較
的
平
舟 

的
に
・
分
敢
し
て
い
わ
・

次は

こ
の
揉
版
艘
塚の

港

懸
间の

淫
題&

怔
物
间
で
银
萊 

す
るk

、
宛
五
表0

様
に
、
 

一
町
禾
滴
の
階
盾
の
農
家
で 

は

、
ナ
、
水
ヘ
ギ
作
付
比
率

が
平
科

ー
ー
丸％

をa

り
、
圧
倒 

的K

M

IA
、
次
い
で
サ
ッ
マ
イ
モ
歩
、
 

半
的
、
ー
阿％

を
占 

め
て
いa

が
、

一
町
以
上
の
陪
翌
謨
悪

で
は
、

才
末
人
ザ 

の
作
付
比
整
は
、
 

僅

1-
六 

、
丸％

ぐ
あ
り
、

コ
ラ
ゾ
び
网 

一.

五％

と
狼
大
の
作
付
比
韋
を
卞
し
、
次U

で
サ
ッ
マ 

イ
モ
び
丄
三
、
ふ％

を
一
不
し
て
い
ゐ
。
X

大
き
四
階
灣

に 

す
す
む
に
件

っ
て
、
 

ク
ワ
、
 

コ
ウ
ゾ
雑0

片
®
:

侏
物0

作 

付R

釆0

髙
ま
っ
て
符
く
の
臼
、
以
询
ク
ワ
が
こ
の
村0

—20 —

現
金
收
入

の
途
で
あ
り
——

舆
隙
に•

こ
の
招
で
は
支
那 

専

変

の
始
じ
ま
つ
匕
昭
和r

ーー
 
•

三
辱
頃
ま
で
は,

狭
套 

び
非
精C

盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
——

現
在
は•

潮
次
ク 

ワ
匚
替
っ
て
、
 

コ
ウ
ゾ
万
理
金
牧
入
の
途
に
な

つ<

きC
 

い
る
と
い
う
消
皂
古
示
す
——

现
在
、
 

当
村
は
・
村
内
に 

重
通
祇
の
エ
理

も
あ
り
、
 

コ
ウ
ゾ
の
龍
聲
は
漸
次
増
加
し 

て
き
て
い匂

'
*

——

と
同
時
・
に,

経
済
的
に
离
い
隋
屑
の 

X/
の

の
み
・
腭
用
作
刼
在
压
痿
で
き6

も
の
で
あ
り,

小 

條
営®

周
に
於
U'
て
は 

、
貪
極
生
產
が
第
一
袤
的
に
必
要 

で
而
リ•

荐
用
侑
勘
生
産
ま
で
は
余
裕
の
な
い
こ
と5

示 

す
も
の
で
あ
る
。

次
に
出
林
と
新
弛
匕
の
風
有
囲
係
に
つ
いr

観
衆
す
る
。
 

山
村
候
済
の
塞
応
せ
あ
るr

此
狀
況£

硬
墨
歹
る
上
に
は 

山
林
と
豺
れ
ど
ど
全
く
、
別
個C

翻
察
す
畚
こ
と
は
又

、
 

不
充
分
7:
宓
フ
て•

両
者
の
闿
係
に
於
U'
て
観
無
す
る
こ 

と
び•

極
号
で
医
耍
乏
而
リ
・
土
她K

えE

彼
討
す
る
隙 

に
是
非
必
尊
庖
こ
と
で
あ
苟
。

こ
の
村
の
個
人
有
药
と
統
地
と
の
所
有m

係t
r

第
七
表 

に
見
ら
れ
る<

L

r

各
山
林
面
積
階
層
で
所
屑
歹§

新
期 

窗
植
段•

第V

隋
層
——

山
林
一
町
步
以
下i
i

犬

、
 

全

斯
龍
面
恭
の
二
六,

二％

の
的
九
町
六
及,

第
W-
階
卮
— 

山
林
一
町
〜•

五

町

参

丨

び

、
三

五•

四％

の
ー
、
約
ー 

=

町
余
S.
占
めr

お
り
、
 

山
林
面
積
な
町
歩
以T

の
経
営 

規
模
階
曆
で
全
休
の
六
一 
•

六％

と
過
平S

所
有
しr

い 

る
・
栗
1¢
階
層
——

山
林
面
讀
五
酊S
 

ー
〇
町
—

a
 

約
五
旬
五
反
余
で-

五
•

三％

を5

め•

第H

階̂

—

心 

林
面<

ー
 

〇

町

〜

二

〇

听
歩
——

は
七％

の
約
二
町
5. 

反
・M
I

階
層
——

心
林
面
積
二
〇
町
歩
以
上
—

ほ

・
 

全
体
の
一
六
一
一％

の
約
五
町
丸
反
極
在
fi
め
-C
い
畜
。
 

以
上
の
惨
に
、
 

新
地
面
積
の
大
牛
は
心
林
経
常
視
複
五
町 

矛
以
下
の,

所
謂
林
業
ホ
経
営
階
層
に
よ
り
R-
有
さ
孔r
 

い
る
バ
・X

に
冬
苏
棄
経
皆
現
禳
階
層
の
ー
戶
写
り
册
有 

新
宅
面
稿
を
計
算
す
る
と
、
 

窮V

階
層
で
約
三
及
八
畝• 

髡W

隋

層

で

同

じ

く

約

二

反

八

畝

、
寃m

階
層
で
は
約 

三
反
、
 

第K

階
層
で
は
約
三
反
二 

敢,

第
一
階
曆
で
や
約 

四
反
二
放
と
な
っ
て
ン
・
リ
、
山
芯
経
营
戏
獲
の
大
き
を
階 

用
程
・
ー 

戶
当
り
剽
乾
面
積a

大
で
あ
る
ざ.
<

孔
程
大 

き
攻
爰
異
氏
る
い
。

す
る
わ5

・

答
村〇

心
耗
所
有
者
の
耕
鸵
所
有
狀
况
は
、
 

若
千
大
山
疝
所
有
階
層
が
・
小
U1
林
所
有
階
磨
に
比
鼓
し

—21 —



り

、
 

其

リ
ー
ニ
戶
が
三
反
——

五
反
3;
で
の
も
の
で
あ
る
。
 

又
こ
の
田
揉
を
所
角
し
て
C'
な
い
展
家
の
一
声
当
り
平
灼 

新
地
面
積5

計
算
す
る
と
、
 

約f

反
五
風
程
で5

つ-C

.* 

こ
れ
は
山
林g

m

賞
し
て
L'
る
農
京

の

一
戸
当
リ
斂
地
ffii 

穢
約
三
反
一
無
に
tt-
竅
す0

と

、
 

約
半
分
程
の®

縛

に
犯 

当
す
る
。

二
の
癱

に

、
こ
の
有
に
於
い
て
ほ
、
 

山
林
を
所
有
し
て
レ 

を
い
森
気
は
、
 

謨
K-
面
に
焚
い
て
も
非
常
に
弱
体n

あ
っ 

て 

、
嫂
杯
笑
以
外
の
産
業
の
余
り
をい

写
村
に
於
い
て
ぽ 

経

済

的
ILB

cr
較
的
惠
ぐ
3-
れ
な
い
蔭
届
に
廂
し
・
必
・
菜 

的
に
は•

日
備

・
月
給
取
り,

労
務
辱
々
の
仕
尋
に
依
存 

し
-C
い
る5

の
が
多
い
。
——

こ
の
点
に
就
いr

la
後
述 

す
る
刖
に
よ
り
明
白
と
な
る
。
——

以
上X

ー
ー
の
狎
の
土 

戏
所
看
狀
汉
の
槪
翘
で
宓
る
バ 

、
こ
の
様

ろ
よ
地
所
有X
 

況S

明
確
に
一
寛
で
务
茁
樣

に,

口

に
岁
打
の
ui
格
及
む 

耕
珑
の
所
有
分
市
を
ロ
ー
レ
ッ
ツ
曲
線
に
ょ
り
炭
示
し
て 

み
る
。

・ 

顷 

f
 

■

,■•■ 

川
口 

弘 

経
済
統
et
学

-

七
四
頁
参
照 

衫
し
±.
地
所
有
分
布
び
全
く
平
均
で
あ
る
とT

る
赫&

ば

之
逆
所
有
戸
敝

の

一
割
に
・
土
鞄
飾
殲

の

ー
剤
涅
・
戶
找 

の
二
割
は
土
抱
面
検
の
二
割
と
い
う
樣

に
、
 

対
海
を
分
比 

は
総
て
等
し
L'
醤
で
あ
あ■ 

<<
こ
のa

な
鬼
全
に
平
筝
る-
V-
亠
 

地
所
有
分
布S

こ
の
方
涎
で
図
示T

る
と
原
点
いB

引
い 

た
对
角
線
11
な
る
か
ら
、
 

こ
れB

肉
等
分
花
(0T
線
と
神
す 

穫
。

こ
の
询
爭
分
布
曲
線
と-

作
威
し
・
た
土
此
分
布M

線
と
の
・ 

向
に
於
け
る
陶
隔
に
依
っ
て•

义
該
再
の
上
地
分
布
炊
人 

を
知
あ
二0

が
で
き
苍
。

・
 

一
 

さ
て
こ
の
穗
な
惹
嘩
会
に
於
い
て
、
当
打
の
土
・
地
——

UJ
23 

林
並
び
に
耕
地
ゆ1

ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線£

み
る
と
、
既 

ー. 

芯
の
当
対
に
於
け
る
土
地
狀
湿
を
一
見
し
て
理
解
す
る
こ 

と
が
で
き
苟
・
す
な
わ
ち
第
九
茂
の<

L

r

当
お
の
就
近 

所
有
分
布
曲
線
は•

は
る”

一J
,

1U
杯
所
君
分
布
曲
線
よ 

リ
均
辱
令
布
防
線
に
近
付
い
て
お
り
、
耕
地
所
為
分
桁
な 

山
林
所
有
分
布
よ
り•

よ
り
分
散
的
で
あ
る
ニE

S

示
す 

も
CP
で
扬
る
。

次
一
一

以
上
の
襁
な
土
地M

W

X

況S

示
しr

い
る
。
こ
の 

村
の
上
都
福
造
す
な
わB

当
用
の
社
会
は
如
何
7a3

<

凋 

を
示
し
て
い
る
の
翻
察
し
て
哉
よ
う
。

第 7 夜

第8表

山林長所有し登い拽県.

河南陪帰 戶教 而瘠<反)

3反未滿• 心ざ.£/5

3反〜5反 々 タ座ユ石

S反〜网・

1阿〜网5反

合 戦 啓 2迴./00

秋內個人有林 耕 地

山麻面袖層 戶数 面創句) 蓄積 戶教％ 面硬m％ ー戶当街特㈣

I 20町歩以上 ほ 83｛ヽ /£3.海 /歹 傾 心 二夕•2

n 10町～20町 q / RW /夕•7/ア ぞ 曲 W 3.Z

皿 5町〜1〇町 /<? 怖2© 位タグデ /& /35企衿KS —3.0

丨町〜5町 的 彻7/ /ノ 宓 初颂〇〇?心 •== 2/

V 丨丹步以下 5孝 冶、/ /•3/8 汗 五3 %/踌 242 =2.£

合 計 *5 /2/O.SO 22も・必 /33 丿0〇 5W 干 <?• /

て

、
 

f

戶
当
り
耕
地
面
爾
は
大
き
い
様
で
あ
る
び
、
 

太
体 

に
於
い
て
、W

址
は
、
 

平
均
的C

分
散
さ
れ
て
网
當
さ
れ 

て
い
お
も
の
と
云V

得
る8

こ
の
梃
C-
游
地
所
有
狀
况E

 

階
級
分
化
あ
君
干9
T

み
、
 

瀚
次
葉
中
現
象
を
表
わ
し
て 

ぎ
て
いa

山
林
の
所
有
狀
况
に
全
く
対
馥
的
-G
あ
荔
。
 

次
に
山
赫
を
所
有
し
て
い
た
け
一
三
丸
戶
の
農
寂
のM

煙 

所
有
狀
浏
に
つ
い
て
襯
察
し
て
み
る
。

こ
れ
に
就
い
て
II
第
八
表
よ
り
知
り
う
る
様
に
、
総
膜
家 

戸

数

【
三
九
戶
の
う
ら
一
ニ
七
戶
本
総
で
ー
二
及
朱
源
で
妨

-22 —



其

の

二

村,

のa
会

一
、械 

観

こ
こ
で
は
当
村
曲
会
1-
就
い
て•

人
口
耻
業
或
い
は
、
 

社
会
の
垂
直
的
水
平
的
交
勃
辱C

就
い
て
楹
襯
す3

二
と 

II
よ
り•

こ
の
村

の
祉
会

1-
就

じ
て•

歷
史
的
に<

郷
し 

て
ヌK

り
・ 

・

先
づ
人
口
艮
び
户
敎C

就
侦
て
み
る
と
・
億
ヤ
東
の
様

1- 

大
正t

号
び
ら•

大
正
t-(

年
ま
で
は
・
ー
兀
〇
〇
人
台 

で
彦
るM

•

大
正T

二
牛
か
ら
昭
和
九
笄
志
で
は•

若
干 

滅
少
し
て• 

一
ハ
〇

〇
人
台
と
ZJ
つ
-C
お

り•

昭
却

十

ー
 

坪
が
ぢ
二
丁
辱
ま
で
は•

ー
 

兀

。

 0

入
合
に
増
而
し
た
り 

或
い
は
一
ハ〇

〇
人
台
に
減
少
し
た
り
、
二0

Q
O

入
合 

IZ
急
塔
し
た
り
し
て
人
口
の
増
减
の
变
化
は
大
き
い
。
昭 

和
二
十
一̂

以
降
——

敗
戦0

翌
知
——

Izt
r
 

入

口
13: 

二
。0

0

人
台!J

瓚
加
し
て
き
て
い
る
。
昭
卸
ー
ーr

一<

の
入
口
が•

二
六
九
五
人
ビ
ーX

正
-C

母
以
降
呆
大
の
数 

專B

示
し
て
い5

の
は,

敗
戦
の
結
果
、
 

外
埋
が
ら
の
引
・
, 

務
者
あ
る
い0

複
員
老
等
の
帰M

し
!

よ
る
枝
の
と
用
お
れ 

る
・
以
上
の
搓
に
・
当
村
の
人
口
の
冬
次
別
梅
動
は
、
 

郎 

灰
辱
に
若
千
の
変
動
港
見8

れ
る
ザ
也
ビ
初 

、
大
体
に
於 

ー
 

け
て
斐
韌
成
歩
を
く
入
口
は#

滞
し
て
び
る
と
い
い
’得
る
。
25- 

こ
の
こ
と
は
、
 

一
更
地
域
の
人
口
はX

体
に
於
い
て
-t
の 

地
域
のB

鞏
経
清
に
よ
っ
て
支
將
さ
札
て
い
る
t/
の
で
防 

る
か
、
5

・
そ
の
茬
槩
経
済
の
狀
沉
妁
何
バ
、
そ
の
翊
域
に 

挹
推
さ
礼6

人
口
の
狀
繼
に
大
き
な
影
響S
S

ぽ
す
も
の 

で
あ
り
、
こ
の<

な
見
她
よ
り
ぎ
利
の
人
口
狀
洗S

汝
る 

と•

当
村
のM

業
経
洛
は
・■

応
停
滞
的
で
あ
り•

そ

の 

生
産
性
は
貪
あ
〇・
も
の
で
あ
る
と
考
え5

札
あ
。
逆
に
云 

う
な
う
ば
、
 

字

持

の
現
夜
の
蔭B

及
び
経
済
の
生
姦
様
式 

に
於
い
て
は
、
 

入
口
施
擔
々
風•

現
住
が
限
界
で
而
ろ

P'

第9表 山林所夜戸伝及山潴面積累横度數

応旭彫 關山務所有君敎 累横出林面侦

5反未滿 3夕 必％ 63•初 絃％

1町［ 5ダ /彩ア

5虾う /〇3 "ひ 73^.30 〃・S

)0町 " /Z/ 必・8 227

206J ク /3〇 37.6 385 32,0

30町O /以 3Z4 タ於.矽 g
50町> / 3 ? U3/7 杉E
100町ク "3 な冲 加ジ

肝町〃 /<r /2/〇 5〇

耕地驗有戶教及面積累持盛敏

耕抠所有階層 累積戸敦 累,積耕地

3反未焉 /ワワ
% 

戚ノ
% 

2^.0
ヽ％
3?:〇

5反’Z ユダ8 初•3 72.7

1町・ ウ 2J7O 松 g財 鶴・ク

仁5町O 272 /&. "8 /〇〇

第•1図 山林反耕地所肯分而的絲;Lorenz cut-ve
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つ
史

N 

云

§

浪

%
板

ho 
脳

を

7 7

Kj ヽ
ぎ •%

如 
ミ

為 

湛

Kj 
居 
勺 3

ヽ

如 

殺

ミ ヽ
\

め
0

ゝ 
辻 

6
卜

Jk_

〇

片

以

上.

一
五
く

四〇

オ
未
滿

一

五 

才 

末

滿

茏

年

層

吐

層

汙

茸

'層

幼

少

午

層

的
く
zj
っ
て
お
り 
、
こ
れ
よ
り
培4 "

四
養
な
作
る
二
上
が 

で
き
る-

こ
の
頒
よ
り
知
り
客
る
裱
匚
・
害
村
CP
人
口
構
成
は
、
 

斉 

辱
風
が
三
九•

兀％

で
爲
一
位•

次5

で
幼
少
肆B

三
二

六％
•

肚
舞
層
一
七•

〇％
•

老
辱>

ー
 

〇

 

・
五%

〇)
順 

で
・
あ
る
。
又
斉
軽
層
瑾
び
此
牢
潛
匠
合
之&

と
五
六%
%
 

匕
遥
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
—J

と
は
当
村
に
は
生
產
IZ 

從
專
で
き
る
入
バ
、
過
半
で
あ
る
と
い
う
こ
と
在
蕎
味
す

一 2了一

第丨〇 畏

评 次 戸救: 人 口

大正7M- j・户 ノラヲ5
/Q绛 二卒 /gf
//耳 3 / <9 /ヲUク

/2爵 3/3 /が2〇

/3除 3/3 /^3〇

/ぎ吊 3 /5 /心

网紂2耳 3/9- /^〇〇

3星 ョノ£ /以/

公舞 3// /^3〇

5印 ? ノ 82 く

、4耳 球タ

ク替 ? /夕"

ゝ丿耳 ? P
普 ? 3お

/"蜂 ? ?

/ /耳 ? /707

/2耳 ? N0む

/S坏 P /ア3ダ

ノ幺坪 ・コ /財

ノ 7卸 ? ノ輦G

ノ ザ耳 ? ノヲタタ

/ケ辱 ? ノタタ"

.2°耳 ? /*?

2/凭 ? 2义アS
NN奪

? N/"
• ユ歩耳 つ W2を

変 の ロ 
A び 巨 数 户

と
い
う
こ
と
で®

る
。
ス

こ
の
问
の
擊
構
自
一
層
明
日

1～ 

す
る
為
に
・
昭
加r

-e
朱
艮
な

二
十
一
異
の
月
別
移
動S
 

ふ
る
と•

第
1--
一
 

夜 

の
麻
IZ•

両
年
ヒ
も•

月
別
人
口
の 

避>

は
同
傾
向E

有
し
て
い
る
。

す
な
わ5

ー

月

〜

四

月

ま
で
la:
、
他
の
冃
に
比
較
しr
 

平
均
的
に
入
口
は
多
い
。
こ
れt

?

出
教
ぎ
に
よ
り
生
ず
る 

理
求
で
あ
り 

出
稼
ぎ
と
し
て
に
、
 

後
述T

る
族
に,

林 

索
滲
務
・
違
駛
軍
囹
係
の
学
務•

斯
持
寄
の
戲
系
エ
勇

の 

岸
脅
笄
と
し
て
行
る
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
彦
ZT
の
低
い

(

小
宮
矜
中
学
校
調•
ベ
‘?

は
木,
即 

J  

山
村
と
しC

惜
加
す
る

入
必
を
鬼
金
に
收
恩
で
き
ず
、
 

結 

局
は
击
旅
ぎ
と
か
・
館
村
と
か
に
よ
り
河
応
し
て
き
て
い 

る
訳
で
あ
る
〇

次
に 
、g

村
の
現
荏
の
人
口
の
內
容
す/&

わ
ち
切
何
な
る 

種
懇

に
よ
っ
て
人
口
び
猫
成
さ
れ
てい

る
か
の
向
題
匸
就 

け
て
傲
察
し
て
み
る
。
先
づ
構
成
人
口a

男
V-
別#

令
別 

に
考
索
し
て
み
る"

郊
令
に
ょ
り
次
の
様
に
分
け
て
尋
え
る
と
、
当
村
は
留
和 

二T

四
肆
五
月
現
往
1L
於
い
て
、
 

第
二
図
、
 

第
十
三
表
の

—26——



合

甜

差 

坏 

層

IIX

層

南 

耳 

眉

#

令
階
麻

〇

四 〇

八

ノゝ
ノ、

四

7L

男

五

—■■*
-t
九

四

四 六

E9

r

五

ノ、 ヒ

・三

六 
七r

ノ、 
六

七
〇

合

計

〇

〇

•- 一

〇 七
6

三

見

1 %

る
・
以
に
男
沢
の
人
口
劉
含
で
35

る.
の•

女
成
総
入
口
一
一 

ー
五
八
人
の
う5

ー
ー
ー 

五
人
と
五
一 
•

七％
a

占
め
て 

男
人
口
よ
り
若
千
多
ぐ
符
っ
て
い
る
。
こ
れW

冬
階
稀
每 

に
見
て
ル
る
と•

幻
少
写
厢
・
寿
蚌
層•

老
耳
層
の
各
曾 

はV

人
口
び
丹
入
口 £

リ
多
く 
・
唯'
It

零
層
の
設
、
 

男
ー
 

ハ
ハ
人
パ
ま
ーe

兀
人
で
男
人□

が
九
人
多
く
后
っ
て
い 

る
。
又
男F

共
1～

一

五

〜

二
五
オ
ま
で
の#

令
層
の
人 

口
ぴ
・
全
体
的
に
少
专
い
のW

・
二
の
層
の
寿
耳
達
が
出 

<

に
出
て
L'

る
結
果
で
あ
る
・

次
に
こ
れ
ら0

入
口
パ
組
成
し
て
い
る
経
斎
鄒
の
箍
類
区 

みd

と
・
维r

五
表
の
樣
に
・
主
業
と
し
て
・
程
笼£

営
も 

も
の
伏•

総
尹
敎
三
八
三
尹
の
ラ5

 

ー
六
一
戸
と
約
四
五

一%

で
第
一
位•

次
い
で
日
雇
バX

四
户
、
林
莱
史
六
户
・ 

公
吏
三
三
户
、
 

次
C'

で
壬
菜
の
な3
匕
い
う
も
の
万
一
四 

ー
 

户
、
貨
労
仞
び
ー 

一
戸
と
い
う
順
で
わ
る•

こ
の
他
の
斩 

業
の
も
の
は
六
戸
以
下
の
も
の
で
あ
る" 

展
業£

主
業
とT

る
一
六
一
戸
も•

こ
の
経
済
体
のW

容 

一B

3

る
と•

農
業E

主>

と
し
て•

副
業
は
何
も
し
て
い 

る
い
户
教
七
三
户
、
林
業
を
副
業
と
す
る
も
の
五
四
戸
・
 

日
雇e

や
つ<

い
る
も
の
八
尸•
・
畜
産
は
仁
户
、
製
敢• 

養
蚕
・ 

和
紙
在
や
っ
て
い
希
も
の
パ
冬
三
户
づ
っ
あ
り
、
 

ー
 

商
業
を
副
業
ヒ
す
る
も
の
二
戸
、<

店
、•
大
工
、
俸
給
取 

ー
 

リ
、び
各
ー
尸
で
防
り
、
 

賤
業号

け-C

生
治
し
て
い
る
も
の 

a

•

一
六
一
戸
の
う
ち
の
四
五％

で
あ
る
。
次
に
紡
業a

 

主M

と7

る
四
六
戸
の
う
ら
副
栄
と
し
て
何
も
や
っ
て
い 

一
 

る
い
も
の
び
、
 

一
三
戸•
>

業E

副
業
と
し
て
い
る
も
の 

三
〇
卢
で
全
体
の
六
左％

S

占
め
て
L'

為
・
日
雇B

主
業 

と
す
む
セ
の
13-

六E

戸
で•

そ
の
う5

副
菜E

何
も
し
て 

い
る:3

も
の
四
〇
户
、
 

農
菜E

や
っ
て
いS

も
の
一
ニ
穴 

一
 

林
巍
、
 

商
業,

家
咨&

副
業
と
し
て
い
る
も
の
各
ー
尸
で 

一・
必
る
。
こ
の
樣
に
、
 

主
業
だ
け
で
住
計
を
立
て
て
い
る
も 

.

の
は
比
較
的
少
匂
く,

大
誓
分
の
も
の
13

副
叢£

営
ん
で

崇 卜 宛
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会
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强
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い
る
。H

層 

貨
貯
仍
、
 

公
更
、X

エ
、
 

逸
縫
案
等
々
の 

麻
栗8

主
兼
と
す
る
セ
の
は
、
 

主
業
だ
け
で
庄
計E

立
て 

て
ひ
て
、
 

主
業
の
他
に
副
紫
と
ぐ
っ
て
い
里
も
の
が
少
を 

い
。
ニ
れ
に•

こ
れ
ら
の
市
覆
！

J

つ
い
て:>

る
枝
の
は
土 

地 

山
蘇
並
び
匚
耕
地 

さM

有
し
て
長
有
い
も
の 

或
い
は
一
所
損
レ
て
ひ
て
も
僅
少e

あ
る
為
に.

副
業
自 

営
むi

地
も
な
く
、
又
他
の
均
憲8

如C

だ
け
の
銓
痞
能 

力E

奔
っ
て
い
る
い
こ
ど8

M

味T

る
も
の
で
苟3

0
 

一)

の
い
い
カ
は
師
栗
的
な
見
万
に
ir

つ
も
の
で
あ
っ
て
、
 

原
因
茁C

ふ
犯
ば
、
当
村
で
或
、
 

土
拋
々
所W

し
て
ひ
な 

じ
も
の
或
じ
行
れ
持
し
て
い
て
もa

沙
で
あ
苟
も
の
が

、
 

こ
の
種
の
車
業
に
成
く
の
で
扔
る, 

以
上
の
樣
に
、
 

者
材
の
入
口
バ
組
成
し
て
い
る
經
済
群
の 

獺
類
ほ•

匡
倒
的
に
土
地
陸
瑛
で
苞
る
農
業
及
び
杯
紫
が 

多
く•

し
か
セ
、
大
郞
分
が
&II

案
と
し
て
何
か
営
ん
で
い 

るe

こ
の
二
と
は
当
狞
の
経
済
の
生
産
性
の
念
至
で
あ
る 

こ
と
と
物
廳
っ
て
い
る
も
の
と
运
之
ら
れ
る
・
 

次
に
岑
落
匸
・
近
代
斉
本
主
挨
文
化
、
 

爲S

経
済
パ
侵
入・ 

し
て
く
る
に
従
っ
て
、
こ
の•
村
の
人
口
伏
態
び:

ど
の
様 

に<

化
し
て
ぎ
<■
い
る
か
。
又
と
れ
が
村
の
社
会
経
済
ど

如
何
々2

9

相
互
阅
係
を
有
し
て
き
て
い
爲
か
停
を
知
〇
福 

に
、
磯
辺
秀
俊
氏
1-

做
っ
て 
、
人
口
の
城
域
的
程
動
—— 

ー
水
平
的
狰
顚
——

と
、
 

社
会
的
成
層
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
於 

づ
る
上
下
の
地
位
の
顎
動
す/&

わ
ち
社
会
的
修
動!
I

垂 

直
的
移
動
——

と
の
二
つ
の
概
念
に
分
け
て
者
繫
し
て
み 

よ
う
。

※

日
磯

辺

秀

後

「
農
肉
終
済
の
研
究
さ
法
」

※

12

磯
辺
毎
俊
「
農
村
入
口
特
に
宗
族
横
威
の
娈
化
と
-e 

の
社
会
的
移
刼
に
就
て
」
字
都
営
蒿
農
学
榆
報
吿

需

五

号
 

こ
の
药
の
木
平
的
移
動
——

城
域
劇
移
鋤
II•

す
で
に
逑 

ー
べ
だ
崔
に
、
 

碧
封
の
経
滴
の
生
彦
性
に
於
い
て
は
琪
柱
ま 

で
擀
加
し
つ
つ
あ
る
人
口E

全
都
收
知
す
る
こ
ど
パ
担
來 

ず
に 

、
 

里<

ぎ
等
の
形
でK

虎
し
て
きV

しS

る
こ
とs

m
 

す
セ
の
で
あ
る
。
私
が 

广
、
案 

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
 

ぎ
村
の
中
瀬
以
下
のV

千
は
、
 

め
き
得
るM

令C

な
あ
と 

他
町
村
にr

キ
、
文
工
警
匚
め
狼
ぎ
す
る
と
L'

う
こ
と
バ 

通
念!J

な
っ
て
い
若
と
い-
っ
こ
と
で
ガ
る
。
こ
の
二
と
は
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す
で
に
述<

た
が
、
当
村0

養
商0

倉
宥
性S

示r

も0
 

で
枝
り 

、
検
途
す
る
糠
氏
、

複
腐
或
いQ

沖
街
に
阮
迎
す 

q

当
村
过
会
の
張
済
取
问
恵&

包
含7

ゐ
る0

ヾ
的
る
・
 

次

に
当
杜0

更
ig
捎
移
動
に
就
LAT

焉
票
さ
す.
す
め
る• 

こ
の
村
の
垂®

的
秘
動
せ
、

こ
の
株
ほ
椒
怠
で
当
村
社
会 

を
肴̂

寸
ぐ
憲
味
合

の
レ
ニ
ー
、う
て
法
述
し
て
お
い
な
糅R

'
 

日
本
資
去
主
鑑
の
展
阍
と0
代
、
 

発
展
し/C

觸
同
経
済
の 

こ
の
村
え
の
浪
入
に
伴
い
、
 

こ
の
村0

社
会
を
-M
旅
し
て 

い©

人
口
城
壁
直
旳
に
ビ0

採
R
.

?-w

し-<

ざ/C

炉
§■
知 

ら
ん
と
す
ふ
も0

ー
ヾ
、
当
村
r:
关
げ&

社
会
暗
級0

分
化 

或
い
は
並
1-
壮
会
肘
批
位
0

平
均
化
警0

问
黯
を
観
票
し
、
 

ス
こ
の
村
の
程
済
の
買
定
隹
逆
に
不
安
定
性0

IM
題
に
袖 

狀&

七
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
こ
の-K

の
計
会
の>
<

戲
移 

斯
く
就
い
て
は
、
当
村
の
歴
灾
时M

用

ぐ
浜
いV

と
ら
え 

く
荷
か«

く
て
ほ
ほ
らM

い
。

当
树
依
徳
川
叫
•!<
冲
里
家
個
の
質
文
ヒ
序
ー 
ーー冃
に
、
代
官 

成
・
海
八
な
衛
门0

行
っ
た
検
地

の
蹉
、
多
麻
耶
戸
倉
村
咨 

©

戸>

の
內
芸
如5

て 

、
乙
弾
村
と
し
、X

咨
星
竹0

批 

を
分
割
し
て
機
沢
村
と
し
た•

明
治
態
新
ド
啓
っ
て
か
ら 

先

に
米W

寤
に
戻

し
て
い
たX

澤
村
は
、
明
治
二
年
に/

CA

っ
て
か
ら
、
大
钢
藩
に
賊
屋
し
、
又
四
年
に
至
っ
て)
II
起 

藩
ト
屬
し
くい

た
褪
沢
村
と
央
え
、
 

組
奈
川
県
弗
十
、
区 

第
十
三
小
区
IC
御
入
さ
れ
於
が
、
明
治
ヤ
ー
年-t

冃
郡
叵 

町
枝<

就
法K

依
っ
て
、
区
側
ば
改
正
さ
れ
、
新
に®

夢 

庠
那
一:

願
し
尽
も
の
で
あ
曲
・
そ
の
後
明
村
制0

興
施
さ 

れ
ん
明
治
二
十
二
年
に
Z:
津M

どW

沒
村"

を
合

僻
し
て 

M

圧
の
小W

村
V-
な
っ
た
セ0

で
め
る
。Z

の
村
の
歷
臾 

は
、
 

邦
土
撥
観
に
よ
るk

、

「
古
代0

陛
坎
ほ
梵
漠
知
る 

IC
由
打
く
、
唯
乙
津
能
球W

M

15
反
をM

合
河
懲
源
よ
り

必

13

身
治
制
発
析
五
十
周
年
記
念
刊
有

那
土
擬M

(

昭
和
-r

三
年)

東
集
柯 

后
雷
の
癸
堀

-e
ら
れ
し
に
よ
り
、•

石
蘇
時
代
早
く
も
、
吾 

鄉
土
小
営
村
び

歴

宴
の
璃
光
をM

出
す
しk

訳<

さ
朮
て 

い
る
が
、
私
1-
は
ま
の
竦
偽0

程
は
知
り
得y

い
が
、
兔 

に
宙
、
 

当
村
ぼ
德
川
末
期
以
前
ぎ
ぐ
ば
全
く 
0

山
村
で
あ 

っ
て
、
五
日
市
に
木
展
を>

出
し
八 

ぞ
机
を
取
売
し
て
、
 

ロ
糊
を
-M
て
いR

模
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
頌
ii
ペ
湫
い
て 

ほ
、
往
、時
商
棠

の

二
k:
で
代
貿
r:
提
本
し
总
諭
履
の
、が
对 

者

に
よ
っ
く
=b
知
り
律
る
・
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泌

14

こ
の
百
文
圭
一
に
就
い
く
は
、
現
狂

五

日

尊

苏

日

市

中 

一
 

学

校
rc
勤

荷
し
て
お
ら
机
る
谷
合R

が
、
ご
の
写
し
を
・
一 

苗
肩
し
て!S

る
。

二
の
棵
に
、
 

從
川
禾
朗
以
前5

マ
は
、
社
会
的
移
動3b

激 

ー
 

し
い
襄
動
は
ヨ
らX

ず

、
比
較
乾
平
和
白
山
村k

し
て
存 

識
し
て
さ
ほ
稼
で
あ
る,

し
か
し
な
が
ら
、
其
後

、
 

直
本
主
恭0

殆
生
展R

k

共
K
 

ス
夾®
R

係
の
急
瓯«

癸
遂
レJ

福
俟
つ<

・
直
年
主
装0
 

影
營
は
、
 

定
激べ

芳
村
の
海
済
並

び
rzu

会0

両
面
反
お 

よ
成
、
 

従
っ
て
、
 

当
村
の
里
直
旳
转
動
に％
>

し
い
茲
代 

示
お
さ
て3

k?
・

圖
え
ば
、

德
川
末
期
以
訶
に•

臼

、
名
主 

k
 5

う
揉
な
村0

要
転
R

つ
い
て
い
た
〇
・
治
・
当
時
の 

風
潮
に
の
り
帶
ず
周
咨
し
、
や
札
に
習
つ<

、
斯
勢
”
択 

拾
頑

し
て5

IC
。
新
勢
力
弟
頭
の
伽
を
あ,
け
る
な
ら
ば
、
 

現
狂
当
村
ぐ
废
上
位

に
あ
タ1

宠
慰
、
〇
袤0

隆
盛
時
代 

・
ド
け
、
〇
家0

手
代
を
し
て
い
た
と
云
わH

く
い
？)
び
、
 

現
狂0
1

氏
の

二
代
前

の
<5-
・I

因0

叔
よ
り
、

桃
款
活 

上
格
、
金
貸
、
 

山
林0

壳
閱
绛
の
仕
爭
を
や
り 

、
 

す
ぐ
れ 

た
企
業
に
レ
ー
努
力
に
依
っ
て
、
 

急
激
にW

本
を
増
加
し
・

現
枉
に
至
つ

Uヾ

©

わ
け
ヾ
あ
る•

こ
の
棵
は
一
、
 

二
の 

異
例
に
よ
っ
て,
も
、
近
代
膏
本
主
暴
分
化
、
 

沢
通
您
済0
 

発
密
の
影
會
が
、
 

当
時
の
こ0

村
に
类
け
ゐ
社
会)
7r
橘0
 

重
貢
的
移
動
に
如
何K

竹
い
た
か
の
一
魂
を
窺
知
す
るC
 

k

が
で
ぎ
る
・

次

一Z

朋
泪
以
後
の
当
村
社
会
成
穏
の
重
-MM

#

動R

就
い 

マ
観
衆
し
て
み-
=1
う
・

冊
治
初
期
の
当
村R

定
けS

勢
打
阕
係
を>

索
す
る
為R
 

•

小
冒H

中
誉
疚V

謝
宜
し
た
名
学
調
箕
—

第
十
六
衣
、 

を
利
用
す
る
・
現
枉
の
答
孕
ぼ
、
明
治
叫
・
五
年
廣
有
っ 

た
法
令
に
よ
り,

確
立
さ
朮
fc
毎
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以 

前

,!3

百
姓
は
、

何
兵
衝
と
い
う
株
ビ
石
沛
で
呼
ば
れ
て
い 

え
も
の
で
あ
る
。

焚
っ
く
明
治
汽 

五
年
眉
の
名
字
の 

一
般
やk

共
に

、#

然
庄
ゐ
血
恕
离
係
1-
あ
る
一
族
は
勿 

繭
の
二k

、

血
隱
帥
月
保0

耳
い
も
の
で
七
、
 

そ
の
当W
 

の
勢
力
阕
係
号
は
よ9

同
一
名
芋
を
供
用
し
な
も
の
ヒ
毒 

文
ら

於わ
。

そ
版
蚁
、
名
售
調
督
は
、
当
時
の
勢
力
阕
保 

のK

耍
セ
术
寸
志
のk

M

推
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れ
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、
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あ
ぶ
り
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各
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—
和
知
、
 

黑
山
、
渡

证

、
、
涯
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芝

決

笄
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の
家
。
、
 

V
 '

古
く
我
り
こ
の
肘
に
居
住 

し
て
い
た
も
の
で«

く
、
是

近
踩
阀
攏
で
、
村
に
入
つ
 ヾ

5

セ
人
B.
で
あ
忑
レJ

ひ
う-

華
実
を
み
て
昭
、
こ
の
推
察
に 

X

遍
0

な
い
・
ニ
レJあ

証
明
す
お
毛
の
ー
ヾ
あ
ふ
・ 

さ
て
若
村
の
も
言
調®

0

翁
果
をm

e

虹
、
溶
合
倒
糖
に 

W
、

山

腐

伊
一
丸
、
 

粟
原
六
、
賣
五
の
瞭
ぐ
あ
久
单

道

墨

に
は
、
 

栗
絳
〇
、
餐
ー
ー
ー
、鈴
木
六2

津
五
、岡
部
五
の
昭
で
あ0

藝
驀
に
は
、
 

蓄

兀M

屠
五
ゝ
网̂

三
の
噸
、
乙
釋
風
蓄

に
应
、
 N

詡
天 

乙

津

一
五 

、
、浦

野

ニ
ー 

、
槻
本
三
の
眼
、
 

骨
木
平
部
蔣K
 

は
、
布
川
一
八
・
浦

野

ー
ー
ー
の
順,

上<

決
静
治 

木

住

野

ー
ー
ー
、

网
洗E

、

0

頒

、
 

中
複
沢
尚
落

K

M

、
田 

中

ー
ヒ
、
火
保
底
六
、
 

內
山

可

、
-FM

沢̂

弗K
 0

、
森 

a

、
谷
合
、
池
谷
块
に
一
 

〇
、
冲
腐
ハ0

順
で
あ
る
。
 

以
上
のM

に
名
咨
の
分
布&

、

大
体
部
落
的F

同
一
痕
類 

が
廉
中

し
て
お
り
、
 

r

ー
の

二E

ほ
、
 

上
逑
の
各
都
港
が
、
 

ヽ

«•
Is

往
時
の
汁
謂
自
然
村
で
あ
る
k.
ひ
う
ご
とk

崗
11
し
く
、
 

叫
日
い
こ
上
で
あ
る-

—I

当H

の
社
会
構
造L:

就

い
て 

•

は
後

述
す&

——

、メ

Is

銓
水
栄
太
郎 

日
本
度
村
社
会
停
原
理

二
の
部
湾
别
名
註̂

を
な&

こk

に
よ
り
、
当
其
の
勢
力 

m

保
の
東
旭
状
況
並
ZX''
に
往
時
の
小W
M

0

社
会
構
造
の 

ー
湍
を
垃
る
こ
レJ

が
ー
5ヾ

る
・

村
全
体k

し
て
、
 

名
学

数
をM

fe
期
合
口
ほ
、
柬
廉
五◎
 

沖
倉
ー
ー
ニ
ー
、
滴

野=

皿•

乙
洋
ー
ー
ー
、
小

崎

ニ

ー

田

中 

・
一X

、
市
川
耳
同
じ
く 
-

兀
、
 

蠢
壁
、
乙
訓
共
に
ー
ヒ
、
 

木

住

野

「
三
、
 

沌
谷
ー
ー
ー
、
谷

合

一
 

〇
、
鈴
木
九•

久
保 

ー
寫
ハ
の®

で
あ
る
・

——

ハ
以
一
下
の
名
さ
|2
つ5

V

は
消 

ー
 

晞
すq

。

—

名
咨
数
の
萎
い
冲
倉
、
涌
野

、Z

津0

う 

ら
に
目
・
琨
狂
村
楊
數0

貰a
>

ほK

ひ
系,

『ー
の
ー
二
っ 

。
名
昏
な

算
0

巢
挪
区
、
稔

川
蒔
代

—

明
確
は
味
代
做 

不
明

—
R

S:
、
右
主
答
の
村0

婆
匿
r:
射

入

、
村
有
数 

の
名
堂
塚
で
あ
り
、

ヌW

涯
ま
ぐ
あ
っ
たk

’い
う
。
現
枉 

は
、
果
案
、
山
崎
、
市
山

、
蕊
屋
、
木
住
野
、
池
容
、
谷 

合
の
る.
め
与
の
某̂

が
、
こ
の
村
の
壮
会
反
oc'^

添
の
上 

に
更
要
仗
‘值
暧
を
凸
め
て
い
ふ
。

琅
任
、W

に
此
戰
し
く
、
沖
倉
、
 

彌

野

、N

津
の
容
名
停 

の
う
ら
の
某.
云
は
、
涸
落
し
て5

るk

は
い
つ
ー<

片
、(

J  

,
0

名
字
調
査
よ
り
精
縈
すs

k

、
名
言
制
蔑
の
・
宋
東
朋 

治
凹
、
五
年
願P

は
、
ご
ぞ
『ー0

石
宜
一
ヾ
禾
さM
.

ぶ
ー
連
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0

・
势
カ
は
何
ん
ら
け
初
形
で
殃
つ
ー
ゝ
い
た
も0

ー
ヾ
あ&
1
 

想
像
さ
れ
ゐ
・
又
現
旺
ら

、N

の
苗
專
数
の
爹S

を0

つ

_\. 

ら

に
、
 

村
の
有
力
看
の
い
る
ご
と
ケ
ら
推
樂
し
く
、
 

期
治 

初
期
妒
ら
現
任
ま
で
自
、
 

大
勢
的
に
み

て

当
村0

ー
里® 

射
批
動
—

社
会
的
移
動
—

は

、
急
漱2

T

X

大
至
甘 

菠
化&

焰
か
っ
た
あ
の
と
い
い
将
る
・ 

以
上
-0
様
に
、
吝
亨
調
貪R

依
っ
て
る
、
当
何
の
な
会
成 

宵0

亜
强
的
移
動0

歴
虫
的
父
代
の
ー7W

な
題い

知
る=
 

レ
ー
が.
で
さ
る.
が
、

度

に

一一
の
苞

。
拼
税
の
序
列
表
を
利
用 

す
る
ご
と
呂
依
っ
て
琵S

的
移
動
〇
状
沉
を
検
討
し
-<
み 

«
•※

16• 

前
揭
窖
に
治
い
て
、
魏
都
蔻
俊
厌
は•

冀
柚
の
愛

画
的 

移
動
の
庆
沉
を
、
村
の
刀
数
割
強
課K

左
け0

M

il
等 

敍>
!

、
土
地
沖
昌
司
裁0

両
方
面
A.
り
卷
樂

すR

ご
と 

に
し
てS

る
と
云
っ
く
い
る-

ヽ
・
17

村
税
の
洋
列
曾

、
 

村

。
資
産
状
況
を
樑
示
し
て
い
る
书 

/ 

・
 

一
 

の
で
あ
ゐ
・
村
税
の
序
列
な
、
村
の
杜
会
反
?？
C'
’軽
添0
 

、ク
ら
で̂

何
fcs
る
性
植
を
有
し
て
い◎

炉
r:
就
い
す
ば

後
迷
す
ゐ
ゝ

百:S

料
税
の
資
料
が
、
な
か
っ
だ®

ーヾ

、
 

昭
和
五
年
七
、
 

昭
和 

二
十
旭
年
のM

税
序
列
を
比
較
す&

で
ヒ
に
よ
り
最 

近
十X

ヶ
寺
間
田
旅
け
る
て
の
衬0

垂

貢
的
秽
動
を
饅
県 

し
て
み
る•

両
村
税
洋
列<

を
对
氏
し
て
み
る
と

、X

藝 

に
は
大
至
白
羨
化
はH

い
椽
で
あ
る
が
、
 

詳
細
に
由
る
之 

拜
列
の
上

ク
万
す
な
わ
ち
当
村
社
会
の
上
超
階
屈
よ
り％
 

序
列
の
下0

方

に
fcj
る
握
垂®

的
移
動
は
激
し
い
様
ぐ
あ 

る
。
す
対
わ
ら
当
村
区
、
念
友
人0

方
が
、
資
屋
斑
よ
り 

汚3

沈
み
が
激
し
か
っ
た
ら
い
う
ー
ーk

で
あ
るc—

M

和 

五
年k

、
ー
ー-r

面
年0

村
税
首
灵
表

臼
つ
い
て
は
マ
・
で 

は
消
畸
す
る
・
 _

_

以
上
。
裸K

当
村0

垂
!g

貯
移
動|

社

会

的

移

動

——
 

状
況
は
、
厂
次
術
べ
み
れ
ば
、<

の
野
村
や
无
そ
う
で
あ 

る
糅
に
、
日
本W

本
主
蘇

の
生
欣
発
展
し
た
収
治
以
後
に
、
 

福
淡
に
移
動
し
く 

ヨ
ヾ
い
る
が
、
大W
W

に
み
るn

ら
成 

携
川
時
代
れ
ら
明
治
府
代K

移
ゐ
時
期
す
ほ
わ
ち
、
 

封
建 

旳
社
会
む
ら
近
代
乾
資
本
主
謀
歳
代
に
移
苻
す
る
膵
期
に 

ー
蔑
激
し
く
斐
勁
し
、
そ
の
後
現
此
に
至
る
ま
で
、<

M
 

程
滅
し
い
殘
化
甘«

い
魂
で
あ
ゐ
。
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以
上

ぐ
二
繆
村
の
社
会
1-
就
い
て
の
槪
觸
を
額
る
射
、
 

竺 

村
の
人
口
、
並X

にB

業®

狀

況5

検
針
す
る
二k

l2
よ 

ク
て
、
当
村0

藉
斎0

生
達
性
0

恨
郭
牲
を
知
っ
た,

そ 

し
て
当
村
の
社
会0

壁
直
’旳
移
動
会
み
る
ユ
と

に
よ
り
、
 

当
村
の
社
会
涙

、
 

日
本
資
系
主M

0

段
崗
レー
共

に
也
何
艾 

垂®

府
得
翰
レ
ー
い
う
面
一
ヾ
專
醫
を
ろ
げ
た
が
を

労
た•

こ 

の
こk

を
遅
L'
ー、
、
当
杓0

生

産

探

式

—

当
村
で
は
、
 

祢<

と
快
談
の
生
蓬
裸
式
I

が
、
皆
滞M

ヾ
あ
る
ニ
レJ  

を
範
い
饵
な■

以
上
で
当
村
社
会
の
旌
飯
を
終
る
。
次Q

、

当
、村
杜
会
成 

W

の
検
討
を
符

い
、
甘
会
分
化
お
視
気
炉
ら
、
当
村
社
会 

並

侵
潸
の
同
黑5

施

饅

し
て
苻
こ
ー
つ
。

―-"^―

く顧着)1.户数3タん戶のうちには.小詡族林組合・联業 

協同組合’南部木工肩限会社•共栄殿快卮限会社. 
單啄業肩限会社跟入小垣、な。

2. NMらほ(.'・ず(Kもオ］!戚廁編してC、る。

［成 層
金 頒％ 户 汝%

I /&.クク〇凹メ上 X宣タノク四 2.8S 5夕 .Z3

4-.3K *g 〜IQOOQ 夕m. “"ク /つ.夕 /ク

皿 /.ククQ—Nク"っ う/、Nクっ "寸 Z 7 6.8

I 600〜/ 〇ク〇 必夕 ノク2

V
亚

夕"クへ/ gクQ

Nク"～ 企ク〇

3、占•SLO

22. &"〇

/2.Q

ウ・ク

9 /

財

Z7. ?

N/ Z

亚 Nタク円"下 / X. 7.ZC> 4 / /z4- •5Z 3

貌計 -1—• スタク・つ4 〇 4 0 3P4 /〇〇

二

当
村
を
構

成

す

る 

.• 

• 

/
 

E

T1

的

社

会

成

層 

•
*

18• 

上
下
的
社
会
成
輝

匕
C'
う
盲
乘
の•

社
会
零
的M

危

の 

説

胡

の
鮮
細
は•

鈴

木

栄

大

師

野
S

本

罷

社
会
学
廉
理 

• 

五

六

曲

頁

く

六
五4C

頁
涉
照 

d
 

当
村
社
会
成
層

の
小
た
ち 

—
ピ

ラ

ミ

ッ
ト
型
社
会
成
暦
一 

二
の
対(
^

会
茏
社
会
分M

う
視

是
炉
ら
分
柝
オ
る
半
燃 

Q

ビ
し
て
・
昭
幻
二
十
皿
坪
度
のH

秋
序
硏
光
糾
用
す
ゑ
。
 

村
牧
の
序
知
は•

こ

£7'
村
の
資
建
沃X

及.
tx
角
羯
の
大
小 

の
序
列
と
反
快
寸
ろ
も
の
匕
云
れU

よ
い
ぐ
あ
ろ
一
つ
。
従 

C
V

肘
應

の

大/b

に
よ
り
依
ラ
たM

層
己
分
欧
・
そ
れ
ボ 

こ
の
村
の̂

械
的
成
層
或•
い
就
效
巖
的
成
層
を
直
ぢ
IC
承
・
一 

し
て
C'
る
が•
匕
ろ
疥
は,

後
の
検
討
の
间
題
ビ
し
-C
少 

な
く
ビ
巳
当
局

の
跛
力
啲
成
層
龙
示
しC

い
め&

の
ビ
び

い
佩
る
。

*
 B

 
耐
掲e

同
頁
卒
照

次
に
材M

の
輝
州
に
椒C

て• 

f  
ー
の
村
の
賊
力
的
社
会
戍

表
7
 キ

會——



翘
、ぎ
・
オ
十P

表
の
棵
に• 

L

C

の
成
岡
に
分
け
て
及
る 

ビ
、
 

每
成
層
の
村
税
黄
塩
状
見
は
、
 

村
撕
ー
万
円X

上
の 

才
二
成
馬
で
は
・
户
孜
に
於
い<

全
缽
の
ー
、
三%

の
五 

声
に
婚
小
す
あ§

ポ
、
射
の
鑑
村̂

額
・
い
、
ニ
ハ
、X

%
 

を
貢
坦
しC

い
る"

こ
41

に
对
しC

村
綬
六〇

 

〇 W
 X
 

ド
の
カV

・
弁.
或
・
中
MI

成
層
は
・•
尸
牧
に
於
いC

は• 

ヽQ  
•

叫%
Z

大
半2

占
<0

て
い
る.
が
・
村
税
貝
祖
2?5

は 

全&

の
二
五

・
八％

tc

す
、、き
な
い•

こ
VK

化
み
く
七
明
ら 

か
な
る
嫌K

当
材
の
村
貌a

fe

は
不
均
等r

・
あ
る
。
 

二
収
在
迎<

・
ハ
ば•

二
の
討
の
黄
產
仗
汉
は
、
 

抱
者
不 

肉
導
IC

今
招
し
て
い
る
二Z

,

登
示
す
も
の
で
あ
な,

す
食 

め
お
・
当
村
の
欣
力
的
激
会
成
酒
は•

上
邹
ビ
下
節
V:

の
成 

漕
固
に
大
き
な
囊
周
の
あ
ゐ(

ー
ビ
示
す
枝
のG

あ
る
。
 

二
の
潸
总
互
明
示
す
う
為
に•

土
地 

の
埸
合
匕
同
樣
に
、
 

村
税
軌
税P

澈
及
代
佥
顧
累
殺
度
数
友
を
衆
リ
・
ロ
ー
レ 

ン
ツ
曲
株
狂
麻
〇
て
み

る

・

ヤ
三®

の
楼
に
な
る•

寸 

な
わ
ろ
、
 

明
ら
小
re

、
村
稲
頁
担
の
布
曲
繰
は•

均
蒔
分 

市
曲
兼
ビ
大*

ぬ
回
府£

栢
し
、
 

村
税
頁
毎
う
不
珂
嘗
性 

)21

に 

み
d(

ば
・
負
逐
分?n

の
爪
灼
悸
胜
を
示
す
も
の
ぐ
あ 

る
。•
だ
期
の
実
線
で
画
い
代
材
秋
段
担
分
却
曲
線
に
対
緇

に
右
则
に
酒
い
て
—

点
繰
三
术
三
队
た
丨
旅
ろ
た
ビ 

ラ
ミ
ッ
ト
の#

fe
ら
ポ
、
こ
の
村(
M

カ
灼
杜
会
成
膚
fe 

示
す
もG

に
若
に。

 m

る
。
次
ICZ

の
杜
会
成
層
の
各

 々

に
於
い
て
社
会
的
性
格
並
侦
に
軽
済

の
両
面
よ
り
検
討
fc 

加
え
泉
し
て
、
 

村
税
の
序
列
よ

り
抠
っ
た
当
対
の
社
会
成 

圈
、が•

こ
の
対 

の
敢
力
的
社
会
成
機
拍
懲
注

し•

い
る
舟
、
 

或
〇̂

•

も
し:

疥̂

力
的
社
会
成
層
を
蕙
昧
し
て
〇 

t

ビ
し
た
埸
合
、
 

こ
の
赴
会
成
層
歩
、
 

世
の
宗
柄
的
社
会 

成M
•
,

並
0:
に
救
源
的
枝
会
成
潛
•
匕
如
柯
な
る
閥
添
に
あ 

る
ふ
皓
のR

題
に
も
蓉
え
・
す
寸
ん
を
は
こ
の
族

な
祉
会 

的
上
下
周
の
分
桁
杉
區•
じ
ご
、
与
材
の
杜
会
反
び
経
商
の 

固
為
点
を
抱W

し
て
行
か
ん
に
す
る
の
こ
め
わ
.0

2
 

社
会
成
層
の
姓
格

社
会
成
囲
の
柱
格
左
混
祭
し
、
こ
の
村
の
社
会
的
経
済
的 

は
両
題
点
を
拖
槌
し
て
行
く
為
に
は•

次
の
糅
心
慎
目
に 

循

<>
て
・
検
討
し
て
行
け
ば
よ
い
匕
魁
う
。

(1)
瞰
榮
说
び
筏<

買 

4

、

広
菜 

a
 

役M

員 

が 

笊
国
反
伏
家
社
貴 

a
•

所
律 

奴 

家
計
貴

C

、

收
支
・

-4-0 ——-4 I



(iii)
座

概

(

ニ
ーC

取
坡d

デ

—
夕
—
は
、
 

当
対
に
わ
い
て
行(•

た 

户
槃
汹
査
IC
よ
ろe

ゆ
で
あ
な
。

⑴

賤
萊
反
び
夜
寂
貝

a

、

阪

業

!

谷
京̂

至
攜
潢
す
る
翻
済
珪
の
微
煩
丨
 

こ

の
.H

の
壮
会
成
層
fc
構
成
す
る
各
戒
盾
の
経
済
群
の
灘

類
あ
検
討
す
る
ご
ビ
に
板c
て•

ニ
の
村
の
生
産
煤
式 

の 

柱
格
た
め
る
二Z

が
で
こ
る
。

守
エ
階
層
IC
履
す
る
五
户 

の
脈M

は•

キ
ャA

表
の
示
す
棵
・ 

回
户
は•

林
栄
在

(

箱

毒

〕

照!

篁

ff
主
業
匕
し
、
 

s'lx

ビ
し
て
原
凍 

在
営
ル
<:•
い
る
水
、
 

買
衆
の
ホ
IC
葉

書 
■
M

営
ん
で
い
る
も
の 

も
い
急

•
來Z
 

戶
栗
醐
査
に 

よ
セ
ビ•

本
人
は
底 

•
卷-
fc
あ
げ
て
い
る
府
・
 

山
林
在
約
六
。
町
歩 

も
所̂

し
て
い
る
の 

を
番
的
IC
は

签 

ボ
主
業
G-
あ
る
・

主

乘

匕
し
、
 

針
柴

匕
し
て
腰
熟
を
営
ん
で
お
り 

他
の
ー
・
 

户
は
底
着
区
主
萊
匕
し
、
訓
M-
に
しC

林
業
及
び
農
莱
— 

所M

の
面
冷
ら
み
る
な
、り
成
、
 

主
栗
ビ

しc

'

w

上

・

収• 

こ
い
为
医<

よ
り
多
・
い
樣
で
拥
る
。
—

セ
営
ん 

で 

い
る
。
 

充
一
戒
蒲
ゆ
、
 

所
铠
の
面
芥
、り
次
う

公•s

ば

、
 

ご5

戒
曷 

に
崗
す
る
家

の
金
師
が
・
秋
萊r

主
瘁
匕
し
て
い
る
ビ
い 

い
得
る
。

こ
の
二
匕
は
後
凍
の
様
に
当
対
壮
会
の
大
さ
心 

特
敷
G

あ
る
。
 

• 

- 

次
E

r

lE
成
您•r

 

キ
ニ
・̂

浪
の
棵
|<
・
総

户

数

一
・
三 

q

 

タ
の
ろ
う•

農
業W

主<

.
ビ
し
・
林
栗-£

劑M

匕
す
るE
 

の
五̂

・
次
い
で
林
萊
を
主
荣
ビ
し
・
联
源
垢
訓
禁V

寸 

る
も
の
三
户
、•
林
業
坦
主
業
に
し
・
鹿
給
取
り
を
&IM

ピ 

寸
・
る
も
の
二
戶
匕
い
一
つ
■<
な
暇

で
あ
り
、-

胭
は
略
す 

!

ヤ
II
成
層
は,

医
看
の
ー
户
莅
除
い
て
、
 

そ
の
枪
め 

全
甜
・
が
作
栄t

主
莱
に
寸
る
オ
工
成

層

匕
聘
。

丨

ご

の
 

医
苞
も
・,
洒
设
の
様
に
竹
何
よ
り
疗
」
ば
林
樂

み
主
休
ぐ 

あ
る
ビ
みH

心
々
。!

殿
柴
ぎ
主M

匕
し
、
 

林
業
旺
Bi 

猿

ビ
寸
る
户
赦
ど
五
户G

、
林
業
左
主
業
に
し
、
 

礙
業
左 

す
る
户
敬
三P

よ0

罗
く
な
つU

き
-C
L'
る
二
に
は
注
甄 

a

ベW
 
一C-
あ
る"

才20衣

庁豎・—…,一 “••・一ー •♦■—— 

主ん^! な:
し

幾 林
東

敦 
浅

大
ェ

餘取
斜 計

蔵 業 ら・ K / -
［杯 素 め . ・・. Z 6
!商棄

.
I

L合 _計_ / 3 5 / / N £
<話考)※貼林え約2 5の步怖し,南節木工侑の杜 

後だして3ろ.

才
111
成
層
は•

キ
二
十
一
表

の
麻
成 

総
户
数
二
六
タ
の 

ー
 

う
む•

联
葉
fc
主
莱
匕
す
る
乜
の
ニ
二
尹
・
林
業
荒
主M
 

ビ
寸

る
ら
の
三
户
そ
のM

官

夷

ー
户G

あ
り•

林
乘
を
主

業
に
寸
る
り
の
が•

丸I

イn

成
盾
田
比
轶
レ
で
・
咨 

成
層
総
戸
救
にH

す
る
比
学
に
於
い
て
少
な
く
な
r?<

い 

あ
。
と
しC

翼M

fc
主

菜
1/.
す
る
ー
ニ
ーP

の
ろ
・
ち• •

林M
 

を
副
乘
匕
す
め
も
の
ほ
澄
人S

ヒ0

て,

そ
の
法
は
€>1
槳 

の
な
い
も©

五
户
、M

の
做
木
故
秉
、
 

蒙

宙

、
 

日
窟
、
 

薪 

米

M

廢

・
液M

辱
s.
fl
業

匕

し
こ

い

る
も

の
で

あ

る

。
 

牙

It
成M

に

な

る

く

市
1

、
キ
项
・
イ
111
の
各
成
層K
 

比
絞
し
て•

・
版
栄
の
鶴
類
も
多
く
な
う,

主
業
に
し
て• 

翌
棄•

床
業
の
世
に
・
公
吏
・
日,
雇
・
間
榮•

木
枝

to
エ
・
 

木
枕
衆
・
会
社
買
・
エ
買
寤
水
あ
り
、
 

訓
業
に
し
て4

・・
 

腾
案
’・
反
・
び
林
業
か
ら
摩
給
演•

製
秋•

木
妓
加
工
・
避 

産,

わ
さ,
び

・
商
策
、
 

衣
畜
・
相
散
照
べ
全
く
多
様
Z.
ね 

る
。—

キ
二
十
二
戒
参
恕

縱P

数

六<

タ 

の
う
ち
主
篥
ビ
し
て
鵜
莱
圧
営
ん
で
い
る 

t

の 

回
六P

で•

総
白
赦
の
約
六 

八％

で
あ
り
・
矛m

成 

稱
の
陽
合
の
約
八
五％

に
成
較t

M

成
か
な
い0

又
林
業 

え
主
業
匕-
a-
る
白
数
も
ハ,
尸
で•

当
該
成
屈
の
総
户
数
に 

針
し
て
約
ー
ー%

标
占
め• 
K

H

成
雇
の
ー
ニ
グ
に
命
較 

し
て
苔
干
少
芯
く
な
<>c

ひ
る
。

ご
状
は
既
盛
し
fc
樣
に 

力
H

成
層
技
映0

族
業
の
户
效
ぎ
・M

加
し
て
キ
ー
こ
い
る

43 —



結
果C

あ
る
。

刑
耳
成
尋
は,

燃
户
汶
に
於
い
て
、
 

矛K

成
酒
に
同
じ
を 

あ
る
か
、
 

二
の
成
唐
セ
横
吠
し
て

し'
る
経
済,
序
の
羅
頹
は 

全
く
相
異
し
てW
そ
い
る
。

す
な
わ
ぢ•

キ
二
十
三
表
の
株
に•

主
訓
萊
の
纏
婿
も
少 

な
く
な
り
・
樱
棄r

主
業
ビ
す
る.
尸
数
も
三
二
戶x

全
户
・ 

牧
の
三p
%
w
 •

比
卒
IC
於
いc

'
T
n

成®

め
皿
六"
 

才H

成
層
の
八
五％
•

才
II
成
層
の
六<
％

に
比
絞
し
て 

少
な
く
な
八
・
てw

こ
い
る
・
し
か
し
な
が
ら
林
業
生
主
衆\

・
 

と
す
る
户
数
14
一S
R

七
佥
玲
の
ニ
エ％

で
、>

エ
反
び 

キ
ニ
成
福
に
比
絞
す
4<
ば
少
芯
い
ト
ニ

丸
III
成
層
の-

ニ 

ー
 

佑
、
 

才
a'
成
愚
の
ー
一%

IC
比
較
寸
心
ば
二
厝
余&

高
く 

なC

て
〇
う
。
し
小
し(

ニ
ー
で
逐B

寸
べ
竺!T
矛V

板 

盾
で
い
う
林
莱
の
主
業
ビ
い
う
の
ほ
、
 

上
都
液
層
の
林
黛 

の
主
棄
匕
い
ろ
の
v<
・
内
な
約K

全
く
相
選
し
こ
い
み
匕• 

バ
ろ
こ
ビ
ご
あ
为
。
寸
な
わ
ぢ
上
都
成
層
に
於
〇
て
は
・
 

色
兮在

相
当
の
山
林
面
憐
fr
lvr
肩
し
て•

卷
皆&

行(
C

一
 

い
る
も
のr

あ
り•

こ
れ
IC
为
し
て
下
都
成
眉
を
！

T

同 

じ
く
林M

t

主
蒙
す
る
匕
云
っ
て
も
・M

業
询
労
仍
葬
で 

生
計t

立U
U

い!〇

の
で
あ
す
。
 

～

く姉 普)* /公吏ザ主菜ぐ・飢!栄工して寝業の他16襟在罟7•しB用。

狼 N•公吏ボ主莱で・釧業ビして、寵貨商の版 腰玺もウ八侦ノ、る,
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キ
五
睹
阔
は•

オ
ニ
十
nzl
表
に
示-

る
廣
に
・̂

業
泥 

主
業
匕
寸
=5€

の
は
・
各
成
層
総
户
数
に
村
寸
る
比
率
に 

於
1\
て,

オ
11
・

オ
皿
、
 

オ
瓦
・
才V

戒
層
に
比
絞
しC

一
 

少
な
い
・z

の
二
ビ
母
後
広
の
棵
に•

下
部
成
质
に
な

る
.. 

に
つm

て
、
 

土
她
・
—

山
林
及
び
M-
地
——

を
所
柄
す
る 

も
の
ボ
・
画
績
並
<x
に
户
效.M
K

少
な
い
の
で
、
 

そ
の
為 

一
 

翊
然
的
IC
性
の
保
案
に
兢
が£

る
を
飼
な
い
給
果G

あ
る
。

」
 

主
菜Z

し
て
は9

怵
万
ニ
ー
戸•

公
灵
ー
ー
タ
合
計
三
ーー
 

户
で
・
農
栄
を
主
業
ビ
す
る
ニ
ハ
戶
ビ
ご
の
成
層
企
柵
成 

寸
う
経
済
群
の
主
様K

な
しC

い
る
。
訓
菜
七
上
オ
成
層 

に
比
較
し
敏
も
少
な
い
し
・
副
業
を
も
っ
て
IJ
る
户
数
も 

演
少
しC

ぎC

い
う
。そ

しC

主
業
七
則
集
も
な
〇
筋
調 

一  

黑
酸
が
三
户
ぐ
に
ぎ
て
い
う"

オ
匝
成
履
に
な
うZ

・
カ
二
十
五
表
IC
示
・
ハ
る
様K
 • 

才
SC
成
潛
に
み
ら
4<
た
性
格
・
用
・
 

一
層
瓮
く
液
わ-K
C

ミ 

C

い
ろ"

寸
な
め
ち
・
履m

を
主M

ビ
す
る
も
の
ー
ー
六
戶 

C
 

・

二
の
成
層
の
総
户
孜-

二
口
户
の
約
ニ
ー％
C

あ
奇,

i  

林
菜
芝
主
策
匕
す
る
も
の
セ
橫
が
五た

E

あ
〇
・
二
敵/
IC 

誓0
<

・
日
庸
三
UZJ
户
・
、か・ 

兼
戶
炊
の
二
』J  %

を
占0

て• 

一
 

も(

に
も
多
く 
・
又
您
労
切
龙
主
案Z

歩
る
も
の
杉
ー
六

戶
程
あ
司
。
联
業
の
裡
源
も
・X

上
”
烛
に
、
 

尊
校
酒
検 

M

・
由
癱•

建
案M

・
公
荧
、
帝
作•

理
發
泉
、
 

土
工
・
 

ェM

等タ

多
粮
多M

C

あ
る
。
に
し
て
又
副
禁E

啓/L

で 

い
ゐ
も
旨
•

全
く
横
少
ビ
な
り
、
 

痛.
小
二
。
戶
で
あ
る
。
 

ご
の.
-2
ビ
は•

す
で
に
敝
IK
-C
お
い
た
爆!C

・
こ
・
の
成
層 

の
下
る
に
〇
バ
て
、
訓
衆
を
す!Q

易
・
寸
ほ
わ
ろ• 
土
地!
 

LIJ
林
反
び
耕
地!

をm

栢
しU

い
な
い
二
七
ビ
・
経
商 

的
に
も
割
菜
す％

だ
け
の
余
裕
左
も.
(
c

い
な
び
結
果
ぐ 

あ
る
。
—

当
対
の
・
紺
芝
山
村
に
於
い
て
は• 

土
地
駐
所
有 

しC

・
い
な
い
己

ビ
匕
、
 

羅
済
的
IC
貧
困
で
あ
う
ご
ビ
匕
は 

実&

目

一
な
の
で
あ
る
。!—

スー,

ー
の
成
層
に
は,

主
副
業 

fc&

た
な
い
無
阪
の
户
敏
がA

户
も
あ
る
。
 

X

上,
小
・
磨
済
群
の
様
類
よ
り
み
た•

こ
の
材
の
社
会
上 

ド
的
成
層
の
性
格
を
あ
る
。
次
に2

れ
を
案
約
す
る.
 

⑴
 

社
会
成
層
の
上
部
に
な
相
ば
な
る
程•

林
棠
反
ぴM
 

業
に
い
う
棵
な
土
她
生
産
棠
芥
主
業
或
い
爲
釦
業•

)/
し
て 

営
ん
で
い
る
も
の
・
が
多
く,

あ
に
下
部
(C
は
る
に
従
つ
侦 

土
価
生
産
業
だ
営
お
も
の
び
少
な
く
な
り|

副
業
に
し 

て
よ
り
・
主
業
匕
し
て
の
オ
バ
こ
の
ご
ビ
は
ー
盾
脂
ら•
小 

G

グ
る
。I

こm

に
替
っ
て
一
種
々
め
怒
瘠
祥
が
あ
、り
わ

—45 —
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理妹 

遊蜜 

ェ貝 

±_ x_ 

空!I眞 

_喳き 

整さ 

啓臂 

亟業 

合訐

家合

街計

,〇

26
$

34
/6

上
師
叔
盾
IC

な
る!C

従9

て
、
 

林
紫
fc
主
莱
にU

•
n

業 

正
副
業
匕
しU

营
ん
で
ひ
る
も
の
ボ
多
い
。
こ
の
-->

ー
ビ
は 

二
の
村
の
上
下
的
社
会
成
層
今2

の
村
の
土
批
・
所
扁
賊 

况
匕
は̂

い
相
鹵
阕
採
を
后
し
こ
い
る
こ
匕
を
禾
す
も
の 

で
あ
る
。

4
 

二
の
村
に
直•

M

脈
の
束.
が
、
 

ー
 

ーー
 Q

樫
あ
る.
め 

Z

の
ー
ニ
タ(

家
は
・
汗K

及
び
・
亚
成
商
に
馬
し
て
い 

う
も
の
-G.

あ①

。

从
上
の
二
匕?X

・
ご
の
村
の
上
下
的
社
会
成
層
左
構
成
し 

こ
い
る
名
成
層
え
・
経
済
群
の
緇
娘\

！

の
閔
孫P

あ
る
び

衣ー 
5
 

一
 

2

」
 上

田縁 
由栄 

ド沃

、、刷

兼、

題

し

農 林

棠

商

栄

なし / ___
»業 苗 コ

林業 4 7
日廬 沽 9

.. _

億労切 /6
"糧

之

火
て
く
る
。
そ
し
て
最
下
部
成
唇
IC
ifE

く
ほ
る
‘匕
・
日
慵 

賞
场W

者/

ー
し
て
生
th

を
督F

6

の
米
多
く
な
る
。
 

(2)

林
楽
に̂

棠
匕
の
阕
探
成
・
概
現
レ
て•

大
味
・
い
づ 

M

が
ー
才
を
主
衆
ピ
レ
こ
い
うB

の
は
・
牝
の
一
万
を
訓 

菜
に
しC

い
る
。
二
の
現
象
技,

大
松
山
林
拍
所M

し
て 

い
る
も
の
段
対
地
従
所
苞
しC

お
り
・M

地
牡
飾
有
し
て 

い
る
も
の
寸:

山
林
宏
所
-M

し
こ
い
る
ビ
い
う
既
漫
の,
-
 

『ー
の
局
の
i:

他M

标
狀
沅
ビ
茨
裏
・
の
岡
徐
に
あ
わ
二
ビ
従 

示
す
も
のO

あ
る
〇

3
 

し
か
も#.

業/

展
乘
に
於
け
な
主
|>|
葉
の
肉
探
は
・

才24我

、訓 
ミ

な

し

眼

栄

林

業

商

業

S

農

会

計

な し ?
丁

1 3

W 業 ノタ 7 / f を

林巣 Z 4 ら

J
白 S /3 ク /
公 吏 ノク / //I

捧紿
取 1) Z 1

N

大 T N 2

M 粢 / /

行曲 /
"1
U j

/ ノ i1■"»• *• 1
/'

1運法粢 /

貧労オカ ノ’
1

/1

出序 / 1 「・
j

…J
ノ;

木枕業 / L. I 1 1
/ ■

加紙艘造 / L /」

［会社M N 1
丄 ロ標敬 、潔

/ L 
\ M

:合計
知 7

1
!ヱ :/

矛2う表

叔’、、

1
I

し1

叫

i

莱・

林1

緊

濕

I
•

畜

前

\Iii 
J\ 
屐!

賊

I

合

J
なし1 ~l

i
J
{

澳栗］
ノノ /6 /

\
N M 3Z|

林栄 4 // ノ日

紋ま £' / 6
日慮 4

sl

出 楝 , /I

米枷□エ / 卜

—
刀

会・壮賢 レ
一・1一

Zj

落 1業 Z I 4

ェ貝 1 / i
/

大’エ 7 F' /

兩y L f /

合計 23E 1T
—»■»■

I / _2 6S

4ろ—



こ
の
若
泰
を
通
じ
て
、±

趣
生
莲
業
就
中
林
廉
を
中
！C?
匕 

し
たB

商
梱
些
ぶ
、Z

の
村
の
経
・
俺
梭
梢
の
基
忘
で
扬
る 

ー
 

「
一
ビW

明
白
に
禾
す
も
のC

初
・
る
・
 

〇
 

9

发
・
 

広 

買 

次

|<
ご

の

対

の

让

会

成

層

丨

村

就

の
序
列
よ
け
根
っ
た 

従

っ

て

二
の
村
の
跋
力
的
上
下
社
会
成
慮
を
表
わ
寸

ビ
恩 

归

——

ビ
、
当̂

の
政
冶
経
濟
社
会の

面
に
泌

い
-C 

框

暮

的

な
.

1¢
器
に
就
い
て
い
な
人
々
に
の
関
旅
す
な
わ
ち 

社
会
成
暦
そ 

僕
職
貫
の
肉
林
に
就
ひC

腴
累
しu

衣
る
。

」
 

无

-fM

長C

あ
な
、か"

'M
孩
且
木
工
成
・
版S.

出
芽
で
あ
る
。

ー
 

X

お
会
韻̂

のm

扁
成
層
拍

み
る
Z'•

検
貝
一
六6

の
〇
一 

ぢ
、
 

汗
11:
成
層
よ
リ
二
名
・
矛M

眩
暦
よ
り
三
名•

才E
 

成

皆
よ
り
ヒ
名 
、
力V

板
層
よ
1.)
三
名
、>

,

1-
成
層
よ
り 

一
名
、
C-
あ
る
。
比
姣
的
上
部
の
成

海

の
出
奸
若
で
あ
る
。
 

就
中
村
長
hl:,

い
ま
ま
でt

•

大
豚
々
工
ハ

-T
II
成
曲
よ 

ー
 

リ
の
出
现
着C

あ
っ
た
。̂

に
二
の
材
、の
経
商
の
活
動
の 

中

ItrG

あ
る
森
林
組
合
の
役
脈
員
ビ
、
出#

派

屈

ビ
の
圈 

蛛

•&
み
るZ

・
灰M

租
合
技
は
オ
エ
成
簡

、
 

理
爭
六
名
の 

ろ
ら
・
片
工
成
履
よ
り
二
名
・
キ
IL
成
層
よ

り
nzj
名

で
て 

ー

い
る
。
M

上
ZO
貝
怵
的

な

二 
、

三
<7)
捌
-£

県c

-t
社
会
威 

稽
Z.
役
脈
貿
ビ
は
密
、按

73:
肉
藤
つ•

あ
る
ニ
ビ
垃
示
す€

の 

定
あ
・
る
。

こ
の
ご
ヒ
は
・M

択
・
、
村
秋
よ
り
林
成
し
fc
こ 

の
村
の
上
下
的
趾
会
成
眉
は.

阴
、け
が
・
ド
宗M

的
成
膚
も 

表
添
し
て
い
否
に
解
禪
し
こ
よ
い
ぐ
羽
ら
ろ
。(

こ
れ
にC  

い
て
は-
±

らK

、
頌
逑

の
当

拙m

社
会
構
适
に
於
い
て
敞 

火
る)

。

し
か
も
、
 

上
訓
戒
層
よ
り,
M

上

勿
様
な
放
濃 

を
と
要
匕
寸
る
恢
な
為
IC•
眺

いC

ひ
る
しが

が
ぐ
て
い
る 

点
或
い
。

当
豺!C

政
名
い
る
穴
掌
出
鄭

君

状
総て

、

彳 

工
成
密
に
為
しr

い
苟
鳴
の
段
沐
的*

実
近M

バ
ば
・
こ 

の
成
層
不
密H

伯

叔、
箇
を
示
し <
 

い
る
だ
け
ち
な<

一
明 

ら

か
IC
玫
濡
的
成
商

も
不
し
て
い
る
ビ
云
つC

乜
誤A

は 

ほ
ハ)<

恩•
ろ;
 

• 

-

W

的
期
及
・
び
宏,
計
賢

二
の
対
狂
構
成
す
ろ
上
下
的
社
会
成
膚

在
、
 

所
得
反
び
家 

H

城
0

面

て
検
討
す
る
二
匕!T

 

村
税
よ
り
腿
戒
し
た
社 

会
成
暦
び
・
直
朽
に
期
力
硝
成
層
fc
表
示
す
る
も
の
で
あ 

る
ビ
い
ろ
板
定
左
証
塚
忖
け
、
 

し

か

も

.2
の
分
柝
左
瑾
じ 

て
・

二
(7)
村
の
獰
浒
的
な.
冏
題
点
を

抱
根
す

る-

k:
ぶC

48 —

兰
よ
一
つ
。
個
マの

経
洛
在
ぎ
利
経
态
匕
稍
我
粹
済
ビ
に
分 

け
モ
以
の
ば
・
家
計
凋
査
純
・

肖

黄
経
済
ド
闵
す
る
調
査 

を
為
つU

・
ー
ー
の
ぶ
か
で
收

入

—

所
徊

—

y

生
計
賛 

ビ
・
がE

た％

調
査
の
封

采
に
な
る
・
宋
計
費
は• 

卢
票 

調
査
に
よ
り
、M

帯
は
鹿
定
申
皆
に
も
ビ
づ
ひ
た
数
字 

<:
あ
る
。

Q

、

術 

縛

♦ 

当
対

の

ー
户
当
り
成
届
农
所
得
は•

キ
二
十
六
表
の
棵
|<
・
 

キ
工
成
酒
芥
压
剧
的
に
多
く
、
坪
收
入
二
六
万
円
・
次

い
・
 

で
・
才
II
成

府
ヒ
ZJ-
五
外
円,

彳K

应
届
六
万
八
肝
円

・
 

彳
V

戍

層
六
7T
七!
ft
円
・
キ
III
忒

用

六
不
三
阶
円
、
守
五 

成

足

回
ZJ
七
阡
円
・
ヤ
匝
成
翩
回
布
二
阡
円事

曠
で
あ
る" 

ヤ
nl
成
屈

米
、
 

才
E:•

・
才V

成

盾
、
比
較
し
て,

三
・

回 

阡
円
毎
度
尬
い
の
岐
・
注
蕙
・r  
ー
」
ろ
戒W

扬
る
あ
・
二m
 

は

・
かH

・
彳V

成
眉
は

——

上̂

の
・
各
成

層

の
軽
洛 

药
の̂

殖
に(

い
て
の
検̂

の̂

か
Id
も,

堆̂

±-
4<
る 

M

に!

給
与M

得
者
が
多
く,

焚
っ
て
そ
の•
所
傅
も

・
 

給
与M

何
が•

内
写
的K

労
ぐ•

・
六
。％
^

汪
BJ
的
fc
多 

くa

m

T.
い
る
园
廉
季
ら
・
れ

将

腐

の
申
告
が
・
地0

義

棠
林
菜
のM

LK
に
比
較
し
て•

正®

に
計
上
±:n

-c
い
る 

務
束
か
らC

持
卷
か
う
一
ク
か(

で
の
点K

関
しC

1
2

さ
ら 

IC
検

討S

・
荥
が
あ
る
〕

次
に
咨
成
皆
の
所
得
内
訳
狂
改
ろ
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<1)な

て
い
る
び•

二
れ
を
妾
約
す
る-Z
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上
都
成
層
に
な
るK

従
<
•
<
•
M

得S

多
い
。
—

守

亚
成
層
が•

カ
瓦
・
矛V

両
成M

のM

御
よ
け
若
干
少
ほ 

く

危
-9
て
い
る2

Z

な
除
い
て•

—

ご(

二

•

村
税 

ー

い
で•

农
衆
所
再
ー
一
丸％
•

こ
归
よ
り
is
る
か
に
下c

て 

営#

所
得
六％
 

林
業M

倒

ーー
 

多 •

滋
技
一%

匕
・
エ

の 

他
若
干
の
譲
淀
・
・
麻•

山
辛
飼
肯
嗜
のM

徊
万
あ
ゐ
ゆ
 

才!>

成
麗
ご
成
・
衿
与
拍
智
・
小
七
六％

垢
占
め<

圧
剧
的 

に
多
く •

次

いC

將
案
所
倒
ー
ヒ
グ 

曾
粟
所

饲

六％
• 

林
案
的
符
は
底

小
ー%

匕Z

の
他S

干
の
不
初
産
及
び
そ 

の
他
の
衍
饲
が
あ
る"

矛
-IE
成®

C

は
・
才V

成
層

匕
同
梯
!<
・
給
号
術
得
疥• 

七
五％

Z.
圧
间
的
に
多
く •

次

い
<•
肢
業
协
徊
一
六％
,
 

蓉
集
に
よ
る
PTT
得
六％

・
ー
ー
の
他
若
干
の
术
動
産
に
よ
ろ. 

所
倒
・
か
あ
る"

Z

の
成
葛
で
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林
萊
的
符.
か
全
く
な
い 

二
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注
負
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べ
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で
あ
る
。

ャ

皿
成
層
<■
目
給
与
所
待
氷
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八
一 
％
Z
M

您
多<

な
っ 

こ
い
あ
”
次
い
て
家
業
的
徊
一<
％

、
絶
谿.
に
ょ
奇
絶
饵 

i  
%

ビ
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の
他
若
干
のM
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凝

豚
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よ
そ
收A
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あ 

乙
”
M.E

の
椽
に
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の
村
の
社
会
酿
層
別
の
所
尊
狀
沅
は

方
大
小a

リ

旅(

た
土
下
的
枇
会
成
酒
が
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魔
力
的
成
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拍
示
す
匕
い
万
技
定
の
觀
リ
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治
い
こ
に£

証
明
す
る
も 

の
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扑
る
。
—

ニ
の
二
ビ
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行
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曆
ビ
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膏
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な
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匕
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状
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都
成
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で
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林
業
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匕
い
う
土
地
生
産 

莱
K

よ
る
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毎
ガ
瞬
統
多
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層5

F

万
に
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に 

従

〔
て
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土
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產
莱
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る
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总
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。
又
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瓦
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山
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飼
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〇
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は
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た
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摺
成
寸
=5
窿
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特
徴
ビ 

一
致
す
る
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の
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あ
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。

外

家

計

埴

ー
户
告
山
成
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別
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貴
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茨
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れ
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史
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告
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し
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戒
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刃
询
循
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啓
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兆
味
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各
パ
酒
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宗
計

貧
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決
拍
み

る

に
、
喩
賛

の
総
家
針
技
氏
占
俨
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合
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丽
東
君

の̂
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あ
る
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す
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わ
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丸
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成
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五
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宣
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届
玉
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.
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成
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。

エ
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総
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計
賛
つ
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め
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奴
役
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馴
合
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赤
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X
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蛙
会
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三
五
若
で
あ 
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人
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し
て
の
福
芯
生
・
沽
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五
・
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ぐ
あ
る
か
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二 

の
墓

準

に
よ
る
ビ
・
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村

の:4
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は
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淡
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网 

寸

ろ
も
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く
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庶
生
治
匕
設

-16
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沽
の
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に
あ 
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C.0
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职
K

依
る
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戦
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M
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践
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狗
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店
賛
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尴
火
技

餅
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增
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狗
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版
費
度
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灰
还
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率
樓
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拐
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犯
の.
行
<

た
調
査C
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〔
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れ
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拒
全
彌M

核
Z

しC

入
れ
て
し
まC

た
のG

二
の
肉 

採
ほ
明
伯
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な
い
・
——

4
 

竹m

の
熠
加
に
律
っ
て•

文
化
焚
事
比
率
は
急>

|< 

堵
侷
す3

。

こ
の
村
の
ーP

也
り
成
層
别
所
得
及
び
家
計
賛
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一
斌
上 

の
様
な
狀
兄G

あ
ろ
が
・M

得
尺
び
家
H-
賛
共
は
市
エ
以 

屑
・
が.
他

の
成
層
に
火
餃
し<

断
然
技 
く 
なc

C

い
る
二
に 

は

・
こ
の
村
¢7)
社
会
構
造
の
ー
 C

の
杪/
te
ビ
し
て
注
意
す 

べ
き,
で
あ
るe

次
に
各
成
層
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生
計
費
七
所M

ビ
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阂
你
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处
ち, 

收
支
肉
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に
戒
C'-
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欖
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し
て
み
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。
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成
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別

ー
ヂ
当
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所
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攻
び
潔
計
賢
I

 

ー
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目
平
わI

 

ビ
の
囲
展
は
キ
二
十
八
表
の
棵
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な
つC

い
る
。
る
成
肩

に
は
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六
三
、
五％
c

岛
リ
・
『
ぶ

敏
写
は
全
翻*

の
詞 

杏
C

あC

て
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怒

！

2

く
全
国
処
調
女
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对
魚
ビ
し
仁
埸
合 

の
敏
字
ビ
は
当
然
相
覆
は
あ
る
く
旁
丸
ら
火
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水
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一
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の
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な
う
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昭
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丘
は
・
五
’
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か
る
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二
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城
淮

よ

り

み
IK
ぱ
・
生
治
狀 

疋
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そ
れ
徃
悪
い
さ
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は
な
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思
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^
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。
 

次
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衣
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交
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母
•
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通
貿
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ピ
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含
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み
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ビ
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衣
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賛
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成
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六
ガ
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グ
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成
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ビ
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工
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ド
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、
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9
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h
e
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q
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い
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曄
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市
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匕
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仁
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怒
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片
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しC

い
る
で
弱
ろ
う
し
、
 

甌
に
蒙
斛
武
は•

户
県
調
套 

に

よ

〔
に
の
乓
與
際
よ
リ
後
分
は
大
・
ー
く
計
上
』
ー
近
て
い 

る
か
ら
、
 

当
慾
赤
字
の
結
果
が
ご
る
ニ
ビ
は•

予
嫩±

収 

る

!/.
二
ろ
G-
方5

が
、
 

名
成
奮
の
吹
亥
の
旗
妾
秋0

るE

～
 

に
は
同
号
障
り
は
あ
る
ま
い
。—

冬
咸
層
。
・
彖
針
責
ic 

对
す
る
魚M

の

割
令
寸•

矛
工
成
眉
せ
rco%

・
彳
IE
成
簷 

三
八
カ
、
 

才
1¢
成
層m

三
外 ,

オ
瓦
献
層
五
五％
,
 
*
v
 

一
 

成
着
五
六
労
・
ヤ
3E
戒

層
U3
二
グ
、
才
M

成
層
五
五%

丕 

釣
る•

オ
エ
灰/W

の
所
得
隼
ボ
高
いG

ほ
、
 

生
活
城
地
の 

( 

成
層
に
比
鮫
し
て
楽C

扬
る
二
ピ
を
恿
唬
し
て
い
る
。
 

ー  

イn

滅
腐
のM

督
部
ボ
、
 

三
八
あ
ビ
一
番
袱
く
な<
<

い 

め
の
は•

二
IK
ほ
源
成S

汩
く•

二(

ク
今
ス
のm

M

が
、
 

冊
の
下
飾
成
層
のm

M

よ
り
浚
分
込

く
計
上x  
一
れ
て
い
=3 

の
を
中
な
い
か
に
惡
わ
ハ
る
ご
匕
匕
、
 

尚
缺
後
您
済
の
慧 

一
 

泡
史
ー
共
に
・
尚
何
けM

莉
に
同
一
裡
度
推
で
為
る
の
に
、
 

一
 

家
計
め
面
は,

队
前
よ
り
の
<•
性
で
、
 

急
IC
雄
浩
母
溶 

ー
 

す
こ
匕
・
がG

き
な
い
為
に
・
泳M

伯
に
相
当
苦
し
ん
で
い 

一
 

る.
卓
植
も
あ
ろ&

の
1/.
熙

わ
IK
る
。

M

上
で
灶
会
成M

ビ
析
得
挽
び
菽
rt
饭
ビ
の
洪
廉
の.
分
柝 

ー
 

旌
終
う
か' 

二
の
分M

先
遂
じ
て
得.

父
こZ

は
、
す 

•
•

そ
に
の
、
•

へ
に
裸
に
、
 

村
貌
よ
り
旅(

・
た
ご
の
村
の
上
T'
的 

丁 

或
尷
づ
・
明
、
(

炉

ドW

力
的
逆
会
戒
涸
で
あ
るZ

い
う
こ 

匕
1/
・
二
の
村
の
坦
询
の
粳
商
冏
密
に
し
匸•

下
部
戒
屬 

-

刀
ガ
の
生
沽
睡
尿
の
同
通
ポ
湾
び
が
が<
<

い
る
匕
い
う(椭考)效蟹は户败を示す.
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2 〇 次 2.4 クN

_H N 〇 夕4 5 / ノクさ

都
成
層
に
下
る
IC
つK

く
当
村W
生
活
す
る
点
け
の
壮
串 

在
見
出
し
て
ひ
な
い
户
敏
ポ
赭
加
レr

行

〔C

い
る
。
 

次
に
林
來
芻
労
切
に
阕
す
る
調
蚕
IC
就
い
てC

あ
る
が
・

二
に
で
お
る

C  

g

庇 

诵

次
に
各
成
漕
別
に•

施
傳
の
同
窺
に
就E

て
検
討
し
て
み 

る
。

鷹
備

の
冏
姬
IC
就
い
て
は
、
 

当

村s

如
く
、
土
地
生 

産
乘
化
主
冰
ビ
寸
る
経
潜
M-
冼

匠
む
ち•
s

x

?n
市
IC
出 

る

の
IC
飽
城
的K

I
4®

な
山
材
匕
しC

1

P

当
然
正
日-> 

农
る
べ

.
8  

ー
固
題C

あ
う
う
。

方

<•
に.
谷
成
眉
也
構
成
す
る
経
瘠

群

の
釣
類
の
1/
ニ
う
耳 

二(

H

の
経
済
構
瓮

の
も
ビ
に
於
い
て
は
・
ド
鄒
成
崩

に 

な
め
に
侵(
<
•

fe
栄

の
安
定
は
少
な
く 

・
媛
ド
韻
成
層 

に
於

いr

・
は
・
無
fe
・
の
も
の
ま
C-
扬
る
ヒ
い
う
裸
相
あ
権 

こ
专
た
。
 

• 

以
顷
屉
诵
向
輿
の
户
架
調
査
と
し
く
・
各
成
層
の
成
員

に 

旋
い
て
・
 

- 

1

当
树
で
生
话
す
う
・
匿
け
の
比
爭
を
見
以
し<

い
る
か
・
 

ス
る
成
酒
に
就
い
て
は

2
 

林
棄
員
労
防

3
 

出
稼
に
陶
オ

る
顚
查
を
衍
っ
た
。
免
ず

オ

ー
の
詞
査 

IC
洗

い

て
は•

キ
ー
ー
十
人
很
の
棵
に
、
上
都
成
層
よ
り
下

55——
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Z

灰
は
・
才
三
4-
液
に.
示4  
一
tl<
る
-M

に
、
 

木
—•

・
丑
両 

ー
 

成
唐
IC
於
ひ
こ
は
林
業̂

労
VJ
に
出
て
い
る
も
の
U-
全 

く&

く
、
矛
IIT
戒
層
か
ら
、
 

林
栄
寅
労
切
にc
r

い
る
も
の

が
現
わ
以
て
き
て
い
る
。
ギ
In
成
層
で
は•

火
戸
が
林
業 

憐
労M

忙C

こ
お
り
、
 

人
敎K

し<

・
 

一
Im
人
で
あ
る
。
 

才®

成
厩
で
は•

貫
労
切
に
そ
て
い
る
户
败
・
が
三
五
户
で. 

人
数
ト
し
て
皿
七
人
が
锁
労
め
ビ
し
て
由
て
い
る
。
 

•rv

成
酒
ぜ
は 
、
户
数
IC
し
て
三
二
户
、
人
数
に
し
て
1HJ 

一
人
ボ 

で
-C
い
る
。•
オ
匹
成
磨
で
は•

戸
數
二 

丑
角
、
 

人 

數
に
し<

三
五
人
、
 

オ
皿
成
潛
で
的
卢
敏
三
一
卢•

人
敕 

に
し<

三
一
人
が
林
菜
練
兴
材
に
で
て
い
う
。
叉
林
業
寅 

労
初
に
ぞ<

ひ
るm

所
以-

小
皀
村
内
が
・
林
業
億
労
物 

IC
C-
て
い
る
総
人
数
一
六
ハA

の
う
う
ー
nzj
五
スで

圧
劇 

的
多
數
ス•

次
い
ぐ
槍
癒
ふ
人•

戶
念
せ
人G

あ

り

尚 

二
の
世
不
定
に
い
ろ(

ボ
八
入
裡
い
な
。
次
に
出
核
調
蠢 

に
就
い
て
■<
あ
る
が
、
こ
の
調
發
ほ
、
 

象
族
の
な
か
で
・
 

他
町
村
IC
出
牧
に
企
て
い
る
歩
ビ
ろ
か
の
調
查
侦
、あ
る
”
 

寸
な
か
ち
ご
の
調
査
は
林
棠M

労
仙
卷M

外
の
か
た.1

0

で 

剧
尤
ば
女
工
匕
舟
、.
或
い
は
商
家
に#

辰
ピ
歩
で
籾
ぎ
に 

を
て
い
り
か
ビ
う
か
正
調
べ
よ
う
ビ
せ
る
切
の
で
扬
る
。
 

±

め
結
果
は
、
マ
三+

ー
涙K

示
三
次
る
樣
IC
ー
芥
エ
成 

層
に
は
一
戸
七
な
く
、
才
II
成
層
ー
夕
、
オ
III
成
倉
ー
ー户・ 

/

知•

オ
凡
才
や
芥
丸
の
各
成W

ほ•

胳
同
荏
度
で

—^6

表 
3
 弁

成層i'籍 いない
合必

"戶 5户

H ノ ク 忘

■ I 2 2 / Z3

狂 2.0 N 7 4 <?

V 2/ W 勺/

NN 2 q S /

皿 2.0 4 〇 6 〇

二
〇
封
程
度
で
あ
ろ
・
出
棕
欢
位
は
万
エ
」
ギ
江
・
丸
皿 

の
ヒ
都
成
層
は
別
匕
し<

・
そ
の
也
の
成
層
か
ら
に
略
同 

卷
度
で
てい

う
二
ビ
役•

宜
村
を
全
体
的
IC
見
fc
埸
合
寸 

C

に
の
べ
た
様
に•

この

村
の
姑
い
生
産
性
の
も
匕
IC
於 

い
て
は•

頰
加
せ
ん
じ
す
そ
人
口
互
充
全
に
凿
柩
で
さ
ず 

出
稼
に
い
う
樣
な
彤
モ•

対
宏
し
て
い
る
二
に
を
実
証
す 

る
守
の
で
あ
ろ
う
。

X

上
幻
は•
・
二0

村
の
上
下
的
姓
会
成
層
を
村
楮

に
ょ
り 

旅
成
し
、
 

一j

の
吐
会
成/i

互
構
成
寸
る
各
成
層
IC
就
い
て 

i
•

馭
粢 

2
,

役

服

員
3

・
所
何
及
家
針
貲 

4
- 

樓
仙
ビ/\

う
株
ほ
各
楠
の̂

目
に
次<.

て
・
そ
の
社
会
的

毬
濟
的
秒
格
苴
噩
寮
し
た
。
二
の
結
果
、
対
鋭
よ
り
ネ
成 

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
飽
上
下
約
社
会
成
盾
は•

二
の
村
の
欧 

力
的
・
宏
柄
的
、
数M

的
社
会
成W

を
淚
わ
す
も
のて

あ 

-

モ
二
ビ
捉
tac
・
た"

し
か
杉
終
は
二
の
組
察
teM

じ
に, 

二

の
村
の
經
渣
始
杜
会
的
冏
懣
解
決
の
m-
te
が
泡
握
し
釋 

fc
のC

扬
る
。
す
な
わb

貝
林
的E

云
う
な
ら
ば
・
こ
の 

村
の
社
会
け
、
経
済
的
IC
も
、
 

牡
会
的
に
も
、
明
ら
か
に. 

上
下
的
放
会
成
馬
に
成
層
也±

火
・
睹
級
化
さ
灰
て
い
る 

Z

い
う
辜
哭
で
あ
な
。
そ
永
故
」
の
村
の
壮
会
的
経
商
的 

お
肉
題
—

俺
儡
ピ
がM

宿
辱
IC
网
す
ろ
経
滞
向®

及
び 

家
柄
匕
小•
弟
分
豉
い
は
故
液
の
不
’均M

ビ
い
ろ
棵
な
杜
会 

的
同
題
——

の
解
決
は•

ご
の
上
下
的
社
会
構
造X

還
走 

し
て
C)
る
も
の•

す
翅
わ
白
-r
鄒
構
凌
・
——

経
済
福
造
— 

の
検
討
に
行
く..
へ
き
で
あ
る•

ハ
的
、
 

ーニ
」
そ
こ
の
村
の 

上
下
的
社
会
耕
造
-fc
規
定
し
て
い
る
そ
の
或
こ
の
村
カ
轻 

済
構
值
-C
あ
る
匕
い
っ
た
が
、
 

先
・
ず
次
に
は 
、

こ
の
村
の 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
上
下
的
壮•
会
成
層
ビ
・
経
洛
構
造
!/0

肉 

採
lc<
G
<

殖
索
し
て
み
よ
ろ
。

こ
の
為
IC&
 

・
二
の
村
の
經
咨
構
苦
のW

微
は
ずG

1C
再 

三
の
べ
fcM

lc
・
セ
地 
主
漢
業
を
主
棒
ビ
す
る
打
の
対
あ
り

らT■—



を
/K

故
わ
收
わ
共
は•

こ
の
様
な
樫
海
溝
造
の
主
冰G

挖 

る
土
地
PT1-
旧
状
况
匕
、
 

こ
の
村
い
赴
会
成
層ビ

の
肉
探
在 

検
斜
し
て
行
け̂

よ
い
で
あ
ろ•
％
•

<•

〇 

上
下
的
^:
会
成
暦
ピ
・
セ
勉
師
栢
と
の
RI
採 

ー
ー
の
村
の
上
下
的
社
会
成
恩
く 

土
熠
師K

ビ
の
肉
砾M
 

紀
な4

に
、
 

キ
三-
1-
二
表£

堀C

た•

本
表
・
！

T

名
壮
会 

厳
期
の
±.
地
所
官!
!

山
林
反
<XM

階!

の
狀
涅
扬
示 

寸e

のC

格
う"

先.
す
各
成
岡
所
房
のM

曲
面
価
を
み
る 

ビ
、
 

各
成
届C

始
柯
し
て
い
る
掛
地
面
秋
1¢
吝
成
層
の 

戶
牧
に
比
図
丨
こ
ひ
る
。
そ
し
て
各
成
層
で
魚
旨
し
て
い 

る
ー
户
当
り
耕
地
面
穢
ほ
・
古
で!<

当
村
、
(

±1
地M

栢
伏 

兄
の
項<

詳
逮
し
た
株
|<•

此
較
的
に
い

-n
-c•

平
均
的 

に
分
欺
?.
队U

所
有±
^

て
い
る"
|

平
均
的
に
分
散
ふ
一 

m
c

い
る
ビ
云C

二
と•

也
鼓
的

の
尚
蔑
<£
・
あC
て
、
 

勿 

或
成
眉
始
に
改m

ば•

下
沛
成
層
の
方
作
少
な
いC
洌
え 

城A

!

山
林
及
び
排
地
互m

肩
し
て
い
る
も
の
——

の 

各
成
眉
冏
別7

尸
当
り
耕
地
面
源
拍
扬
げ
る
匕•

ギ
エ
・
成 

膏
で
ほ
約
江
反
・
キ
ニ
成
届
で
は
約
UZI
反
・
才
IIL
成
厩
で 

は
約
三
反
ヒ
敢
・
汗
IL
成
層
ご«

、
約
二
反
七
畝
・
ヤV

成
層
で
以,

約
ー
反
ヒ
歓.
、
 

方
2E
成
層C

&
 •

約
ー
次
二
 

故
・
オ
皿
成1

で
咏
、
 

約*

反
五
畝C

あ
る
。
こ
の
樣
|< 

各
成
届の

 

ー
戶
当
り
粧̂

面
預
或
上
都
成
層
の
t>
田
大-
is:
一
 

く •

下
部
成
層
に
ぶ
る
に
従(

マ
小
な
く
な
つC

行
く
作
・
 

哇
数
字
的
Ic
l^
・
機
中
現
策
匕
い
う
怒
の
fe-
の
も
み
ら-K
 

な
い
。
こ
の
二
ビ
ば
こ
(7)
村,
が,

磐
会
分
化•
ホ
未
分
也G
 

扔
る
に
い
ろ
のC

な
く
、
こ
の
封
の
糅
位M

地
面
横
の
全 

く
少
な
い
山
村
IC
於
いC

蛙
、、M

地
は 
、
比
戰
的
分
故
的 

1CM

朽
さ̂
C

い
る
樣
な
说
栗
を
示#

のC

は
な
か
ろ
ろ 

弋 

.

次
IC
山̂

の
成M

別m

有
面
価
は
、
 

笛
成
層
の
成
题
数
の
・
 

多
少
に
比
州
せ
ず
・
上
都
成
層
|<
よ
り•

総
山
林
面
積
の 

大¥

在
价
桓
さ
・
て
い
る
。
冽
え
ば• 
A

に
〇
い
こ
み
て 

も
・
矛
エ
・
才
TI
の
両
上
師
ぼ
層
を
ば•

二
の
村
の
総
山 

林
面
積
の
約
七
〇%

の
大
半
左
占
あ
一7

い
る
。
「一
爪
は, 

W

エ
・
・
汗
1[
両
成
屈
户
数
は
ー
七
・
户
忘
あ
あ
か
ら•
・
一
七 

户
で
「
一
の
村
の
大
半
の
山
林
左
析
有
し
て
い
る
こ
ビ
を
意 

味
方
る
。
こ
バ
に
卄
し<

キ
亚
・
オ
W.
の
両
下
都
成
層
で 

d

・

ど
の
成
員
户
效
は
、
 

こ
の
村
の
影
戶
数
fz'
五
无％

の 

二
〇
ハ
户
在
占
め
て
い
ろ
の
IC
对
し
<:
・
そ
の
両
成
層
の

——5S—

WS2

IM
薄
遍
多

H-S
M
M
漁
目

—5彳ー
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(備 寿)本表で詁上した各成層の户数は 
-山林歼r肩に就いてのもの

i:一・. ________ __ ー、

城層;户数面 房!面 積邮
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U /ヨ 企。食•9ら 3/4M | 
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I 24 ノ祝 6.7 3 4, /N
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減
し
て
約
六
町
歩
、
 

才E

城M

で
は
、
•

約
二
わ
六
反•

木 

V

成®

で
国
利
一
町
六
反
・
オ
项
成
屠
で
成
約
八
反
ー
ネ 

项
成®

で
は
約
五
反
程
C-
あ
う
。z
X

に
力
・
回
表
の
経M
 

規
模
fc
糾
用
し
に
み
る
七
、
 

大
林
業̂

営
看
ぬ
、□

の
村 

の
b:
会
成
層
の
オI

、
丸I

成
曆
に
腐
し•

ス
小
林
業
経 

営
者
は
、オ
IK
成
層
に
風
し
・
中
皿
成
層
从
下
の
林
業e

客 

着
は
す
べV

・M

小
林
業•
経
営
若
己
あ
る
に
ひ
い
う
る
。
 

以
上
こ
の
村
の
«:
会
成
您z

il
地
所
有
の
狀
沉N
の
闵
蛛 

に
就
い
て
襯
素
し
た.
小
・
尚
こ
の
囲
踩
作
一
目
瞭
然
Ic
ta

占
わ
る
山
林
血
為
せ
・
約
ー%

机
ぐ
あ
り• 

ー
ー
の
二c

ハ
 

户
の
ろ
ち•

山
林
を
伉,
桓
し
て
い
ろ
・
尸
数
題
悝
か
ー
一
回
户 

ー
 

な
け
て
盼
ろ
〇
又
辻
会
成
盾
匕
土
一
地
敏
桓
形
能•
ビ
の
询
株 

あ
兒
る
匕•

上
部
戒
眉
で
対
.•
大
稼
山
林
に
耕
她
匕
上
、
 

垓
に
所
若
し<

い
る
へ
下M

成W
Z

は
る
rc
従
っ
て•
耕 

一
 

地
或
いW

山
林
い
ず
び
歩
一
力/

み
を
所

消

す

る

庁 

あ
く
なc
<

く
ろ
。
能
中>

地
の
み
す
所
宿
寸
ろ
も
の
が 

非̂

K

多
く
な(
<

く
る
。
す
な
わ
■*=■#

地
の
み
の
所
有 

- 

 

#

は•

才V
 •

方
-II
・
力®

の
三
成
層̂

合
就
一
ニ
。
户 

IC
達
し
・z

の:g

の
総
户
敵
三
穴
ー
户
の
ー〔
う
約
三
〇%
 

“
 

龙
よ:S
C

い
る
。•

又
全
く
土
地
fcm

材
し
て
い
な
い
者
は• 

才
III
成
層
オ
を
の
上
剖
成
膚
に
低
居
圧
せ
ず 

オ
E:
成
層 

乂
下"

下
部
成
盾
に
な(

V

廃
わm

c

・
く
るQ

し
か
七
ネ 

M

・
才
31
の
両
成
層!C

多
く 
・
合
計
一
 

〇
二
户
五•

『一
米 

は
山
妹
及.
び
矫
地
を
全
く
所
栢
し
放
い
も
の
の
網
卢
教
一 

6

ヒ
タ
の
う
ち
の
我
五％

圻
ー占
め
て
い
る
40
け
で
あ
な
。
 

次
に
『
一う
村
の
社
会
成
爾
匕•

山
林
の
経
営
規
模
ビグ

內 

旅
を
み
る
と
・
万
三
十
TIZ1
表0
M

リ
や
あ
る"

す
な
わ
ち, 

ず
エ
成
層
の
ー
户
当
り
平
均
山
林
帝
后
現
楔
成
約
无
一
町 

歩

オ
1£
成
腐C

成
約
三
一
町
歩
・
ヤ
III
成
層
で
は
急

——61 —
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る
馮
に
、
 

各
成
翘
でM

精
す
る
土
抛̂

祇
令?
li
llil
療
芷
描 

い
て
み
る
匕
、
 

キ

三
区
のM

に
危K

:

 

ニ

の
成
届
昶
山U
 

M

寛
分
布
曲
線
ビ
、
 

キ
ー
・
図
の
経
営
規
挨
汎
山
林
所
稻
分 

ー
 

布
曲
掠
反
び
矛

三
図
の
討
鋭
国
沮
吩
而
曲
線
ビ
の
三C

の

」 

□
 
I

レ
ン
ツ
曲
篇.
が
全
く
類
叔
し
て
い
う
二
Z.
戯

、
 

山
林 

M

W

現
模
の
大
き
な&

の
巨
、
ニ
の
村
で
心
上T

的
社
会 

放
盾
、

の

上
都
を
占
め
恣
ピ
い
う
ご
ビ
を
表
わ
す
も
のV

7

仓 

リ
・
又2

の
村
の
落
済
的

・
壮
会
的
我
冶
的
施

悶％

吏
貝 

珮
寸
る
上
訪
構
迎
在
理
定
す
る
基
本
的
な
・
淑
白
山

林

の
・
 

M

有

状
芯を

あ
る
ニ
ビ
を

术
寸
。
 

ー
 

三
・
当
村
IZ

於
け
る
向
題
点
と 

林
業
ビ
の
阕
裸
舫
び
|～
林

業
冋
題
の
展
同

わ

爪
わ
水
は
、
Z

い
村

の
上T

的
社
会
戊
履
に•

セ
拋
帝 

摑
狀
兄
匕
の
肉
陳
ぎ
れ
栗
すa

コ

ピ
に
ほ9

•

ニ
のH

の
・
 

社
会
榊
盐
は 

明
ら
か
に
土
地
帥M

狀
无
主
ビ
し
て
山
林 

の
所
栢
狀
沅
に
よ
り
規
定
さ
4CC

い!〇

二
匕
妃
知
っ
た
。
 

二の

二
ビ
ほ
・

こ
の
・
村
の
上
下
的
社
会
成
濫
拍
規
愛
す
る

主
た,

夏
秦
U-•

林

業
C-
あ
る
に
い
ろ
ー
ー
ビ
在
意
昧
す
る 

t

の
で
あ
り
・
が
く
し
て
林
業
食
・
ご
の
村
の
唇
済
的
並 

ひ
IC
壮
会
的U

同
商
の
主
婪n

奇
基
準
匕
し
て
、
 

大
冬
く 

ク
ロ 1

•
.

ス
ア
ッ-7

三
凶
る
の
な
・
あ
る
。

62—

苴
ハ
の
三
当
村
の
社,

会

構

遣

/
1

「

開 

題
・

こH

ま
で
の
観
媒
に
於
い
て
は
・ 

涯
な
分
化
の
棍
見
に 

立
っ
て
校
討
レ
て
ざ
た
、

-M
格
的
な
分M

カ

法k

し
て
は 

二
の
村
の
若
说
再
列
に
よ
り
成
暦
E1
分
を
族
〇
、

二
の
成 

府
区
分
の
各
暦
の
社
会̂

並
び
に
槌
済
的<

格
を
検
討
寸 

る
ご
巳T

よ
り
、
 

こ
の
封
秋
よ
り
廊
つ
旦
広
層
区
分
がZ
 

ク
封
の
啄
柄
的
、
放
囊

的
所
〃
的
社
会
族
両
史
全
く
肉
合 

レ
て
い
る
辛
を
知
っ
た
。
-t

な
わ
方
、
 

こ
の
淡
眉
区
分
は 

こ
の
村
のM

分L

階
級
を
表
示
-t
る
も
の
で•

あ
り
、
 

尚
具 

厩
的
に
謂
う
な
ら
ば
対
後
ま
り
か
つ
万
荘
会
成<

の
上
部 

攻
膚
ば,

山
林
沈
有
を
基W

Z

レ
て
統W

的
な
版
位
匕
政 

治
印a

叔
力
芥
持
う
、
 

同

時

に
-

の
林
の
壮
ふ
的
な
揪
也 

の<

泣<

を
株
持
し
て
I'
る
・
い
の
ぱ
上
翱
成
奮
ば
燧
溝

一
 

筋
に
は
、
Z

の
村
の
有M

稽
、
地
主
潛
で
あ
り•

封
政
上 

最
高
の
支
南
橘
で
あ
り
、
亦
同
府
に
壮
麥
酎
に
ば
家
摇
の 

ー」
高
〇
販
匕
レ
て
対
人(

上
に
君
倔
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こk

に
对
レ
て
、
-F
督
成
層
は
軽
済
的
に
ば
全
くN

の
村 

の
貪
困
をA

液
レ
、
 

沖
轉
の
面
に
於
い
て
も
憲B

の

面
-IC 

於
い
て
も
、
持
の
経
瘠
約
苦
商
を
・
よ
り
ー
奮
昭
應
に
具 

現
レ
て
お
り
、
村
の
主
尊
な
生
窪
の
場
で
あ
り
、
 

生
塞
の 

ー
 

寺
段
で
あ
る
十
一
地
を
时
肩
せ
ず.

主
k

レ
て
自
由
労>

者
k
 

ー
 

レ
て,

地
主
暦
に
对
す
る
乘
莲
者
宿k

レ
て
杭
1®
レ
、
涯 

食
的
に•

P
T

也
に
あ
る
。
而
しr

7

ー
の<

春
上
下
的
姓
会 

淑
屈
を
規
頻
寸
る
主
耍
な
る
基
軸
と
レ
て
山
林̂F

有
状X
 

が
あ
え
、つ
拓
た
が
、
か
く
レ
て
者
封!C

於

I'
て
は
、
 

林
紫 

な
て

り
村
の
上
層
構
匱
で
あ
る
上
卞
的
社
会
成
層
な
想
建 

す
る
下
部
耦
遐
匕
し
て
抱
槌
さ
れ
、
そ
レ
て
林
業
同
題
の

閃
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开 社沖
卍

町市日五

卷 

原 

村

展
南
は
、

ご
の
上
下
的
法
会
汰
導
の
基
軸̂

レ
て
、
 

こ
の 

対
の

it
会
尙
及
次
経
府
的
な
冏
恩
の
患
点k

レ
て
胞
桎

さ 

化
匠
の
で
あ
っ
た
。

X

上
の
観
察
に
於
い
て
、
 

坎M

会
碁
の
社
会
並
凌
に<

请 

構
童
の
垣
で
、
 

或

I'
は
林
業
を
こ
のH

ゆ
社
会
並
び
に
経 

清

的
な
両
題n
の
肉
連
に
於
い
て
地
槌
す
る
と
い
う
こ
の 

レ
木
—
卜

の
巨
的
の
大
半
はM

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
、 

収
上

の
棵
な
泄
会
分
化
ビ
い
う
視
魚
に
立
つ
検

計

に
於
い 

て
は
、
 

育
分
魅
談
”
杏
社
会
成
膏E
•

こ
の#

の
社
会
を 

涸̂

レ
て
い
る
各
蕙
の
集
団
ヒ
の
阕
通
S.M

解
す
る
萍
は 

出
未a

い
。
本
掌

に
於
い
て
は
二
の#

の
祉
会
欄
性
の
分 

M

直
行
う
が
か
く
吋
る
亭
に
床
〃
、
 

ご
の
村
の
全
庶
的
な 

滋

会
耦
迫

の
う
う
に
於

い
て

、
 

こ
のH

の
妹X

の
桂
落
を 

知
る
ユ
ヒ
が
出
未
る
。
具
松
榭
を
巷
げ
れ
ば
、

ご
の
封
の 

頰
瘠
沾
動
の
由

llr
的
意
味
を
も
ク
蘇
林
組
合
の
性
格
も
・ 

こ
のM

ク
社
会
-

-W
恒

の
鏡
察

に
よ
り
四
確
に
理
解
で
ぎ
る 

の
で
あ
る
。

•

二
、
 

社

会

構

造

の

概

観

現
在
の
ふ
营
村
は
、
覚
に
広
ベ
乏
如
く
、
瘀
川
場
に
至 

一
 

っ
て
酉
代
家
綱
の
燧
又-L

辱
三
冃
に
行
な
わ
杆
た
世
官
成 

一
 

派
バ
左
街
由
の
検
弛
の
噪
、
多
專
那
、ア
念
村
対
字
曲
声
奢 

i  

の
内
若
剧
い
て
诙
立
レ
た
ビ
津
村
ヒ
、
啓
星
け
の
地
を
割 

f  

い
て
我A

し
泛
養
沃
村¥

が
、
 

明
治
継
新
匕
な
ワ
て
か
う 

先
・
に
米
建
新
に
而
レ
て
い
な
乙
華
村
ば
、
 

留
治
ー
ー
耳
にA
 

倒
藉
に
裕
柵
レ
、

TnJ
知
ほ
は
nlA

落
に
為
レ
で
い
な
養X
 

村N

共
に
神
奈
川
暴
オ
十
ー
ー
大
区
矛+
 W

小

区

IC
漏
入
さ 

一H

え
か
、m

治
十
一
拜
十
一
冃
の
辨
区
町
対
編
威
状
に
依 

一
 

っ
て•

医
捌
が
炭
正
さ
杯
的
に®

多
漆
詞
IC
福
レ
な
・
そ 

し
て
各

K々

ヂ
濃
役
場
が
哉
け
ら
れ
沪
長 L

名
が
各
々
に 

置
か
允
た"

明
冶+

七
虹
•V

冃
に
ば
・
<

沢
村
救•

ス
る
津
村 

ー
 

共
に
刀
區
を
お

1/
、
五
日
iT
町
、
小
出
野
い
小
れ
田
、
留 

•
一
 

原
、
高M

俺
容
、

入
野
、
 

來
沃
、
ガ
念
、Z

津
、
 

燧
沃
の
、
 

一
町+
M

村
万
連
合
し
て
戸
長
没
場
か 

五
日
布
切k

覺
か 

f
化
た
。
明
治
ー
ー
十
二
お
に
ば
町
対
制
の
射
施
に
fc
っ
て
デ 

長.
を
宓
レ
、•

組
合
長
と
し
て
五
日
市
町
外
四
怪
■#
び
區
合 

一、
で
な

て
祖
冷
役
場
が
設
立
さ
れ
、・
で
れ
日
従
前
のM

に
五 

ー
 

日
布
町
に
證
か
山
た.

二
の
旅
従
耒
の3

律
封>
|
<

次
村 

一
 

水
带
合
さ
杠
て
か
唇
村
が
作
らH

た
の
で
あ
る
。m

治
ー
ー

一-” • 涉 選二...



+

寓
尊
大
冃
に
五
日̂

町
、
小
宫
対
、
 

ー
ー
ー
ス
星
封

、
照
治 

封

、
片
念
せ
の
一
町
咀
ケ
対
は
、
前
記
の
組
合

をM

傲
レ 

て
、
 

折

に
独
iz
の
夜
務
庁
合
玄
布
粢
し
て
自
治
冇
政
を
執 

行
し
た'
•

卵
治
ー
ー +

大

辱
皿
冃
に
神
布
III
票
よ
り
東
京
肃 

t

秒
宮
レ
・
そ
の
後
敵
京
商
は
京
京
莉
に
茶
っ
た
び
、
沿 

辛
的
に
大
な
る
夹
化
は
な
く
、
小
宮
材

は

硬
.
fe
に
至
っ
て 

い
る
・

ニ
ク
株

1-
诅
を
の
小
官
対
の
浴
草
tetw

マ
の•

妾
密 

玄
桂
て
末

て
い
る
が
、
 

内
玄

的K

は
HM
治
二+
 

ーー弃

の
町 

村
制
式
旋
の
燦
、
 

ズ

津
村
ヒ*

※

村
Z

が
柵
合

さ
北

てM
 

来
奏
相
は
な
い
。
暁
在
の
小
喜
村
の
栖
贤
は
左
表
つ
通
り 

で
あ
る
。
 

(

池
精

に
よ
る)

、大
字
養X

(

I0#

沢
«■) 

ー

小

宮

ぞ
 

ー

図

(
X

字
Z

津(

旧Z

渾
村) 

L-

3
一
 
W

•
、上M
X
 

•
神

谷
 

木
和
田
平 

ー
悠
田
畑 

永

傾
 

缶

岡

部
整
术.
爸

・
 

あ
彩?
)
 

胡
落(

： 

蘭
礬(
,
)
•
 

哥
房(
,
)
)
 

都
堵(
•
)
> 

却
諳
众
宏> 

新
落(
,
)

ノー 

葡
苇(

・)

、・ 

要
?
 
) M

 

部
專?

)

.

偷
港①
 

寺
岡
部
落
は
、
地
籍
は<

決
(

大
尊)

に
入
っ 

て
い
る
が
、
現
注
輿
價
的
に
は
乙
津
、1-
入
っ
て
い
る
。
 

亦
卞
向
は
地M

は
X

津
に
入
フ
て
い
る
が
実
個
的 

K

ば̂

沢
に
入
っ
て
い
る
.0

浅
ば
沖
六
図
の
昏
対
略®

を
其
て
もh

か
る
棵

ベ

 

地
域
的
に
そ
柘
の
方
水
厌
宜
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
 

②

M

在
神
谷
、
木
知M

平
両
郁
落
を
中
養X

え
い 

い
弥
田
畑
、
 

赤

顏

、
下
伺2

る
任
て
下
養
スX

注

林
し
で

〇
る
。

即
方
、

琅
在
の
外
督
村
は
、
 

大
号
展X

ヒ
大
郊
乙
泮
ヒ
か 

ら
福
床
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
專
关

沢
は
、
 

亠八 

つ
の
都 

姓
の•

大
字
乙
津
は
五
つ
の
税
落

の
就
合
ビ
し
て
精
成
さ 

H

て
い
る•

次
に
小
宿
対
の
注
会
掴
歧
カ
检
掐
を
み
る
為 

に•

先.
〇・,

、
大
学
展
沢
Z

大
宇
乙
津
の
風
会
瀬
憶
の
性
格 

を
検
詞
し
て
み
よ
う
ー

三
・
養
沢
と
乙
津
の
一
社
会 

搆

造

の

性

格

及

び

両 

者

の

相

違 

展

沢
k:
乙
淖
は
昔
そ
れ<

列
の
村
で
あ
つ
た
ビ
弱
う 

雇 
灾
的
導
哭
をm

て
も
両
君
の
祉 
会 
的>

格 

の
虞
る
で
あ 

ろ
う
爭£

恩
り
せ
る
が
、
 

灾
際
両
者
の>

格
ば
金
く
的
麻 

的
で
あ
る
。
节
なh

ろ
養
沢
は
由
微
的
下
あ
り
、
 

棵
号
的 

で
あ
る
の
に
对
し
て
、
 

る
津
ば
闹
次
的
で
あ
り
、
 

惟
歩̂

 

で
あ
る
。
託
済
的
に
ば
前
者
は
弛
主
均
で
あ
る
の
に
、
 

後 

看
は
地
主
的
桂
核
の
も
の
が
少
な
じ
・
切
論
そ
杠
は
、
墉

一
枯
伯
君
も
グ
で
、®

大
ふ
力
仲
に
も
泄
会
成
用
裕
ttH

わ 

•
4

て
い
る
。

j

X

に
具A

的
にX

上
の
棵
な
せ
会
的
・
並
び
に
經
濟
的
な#
 

一
 

格
の
相
異
に
就
い
て
継
此
て
み
よ
、ク" 

両
者
の
鯉
会
性
格
の
招
異
玄
具
林
約
に
水
・
节
象
微
的
孝
柬 

は:

神
社
ヒ
寺
に
岡
节
る
楓
菸
で
あ
る
。
部
壮
は
戒
回
の 

自
馈
的
地
戒
社
会
の
言
は
ば
密
襯
的
象
傲k

レ
て
ぞ
の
重 

耍
性
は#

め
て
大
‘で
あ
り
、
 

月
セ
我
国
の
自
然
的
地
或
社 

会
の
将
寸
る
tfr
は
そZ

にM

ずM

のU

会
のX

冋
雜
堵
の 

ー
称

荘

—

時
に
神
社k

は
言
い
港
い
格
樁
の
浦
象
で
あ
る 

場

合

も

あ

る

—

が
存
汪
し
て
い
るk

い
は
恥
、
そ
レ
て

米
田

鈴
木
栄
太
即
着 

^

B

n

-

 
<
I
M
S

八
六
貝 

其
尊
ク
神
社
はX

也
域
社
会
そ
の
も
の
、
象
微
ゆ
禄
に
惠 

わ
れ
て
レ
る,

つ
ま
〇 

一
つ
の
他
族
液
会
日
一
ラ
一
つ
刃 

氏
吾
の
衆m

あ
な
し
て
い
るk

思
わ
れ
るk

い

わ
-ft
る
様 

に

、
 

神<

は
冊
破
涯
会
の
鮪
束
の
浪
應
をX

レ
・ 

的
束
を 

疏
北
レ
て
い
る
も
の
で
・
あ
る
。
七H

故
氏
湘K

阕
す
る
襯 

察
は
其
のM

威
壮
会
の
杜
会
務•
些
を
愧
索
す
る
爭
に
な
る 

就
で
あ
る•

か
ゝ
を
餌
点
に
*.
っ
て
、
両
者
を
窓
る
ヒ
左

一とグ



表
の
隸
に
両
者

Id:
そHVM
届
し
て
い
る
各
郭
落
号
匕
氐 

神
を
君
っ
て
い
る
・
ご
の
辛
・
は
冊
落
木
自
修
仰
、
地
械
裁 

金
の
単
位
ヒ
レ
て
浑
fe
レ
て
い
た
こ
と
をX
す
も
の
で
あ

ろ
、つ
・權

沢

野

資

津

Z

社

神

備

卷

沢 夫 幡

神 沖 神

部 部 布 都 都 布 部 却 都

昭 
W

社 社 注 名 巷 壮 M- 
U

戒 
S
 第

神 油 神 律

港!

建 

落
一
日 

落
—

ハ 

M
丨
架 

落
—I

焦 

落!
—X

デ
里 

寿
—

高 

芯
——

熊 

暮

丿
,

<
 

し

:

、上*

沢 

神

谷
 

<

怒
田
畑 

木
和
田
平 

A

領 

、落

合

Sす
木
平 

Z 
<• 

• T 
向

①
 

落
合
部
落
に
は
大
尹
里
神
巷
の
他
に
卷
日
沖
壮
及

び
八
幡
神
社
の
ー
ー
荘
水
あ
る
か
、
灾
際
は
大
戸
里
神 

社
が
落
合
の
中
IU

的
氏
神
で
あ
る
史
舂
、つ•

②
 

下
向
に
は
卸
社
ば
な
い•

之
れ
は
甘
ポ
津
k.
ー
 

歯

の
壮
会
地
城
で
あ
っ
た
か
む
で
あ
る
・

胖
穴
、ウ
此
処
で
重
凌
な
爭
ば
、<

去
で
は
冥
の
後
大
正
四 

拜
に
至
〇
、
卷
沢
の
各
都
落
の
沖
遊
を
上
膜X
ヒ
橈
沢
神
、
 

衽k
し
て
谷
祀
し
な
事
、Z
淳
で
は
招<

ら
ず
各
加
落
に 

此
神
万
挥
左
し•

柯
等N

津
金
床
ヒ
レ
て
一
箇

M-
に
合
祀 

は
レ
で
い
な
い
こX
で
あ
る
。
此
の
聿
は
展
洪
全
休Z
レ 

て
隸
在
な
ー
圖
苗±

合
祀
山
未
る
操
行
い
わ
ば
統
一
何#
 

合
の
町
能
で
あ
る
エ
レ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
、
尚
輟
言
すk 

ば
終
沃
ば
全
怵
ビ
レ
で
略
同
一
の
自
蒸
的
地
域
社
会kM 

る
事
が
可
能
で
あ
フ
た
も
のk
毒
え
らk
る
。
之
に
对
し 

て

Z.W
は
あ
く
ま
で
分
散
帽
で
、
乙
津
全
体
を'

つ
の
自 

燃
时
地
域&

会
ピ
走
え
る
巨
ヒ
は/

釆
な
い
株a
も
の
で 

あ
っ
たk
老
え
らH
る"

以
上
の
事
実
を
尚
裏
村
け
る
も
のx

レ
て
者W
の
寺
院
の 

一
寿&

分
布
な
襯
衆
寸
る
爭
に
旅
〇
符
らH
よ
う
。
神
社
ポ 

ー
域
愤
社
会
の
溜
会
の
強
他
に
貢
し
て
い
る
の
に
反
レ
て
、
 

i  

寺
忒
は
擧
ろ
地
域

it
会
の
槍
底
を
混
乱
せ
レ
訪
钗
頫
せ
レ 

時
る
傾
向
寸
、
19
も
っ
て
い
る
匕
讀
わ

K-
て
い
る
。¥

し
て 

氏
弓
は
挪
土
內
で
敵
对
的
で
あ
る
の
に
、
 

寺
隔
の<

旅
は 

地
政
的k
世
界
的
で
解
氷
的
で
あ
る
之
讃
わ
此
て
い
る
。
 

二
の
様
あ
侵
点
で
、
二
つH
に
於
け
る
寺
源
の
地
機
的
分

一gあ—

図 奪

い
ま
い
・
有
、

g

り<

る
。
ご
の
串
は
、
 

明
、り
か
に
既
に
迷 

、べ
七
辛
灾
を«

持
け
る
る
の
で
あ
る
。

こ
の
也
画
看
の̂

布
会
み
て
み
る
ビ
、
 

左
袤
の

J3
り
、
 

当
村
に
四
つ
あ
る
寺 

就
は
皆
・
乙
萍
に
宿
fe
し
、
 

養
浜
に
は
一
つ
も#

在
し
て

顶 註 腸愈
:光 珠 谷 战
:硬 底 處寺

寺

右

小
卑
瘩
合 

小
客Z

津 

小
専
瘡
道

j
M1

拒

係
潸
京
建
丧 

寺

抓

彖

素
 

光
厳
寺
末 

光
厳
守
木

•

•

光
厳
寺
末 

一

i

吹

L ,て元足浴足

7\ 7C < 刀ビ疋沮疋 
［正らS :利 

1 .1- X< す 4F 末

‘ヽ,分 平珠角| あ術］

モ 〇 , 1

宙 平 オ で
在 ある現 新

'j- ^3 oi! 中、
壮 ロー标 沌

4v Al•々 GC*

緑

1
1

足

源
的
な
荘
会
极
遂
の
隹̂

な
基
礎
村
け
る
も
のn

レ
く
加 

緑
黛®

の
状
沅
の
招
異
な
あ
げ
、り
れ
る
。
即
万
、
稲
沢r
 

於
い
て
は
、
血
縁K

よ
る
同
族
集
回
が
上
下
的
注
合
成
層 

及
上
訊
成
屈
に
あ
っ
て•

柩
沢
全
体
の
社
会
的
紡
合
を
證 

化
し
て
い
る
・
燃
る
に
乙
津
に
於
い
て
は
、
 

こ
の
樣
な
血 

稼M

団
は
兜
ら％

点
い
。
!

1111
線
集
団Z

上
下
的
社
会 

成
層
匕
の
网
保
は
後k
#

逮

な

る

—

福
経
済
約
に
み
て
、
 

養
沢
が
地
主㈤

で
皈
〃
、Z

建
ば
地
主
简
な
性
格
の
も
の

が
少
を
い
レJ

言
っ
な
が
、
廠
ほ
に
はM

X

に
・
地
主
び
多
い 

の
に
、N

津
IV
は
比
較
的
少
な
い
と
、謂
う
争
で
あ
る•

ご 

の
事
を
ー
不
甘
為
田
、
 

両
者
の
土
地M

肩
状
紀
な
誉
げ
で
み 

よ
う"

牛
二
つ
山
林
の#T
W

状
无
で
あ
る
米
、
之
)K

は
天
ー 
ーー
 

十

八

さ

示

さ
k

る
な
に
、
 

一

毫

り

11]
林
面
鷹
ば
榛
沢 

約
一
四
町
が
反
で
あ
る
の
に
对
レ
て
て
萍
は
InT
分
の
ー
弱 

の
約
ー
ー
ー
町4J

反
程
で
あ
る,

亦<

沃
〃
人
に
旅
り
所
有
さ 

H

て
ハ
る
犯
有
林
面
撅
は
え〇

七
、
七
ー
ー
町
五
〇
敵
の
セ

舛—



タイク起

大字 科・地面砲 一ア当り料曲面破

養 ス »/ ノクc 3 /ク天 =? N./ 及

乙 津
L

0/ 3"、6。ス = 尺/ 次

状
况
の
苗
で#

逮
如 

え
棟 

に
、

之
の
村
で
は
耕
地
廿 

比
戰
的
に
平
間
的
に
、
亦 

分
敢
的
に
析
有
さ
札
て
い 

る"

><
上
の
様
に
両
者d

・

」
 

耕
地
の
尚
有
択
涅
は
路
同 

ピ
杭
に
ー
户
当
り
にM

有 

さk

て
い
る
が
、
 

山
林
th 

養

ズ
が
ー
户
当
り
沖
有
画 

積
も
圧
倒
的
に
岁
く
、
亦 

荼
沢
の
人
に
依
り
此
の
対 

の
大
半
グ
山
狄
友
尚W

さ 

刑
て
い
る

の
で
あ
る
。

ニ 

一 

 

のM

な
土
冊
折
右
状
无
に 

ー
 

板
っ
て
も
篠
商
的S

而
者 

ー
 

の
性̂

2

瘟
知
す
る
多
が 

〔
 

出
来
よ
う
。

以
上
のM

<

、
大
宇
禄
沃
と
、
大
字
z>
津
之
は
祉
会
的/
 

法
的
に
、
 

或
t'
tt
其
の
社
会
舸
匿
ヒ
於
い
て
も
性
塔
を
異 

に
し
て
い
る
、
 

こ
の
嫌
な
炬

奨
は
柯
散
止
じ
た
の
で
あ
る

か
、
 
Q

同
恿
に
就
I'
て
ば
、
 

私
ば®

灾
的
に
愛
用
寸
る
爭 

は
迅
来
な
い
か
、
 

畦
現
在
の
甘
越<

件
よ
り
み
る
晴 
、
養 

X

は
媛
路
の
操
に
表
沢
川
に
沿
う
て
邮
若
が
形
成
ざ
れ
て 

い
る
の
岡
、
 

乙
津
は
象
川
に
沼
、っ
て
、
各
部
若
が
歡
左
レ 

て
お
け
、
 

し
か
も
乙
津d

精
原M
五
日
帝
を
結
ぶ
術
逅
所 

に
あ
ひ
、
女
II
的
に
は
比
軟
灼
題H

て

い

る

..'
X

上
の
標 

な
自
怨
條
杵
・
の
棺)M

び
、
現
在
両
者
の#

格
の
信
11
丞
ご 

た

寸
-L

に
大
さ
な
麥
因
必
谷
っ
た
の
でd

s

か
ろ
、つ
か
、
 

卷
X

及
びN

津
両
大
字
り
胜
超
の
招
遺
ば,

上
広
の
恒
。 

で
あ
る
が
、
Z:
の
械
なM

W

的
な
性
格
を
も
つ
大
卑"

栗 

積
之
し
て
小
官
村
社
会
は
摘
成
せ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
 

R

下
当
村
の
荘
会
構
性
に
つ
い
て
、
 

充
づ
オ
ー
忙
敵
<1
49 

韻
落
のa

ー
袱X

し
て
のx

^

fc
就
い
て
巍
察
レ
、
 

そ
レ 

て
抜
後
に
・
上
座
の
枷
きH

a

的a

性
路
を
も
つ
両
大
学 

の
累
很
你
ピ
レV

の
当
村
妊
会
fĉ

い
て
分
析
を
加
え
て 

符
ニ
う
。

そ
化
に
は
、
歩

“つ
己
切
対
の
社
会
宏
稱
成
レ 

て
い
る
杳
萩
の
社
会
集
団
反
び
社
会
閃<

に
就
い
て
説
昭 

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

/
 

‘
 

’
 

‘
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所
有
状
况
は
集
中
的K

rrr
有

さ
れ
て
い
る
の
に
、
 

乙
津
で 

吐M

沢
に
比
較
レ
て
上
D

分
欲
約
に
術
有
さ
れ
て
い
る
辛

ー
 

を
加
る
。
掛
业
の
祈
有
状
沉
は
ナ
皿
十
表
の#

に
——

当 

一
村
は
畑
の
み
で
田
は
な
い
—

両
者y

も
一
戸
当n

耕
地 

一
 

面

-M
巨
大
厩
零
し
い
、
 

し
か
もM

に
此
の
村
の
土
曲
M-
寿

五
・
玄
占
め
て
1\
る
事
に
な
る
・
乙
津
で
は
戒O

ー
ー
五
俗 

の
三〇
ヒ

、
 
M

八
町
歩
を
占0

て
い
る
に
ほ
ざ
な
い
。
亦

樓x
'
z
庫
の
山
林
沖
焉
の
状
流
玄
叢
察
す
るN

法
三
十 

丸
表
の>

に
赛
汲
に
は
大
山
村
所
馮
者
が
料
fe
レ
、

U1
恭

"・・一 -■-L



四

当

村

社

会

を

構

成

し 

て
い
る
主
な
る
杜
会
集
団 

通

び

に

杜

会

関
^
 

二
の
村
の
滅
会
玄
雑
成

レ
て
い
る
主
な
る
社
会X

団k

レ 

て
あ
げ
>7k

る
も
の
ば
・

1

氏

4

M

団

ー
ー
ー
ー
ヒ
氏
ヰ
匕
い
、つ
の
は
、
 

法
規
上
の
穴
る
及
び
崇
敬
者 

の
両
方
を
含
む
な
け
で
ほ
く
、
弟
登
餘
赴

の
衆
槍
看
さ
も 

含
め
て
旁
え
て

I'
る
・
穴
夺
葉®■

は

Mrx

只
前
程
社
会
橘 

宜
上
そ
の
直
理
性
玄
持
っ
て
い
な
い
が
・
桥
乍
、り
應&

で 

も
白
然
的
地
域
社
会
の
客
貌
む
腐
敍
ヒ
な
っ
て
い
る
ー
ーk
 

は

否
め
な
い
事
髪

で
あ
り
、
同
一
柚
壮
五
共
同#

持
し
て 

い
る
ぞ
の
地
域
社
会
の
人
々
は
、
 

そk

lc
よ
り
何
寄
か
の 

形

で
団
赠
を
計
つZ

い
る
。

ー
ー
の#

・に
於
て
は
・
俄
に
の 

べ
斐
如
く
、
舂
却
懇
は
各
々
神
社
をM

有

レ

丨

大

学

養 

汲
で
は
、
大
正
四
年

匕
農
決W

の
あ
邮
君
の
神
社
5.
合
、祀 

し
を
を 

い
ま
ざ
各
制

若

に
沖
社

A'
茨

っ
て
い

る

卜 

祭

紀
は
各
都
落
で
打
っ
て
い
る
。
ゼk

故
叱
の
村
で
は
大
捨 

各
都
落
が
氏
亏
集
団
で
あ
る
之
、或
い
、つ
る
。
丨
赛
沢
で
は 

名
祀
レ
た
の
で
麗
沢
全
彼x

レ
て
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
が. 

各
铜
落#

社
もそ

ゆ
祭
日
に
は
祭
り
を
行
ラ
で
い
る
— 

_

2

側

謙

佝

來

団

ー

血
縄
の
壮
会#

は
先
づ
位
輙

の
惹
澈
か
ら
始
ま
る
。
胖
色 

ー
 

ら
fill
価
の
俺
械
か
梢
壹
に
あ
つ
で
も
苗
合
の
華
裏
のa

い 

摄
・
合
む
あ
あ
ニ
の*

な
勘
会
は
訊@
.
k

港
え
らk

咅
ぐ
。
 

血<

術
集
団
の
理
想
型
は
血
涙Z

い
う
意
歓
の 

個
人
相
互
に
浦
合
の
聿
灾
水
あ
り
、R

に
同
一
の
血
袄x

 

い
う<

讖
の
も
之
に
、
慾
ら
ざ
る
も
のX

荆
衆x

区
別
寸 

る
血
族
冲
同
のW
®

な
眼
庞
し
、
 

か
く
の
如
さ
同
茶
君
が 

組
競
あ
る
団•
>

を
顧
徹
寸
る
場
合
が
あ
るZ

君
え
、り
れ
て 

い
る
ポ 
、
現
実k

ば
組
熾
化
の
株
々
の
殺
偕
な
示
レ
厘
想 

M
 N

非
組
艘
集
団
の
面
ピ<

0々

中
固
的
の
型
が
あ
る
。
 

本
営
持
に
於
け
る
血
縁
集
団
な
、Z

ク
集
団
の
理
想
璽P
 

比
歧
し
て
中
闿
的
桂
旗
の
も
の
で
あ
る̂

、
少
な
くk

も 

建
想
里
ヒ
也
い
様
巻
桂
食
斐
多
分
に
も
つ
で
い
る
も
の
が 

あ
る"

—

具
広
灼
激
阴
は
後
応
甘
る
。——

3
•

経

商

n

集

団

夕

こ
のH

に
於
H-
る
主
点
る
荘
清
団
体Z

し
て
ば
、
 

来
壮a
 

畚
、M

装
粗
合
な
ビ
を
あ
げ
る
二
以
が
山
來
ろ
灰
、
 

者
封 

の
性
格
よ
り
実
藤

IC
癡
案
姐
合
に
龍
い
て
は
み
る
べ
さ
も 

の
な
く
、
ズ
ゼ
勿
te-
の
経
商
題
案
田
に
就
い
て
も
、,

現
在 

の
牡
会
栢
蛙
のM

祭
上
取
り
あ
げ
る
程
の
鱼
耍
桂
を
も
フ 

て

t'
る
击
の
も
を
いZ

思
わk

る
の
で
、
 

こ
、
で
は
最
ワ 

k
w

当
村
に
於
い
て
、
主
耍
巻
る
径
痛
集
团Z

レ
て
宠
え 

らK

る
东
麻
組
合
に
就
い
て
狼
討
-#
る

一•

底

林

組

合
 

久

壮
X

店
勧
の
中

It

Z

の
材
の
孫
林
姐
合
は
・w

梅
地 

方
で
も
、
 

よ
く
浩
動
し 

て
い
る
組
合
で
あ
るN

L'
わk

て

I'
る
A1
、
灾
味
当
封
の 

壮

术
は
、
 

森

林

{&
合

を

中)
L'
に
し
て
防
い
て
い
る
ビ
去
っ 

て
も
過
言
で
な
い
建
で
あ
る
。I

森
林
組
合
本
末
の
性M
 

に
於
い
て
浩
奶
レ
て
い
る
が
ビ
う
か
は
別
田
庵k

レ
て!
 

当
何
の
卸
间
木U

俄
出#

の
甲
分
は
森
林
組
合
で
買
坂
り
、
 

そk

を
廣
操
レ
・
紀
合
製#

所
で
毁
す
し
・
歌
売
な
し
て 

V1
る
・
衣
が
五
日
布
町
に
あ
る
秋
川
木H

組
令
を
あ
向
レ' 

秋
川
焼
域
の
、币
捞
沃
泥
に
就
い
て
敢
同
レ
え
保
、
 

小
菖
肯 

は
全
く
东
林
頰
合
が
し
っ
が
り
し
て
い
る
の
で
、
 

忍
共
は

W

り

に
く
い
ビ
木
対
粗
合
貰a

が
咏
咲
し
て
い
た
二k

を 

免<

专
、
 

当
村
の
森
林
組
合
刃
木
林<

看
にW

す
る
立
场 

溶
曇
解
・
耒
よ
う
、
 

小
宫
対
源
林
継
合
は
、
池
区
内
に
信 

住
す
る
山
族
玉
反
歩
坎
上
の?
fr
有
看
を
粗
合
買
ビ
レ
て
、
 

濫
補
買
存
組
合'
Z.
し
て
、
 

昭
和
十
八
拜
十
ー
冃
ヤ
、三
日E
 

哉

立-
±
H

た
。
理
在
・
会
藏
は
ー
ー
ー
二
人
で
あ
っ
て.

う 

方
ー 

ー
八
名
は
機<
>

同
組
合
に
も
加
入
し
て
い
る"

組 

合
の
出
資
金
ば
ー

CT
五
円
で
、
协
肩
山
林
面
腐
五
択
歩
芻 

に
一
口 
水
責
寸
る

z:k

に
な
っ
て
い
る
・
 

組
合
観
会
の
潔
決
阪
は
・
 
•
組
合
員
の
汗
商
山
林
面
慎
の
大 

小
に
よ
っ
て
行<

さ
れ
て
い
る•
=

のZ
V

は
森
林
組
合 

の
秩
格
が
価
主
的
柜
何
玄
も
っ
て
い
る
原
因
で
も
あ
る
・
 

—!

ご
の
無K

関
レ
て
は
後
成
する

・—

イ
・
东
林M

合
勿
事<

二
の
組
合
で
行
ラ
事
業
は•

妲
会
の
定
款
沖
二
条!2
<

定 

さH

て
い
る
様!

Z

•

(1)>

衆
衆
に
基2

瓶
林
の
性
成
茨
森
林
産
物
の
処
分
を 

避
寸Z

ビ
〇

⑴
 

樹
苗
の
養
坎
林
盧
の
用
設
其
の
他
前
号
の
荻
林
の
耘 

衆

1-
度
嬖
宣
る
弛
談
云
為-T
r
z
-



粉 

姦
林
産
物
の̂

分
に
佗
要
な
る
・
嫩
、
 

加
工
、<

w

- 

M
 

詛
合
贾
の
去
林
・
の<

特
に
狀
要
な
る
滅
合
の
賛
杵
乏 

•
一
為

す

二

う
-

⑴
 

地
区
内
に
居
住
-t
る
森
林̂T

盾
着
な
劍
鼓t

る
為
地 

区
内
の
泰
林
玄
取
捋
す
る=

ビ
。

X

上

の
五
頁
目
の
衆
栄
で
あ
あ
が
、
 

実

條̂

は
組
合
の
壮 

車!
5

直
犧
山
林
軽
世
を
し
瑟U

で
前
述
の
媒

1-
組
合
で
立 

木

を
賈
阪
。
、
 

そk

を
盆
合
の
嬢
枕
エ
谢
で
漿#

レ
、
 

験 

虎
す
る
ビ
ヒ
、
苗
木
の
斡
施
、
施
衆
索
蛹
京

の
授
助
、
稲 

助
金
の
東
圾
い
奪
が
主
な
も
の
で
あ
る
・
 

組
合
は
製
材
争
煮
を
通
じ
て
、
組
合
質
の
立

木
を
富
る
ベ
ー 

く
蒿
く
質

い
入k

る
採
に
つ
Z-
め 
、
木
林

栄
者

に
不<

の
ー 

屈
培

で
た
、
か
此
る
Z.
匕
の
な
い
楝

棵
涯

し
て
い
る
k.
い 

i 

う
。
次
匕
組
合
の
主
な
る
仕
率
で
あ
る
製
材
栄
IC
就
い
て 

ー
 

床
ベ
る
。
恒
合
は
、
 

七

為

ガ
の
木
、カ
・
夕
—
ビ
ン
に
よ
る
艘 

材

工
潮

東
沛

有
し
、

買
<
E

在
立
木
送
案U

生
産

レ
・
組 

ー
 

合
泣
析

の
ト
ラ
ッ

!々

三
台

——

に
枝
っ
て
直
卷
凍
京 

一
 

盲
扬
さ
で
理<

敝
疣
レ
て
い
る
。

B

台
の
製
折
工
賜
は•

昭

和
-+

八
虹
に
乾
立
さk

同
年y

 

一
裂
オ
乏
棉
苦
し
て
い
る
ペ
、
 

そ
の<

立
金
は
当
鷹
の<

專 

4
J
%

が
一
人
ー
万H

づ
つ
計
七
石
时̂

質
レ
、>

v

展
林 

中
央
金
座
よ
り
一
五
万H

M

入
レ
、
 

合#

ー
ー
ー
ー
石
円
で
あ 

つ£

。

ご
の
借
佥
は
翌
年
に
は
全
都
反
却
し
て
し
ま
つ
な 

組
合
の
串>

利
益
は
主V

レ
て
木U

の<

上
ん
IC
よ
っ
た 

も
の
、公
ず
い
ビ
い
う
ー

C

•

組
合
の
姓
格 

先
ブ
衣
林
楓
合
の
农
泰
黃
玄
攻
る
土
、
理
爭
七
治
感
辛
三 

冬
、
 

皎

1IB1
ー
石
、
feM

十

名

—

製
林
工
场
反
が
組
合
の 

牧
器
貝
、
 

単

将

買

—

で
あ
る
。
也
臺
及
び
监
辛
は
主X

 

し
て
抓<

並
び
に
艘
衆
な
主
業
之
す
る
も
の
がW

く
、
そ 

の
里
覺W

華
d-
大
中
林
裁
経
官
睹
層
にM

す
る
も
の
で
あ 

り
、
 

こ
の
二
匕
ほ
匕
り
も
な̂

さ
ずZ

勿
火M

睹
舊
が
当 

ォ
の
社
僉
成M

の
上
訶
欧
層
沮
賛
・
看
ぐ
あ
る
ごE

を
示
す 

——

庶
盅
の
当
村.
の
壮
会
瓠
商Z

山
林
好#

者
必
のM

像 

衣

笏

眼

— n

し
て
彼
等
の
桎
座
•z
し
て
せ
村
叢
、
農
業 

協
同
組
合
長
其
の
胆
諾
撤
闱
の
幹
価
を
勒
め
て
い
た
も
の 

ノ
や
竭
に
務
め
て
い
る
も
の
が
ぎ
い
。!

—

ご
のZ
Z

も
当 

村
の
液
会
成
磨
の
観
察
で
困
白5

こZ

で
あ
る
。!

 

少 

レ
く
ル
い
棵
で
あ
る
が
幹
部
の
UI
林
和
有
状
况
を
餌
察
し

ークg一

て
当R

給
仓
の
桂
格
を
知
る
よ4

が:>
j

し
ょ
う
。
矜̂

の 

う
ろ
最
も
灵
く
の
也
林

HT
布
君
は
、
 

一
皿
三
町
何
ー仄
七
散 

な
折
有
レ
、た

い
で
一
三
九

町
ー
及
六
敢

、
七
三
回
三
反 

丸
讯
尋
々
で
あ
り
、
 

處
少
は
一
八
町
步
徐
で
あ
る
。
——

各 

刑
も
め<

案
の
牧

客

丨
<

砂
の
公
の
三
名
刀
合
針
帝
有 

面
撅
は
ー
ー
ー
五
六
町
二X

で
、
 

白
封
民̂

誰
画
・
痕
約

ー、
ーー
〇 

。
町
歩
の
約

三
剳
を
fe
め
て
い
る* 

从
上
の
楝
な
諸
若
灾
攻
、

-1
で
に
の
べ
五̂

IC
当
村
が
よ 

く̂

束
し
て
木U

索

者
1-:
よ
っ
て
、
 

柿
格
の
面
で
不
当
に 

え
、
か
lit
るr

j
z

五
防
い
で
い
る
点
並
び
に
農M

的
に
林 

索％

営
の
指
蜂
に
努
力
し
て
い
る
点
は,

東
林M

会
が
全 

图
的

【
瘩
気
力
で•

為
石
慕
実
死
し
て
い
る
現
状
に
於

い 

て
は
充
分
み
る
べ5

M

B

は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
 

一
方<
 

水
姐
令
が
地
主
向

な
も
の
で
あ
り
、
唯
単
に
組6

員
中

の 

大
さ
な
山
特
の
淅
福
瑁
大
の
み
に
金
力
玄
葢
レ
、
 

ヌ
組
合 

ぶ
浅
阪
貫
の
一
つ
の
企*

棒
の
如
く
を
っ
て
I'
る
ビ
い
一
つ 

糠
a

數
多
く
の
村
民
の
it
判
の
甘
象
必
な
る
桂

磐
を
椅
与 

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

4

JJtw

東

団

血
菊
は
典
型
的
万
る
地
域M

団
で
あ
るユ

い
わH

、
マ
血

・
補
は
、
 

只
狭
然n

埒
意
の
表
示
を
相
互
に
期
椅
し
合
っ
て 

い
る
立W

し
て
号
柱
す
る
人
々
<9
赴
绘
灼
阕
榇
ヒ
い
う
べ 

さ
で
あ
る
が
、
 

わ
厌
囤
ロ
於
い
て
か
く
の
如
き
好
蔻
衰
示 

の
対
持
の
具
林
的
な
る
も
の
め
レ
て
最
小
眼
皮
に
認
1>
ベ 

芝
も
の
は•

吉
凶
甫
に
於
け
る
好
憲
表
示
の
旃
鶴
で
あ
る
。
 

ー
 

最
大
の
凶
時
で
死-b

の
場
合
の
好
意
の
很
ー
不
は
ifr
玲
徃
の 

被
少
跟
度
のM

极
内
表
わK

で
あ
ろ-
つ
必g

云
わ
れ
落
”
 

R

上
の
線
な
血
隣
集
団
レ
ー
レ
て
当
村!i

於
い
て
ば
、
名
都 

密
に
耳
荘
す
るM

五
考
え
る
ビk

び
で
ご
る
。
 

当
村に

於
け
る
紐
は
、
 

寫
在
当
汚
に
於
い
て
色
々
の
壮
会 

妁
欧
能
を
有
し
て
い
る
。
吋
点
わ
与
唯
単
に
吉
凶
の
黛
に 

於
け
る
招
苣
埒
意
宏
示
祝
み
を
、り
す
、
 

残
埸Z

村
圧
つ
固 

の
依M

渡
阕n

し
て
或
い
廿
道
路
工
事
警
の
公
共
的a

tt 

- 

聿
を
行
う>

の
単
抜
之
レ
だ
幼
い
て
い
る
の
で
あ
る■ 

一
次
に
二
の
村
の
主
な
る
社
会
阕
族Z

し
て
は
、
地
主N

左 

ー
 

屋
ビ
の
岡
株
並
び
に
ホ
・
分
家
阕
株
が
訪
げ
ら
れ
る
。

,

地

主Z

庄
屋x

刀
阕
采

ー
 

当
村
に
於
い
て
は
、
 

犬
ざ
者<

啓
規
板
玄
椅-r

る
也
主
は 

大
赦
数
人
の
左
座
を<

暦
レ
て
い
る•

以
前
は
香
左
座
日 

ー

地
主
の
屋
救
の
う
ち
に
蔵
佐
レ
て
い
て
她
主
の
彖
の
在
事



衣
や
っ
て
い
た
び
、
 

今
次
の
大
欧
に
速
遇
し
て
径
志
音
橋
ー 

の
旬
直
k.
共
£

、

ー
ホ
注
星
は
地
主
の
家
に
い
を
く
な
つ 

- 

泛
・
棉
マ
、り
戰
筏
再
び
在
屋
玄
賣
浩
レ
現
在
六
兰
な
地
主 

は
数
人
の
左S

を̂

庸
レ
で
い
る
。
冬
レ
て
膜
注
の
庄
屋 

- 

d

再
びX

诵
の
地
主
の
も
レJ

に
炭
っ
て
I'
る
も
の
が
夢
い
。.- 

在

屋
k

地
主k

の
阕
呆
は
、
 g

汚
的
な>

麻
人k

被
屈a

一
 

人k

の
肉
朦L

異
な
り
、
尚
一
層
赴
会
龍
床
塔<

・
城
强
い
。

ー、
 

ォ

なh

ち
在>

は
主
家
に
对
レ
て
は
・
あ
、ウ
ゆ
る
面
で̂

一
 

戴
を
慰
オ
にH

し
て
、
 

主
原
d-
左
屋
ICN

し
て
經
清
的
麻 

ー
 

M

送
加
え
て
行
く
ゆ
で
あ
る
。
例
え
ばi

屋
の
吉
凶
七
I'
一
 

、つ
険

ぎ
金
さ
阳
室k

t

る
祭
存̂

は
金&

の
債
与
な
ビ
起 

英
衆
に
行
在
っ
て
い
る
。Z

の
用
株
は
就
広
の
、
 

上
都
注 

ー
 

会
成
眉Z

下
都
社
会
成
膚

の
商
匕
み
らh

る"

具
德&

な 

説
明
は
決
姓
-

3-
る
。 

」 

f  

2

、

本
彖
分
朕
閥
操

二
の
阙
庶
IC
就
い
て
は
、

はZ

A/
ビ
ー
故

の
持
に
於
け
る 

ー
 

L

同
じ
も
の
で
あ
フ
て
、
水
祠
に
持
記-t

べ
き
も
の
ば
谷

‘
〇

* 

々
にX

上
の
株
さ
生
方
る
社
会
集
団
並
び
に
壮
会
阕
保
次 

加
何
に
ふN

合
、っ
て 

当M

(

社
合
帯
惟
が
柵̂

ざ
死
て 

ー

い
ろ
か
鋭
案
し
よ
う
。

五
・
当
村
一
社
会
の
構
造 

忠
ブ
数
箇
の
部
荐
の
統
合
k.
し
て
広
来
て
い
る
大
学
の
社 

会
稲
曜K

就
い
て
银
緊
し
よ
う
。

G
 

大
学
の
在
金
橋
监

大

字0

社
会
構
底
に
就
い
て
ば
、M

强C

は
、<

x

k

乙 

注
勿
両
宿
に
就
い
て
検
帮
レ
有
く
で
ば
な
ら
ほ
ひ
が
、
ご 

、
で
は
小
宫
村
の
趾
会
橘
成
上
よ
り
ー
唇
当
対
の
壮
会
的 

旌

格K

艮
斑
し
て
い
るM

のM

沃
の
み
に
つ
い
て
決
討
す 

る
。

エ
渾
の
涯
会
構
萱t

就
い
て
ば
、
 

す
で
に
槌
察
レ
た 

養

沢
kl
-Z
津
の•

泄
会
構
隹
及
び
両>

の
相
異
の
観
兩
送
掺 

照
し
て̂

無
し
で
行
く
巨
k:
が
で
き
よ
う
。

養
沃
は
、
 

す
で
1-
述
べ
たM

ICM
>
B

IC
依H

ば
大
つ
の
奇 

M

に
ょ
〇
欄
成
さk

て
い
る
。
怀
し
て
爸
初
落
は
大
正
四 

辱
に
合
親
さ
、松
え
が
、
・冬
々
の
氏
沛
を
も
っ
たK

寻M
m

、
 

•

絹

及

び

血M
M

同
等
の
を
種
集
団
並
び
に>

主
反
び
在 

座
め
い
う
壮
会
阕
舔
の
地
域
的
累
減
盛
と
レ
で
漏
成
さ
和 

て
い
る
。
今
各
應
社
余M

団
・
並
び
に
社
会m

M

あ
如
何
に 

格
み
会
っ
て
祈
暮
を
摘
成
し
て
い
る
か
を
麗
沢
の
一
鄧
君

ーーーウ ィ m ■".一

で
あ
る
本
页
友
剧
に
し

づ
て
具
此
时.1

2

苞
明̂

加
え
て
み 

よ
う
・I

本

俱
下
例
に
ビ
っ
た
(7)
は
别
に
意
味
は

毋
い
<0 

建
沢
の
ビ
の
都
卷
を
机
に
し
っ
て
も
區
同
じ
根
な
も
の
で 

あ
る
。I

本
領
抓
落
は

一
皿
户
の
テ
數
よ
り
な
。
、
 
•

そ
レ 

て
称
落
全
依
が
二
の
樣
に
小
玄
い
の
で
一
つ
の
糾
ヒ
な
ク 

て
い
る
。!

—

木
須
制

蒸
は
大

正
ttn
玮
に
展
沢
の
神
社
合
祀
を
行
っ
な
後 

も
浅
点
氐
神
と
し
て
焦
野
神
社
在
も

っ
て
い
る
。¥

し
て 

養
沃
全
林
の
氏
神Z

し
て
合
組
さ
ほ
な
養

沢
神
赴
の
祭
り 

t

は
当
初
君
よ
り
氏
奇
代
表
を
願
沢
神
社<

久
匱t

る
伏
・ 

そ
の
者
日
に
は
熊
汗
卸 
社
で
も
祭
祀
を 

行
う
の
で
あ
る
。
 

二
の
株!一

本
須
铜
咨
の
人
鹿
は
氏3

と
レ
て
は
膨
沢W

壮
・
 

に
奮
し
て
お
り
、
 

新
次
態
野
南
社
を
中
lek

し
た
氏
孑
集 

®

n

レ
て
切
涯
会
・
的̂

合
は
消
寂
し
て
至
て
い
る
ボ
、
レ 

か
し
理
fe
二
の
深
な
歴
灾
灼W

灾
は
何
等
か
の
形
で
当
翱 

患
の
人
虚

の
杜
会
何
飴
合
の
袤
化
に
右
っ
て
い
る
も
勿Z
 

卷
う
・

二0

株@

社
会
的
饴
会
の
萼
因
の
上
にX

R

現
fc 

程
な
る
地
戒
集
団
芥
果
破
し
て
い
る
・A

筑
却
落k

し
て 

は
小
艺
1»
の
で
、
 

全
体
が
一
ラ
の
組
に
な
っ
て
い
る
。
布 

<

民
は
姐
を
医
じ
て
殺
场k

の
埋
需
を
計
り
、

又
部
骆
兵

は
粗
ぜ̂

じ
て
自
分
の
薄
見
を
発̂

レ
で
い
る
。Z

の
械 

に
祖
は
莫
荘
、
劣
領
の
社
会
的
茹
合

の
上
に
大
い
に
跋
丸 

ラ
て
い
る
。
組

長
.
ti
食m

のM

な
く
茸<

ピ
レ
て
行a

わ 

机
て
い
る
“
次
に
本
魏
都
落
に
於
け
る
血<

集
团
を
み
る 

匕
、
 

丞<

ほ
は
木M

で
傲
つX

あ
黃
蕉
彖
で
あ
るI

埃
が 

- 

あ
る
。
を
し
てI

塚
は
、
フ
ー
圮
も
ヌ
当
村
〇
上
都
健
会
设 

膺
IC
屈
す
る
IR
孫
k:
親
類
で
あ
る
。
ご
のI

荻N

IR
賦
の 

血
蘇
向w

<

は
ハ
互
べ
助
け
合
づ
て:

共
に
本
学
布
礬F
 

於
け
る
您
府
的
社
会
的
或
い
は
欧
治
的
面
に
於
tt
る
拒
尊 

的
立
场
に
あ
る
。
—

し
か
も
両
尿
の
側
縁
的
紐
帶
はA

眾 

?

彖
)

分
激(

冰
族)

の
閑
椽
に
あ
る
。
—

具
冰
例
玄 

あ
げ
る
を
ら
ば
、
 

当
君
で
は
対
承
識
具
は
看
都
岩
鶴
に
枢 

>

さ
tt
てM

成
さ
れ
て
い
る
び
、
 

こ
の
榇
春
條
に
は
、1
 

一

家X

か
IK
茨
は
木
覆
尺
袤
匕
レ
て
常
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

現
在
も
、

当
都
落
よ
り
呎
氏
び
村
会
倣
賞
ビ
レ
て
快
・
さ 

・

化
て
い
る
。

ヌ
牝
庄
の<

に
・
展
沢
海
社
ク
祭
祀
fc
fct
各 

.
•

面 
落
よ
り
氏
キ
終
代
が
儀
ま
る
の
蠶
る
、伊
’琨
庄
劳
緜
密&

多
網
代
ど
レ
て•
克 

も
ホ
球
奈
で
て
い
る
。
二̂

妄
疾
部
落
其E

点
当
対 

の
地
主
惜 
層
で 

あ
る
エ
彖Z

爪
fek

が
血
譯
的
題
帯
に
よ
り
ぞ
の
阈
棒
を 

ー
 

證
北
レ
、
 

同

時k
し
邻
落
全
袱
の
社
会
何
优
合
の
専
因
で
あ

—り7—



る
組
或
い
は
氏
4-
乘
邱
の
精
於
メ
ン
バ
—k

レ
て
、
自
例 

の
地
主
的
性
搭
企
そ
の
中
匸
埋
双
レ
て
、
安M

し
互
状
典 

V

於
い
て
、<

若
は
末
徵
胡
玄
の
経
清
偽
班
会
的
の
優&
 

性
五
厭
椅
し
て
い
る
。

尚
者
料
の
主
な
る
在
会m

殊
で
あ 

る
地
主
に
在
產
の
囲
保
が
本
領
落
で
もI

<

v

兒
ら
れ
る
。
 

寸
な
わ

お
現
在
エ
底

に
は
教
人

の
在
座

—

音

の

源に

主 

玄

の
・
、
7

う
に
店
住
・
は

し
て"

杏
い
が
!
—

が
居
る
本
、

こ 

の
阕
跟
をE

じ
てI

叛
k

都
卷
氏V

の
间

の
社
会
防
紐
带 

一i

疆
杷
さk

て
い
る
も
の
k:
思
う
。
本
被
卸
落

の
社
会
梱 

遂d

R

上
の
週
り

で
あ
る
が
、
 

他
の
祝
客$

略
ビ
讪
に
核 

も
-M
巻
社
会
橘
埴
を
も
っ
て
、

涌
次
社

会
意
撤

の
携
大k
 

共

に
当
卷
不
安
定V

な
る
ぞ
あ
ろ
うk

毒
え
ら
れ
る
业
主 

應
棋
が
、
 

壮

会
を
構
成

し
て
い
るa

k

か
氏4

集
団k

ガ 

の
-7

ち
にM

段t

る3

匕
に
よ
り
、
 

比
軟

何̂

定
レ
え
畛
・
 

に
ょ
り
てM

等
の
地
他
を
推
特
レ
て
い
る
。
次

に
跡
上±
 

の
楝

な
社
会
槍
Ji
它
も
つ
尚
の
各
却
落
が
如M

有
る
飼
探 

に
於
い
て
社
会
归
に
統
一
さ)K

<

い
る
か
区
検
討
レ
よ
う
。
 

二
の
棟
討
は
と
り
も
直
ご
ず
大
専M
X

の
社
会
精
造
の
愛 

明
ビ
な
る,

各
詞
客
は
大
孝
の
社
会
的
椅
ー
よ
り
ー
履
氛
固
ん
も
グ

で
あ
るk

い
一
っ
こk

ti
一
志
卷
え
ら
れ
る
が
、'<

沢
全
袱 

と
レ
て
も
坦
当a

固§

社
会
結
合
駅
あ
る
で
命
ろ
う
め
予 

題
で
き
る0

ば

、
 -

T

で
忙
よ
べ
た
枷
く
養

沢
IC
将-t

る
各 

枷
君
の
氏
沖
の
合
花
ビ
い
う
爭X

で
あ
る
。
Z

の
桔
東<
 

沃
の
柱
民
ぼ
ー
つ
の
紳U

の
氏
3-
ビ
し
て
、
 

共
同
の
奈
糸 

を
も
つ
糅
忙
な
フv

r
M

x

の
村
民
が
共
同
の
神
在
玄
中 

ピ
に
し
て
同.-

の
地
或
让
会
谷
あ
るL

L'
う
意
讖
を
も
つ 

て
い
る
ビ
い
う<

左
氏
、<

沢
浦
社
の
祭
琴
匕
あ
、っ
わ
れ 

る
。
-

4-
&-b

ち
源
社
ワ
眷X

の̂

日
IC
は

、
 

备
部
碧
日
故 

夺
謀
代
び
案
ま
り
祭
紀
会
行
う
。
そ
あ
祭
日
に
は
、
展
沢 

に
新
レ
く
牠
您
か
ら
梭W

レ

て

き

た.<
w

新A

は
瑚
亥
ー 

什
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
株V

祁
沃
は
同
一
の
神
社
の 

氏
寻k

し
て
注
会
偽
に
祐
合
さ
虹
て
い
る
。
 

芝

榛
 

決
の
社
会
本
、
 

金
床
ビ
し
て
同
一
の
神
社
を
も
ラ
程
、
 

社 

会̂

合
不a

固
は
な
つM

い
るE

君
考
え
らR

る
び
、
各 

一H

に
し
て
も
模
沢
お
牙
一
に
同
一
の
代
"3-
菓
団N

レ
で
結 

合
さ
れ
て
い
る
。
次
に
趙
会
赭
直
上
重<

您
e

匕
ば
、
 

横 

沢
で
は
各
都
落
に
於
い
て
赴
会
約
経
帝
的
に
拒
尊
的
做
割 

」
次
鴻
じ
て
い
る
地
主
の
间
は
Ita
滲
的
阕
探
さ
養
固
に
詰
合 

き
れ
て
い
る
E.
い
う
ご
Z.
で
25
る

〔
仞
絃
族
団
は
そ

の
申

ークオ——

に
ホ
萩
分
尿
闵
探
な
势
ら
丸
るJ

密
沢
で
聴
取
へ
調
査
を 

有C

モ
條
終
沢
に
はA

グ
ラ
ス
、0

ク
ラ
ス
、
 
C

ク
ラ
ス 

の
血
极
築
団
I

石
k.
も
当#

の
茫

会
饭
層
の
上
部
衣
占
め 

て
い
る
皆
層|

ポ
あ
る
之
ざ
い
た
が
、
実
雖
松
沢
の
地
主 

X

植
は
血
・
集
瓯
を
畛
成
し
て
抵
沢
全
依
り
統
合
な
許
っ 

て
い
る
。

ご
の
皿
椒
集
团
の
分
布
は
、
 

蜃
沢
の
う
お
に
賑 

ら
就
、Z

津
ま
で
分
相
レ
て
い
る
い
ヱ
必̂

当#

リ
社
会 

極
度
上
注
目
诂
べ
き
率X

で

あ/5

ろ
。4

T

づA

ク
ラ
ス
レ
』
 

い
わ
れ
て
い
る
航
緣
案
団
に
欢
い
て
説
甲
し
ょ
う
。
二0
 

仞M

集®

に
座.
甘
る
人
々
は
湛
沢
だ
け
で
な
く
小.
宮
村
全 

沐
の
筮
会
成

層

の
う
ち
で
も
最
上
證
成
楊£

占
め
て
い
急 

こ
の
束

団
は
、
 

上*
•

沢
張
大
の
地
主A

象
—
元
村
長
—
悠 

B

畑
つB

家
—
森
林
組
合̂

務
函
事
—
同
じ
く
輝
田
畑
の 

•
〇

薮
—
ル
葛
村
却
歌
后
表
—
本
預
に
於

い
て
谖
大
の
’、

同 

蒔

に
当
対
会
相
の
ろ
お
で
俵
大
の
地
主T

尿

—
萩
林
組
合 

長
—
同
じ
<•
未
復
の
IK
家

—
封
会
歲
員
—
で
あ
る
。

又B
 

ク
ラ
スk

いh

k/
る
血
微
菓
団
は
上
展
沢
のP

家

—

元 

村

会

歲

員|

及
びE

療

丨

算

林
宙
合

理

事

一

本

羨 

のF

収

、
 

舞
田
畑
の§

彖

—

荷

長
元
履
業>

同
組
合
饵 

合

長
!
—

ぞ
あ
る
・
又C

ク
ラ
ス
の
血
縁
集
団
も
同
様
に

比
嫉
灼,
上
初
成/
8

ヒ
多t

る
驟
が
卸
練
に.•
よ
り
M:
会
陌
に 

姑
合
さ
れ
て
い
る
。
 

• 

叔
上
の
様
な
集
団0

他
に
、
 

各
部
落
を
統
合
さ
せ
る
も
の 

k

レ
て<

林
組
合
を
あ
げ
る3

上
が
で
き
る•

名
面
巻
で 

括
球
將
地
也
に
あ
る
人
々
ば
主
レ
レ
で
当#

の
地
主
頂
膺
・ 

で
あ
る
か
ら
大
低
粗
当
の
111
林
をM

為
し
て
い
る
。
ぞ
松 

故
各
冊
主
が
同
一
の
饪
査
的
利
益
を.
直
求
-t
る
Jfe
果A

林 

紐
合
な
る
租<

をm

じ
て
社
会
偽
に
結
合
さ
>11
て
い
る
切 

け
で
あ
る
。
未
林
但
合
ば
領
客
の
社
会
的
皓
合
上
—

各 

都
客
の
梅
媒
的
机®

に
あ
る
地
主
階M

の
脩
合
を
通
じ
て 

1

主
等
な
夜
割
を
果
レ
て
い
る
。
以
上
の
糠
|<
各
腫
の 

社
会
集
団K

よ
〇
訶
雇
は
統
合
さ
私
養
沢
の
社
会
精
腰
び 

M

设
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

衆
後
に
、M

X

Z

乙
滓
の
M-
会
的
票
積
#;
切U

て
の
ふ
官 

村
の
社
会
清
It
に
就
い
て
te
寮
レ
よ
う
・
 

62
当

村

の

社

会

構

造

 

、
 

——

越
X

匕
乙
津
の
社
会
灼
果M

叔
k

レ

て

の

— 

小
啓
対
の
混
会
橘
・
は
養
沢z

Z

淺
の
卷
会
的M

<

棒
で 

あ
る
ヒ
考
え
、つ
れ
る
ボ
、
全

くH

庶
的
な
性
格
を
肯
レ
・

聲



又
歷
史
toK

も
柯
暮
袱
会.
的
絹
合
のR

産
を
も
っ
て
い
る 

と
ば
再
え
らk

昏
いM

酒
歩
、
啦
柯
右
る
関
庵
IC
よ
っ
て 

社
会
的
に
就
合
さ
也
て
当
村
社
会
瀨
盅
が
齒
散
さ
it
て
い 

る
か
検
討
レ
よ
う,

枣
沢
匕
乙
津
窓
赴
会
的
に
統
合
さ
せ 

て
い
る
も
のk

レ
て
二
つ
の
徐
団
を
涕±

,
つ
れ
る
・
一
っ 

は
行
政
的
地
球
某

団Z

し
て
の/K

莒#

の
終
生
で
あ
る" 

再
三
弥±

レ
えM

に
両
大
辱
は
、K

前
削
個
の
村
で
あ
っ 

た
示
、
兩

治

ー
ー
十
ー
ー
再
の
1H
町
村
制
の
宾
施
の•
餘
同
一
の 

行
政
・
町
東
団X

し
て
の
水
感
村
が
で
ミ
右
の
で
あ
る
。
ご 

のZ

と
に
よ
り
危
ぐ
憧
に
好t

x
哲!n
ざ
るk

に
像
わ
ら 

ず

両
大
考
は
一
つ
の
荘
会
的
粟
教
#;
と
し
て
行
ZK
ざ
る
を 

辞®

か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
主
を
る
傑
滴
旳
集
団
k:
レ 

て
の
席
林

組
合̂

あ
げ
る
工k

/N
で
き
よ
う
。
条
林
組
合 

d

も

ビ
もk

當

制
的5

も
の
で
あ
っ
た
が
、
占H

に
於

い 

てd

す
で
に
のE

ヒ<

に
当
村
に
於
いV

純
斉
的
に
も
辻 

会
的
に
も
、
 

犢

尊
的
枇
滅
に
あ
る
地
主
の
利
啓M

保
の
ー 

玫
に
於
I'
てM

在
は
当H

の
社
会
悔
危 

の
檢
版
上
重
要
な 

xilM

在
四
め
て
い
る
。

六
格 

論

X

上
の
水
宫
村
社
会
椅
鹿
の
分
杭
に
於
い
て
、
 

わ
れ
わ
れ 

は
山
林
の
苗
宥
を
基
械
セ
レ
て
、
当M

y

#

い<

社
合
佝 

に
も
軽
淸
的
rc
も
或
い
は
政
治
的
-IC
も
指
蟀
傳
な.
地
代
を 

様
将
レ<

い
る
勉
主!W

層
か
、
 

如
何
な
る
社
会
矯
匿
に
茶 

い
て
彼
等
の
は>

を
保
ふ
て
い
る
ハ
の
解
礬
をS

・
疋" 

时
造
坎
後
生
成
展
闹
レ
え
日
本
黄
zk
主M

は

、
 

山
財
ビ
を 

で
漫
入
レ
、
 

注
会
分
化
あ
値a

さ
せ
在
、
胖
版
ら
同
時
に 

合<

的
侧
人
主
薮
思
想
の
影
廖
は
11/
村
に
も
、
 

滋
套
慈
誠 

の
高
盼
宏
促
が
レ
、
斯
次
地
主B

層
ぱ
、
 

失
耒
よ
め
も
そ, 

の
拙
会
的
枇
度
は
不
安
定
な
も
のZ

な
っ
た
の
で
あ
る" 

排K

ら
わH

わ
忆
が
考
え
る<

に
地
主W

届0

注
会
向>
 

柢
は
不
秘
突
な
も
の
で
な
い
。
找
末
の®

々
の
社
会
集
団 

並
第
に
注
会
肉
孫
に
於
い
て
巧
み
に
七 

村

<9
牲
会
滴
宜0
 

う
ち
で
废
柴
レ<

曲
就
旧
得
て
い
る
。
東
林
組
合
のR

題 

に
レ
て
も
組
合
の
姓
格
は
あ
く
寸
ぞ
村
の
巷
余W

廈
の
性 

瘩
に
よ
り
規
定•
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
・

言
の
村
の<

林M
 

合
が
H1
軟
阳
よ
くm

e

し
て
沽
動
レ
て
い
乃
の
も
組
合
賊 

が
但
合
切
童
耍4

を<

す
る
伝
果
、
 

そ
の
燕
葱
の
夜
わK

—オ〇

ど
し
て
す
み̂

栗
し
て
い
る
の
で
甘
く
、
当
村
の*

に
冊 

主
階
成̂

<

滴
的
罚
驾
闭
敍
の

ー
我

ど
レ
て
、
 

或
い
は
当 

妹

の
地
主
酒
紋
は
±r
議

暮

に
よ
り
此
較
的
よ
く
杜
会
的
に 

団
椅

で
れ
て
い
る
結
果
の
衣x
k

し
て
あ
ら
切
水T

い
る 

点
が
參
い
の
で
あ
る"

M

の̂

の
赴
会M

度
の
桂
摇
ペ
、
 

村
民
を
し
て
当
組
合
d-
也
主
循
飯
の
利
盗
の
み
鹰
東
レ
、

t

す

 

’
 

林

業

の
舞
在
は
、
 

唯
果
に
国
±.M

を
の
み
に
あ
る
の
で
は 

な
い
。
候
商
並
び
に
社
会
同
題
に
大
な
る
爆
味
合
を
も
つ 

て
い
る
。
洌
え
ば
山
村
に
於
い
て
は̂

末

|±
其
の
村
の
在 

会A

び
任
滴
内
題
の
上
に
基
軸
的
な
筏
割
玄
坦
ラ
て
お
け 

林
床
尚
輝
の
展
南
は
、
 

姓

業
旨
広
に
炎
H-
る
向
題Z

レ
て 

ぞ
を
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
村
の
社
会
天
が
柢
潜
御
黑
め
レ 

て
彩M

し
て
行
が
枳
ば
な
ら
な
い" 

呆

址
杰
狄
法
改
正
1-
样
う
成
栋
制
限
に
よ
り
、
東
京
希®
 

爰*

网
枪
原
村
1-
於
い
て
は
、
莉
炭
壮
の
我
操
を
制
艰
さ 

如

、
 

そ
の
應
岁
散
ク
村
民
が
伏*

レ
或
い
は
意x

t

沂
得

或
い
はx

<

合
件
蔷
の
企
業
林
の<

で
あ
るz

lt
判
さ
せ
、
 

木
材
荣
看
あ
レ
て
、
当
組
合
廿
全
く
よ
くm

佑
レ
て
い
る 

k

床
氣
さW

る
当*

林
組
合
の#

格

在

豚

激,
し
で
决
る
カ 

で
あ
る
。
U1
封
に
、於
い
て
林
米
向
題
を
走
え
る
場
合
に
は 

杵
の
社
会
養
の
検
討
に
於
い
て
行
な
わ
る
べ
ざ
在
あ
ろ
うk

い
う
私
の 

号
え£

爰
分
で
も
納
爵
山
て
い
丘
矽
け
れ
ば
本
覃
の
目
豹
の
大 

半
は
瘗
せ
らk

る"

ぴの
戒
少
を
き
疋
寸
想H

が
あ
り
ヒ
レ
て
虔
在
逐
会
面
題
に 

ま
で
建
股
レ
で
い
るk

新
く
本
で
の
探
石M

象
も
米
衆
が 

如
何
に
山
村
に
於
い
て
社
会
及
び
苗
斉
同
题L

不
可
分
の 

肉
麻
に
あ
る
歩
を
示4

も
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で
あ
る•

山
が
肃
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し
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い 

る
聿
は
聿
熨
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あ
る
が•

ぞ
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で
あ
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か
ら
・
匕
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っ
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癒
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レ
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固£
M

金
辱
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目
的
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暇
ノ
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う
様
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政
荥
タ
B1-
行
甘
あ 

宰
は
危
横
で
あ
る
。
P1
題
はW

の
振
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象
を
惹
起
也
レ 

訪V

い
る̂

か
村
の<

会
並(

に<

為M
^

、
或
い
炒
寂 

株
制
眼
に
依
る
社
会
及
び
發
育
的
问
顾
の
根
本
的
解X
X
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約
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町
歩

刀

訳

田

三

町
 

畑

一

セ

〇

町 

宅

地

ニ

ニ

町

山
林
求
野
共
他
ー
、七
〇
五
町 

日 

村
の

人
口 

昭
和
二
六4

四

月

一
日
现
在
二
八
一
六
名
・ 

cn
九
三
户
で
あ
るX

,

戦

前

は

二
五
〇 

。
名

・
 

m

五〇

户
前
启
に
長
く
傳
滿
し 

て

()
た

。

U

#

の
産
棄

HS
和
十
三
年
当

時

の
產
衆
别
產

顧

ほ

・

一

赫
産

吊
我
二M

石
木
炭
丑

UU
千
慧

<

五〇

。摸

一
 m
、六
-

〇
円

裏
産

、
耕
建(
小
麦
大
莎
-y
籠
專)

奏

蠢小 

計

二

へ

三m 
〇 

六t
云

ハ

六 

〇

六
、
九

九

〇

ェ!
•

預
練
物
、生
糸
・
共
他
・ 

畜

産合 

計

ー
ー
ニ
、

mr
大
三 

二
五
、丸
六
五 

三

六

〇

 ・
〇

二
八

で
あ
っ
て
、a

糸

樂
(

養
蠶>

と
其
の 

如
工
業)

万
菊
一
位£

占

め

、
赫
泰
女
衛 

二
位
と
な
っ
て
1)
あ
が,

現
在
は
林M
 

が
着
位
を
占
め
て
い
る
。

啻
し
・
最
近 

ま
で
姦
糸>

が
村
の
主
產
案
で
あ
つ
え 

こ
と
に
法M

会
奧
す
る
。

㈤

林

相

别

面

談

蓄

瑣

計

薪 

炭 

枚

人詩

ェ漿

拣

招

――- .
六
八
回

t
豆 面

積
町

六
九
六 八

六 
t 
ノ、

蕎 

聲
G

サス 
•7千、 
会 

瓦 

%匕

備

考

用

山

林

の

所

有

规

换

討

肴

共

有

他 

お

民 

所 

有

〇

〇
1

五
〇

■

〇
1

〇

4

五
1

〇

4

1

五 

町 

歩

訂

歩

以

下

八

六 五

二

tin

二 六

七

九
户

我

孑 尤

二

九
九

W
五 
入 m —

五 

〇

六 
tHT 三

五 nn
-* ■»

t
六 九

三 二 二 〇 ノ、 〇

表
に
よ
っ
て
明
ら
な
な
如
く#

案

ZK
主 

茉

と
1)
え
る
户
数
氐
約
三
十
户
で
大
谕 

分
は

崔
乗
共
のe

の
副
衆
とL

て
!b
#
 

と
径
営
し
て
()
る
・
な
お
耕
尤
の
所
有 

伏
割
合
に
分
散
的
ヤ
あ
る, 

拊
の
道
林
の
厂
哭

造̂

li
三
。

。
与

のr

央
ZK
あ
る
と
り 

わ
れる

が•

朋
治
中
痛
吸
来
マ
床
鞘
炭

欢
主
や 

、
 

造

苏

地

び

・4
-

く

な
D

お

の 

侏
共
以
後 

の
よ 

、つ
で
あ
あ
〇 

内

村
の
林
業
立
地
條
件

村
全
体
の
人
工
林
の
手
为
成
丧
量
が
、
 

• 

二

五

石

位

あ

る

こ

と

右

当

り

平

均 

仪
出
費
ば
主
木
価
格
の
ニ
—

三
割E

通 

ぎ
な(
)

こ
と
、
 

回
伐
木
と
主
伏
木
の
伐 

出
軍個

!
!

余
りM

が

な
1)
こ
と
善
に
よ 

っ
て
者#

が(
)

か
に
林M

#

と
し
て
自 

燃
的
並
び
に
圣
商
的
立
旭
條
件
に
惠
ま 

丸
て
1)
る
か
ヾ
果
せ
ら
れ
よ
う, 

カ 

其

の 

他

・

な

林

畫

の

争

員

こ

と
•
——

道
林 

我
帽
研
兄
会
や4

H

ク
ラ
ブ
の
結
成<
 

1-
其
の
ーM

立M

え

る

——

散

い
寵
味 

-

r'
保
导
的
な
気
風
状
ー>

に
み
ら
起
る 

ー
ー
と 

、
交

it
枚
阙
に
懸
ま
れ
て
い
否
た 

力
・
山
村
と
し
て
は
贖
埸
が
宏
く
、
山 

詠
に
お
す
る
依
存
岌
状
割
合
一!

少

()
こ 

と

の=
<

は
持
記t

偵
す
る
で
あ
ろ
う
。
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。
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ボ
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て0
る

。

地

賀

状

ス

ギ

の
戒

育

に

最

も

適

す

る

とI)
わ

血

る

秩X 

古

生

眉

で
あ
り 

、
気

温
• 

雨

量

な

ど

の

気

候
®

子

もA
ギ 

の

成

育

に
好
通

东

の

で

、

ス

ギ

が

主

钦

と

な

っ

て

い

る

の 

氐

当

杰

で

、
 

ヒ

ノ

キ

ば

主

に

中

順
«

、つ-L
の

耗

煤

把̂

に 

歩
く?

ら

理

サ

ワ

ラ

ば

・

ス

ギ

苗#

か

っ

て

赤

拓

病 

のM
客

が
微
甚
だ 

つ
先

時

に
担

え

、つ

れ

た

。

D 

地

力

の

減

退C
つ

1)
て

此

の

地

方

下

造

林

が

本

格

的

に

始

め,
つ
れ
た 

の
は
•

今

点

ら
-

五0
4
南m
#

ら

で•

全

国

的

に

見

て

も>

詠
の 

厂

犬

は

古

い

方

で
あ
り 

、
そ

XL
だ

汁

に

此

力

の

減

退

が

目 

、立

っ

て

さ

た

と

い

あ

丸

な

。

併L
'
r

の
程M
に

地

力

の

滅

il
が

み

ら

れ

る

か

と

い 

、つ

二

と

に

な

る

と̂

だ

あ

り

ま

〇

で
,

1M
に
み
〇
れ
ん
と 

し

て

も

、
 

全

眼

的

な

も

の

か

、
 

局

靜̂

な

も

の

か

床

っ

さ 

リ

し

な
"

。

同

じ

林

地

に

何

代

も

同

一

樹

睡

のM
栽
も

操

り

逮
せ

戻 

歩

カ

の

滅

退
#

施

さ

る

の

は

当

燃

で

あ

、つ

う

が•

其
の
建 

“
浅
ば
史 

圮

に

仍

っ

て

大

差

び

房

否

と<

え

ら

双

る

。

即
ち 

元

未X
ギ

の

遮

枢

で

あ

る

よ

う

な

澤

歎

、
 

山

腹

下

部

とn 

っ

た

所

で

は,

址

寸

減M
の

程

庚

が

少

く

、
尾
抿
や
中
娥 

以

上

と

1)
っ

た

ス

ギ

の

不

週

地

に

会

れ

て

皆

伐

の

弊

害

あ 

嵌

者

に

現

わ

れ

る

の

珠

管

通

に

み

ら

れ

る

現

衆

で,

此
の 

地

方

で
も

ス

う

く

ま

中

腺

以

卞

よ

り

も

中

腹

以

上

に

地

力 

の

減

退

歩

日

支

つ

式

き

て

1}
ろ

の

で

冰

な

1)
か
と
熨
煥
さ 

起§
 
«

若

し

こ

の

よ

、つ

な

事

実

が

み

、つ

れ

る

と

す&

な

ら

ば
, 

亠

M  

此<

律
&

ス

ギ

に

余

リ

通

さ

な(
)

所

に

対

し

て

氐
,

樹 

a

・伯
菜

穂

の

友

一

臾

が

望

ま
れ

百

訳
で

、
 

ヒ
/

キ
の
増
如

—5 —

直

亲

榭

と

の

髭

合

林

の

育

成•

単

木

ホ

険

、
 

群

狀

擇

我
の 

哭

施

琴A
考

え

ら

れ

る

。

此

の

内

杷

カ

減

iR
防

止M
匕

し

て

は•

ヒ

ノ

キ

の

鷹

如 

は

余

り̂

味
が
な
く 
•

ス

ギ

よ

り

七

や

せ

地

に

耐±

夺
ヒ 

ノ

キ

五
植

え

否
爭

に

仍

っ

て

成

長

屋

の

減

退

と

緩

や

か

に 

し

よ.
っ

と

1)
う

だ

け

の

効

果

し

か

な

1)
。
広

乗<

を
混
交 

さ

せ9
塁
は 

、
造

林

技

術

的

に

は

望ま
し

Z
：:

二

と

で

あS 

ボ 

径

済

旳!!

そ

の

よ

、つ&

こ

と

が

可

能

か

ど

、つ

な

。
 

把
カ

滅

ig
の̂

因

ZX
间

一

樹

段£

樣

逐

し

雄

親

す

る

こ 

と

に

よ

っ

て

起

る

所

謁

嫌

拒

の

爲

め

な

の

か•

皆
伐
に
よ 

A
主

死

條

件M
化

の

唐

め

な

の

な

判

卷

と

し

な

C)
术

、
 

老 

し

前

者

の

為

め

な

ら

成

桂

塔

的=

大

さ

ft
犠

性

会

拂

っ

て 

七

広

束

樹

の

混

天

ぷ

望

ま

し

()
で

あ

ら9
し•

後

者
の
為 

め

な

ら

ば•

あ

票

樹

の

涅

交

は.
余

りM
昧
が
な
く •

伐
採 

方

法

の

即

ろ

、
 

揮

伏

或

律

小

面

獲

皆

伏

の

実

旎

状 

望

ま

しn

-e
あ

う

、ク

”

実

廉

に

は

二

の

両

方

が

国

保

しI
り<

0
と

用

あ

れ
§

ぷ
・
 

共

の

程

度

は

・
宙

伐

に

よ

る

工

果

の

悪

化

の

方

が

大

さ

い 

と

思

わ

丸

る

ー

亦

去

乗

樹

の

混

交

は•
・

矣̂

が
非
常
に
困 

雉

な

の

で
•

そ

の

吳

か

ら

も

定

カ

滅

ig
の
防
止M
と
し
て

庶

・

伐

採

方

法

の

茨!
K

が

哭

弛

の
対

象

と

な

ら

ざ

ゐ

会

得 

な

い

。

皆

伏

に

仍

る
±

煖

のM
化

と

七

て

挙

げ

ら

れ

る

こE
ほ, 

イ
•

栄

養

分

に

富t
表

層

土

の

流

夫

75
至

ば

・

炭

層土
!
！  

含

ま

丸

ゑ

養

分

の
流
矢
・ 

a 

表

層

土

を

棵

出

す
&

こ

と

に

仍

っ

て

丈<

の
理
学
性 

が

題

く

な

る

。

殊

に

摘

道

が

累

蹈

匚

な

っ

て

気

水

の 

戻

通

点M
く

な

る

-

ハ 

、

ス

ザ

の

成

育

に

区

接

な

肉

係

が

あ

る

丈

壌

反

ZX1
、莖
申 

湿

庚

が

低

下

す

る

事

〇

の

三

夷

が±

更

な

も

の

で

あ5 ° 
--

の

よ

う

な

皆

伐

の

弊 

害

を

防

ぐ

に

核
,

擇

仪

あ

最

も

望

ま

し

1)
伐

採

方

法

と

1) 

う

こ

と

1-
な

る

点

・

皆

伏

会
(

學

に

擇

伐C
切
り
皆
え
る 

二

と

は

窓

易

な

二

と

そ

な

く,

殊

仁

西

川

肥

方

の

よ

、つ
仁 

6
 <

か

ら

卷

供

期

の

小

丸

太

生

座

会

目

源

と

す

る#

秉
窿 

営

な

統

け

て

さ

た

所

で

侏

突

宏

性

芥

少

()
と

見

な

け

れ

ば 

な

ら

な

い
•

若

し

全

函

的

に

擇

寂

に

切

リ

習

え

よ

う

と

す 

る

な

も

伏•

今

後

招

当

長

翔

阎

伐

採1
駅

非

常C
少
な
く 

な

る

ば

か

リ

で

な

く,

生

産

目

擦

ボ

小

丸

太

よ

り,

大

、
 

r
丸

太

匚

知

摆

さ

れ

る

こ

と

に

な§

・

小r
丸

太

生1
の



擇

族

も

冷

え

ら

丸

な

い

ー

一

と

七

な

い

が

、
 

擇

戒

やM
の«
 

大

の

利

突

は

、
 

俱

哀

大

逐

木 

の

生

産

に

あ

白

40
で

>
て
の 

・

採

な

擇

衣

妖

甚
だ

不

瓣

筮
で

あG

スr
の

擇

仪

侑

栗£
 

行

う

場

合

のX
荏

水

の

伏

期

令

は

少

く

と

七

八〇

等
生
也 

に

すK
0

関

耍

が

あ

り

、
 

播

っ

て

一

町

歩

当

り

の

蓄

微

は

常• 

時

手

均
し
て
千
石
・
と 

保

有

し

な

け

丸 

田
な
ら
な
ー
。

ー
現
庄 

当
村 

の
手

均

蓄

撅

は

西

川

此
方•

<'
嵌

高

ど

な

っ

てI)
る

が. 

そ
/
«.
で

も

尚

・

一

町

步

四

。

。
石

で

あ

る

の

で
•

・
拝
伏
作 

M
にW
皆X
る

と

な

る

と
•

手

均

苗

覆

雑
(

町

歩

4-
石
に 

を

る

ま

で

蓄

禎

を

充

実

ざ

-li
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
蕎
模 

城

か

り

千

な

く

、#

招
£

す

っ

か

り

炭

え

る

こh
に

な
§
 

の

T'
岸
&

林

形

に

誘

專

す

る

期

同

と

し

て

は

少

く

と

も

分 

孩

五
十

竿
£

・
異
す
夺

で

あ

ら

、つ
。

徙

っ

て

擇

假

林

え

の

誘 

導

依

一

搬

的

に

は

非

常

な

困

楚

五

伴

、っ

の

で

実

施

す

る

と 

し

て

も

、
 

一
部

に
就

驗

的

IZ
やS
捏

耍

に

止

ま

る

ヤ

あ

ら 

、つ
。

併

し

乍

ら

、
 

皆

伏

の
糅

リ

返

し

史

仍

る

地

力

の

波

思 

は
、
 

將

未

益

え
嵌

看

と

庆

っ

て

行

く

で

あ

ら

う

か6
、
今 

の

可

に

一
部
の
林

で

擇

伝

林

え

の
袴
•
導

き

獄

み

る

二

と

は 

將

术

の

為

め

に

應

非

や

っ
て
お
ー
き
た

11
こ

と

<•■
あ

る

。
 

禪

仅

に

つn
で
皆

伐

に

よ

る

と

農M
化

防

1L
方

法
と

し

て

進

当

と

考

え

ら

徂

るe

は

ホ

曲

積

の

区

分

皆

狀

作M
で 

あ

百
,

皆
仅
に
仍
る
土
壌
・
題
化
の
程M
は

、立
尼<

4
が

ー
 

様

で

あ

れ

ば

宥

夜

一

団

也

の

航

横

4'
大

さ

く

な

る

程

甚

し 

<

な

る

と

考1
.

り
丸 

る
”
の

で

、
 

皆

伏

ー

田

地 

の
面«

会

小 

さ

く

し

、
 

且

つ

皆

女

免

の

就

置

玄

適

当

に

分

散

さ

tt
て
行 

け

ば
,

皆
供 

の
弊W
会

余

程a
滅L
得

肴

二

と

に

な

ろ

、つ
。
 

此

の

場

-6
皆

伐

杷

の

面

痍
•

形

狀

、

配

遺

ポ

岡

憑

に&
 

る

び

、
 

何

れ

も

地

形

、
 

土
壊 

找

翔

莲P
仍

っ
て

液
っ
て 

く

る

の

で

・
 

ー

掀

に

は

苦

え

な

〇

。
 

一
般
的
に
供
比
向
束 

向

の

山

跋T
部
#■

斌

・

曲
<

#

大

さ

く

な

り
、
 

南

向

・©
 

向

の

山a
上

部

や

电

根

が

最

も

面

積

が

小

さ

く

な§

こ
と 

に

な

う

、ク
。

棵

準

とL
て

よ

・

巾

ml
〇

米

位

A*
適

当

と

用

あ

丸

る

歩
、. 

実

よ

、,
皆

仪

地

に
対L
て

周

囲

林

分

の<

緣

の

保

・
状
あ 

る

よ

う

に

す

る

と

1)
、つ

事

で

あ

っ

て

、
 

経

済

的

に

ゃ

龙

百 

輕

囲

で

出

未

る

だ

什

小

さ

く

す

百

こt
が

望

ま

し

II
あ
け 

で

あ

る

.',
亦

面

彼

よ

り

も

形

が

里

雲

で

あ

っ

て

、
 

理
恩
と 

し

て

ば

等

高

線

の

方

向

に

模C
長

い

形

か

・

氏

方

形

と

し 

た

い

所

や

方

を

欢

・

伐

採

木

の>

其

か

ら

と

い

う

二

と

に 

な

る

と
,

傾

斜0
方

向

に

渾

か6
装

很

ま

ヤ
<

に
し
た
方

ZX
艮

口

とn
う

こ

と

に

な

り 

、

其

の

决

足

は,
却

々
雉

し

ひ

。
 

表

土

の

宛

失

が

考

え

ら

れ

る

よ

う

な

点M
把

で

は

・
质 

に
丧
く
し 

共

の

捲

れ

の

な

い

所

で

は

徙

に

畏

く

す

る

と 

い
、つ
の
が

魚

鐵

で

H:
な

か

、つ

う

かV 

拖

カ

滋

退

防
止
亲
の
弟
・
三
は,

伐

期

の
延

長

で

あ

る

。
 

伐

翔

が

長

く

な

机

ば

て

龙

だ

け

皆

伐 

の
找
会 

ガ

少

く

な

る 

の

で

、
 

皆

伐

に

仍
§

土

壌

悪

化

と

怪

滅

す

る

二

と

に

な

る

。
 

併

し

伐

期

の

延

長

は

擇

伐

の

現

で

逑

べ

あ

と

同

じ

よ

、
2

に 

当

而

伐

採

蛍

が

減

少

す

る

こ

と

、

・

生

産

目

標

の

転

換

が 

吧

晏

と

な

つT < 5
の

で

、4
林

所

有

者

の

経

済

的

な

貝 

担

が

大

き

く 

・
誰

で

も

や

れ

る

と

〇

う

も

の

で

依

なn
。
 

一

部

の
大

山

拡

所

有

看

や
•

且

つ

比

歎

为

高

令M

の#

分 

W

多

く
^

っ
てn
ゐ

人

ざ

け

が 

ヤ

リ

得

る

に

過

ぎ

なC)
で 

あ

ら

、つ0
以

上

述

べ

た

三

つ

の

地

力

滅

ig®
止

策

は

、
 

何n
h
f
 

時

的

に

せ

よ

経

済

的

に̂

惟

を
律

う
わ

の
ば

か

リ

で

、
 

実 

施

が

困

雄

で

あ

ゐ

ぶ

・

今

未

で̂

リ

の

伐

採

方

式

を
其
の 

<

継

続

し

て

行

け

ぽ

・
將

未

林

地

の

坨

力

減M
が
>

々
瑟 

ワ

し

く

な

っ

て

遂

匚

li
林

地

の

荒

廃a
未

す

奏

れ

なL
と

し 

な

口

の

モ

・

な

る

べ

く

旱

く

・
右
一!

述

“へ
若

三

つ

の

方

法

の

何

れ

か

臣

実

弛

に

務

す̂

哭

が

あ

ら

う

、

其

の

用

合

出 

M
的

昊

施

容

易

と

思

あ

れ

る

の

は

希

二P
遂べ

た
伐
採

面 

很

、
 

形

狀

、
 

紀

列

な

规

制

す

る

爭

で

あ

・〇
、つ

。
訓
有
林
ば 

ー
 

敝

に

所

有

囲

係

が

極

あ

ズ

錯

雜

し

てn
T
、
数

十

町

歩 

の

田

地£

～
人

下

所

有

す

る

と

い

、つ

二

と

ほ

極

力

て

稀

で 

多

く

は

二

、三

沢

め

小

面

積

双

一

人

で

所

有

す

るK
地

の®
 

履E
な
・
っ
てn
る

か

ろ

、
 

其

の

函
?
-

自

ら

林

招

が

錯M
し 

て
き
’・
て
、
 

伐

採

面

横
,

形

状

、
 

配

列

双

規

制

さ

れ

て

く§
 

こ

と

が

谷n
。
当

村

の

献

招

を

一

見L
て
七
二 

の

大

、つ

13 

所

為

用

象

か.
つ

林

招

欢

複

雑

に

な

っ

て

り

る

所

が

タ

く

見 

受

け

ら

丸

、
 

攸
拣 

ー®

地

の

面

積

が

五

財

歩

以

入

に

な

る 

こ

と

は

殆

ん

ど

なU
よ

う

に

思

わ

丸

る

。

錠

っ

て

此

の

事 

項

に

阕

し

て

庶
,

現

実

に

は

自

ら

の

規

制

バ

行

わ

徂

て

C) 

て
・

此

の®

舟

ら

すS
改

善

の

余

地

快

め

()
こ
と
に
な
る 

ぷ

・

全

部

び>
て

う

な

っ

て

1)§
訳

で

体

な

く
•

部
分
的 

に 

は

攻

善

の

余

地

が

残

さ

丸

て

い

る

と

思

あ

丸

な

の

で
>

て 

の

よ

う

な

所

に

就

()
て

は

前

に

逑

喉

た

よ

、
7

な

伏

探

面
«
 

彩

狀

・

耽

列

に

就

り

て

の

考

鬼

が

望

ま

しU

 

〇
 

八
・
造
抹
の
進
行
・
狀
况

也

救

の

進

行

狀

兄

以

当

拊

に

眼

・

ら

ず®

川

地

方

全

依

を



一 8-

通

じ

て

径

あ

て

貞

好

で
•

伐

採

豚

・

で

槌

裁

さ

れ

ず

に

荷 

#

七

液a
さ

血Tl)
自

明

は

君

ん

ど

な

C)• 

点

案

密#

よ

全

冰

下

一

七Q

町

歩

で•

療
林
一®
-

讀

の
( 

•
S

に
週

ざ

ず
,

元

割

は

斂

に

造

林

定

と
な

っ

て

い

る

が

、
 

今

な

おA
葉

樹
<

会

針

泰M
に

樹

莲K
M

ず

る

爲

め

広t
 

杉

林

仪

採

跡

地

に

ス

ギ

・

ヒ

ノ

キ

のa
抹

す

な

も

の

が

あ 

S

て
•

造

林

の

行

ぎ

過

ざ

に

対

すS
択

省

の

声

が

あ

る

位 

■0-
あ

る

。

二
・
茧 

木

血

。
年a
顷

ま

で

は

苗

ホ

の

自

胎

生a
を

や

っ
て

い

た 

が
・
赤

拈

病

の

祇

害

が

瀆

甚

と

な

っ

て

黄

茁

を

中

止

し
, 

其

の

挨

せ

故

能

BJ
肘

近

の

樹

苗M
君

歩

ら

炳

入

しT
O
4
• 

心̂

に
佚
う

苗

水

よ

殖

ん

ビ

二
®

床

替

三
耳

生

の

も

の

で 

あ

る

#,
、
苗

木

の

■§
賊

過

程

よ

ー
寸

祓M
で

、
 

茨
城 • 

靜 

岡

尊

か

ら

餃

能

の

素

看

が

一

年

生

の

苗

を

用

入

し

て

二

年 

生

に•
養

成L
お

苗

・

村

内

の

も

の

が

蜀X
し

ズ

・

当#

で 

ー
琴
间
更

に

床

圮

で

養

成

し

て

後

山

出

し

す

る

と

口
、参

一
 

程

が

と

ら

れ

て

全
部
が
ー7
つ

な

つT

1)
る
訳
で
は 

な
く 

顏

能

の

衆

者

が
<

予

が

、つ

覆

成

す

る

も

の

も

あ

り 

亦

当#

のa
林

所

有

者

が

厳

能

の

素

者

か

らM
#

生

苗

を

期

入

し

て

直

ち

fc
山

出

し

す

る

場

合

も

招

当

あ

る

揍
様
で 

あ

档

び

・
前

記

の

米

、つ

な

梭M
な

翌

卷

を.
経

る

も

の

び

参 

()
こ

と

ば•

赤

拓

病

の

阕

係

と

、
 

味

兆

か

、つ

掘

取

っ

て

か 

ら

林

地i
!

砲

付

け

る

ま

で

の

時

间

を

な

る<

く
少
く
し
て 

活<

を̂

く L
た
い
と

い
う

囲
係
と
が
其
・
の
主
な
る
須
因 

T-
あ

ら

、つ

。

此
・
の<

に
旭A
ら

の
購

入

苗

术

を

用0
て

t)
る

の

で

、
 

品M
に

対

す

る

吟

味

床

全

く

さ

れ

てt)
な

い

。
併

し

造
林 

に

熱

閃

な

森

抹

餅

有

者

は

ス

ギ

の

品a
に
就

C)
て
色
々
な 

就

みE
さ

れ

て

り

る

。
例

え

ば

秋

田

抄

を
取

寄

せ

て

植

栽 

し

て

み

た

り

、

隸

の
挿

木B
就

み

作

リ

、・
于#

の
山
武
核 

の
揷

木

を

試

み

た

り

し

てH
る

。
其

の

粕

暴 

秋
®

杉
に 

就

い

て

段•

强

傩

ヤ

・

耐a
性

づ

大

ぎ

C)
状
•

初
期
の
生 

长

が

密

1)
と

の

恵

見

がm
が

丸

お

。
弥

吉

野

杉

は

成

鎮

が 

良

く

な

か

っ

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。
ホ

苗

木

に

就

()
て
も
、
 

#

内

の

優

良

樹

か
、つ

種

子

五

と

り

、a
因

莢

優

民

苗

木

の 

自

給

生

產

乏

し

た

()
と

1)
、つ<

间

が

か

な

り

高

ま

つ

で

t) 

る

よ

う

で

あ

赤

拍

病

も

苗

圃

の

管

理

が

適

切

で

あ

丸
 

ば

束

障

の

なn
程

度

の

防

除

は

可

能

<•
あ

る

と

熙

わ

丸

ゐ 

の

下

、
苗

木

のS
負Q•
艮
否

が

・<

琲

の

坐
肖

に
大
き
く

あ

冒

すQ

囲

騙

か

ら

し

て
.

侵

腐

苗

术

の
自

給

生

產

五

早 

爲

に

哭

施

さ

丸

る

こ

と

がM
ま

れ

る
»

ホ

笹

栽

本

数

坪
(

本

双

以

前

の

、つ
の
慣

行

や

あ

っ

た

が

、
 

一
時
吉
野 

林

泉

の
影

智

を

受

け

て

捷

栽
本
数 

が

タ

1)
時

期

が

あ

っ

た 

現

在

は

元e
泉

っ

て

坪

一

本

——

ー、
五

本

と

な

っ

て

1)
る

。
 

へ
・
樋
裁

の
時

季

、
 

功

虞

奪

・

柜

我

の

時

季
^

彼

洋

頃

よ

り

五

目

ま

で

、 

あ

§>
が

、
 

早 

期

柜

敵

が

奨

刼

さ

れ

て

t)
冬

・

植

栽

の

功

程

y;
一

人

【
日

一

五〇

本

が

摞

準

と

ミ

れ

て 

IJ
る
»

掴

栽

の

翌<

又

は

型

4々
に

木

を

眞

直

に

し•

旦
つ
报 

を

成

る

め

て

生

長

を

よ

く

す

る

七

あ

13
堀

リ

か

け

と

い

、つ 

こ

と

之

や

る

こ

とA
あ

る

。

卜
・

補 

植

植

栽

が

非

帛

に

丁

學

な

の

で

、
痛

損

が

少

く 

・
極
付
本 

a
の

一

割

前

後

で

あ

り

・

普

画

ニ̂

に

亘

っ

て

覇

捷

す

る 

よ

う&

こ

ヒ

は

な

〇

・
補

植

の

功<

飮

～人
ー H - 0 0 

-
-9
本

が

探

準

と

庆

っ

て

1)<0
。

チ

、
 

下 

刈
'

下

刈

は

握

あ

て

丁

壻

で

、M
叔

し
た4
に
一
回
・
具
の 

景4
よ

り

夠

五

卑

小

は

二 

苗%

、
其

の

後

四

年

回

一
回
, 

合

計

十

五

回

が

標

準

と

な

っ

て

い

る
-' 

功
程U
植

栽

の

卑

よ

り

ハ*

旨

ま

で

ば

一
回
一
町
歩
当 

リ

ー

五

人

、
 

兀4
目
は 

一
 

〇

人

、
 

ナ

隼

目

は

セ

ス

で

下

刈 

全

期

間

玄

通

、じ

て

の

所

要

延

人

数

氏

【
町

歩

者

リ

二
.

二 

人

点

標

準

で

あ

る

とI)
あ

丸

てn
を

。

国

有

林

T-
ほ#

栽

後A
年

間

為

年

一

SJ
行

、つ
の
が>
<
 

で
・
其
の
所
一
実
延
人
数
は
五〇

〜

八

〇

人

と

な

っ

て

お 

リ

、

此

の

冷

方

の

下

刈

が

xtr
何

匚

丁

學

で

あ

る

お

駅

分§

。
 

後

逑

す

る

雪

起

し

・
技

打

と

夹

に

化

に

類
£

兄

な

1)
集
約 

な

趋

裁

木

に

対

す

る

牛

入

れ

ぶ

此

の

地

方

の

美

し

い

抵

招 

を

生

み

尼

し

て

1)
な̂

動

力

と

な

っ

て

(,)
る

。
 

併

し
,

径

済̂

に
見
え
場
合
・ 

下

刈
!
!

こ

丸

旌

ま

で

に

グ 

量

の

分

仙

オ
£

快

、つ

二

と

が

合

舞

的

が

ど

う

か

同

題

で

あ 

ろ
、つ
。
今

此

の

固

題

を

撿

討

す

强

資

料

が

な

11
の
で
よ
っ 

さ

り1
た

こ

と

よ
&

え

な

4)
欢

・

兄

に

魚

・

も

っ

と

圻

勿

/

力

.2
®-
豹

す

る

こ

と

が

可

能

!:■
あ

り

・

亦

そ

うL
五
方
が 

蹟

当

で

あ

る

よ

、っ

に

もM
わ

丸

る

の

で

、
 

核

討

が

望

ま

し



1)•
尤

と

ニ

の

糠

華

灣

リ

の

下

刈

が

哭

療

に

疔

あ

衣

て

ひ 

を

か
ど

、つ

か

は

、
 

奪

伪

カ

成

分

謁

查
(

弟

三

集
)

の
結
果 

か

ら

み

て

憂

同

が

あd
レ
 

リ
•
§

起

し
(

杉

起

し
)

此

の

定

方

床

所

61
費

雪

免

方

で

は

床

11
が

、
•

ー
 

〇

年
以 

下

の̂

令

木

ZA
尊

に

よ

っ

て

倒

伏

す

る

こ

と

がm
々

あ
る 

の

で

、M
バ

な

山#

家

ば

春

先

全

林

、
 

特

に

幼

令

林

会
兄 

題

っ

て

杉

起L
を

や

り

、
 

叔

曲

り

仁

な

ら

樓

よ'
っ
ま
慮
し 

てn
否
,

皿
、
五

年

生

の

成

の

杉

起

し

が 

f  

番

大

切

で

あ

る 

と

さ

れ

て

い

る

・

杉

题

し

の

网

叛

会

雪

の

降

り

方

に
仍
っ 

て

匹

々
-

(••
あ

る

が

、t
通

一
。
年

生

ま

<''

13
二
…

三®I
や 

る
埸
合
が

多
く 

・

挽

亦

よ

針

金

会

用

1)
て

や

る
•

功

程

依 

「X

一
日

二

〜

三

。

 0

本

で

あ

ゐ〇

族

雪

圮

方

な
ら

成

兜 

も

角
•

掃

に

障

雪A
あ

る

程M
の

所

で
•

こ

の

よ

うu  T 

學S
杉

超

し

外
突

施

さ

市

てC)
る

こ

と

は

將

記

す

べ

さ

こ 

と

で

、
 

こ

の

地

方

の

山

林

衆

は

、
 

形

成

し

芥#

の
摭
育
上 

拯

め

て

重

要

な

こ

と

で

あ
§

二

と

五

オ

說

さ

丸

・
 

ー
搬
也 

な

闵

糸

の#

書 

或

い

は

林

野

同

飛

官

广

で

杉

起

し

会

焰 

ん

ど

魚

祝

し

て

II
る

こ

とC
対

し

强

い

不

備

五

赛

明

tt
ら 

那

て

い

る,

X
・
技 

打 

・

執

打

も

又

提

め

て

集

約

に

行

わ

九

て

t)
て

、
 

早

い

ス

は 

七
・
八
年
壞
の
ら
始
あ•

三

。4
頃

ま

で

の

回

に
=

〜
皿
回 

実

施L
て

の

る•

即

ろt
人

年

眞
' 

下

三

尺

位

の
茨

会

打 

ら
・(

撮
离
し 

、

根

拂

い

と

も

CI
、つj  

一

二•

三

竿

の

境!X

・
 

亠
ハ
——
-
o'x •
二〇

年

の

頃

ニ

〇
——

二

五

犬

、
 

二
五
——

三 

0
4

の
・
礙=

0
犬&

ま

■<••
の

技

を

打

つ

。

二

の
よ
う
に
何 

S1
七

技

打

を

行

っ
て
の

る

の

せ

北

山

死

オ

の
よ '
つ
な
特
珠 

な
<

«

地

坎

外

に

は•

其

の

例

会

み

な

()
の

で

あ

る

び

、
 

そ

の

理

由

と

し

て

は

、
 

下

刈

や

あ

起

し

の

項

で

說

明
し
に 

よ

う

に

、
 

短

期

団

に

価

値

の

高

C)
木

自

出

来

る̂

け
多
く 

育

成

す

る

為

に

は

期

芳

五

惜

し

まr

lz
、
微<

的

な

恭
育 

W
や
§

と

り

、つ

此

の

圮

方

の

掠

業

經

営

方

式

に

基

く

も

の 

と

考
え
ら
れ
な 

・

即

ち

・

枝

打

に

よ

っ

てM
満e
熙

節

の 

t
成

会

多

量u

生

座L
よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

が

、
 

此 

の

地

方

で

は

緬X
太

が

有

利

にM
介

で

さ

る

と

C)
、クM
ま 

れ

と

地

理

的

條

件

に
お

か

東

て

()
こ

と

もM
約
汰
技
打 

の

実

施

五

促

し/2
有

ガ

な

国

子

で

あ

ろ

、っ

と

思

わ

れ§
 ■ 

此

〇

矣

に

就H
て

は

回

伐

と

盛

接

に̂

絵

す

ら

の
で
次 

節

て

詳

細

に

逑

ベ
る
こ
と
に
す
ゐ
・

-11-

ル
・
除 

伐

ー
二
・
三
年
の̂

不
良

木

之

保
採

す

<
〇

こ

と

が

よ

11
と
さ 

丸

ズ

II
るA

多

く

の

場

合

す

て

供

リ

と

な

ゐ

の

で

余

り 

実

施

さ

衣

て

い

な

い

ー

冥

の

代

リ

【
五

卑

生

頃

か6
次
節 

や

述

べ

る

よ

う

Ic
ral
伐

が

行

あ

れ

てI)
る
の
で
・ 

臉
仗
の 

必

要

住

戏

少
い 
»

g

伐

採

イ
・
間 

仪

面

川

ifc
方

で

も
•

睥

拱

の

青

搖

把

オ

で

も,

间

伐

、っ
し 

l)
r3J
伐

依

殆

ん

ど

行

わ

れ

て

CI
な

いL
・

当#

で

も

以
前 

は

そ

う

で

あ

っ

た

が

、
 

弗

和

ナ
年

頃

芥

う

闻

伏

な

忘
く
行 

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

さ

え,

隣

接

の

化

の

村

で

吹

今

と 

依

燃

とL
て

间

伐

が

る

ん

ど

行

わ

れ

て0
な

は

の

に

当
村 

だ

け

万

挝

全

阪

に

亘 

っ

て

间

仪

づ

善

反

す

る

よ

うt
な
っ 

た

。当
#

や

令

行

お

丸

て

c)s
向

伐

の

オ

法

は

、
 

人
に
仍
っ 

て

か

な

り

與

な§

点 

早

い

人

はJ
E
•

五
年

が6
始
め
ー 

兴
の
後
回
・
五
与
お
ミ

IZ
主

依

時

期

ま

で

何

EI
も«

a
し
仔 

□ I 0 § •

间

代
の
伐•

拣

歩

合

は

二

五4
頃

ま

で

は

か

な

り

爲>

で

A
理

裡

度V
あ
り 

、

三

〇

车

生

の

垸

か

ら6
裡P
沂
」(I
间 

伐

が

行

わ

れ

て

C)
て•

三
五
イm 0

*

で

昶

栽

本

表

の

手 

分

に

なd
の

あ

摞

準

と

さ

丸

て

い5
・<

林

粗

合

園

保

者 

の

說

明

に

仍

り

、
 

当

討

の

山

林

一

及

歩

当

り•
に

つU
て
固 

伐
年
妾
・•

間

伐

本

效•

浅

存

本

裁

五

表

示

す

る

と

次

の

よ 

、っ

に

な

る

。

俑

考

一

次

歩

三

。

。
本
趋
裁

同
伐
歩
合％

残
存
本

数

同
伐
本
数

丑

二 
ノ、 
五 五 五

3 
五

’二
五
五

三 
〇 〇

亙 〇 云

一五
£ 三 

un
,仁
〇

〇 
丘

七 3 或

五 
m

• t1
on 
〇

充 五
回
五

一

五

年

生

前

後

ひ

行

う

弟

一

回

の

固

伐

直

染

伐

を>

石̂
 

七

の

や

あ

つ

マ•

も

っ

と

森M
の

间

伐|
 

ー
 

〇

 
%
 

—

ニ

〇

 

%
 

—

之

し

在

方

が#

の

矯

め

に

段

盛

り

と

11
う

人
£

れ
る 

が
、
 

闽

供

木

の

利

用

価

値

が

每

の

の

で

実

施

で

さ

な

い

匕 

言

お

市

て

1)
て

・

其

の>

め

弟

一

回

の

固

伐

を

や

、つ
なH
/ 

人

も

少

く

な

1)»

弟

ー

田

目

の

回

伐

は

は

支

に<

衆

用

哉

とL
て
列
用
さ 

丸

てG
S

・

ニ

〇

年

隹̂

後

で

行

う

弟

二

固

目

の

间

伐

も

、



-Ki-

同

伐

技

！±主r
B
茱

用

我

で

化

匸

若

干

の

長

木
(

星

場

丸 

太
)

が

生

産

さ

れ

て

1)
る

建

度

で

あ

る

。
其

の>

同
伐
の 

模

合

ポ

弱

い
»

ー
ー
十
五4
前

伏

で

行

、つM
三

回

目

の

・

伐

で

由,

表
に 

長

木

が

生

産.
ざ

丸

、
 

二

十

亠

八

耳

三

目

現

在
で

一

本

七0
円 

(

立

木
)

位

で

兒

却

さ

れ

て

ひ

る

。

此

の

価

搭

ば

石

当

り 

(

尤

太

石j

に
挨#

す

否

と

杓

ハ

〇

 0
円

で

小

甬

向

丸

太 

と
殆/C
ど

差

航&

i 1
A
寧

う

高

1)
位

に
な

っ

て

1)
る

。

併 

L
ホ

ぶ

細n
為

め

に
造

叔

步

止

り

は

鬆<

・
立
木

石

に

す 

电

広

半

分

住

に

な

る
•

三

〇
年

前

俄

で

行
、つ

柔

四

回

目

の 

同

我

で
は•

元

木

で
長

さ

ー
〇X
0
瓦
太

五

、
 

襄

木

r'
囊 

水

な

生

產

で

『
、
る

よ

、つ

Is
な

り

・

』
本

二

五0
円
佼

<••
売 

丸

勺

の

せ

间

伐

の

度

合

が

増

し

て

来

る

の

がt
速
や

あ

る 

三
五
年

以

後

の

回

伐

で

ば

益

々

闽

伐

水

の

単
価 

さ
高

ま
ゐ 

の
で 

同

伐

の

異

行

は

容

易

と

な
□

て

く

る

状,

前
揭
の 

浪

<■•
見

ら

41
る

本.
つ

|2
、

间

伐

瘁

広

本

故

1?
【
〇%

伐

で

、
 

B
a

の
弱
い
方

に

届

す

る
,

併
し

版

近

钦

魏

金

や

造

林

貰 

の
团

係

玲

〇

此

の

標

準

よ

り

七

か

な

り

竇

庚

の
间
伐
を
す 

号

入

万

あ

為

と

の

こ

と

で

あ

る

。

以

上

が

当

村

や
行

わ

ホ

て

()
否

I5J
夜

の<

票

で
あ
る
が
・

此

の

よ

う

な

商

伏

方

式

の

是

井

は

、
 

生

産

目

捺

亜
に
伐
羯 

と

併

せ-X
撿

討L•
な

け

丸

ば

論

tf
ら

東

な0
の

で
•

改
あ 

て

撿

討

す

る

こ

と

に

す5
-

ロ
、

去 

伏

任 

期 

・
 

伐

期

は

か

な

り

区

々

で

あ

っ

て

、
 

三

〇

等

か

ら

五

〇
卑 

以

上

に

七

次Z

T-
お

り

、
 

睥

接

町

挝

並

1C
青a
起

方

の
よ 

、っ
に

三〇

耳

痢

後

に

集

中

しT
O
S

の
と

は

か

な

り

争
倩 

£

異

に

し-V
ひ

る"

同

じ

様

な

自

然

曲

堂

に

経

済

的

立

杷 

條

件

に

お

か

れ

て

り

る

に

拘

ら

ず

、

み

と

り

当

村

ざ

け

が 

他 

の
町g

と
雑

営

方

式

乏

奨

に

し

て

〇 
§

の
は
ど 

の
よ
う 

な

理

由

に

仍

る

の

で

あ

ら

、つ

が' 

前

回

の

調

查

花

で
あ
る 

青

梅

地

方

の

小

官#

ぐ

行

っ

た

・
<

所

有

者

代

表

自
の
座 

談

会

下

も

、
(

冃

に

名

粟

朴

や

行

あ

丸

JS
泉

日

本#

案

辱 

间

技

街

員

現

龙

講

習

会

の

時

の

調

蛮

や

も

、
 

此

の

地

方

で 

山

二(

〇
年 

三

五

耳

伐

の

夜

期

芥

経

潛

曲

に

み

て

ーa
有 

利

だ

と

ハ

う

意

見

が

多

が

っ

た

A'
、

当
#

の

熟

忑

な

山
材 

泉

の

恵

見

で

成
.

伐

期

床

事

情

の

許

す

眼

り

長

く

し

た

い 

と

い

、つ
事
キ
・
具 

の
為
二 

三

年

に

縮

洪

さ

れ

た

施

業

繁

r1' 

も

五

五

年

と

り
、つ

民

有

秋

とL
て

比 

侶!
!

余

り

兢
を
み
な

-13 —

い

長

枚

城

倉

採

用

し
て

い

る

・

二

の

よ

う

な

長

供

期

径

営

の

低

燃

の
結
果 

と

し

て

、
 

含 

#

の

針

禁

樹

林

の(

町

歩

当

り

蕎

模

は

、
 

次

表

に

み

る

よ 

う.
に

西

川

担

方

の
各

町

村

の

中

マ

群

を

拔

1)
て

タ

く

ra
五 

〇

石

と

な

っ

てU

る

“

令

皴

别

面

顕

割

合
％

手

均

毛

&
山

席

養

吾

野

敏

能・

若 

市 

場

名

栗

町
封 
名

三

六

〇

二 

m 

〇

XXJ
Jt 
〇

八 ノゝ 

〇

A 
〇

ノ、
〇・

三 

ノ'

〇

当金 
器

ノ、 = 二 穴 七 •—
〇

三

二
X 二

三 W
五

nn ua
八 =

/

S A
三 天 --*~x M m

三 
ヒ

2

二 二

A 九 5 ■

二 二

五
3

七

V-*
三 七 t 九 九 三

也

三 三 ハ — ノ、 〇 J
5 
以 

上

令
級
别
囱
旗
割
合
を
み
て
セ
、
 

三• 
W
 

五
・
以
上
の
各
令
繊 

な
他
の
可#

C

較
べ
て
歹
く •

三
令
斂
は
名
泉
と
・%

の 

差
で
二
位
下
あ
る
が,

回
火
五
令
扱
以
上
女
共
に 

f  

位
と

古

め

て

C)
る

。

二

丸

を

み-r
七

仪

期

が

化

の

町

抻

よ

リ

忘 

い

の

は

確

か

で

あ

る

び

、
 

併

し

・

令M
别®

讀

割

合

辻

、
 

二

・

三
.

明
、
 

五

、
 

〇 

の

順

と

な

っ

て

お

り,

回
及
五 

令

敝

以

上

を

併

せ

て

ニ

ー 

另
ヾ
あ 

っ

て

、
 

村

全

体

と

し

て 

は 

三

〇

丨

四

〇

耳 

の

我

期

が

一

番

多

い

よ

う

に

捱

鬃

ぐ

れ 

§
 
»

猫

曷

佗

の

町

尉A
リ

手

均

し

て

五

—

一
 0
4
性

伐
期
び 

高

1)
程

度

に

汰
あ
が,

侪

し
,

前

迷

の

よ

う

に

当

村

のM
 

技

所

有

者

の

伐

翔P
対

す

る

考

え

方

が

佗

の

町#

と
女
根 

本

的

に

招

建L
てu

る

兵

を

充

分t
考M
す

べ

さ

な

あ§
 

ど

恩.
つ•

伏

期

の

延<

依

令M
配@

の

灰

烫

を

伴

、つ
の
で 

そ

のM
现

匚

径

め

て

長

期

间

をa
す

る

史

ら

、
.
!

け
に 

五

丨J
O
4

延

員L
た•

と

言

っ

て

も
•

伏

期

去

五
——-

0

 

耳

延<

す

為

倉

あ

の

寿

力

床

主

大

抵

の

も

の

で

y:
な

く

、
 

袤

の

示

す

敵

字

のt
に

我

々

は

当#

の

森

林

所

有

者 

の
供 

期 

に 

対

す

る

冥

色

の

あ
&

考

え

方

去

充

分

に

薨 

み

取

る

二 

と
球
出
未
る
〇

立

木

宼

却

方

法

当
拊 

の
大
部
分 

の

森

妹

所

有

者

は•

主

木

の

您

仅

木M
 

着

・

衆

裁

乗

者C
売

却

し

て

1)
る•

森

林

所

有

者

ぜ

自

営



で

伐

木

it
披

・

運̂

を

や

り
•

丸

太

と

しT
^

却
し
て 

n
◎

の

状

一

部

の 

大

謀

弑

所

有

看

で

あ

る

点
,

林M
杷 

とL

-T
の

厂

史

が

古I)
だ

けC
小
自

技£
2

比
す
丸
状
其
・
の 

敢

は

多

い

。

立

水
£

売

却

す

る

と

さ

の

故

談

調<

の
方
法 

ば
・
板
木
・
の
目M
リ

周

囲

を

測

り

、
 

平
均

ホ

去

求

め

て

、
 

共

の

平

均

木

に

就

い

て

・
直

择

ヒ

樹

高

と

か

ら

石

取E
出 

し

、
 

其

に

本

飲

を

亲

ぜ

て

全

林

の

栈

稜

とL
て

1)
玲
・
手 

勾

木

の

石

教

の

HiL
方

ば
,

平

均

木

さ

ー

。X
又

は

二

间 

糸

に

五

切

り

し

た

埸

合

の
各
£

の

水

口

径£

直

径

と

酎

高 

と

よ

り

推

足L
、

未

ロ

二•
乘

法

匚

依

っ

て

各

玉

の

石

敵

去 

求

のX
合

計

す

ゐ

・

我
□

て 

、

石

我

は

す

べ

<•
丸

太

石

我 

で
,
<

通

に

い

、つ

立

水

石

缺

で

は

な

1)
・
 

右

の
方

法

は

此

の

把

万

に

帳

う

ず

民

有#

で
多
く
用
い 

ら

れ

て

1)
会

方

法

ヤ

あ

る

-A・
、
〇
！

水

裁

攪

表

専

五

用

い

て

、
 

立

木

全

裁

預

を

求

め

る

よ

り

七

兵

際

的

で

あ

〇

て

、
 

其
の 

典

IC
奈

リ

冏

爆

床

な

い

ガ

、
 

目

it
リ

周

囲

の

手

均

木

ば

、
 

教

獲

平

均

木

よ

り

も

常

に

若

干

で

あ&

が

過

少

の

値

を

天 

す

の

下
,

此

の

方

法

で

は

兵

衆

よ

り

セ

林

分 

の
找
裁
作
少

♦

く

見

積

ら

丸

る

。

其

の

程

度

は

菸

招

に

仍

っ

て

異

な

っ

て

彖

る#

皿

。

<

集

廢

後

の

昔

連

に&

ら

应

る#

招

の

新

そ

ふ•

腌
高
違 

径
や 

二f
三
分
位
で.
、
我

德

に

す

る

と

天

〜

J  0
%

のM
 

ヒ

な

百

・

此

のM
女

林

が

不

揃

庆

謀

大

ぎ

く

な

る

ー

立

水 

克

却

氐

特

定

の

秦

看

と

の

個

人

取

引

に

依

っ

て

行

わ

た

る, 

枚

拣

時

季

春

伐

り

と

執

伐

り

と

の

割

合

は 

三

〜E

対

七

〜

六

■(?■
あ 

っ

な

疝

、
最

近

で

决

水

我

相

羯

の

友

動

が

大

ざ

い

の

と

、
 

鋭

金

の

阕

保

で

等

会

避

じ

、て

伐

採

さ

双

-C
お

り

其

の

参

别 

割

合

も

氐 

っ

さ

り

分

ら

な

く

な

っ

て

い§

5 

伐

採

方

法
 

・
 

伐

木̂

裁

方

法

氐

ー

搬t
行

あ

丸

て

い

な
方

法

•<■•
専

IC 

託

す

こ

と

せ

な

い

玳

、
 

唯
,

造

叔L
在

丸

太

自#

光
に
密 

々

某̂

す

る

—

リ

ン

五

組

<3-
オ

法
を

多

く

采

用

し 

てn

.d
・伐
本

造

我

の

功

程

・

寧

佃

は,

供
木
災
剝
を

併 

せ

て
(

人

一

日

ハ

〜

」0

石

、
 

石

当

り

三0
5
四〇

円

、
 

王

必

リ

は

、
 

一

人

一

日

二

五

〜

三

〇

石

・

石
当
り
一 

〇
円 

位

と

な

つ
-
<

1)
る

。

名

栗

村

で

は

林

地

で

オ0
リ

徐

殆

ん

ど

せ

ず

に

表

本

の 

佟

製

裁

エ

埸

ま

で

選

撒1
て

〇

る

が,

当

树

で

は

長

太

の 

西

俠

用

ず

ゐ

ん

の

以

外

は

誕

“へ

て

林

圮

で

ニ

ニ

天

来

た

y:

-15-

』
〇

沢

に

ま

顷

りL
て

()
る

。

迎>

黄

に
余

り

茬

舟

な
け 

丸

ぱ
求

京

申

腸

に

近

6)
阕

保

上

、
丧

木

の

您

生

產

し

た

オ 

が
有

利

に

处

分

出

亲

百

と

用

お

れ

る

づ

・
当
#

の
山

の

利 

形

f±
・

名

果

の

様

に

渾

が

大

さ

く

な

く

・

-M
叔

の

藻<

仁 

不

利V
あ
る
二
と
・1

•

長

狀

な

超

くM
当

な

自

動

隼

工
場 

K
な

い

こ

と
,

の

爲

め

に

や

っ

て

I-i
なI)
と

の

二
と
耳
あ 

る

。

併
し 

全

然

や

丸

な

tj
の

で

な

く,

や

れ

る

所
も
招 

当

に

あK
K

茯

や

あ

り
•

今

後

の

刷

究

謀

應

で•

あ

ら

う

。

4

叔

方

法

理

秋

は

主

に

水

思

選

技

で

、
多

く

ヴ

イ

ヤI 
日
ー
ア
を 

併

用

し

て

〇

る

・
 

～®

の«

戦

量

は

五

石

平

为

<••
あ

る

。
 

秋

地

よ

り

自

勤

卑

工

場

ま

で

の

運

枚

巨

离a
材

全

広

とL 

て
乎

均

ー
 

〇

。
。
朱

位

パ

・

石

当

り

の

運
>

實

単

佃

は

平 

均

四

五

田

と

な

っ

て

1)
る

。
 

～
 

伐

木

よ

り

自

動

車X
揚

ま

T"
出

す

径

黄

の

合

計

は

石

当 

リ

乎

均

ー
 

〇

 

〇

円

と

な

っ
て
〇

る

。
去

伐

と

回

伐

の
易
合 

の
ゑ

貴

|±
殆

X.
ど
差
‘が£

1),
二

ゐ

こ

と

が

当#

で
回
戈 

点

全

技

的

に

行

わ

市

ズ

1)
る

ー

つ

の

理

由

と

な

っ

て

¢1
る,
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三
、
 

毒

#

の

成

長

量

Q

 

施M
蒸

に

依
§

成

長

量

若

村

の

針

葉®

人

工

牀

の

成

育

狀

題

は

、
 

昭

和

二

十

二 

争

庚

匚

行

乾

れ

た

施

票>

編

狀

の

隆

の

隸

拡

謁

查t
依
っ 

て

其

の>

契

が

篇

わ

れ

ゐ

・

卽5
、

施M
M
时

屋

のa
林 

闱

査

茨

に

よ

る

と 

、

当

村

の

針

票-B
人

エ#

の
令
欽
别
面 

讀

、
 

蓄

積

、
 

•

町

歩

吝

リ

蓄

覆

、
 

乎

灼

反

建#

生

枝

建

よ 

次

の

よ

、っ
に&

っ

てHKO
。

耘

考

の
為

ゐ

而 

川

地

ガ

の
-
to
の
町#

の
令

絞

別

平

埠

应
我 

S
を

疝

げ

る

と

・

詞 

旅石
靈石

蓄云
歩 

せ当 
頹リ

石

方

頓

5
損

粤

令

貌

五
〇

S 
〇 〇

三

五

/

t
二 九

六

い
［#

•

xm 
t 
〇

2

✓
一・

九 Uil

近

九 

〇

w<*

/\

£ 

〇

3

£
•- • ..f

五

ノ、

七

五

仁

三

九 

ノ、
牛

.■"-ヽ 
—= —•・ 〇»■
——-*-* 
ヽ―ノ

£

皿七
'-- - 〇

 
S

 
\

三

九

二

六

5 

X 
上

手

灼

毛 

呂 

山

高

鹿

吾

野

飯

能

南 

ffi 
暦

名

衆

4

菽

/

二

二 八

二

〇

二

t = 四

二

皿

2

ノゝ

二

)
セ

ヽ ・ 
•-―*

皿 三

,二

七 尢 九 九

3

也

二

ノ、 近

三 

也 ノ、 五 七

三 

〇

久

W
J

七

nrr 
血 〇

<-*
六 
V—-

Z—>
五

A
x—<*

S 

以 
上

右

袤

<••
丹

る

よ

、っ

に

当#

の

森

林

の

域
長
屋
せ 

面
川
死
方 

とL
て

氐

余

り

裏

1»
方

で

は

を

11
・

阵

換

のM
吾
野
村
と 

联

ベ

る

と

各

令

敘

共

IZ
ー
 

〇

石

近U
差A
あ
§

・

简

民

有 

林

苑

票>

の

森

林

粛

查

で

は,
#

令

と

我

預

が

目

測

亦

よ 

W
ミ

取

りH
依

っ

で

C)
る

の

が

多t)
の

で,

右

表

の

教

夢 

の
揩̂

に

は

か

な

リM
冏

が

あ

り

、
 

右

表u

依

っ

て

曲

川 

地

方

のM
赫 

の

成

育

狀

慝

と

み

て

食

(>
か

ビ

、つ
か
匚
同
嬷 

が

あ

吞

お

・<

略

の

傾

向

を

見

ゐ

上

に

依

宓

障

は

庆

い

と 

馬

あ

れ

る

。

一|ワー

・
右̂

よ

リ

曲

川

尼

方

の

人

工

姓

の

成̂

径

蹈

を

撬

観
す 

る

と

・

纫

時

の

成

長

床

か

条

リ

夜

好

で

あ

る

ボ
「

共
の
彼 

の

生

演

が

集

外t
題
く 

・

乎

坊

成

-M
蛍®

大

の

磚

翔

は

三 

〇

茸

雨

後

と

な

っ

て

ひ

る

。

併

し

、
右

表

よ

り

成

長

桜

路 

之

見

る

こ

と

吹

、
 

無

理
#

あ

り

・

三

〇

年

と
(
)9,
意
外
・U

 

区

1)
年

令

の
民
非

に

就

い
て

よ

次

節

で

烫

に

撿

討

会

加
 

、えE
いh
昆

、つ•

E

 

今

回

調

查L
た

林

分

の

成

辰

星

今

Is
当

村

のa
林

の

生

我

塹

を

知

る

為

め

に

調

密

ー
 

し
た 

の̂

•

虎

秀 

井

上
•

落

合

・

白

子

の

谷

梆

落

に

ー

ヶ

所 

宛

計W
ヶ

所

で
,

名

〜

標

準

把

の

毎

水

調

杏(

と
標
準
木
の 

樹

聲

拆

解

五

行

っ

な

”

僅

か

四

ケ

所

の

調

查

で
者
耐
の
全 

揪
£

推

定

す

る

こ

と

に
ば

勿

論

熙

理

状̂

リ 

、
次C
M

ベ 

る

調

查

結

衆

も
当
お 

の
森#

の
成

畏

量

の

一

例

と

み
§

ベ 

さ

七

の

で

あ

る

二

と

乏

予

め

断

っ

て

お

さ

左

1)
・
 

m
ヶ

所

の

闱

查

の

概

要

な

次

の
よ

う

で

あ

るW

A 
・

地

況

白

子

<

合

井

・上

虎

務

慈・

名る

泉 南
束

北

面

苗

方 

住

三 

五 

袤

う・ 三 

〇 

庚

傾 

斜

ウ 申 

吸

期 

形

う

選 

救 
減

土

<

〇

it
二 

mr 
荷

〇

7L
•皿

務

〇 *

W
〇

僧

面

・魏

B

#

况 

(•

本
數
・
拒
食
・
成
長
昼
は
ー
酒
当
リ)

(

括1<

書
は
最
近
の
同
伐
木
を
含
め
左
も
の)

白

子

落

合

井

上

虎

再

三 回
三

六
t

林 

令

X

、人玉

星率 
二ゼ 
=ノ、

条 歩混 

合淆

£

三 〇 .

M

丸

樹平

充

ノヽ

〇
五

二

〇 W
手 

均 強

径

an
?
三 .
'〇・

能 

囲

義 

お五

吁亠 
七ノ、 
§式

ノ、

七

-兀
S三
己七

ホ 

数
<—X一一
七三
ノ、ー

兀ヨ
切
六
回

一ー 皿二 
M仁 
W

敍
我
"3

へ 
好 

叩 〇
0 
ヾ

へ
K 〇・
〇 6

告半 
長
15知

各

詞<

地

共

務

水

調

杳
ー

の

精

果

水

り

計

鼻

に

仍

っ

て

所

面 

源

乎

均

太

を

求

め

て•

夫

々

二

本

死

標

準

木

な>

定

し

、
 

<

#

解

折

を

行

っ

な

。
對

奔

解

析 

の

嬉

果

を

図

示

し

ん

の 

か

肘

図-(J
八
図
で
あ
・<〇  

〇

右

の

每

本

貫

查 

樹#

解

桃

反

当

地

方

便

行

のM
我
本
数
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IM
伐
オ
式
尊C

墓
ざ
調
查#

分
の
平
均
酎#

分
成
長
予
窓 

表
を
附
錄
又
ギ
人
工
試
故
长
予
想
表
作
製
噸
序
に
よ
っ
て 

作
製I

左
の
が
灰
表
で
あ
ち
。

#

分

成

長

予

懇

表

莫

の

ー

’

M

木

全

挾

談

米

法

主

林

ホ

副
林

木

反

圭

副

合
計

副

袱

木
 

•
 

圭

副

合

計

六 
〇

五

五

丑, 

〇

im
五

m
〇 五

三

〇

二

五 〇 玉.

# 

令

ノ、 ハ

-—*
1—^ 

关

一 ・

〇

三

八 

t
A 
t

unヽ
.—

八
九
寫
農

S.
A 三

九 
ぜ

t 
t

五
一 
—*
〇

〇 
k

八 
犬

〇

〇

〇 
三・

〇 〇

A 
皿

〇

〇
五

〇 
〇 
六

〇 
6 
三 
〇

六 
矣
〇

七 
皿 
〇

八

〇

九 
0U 

〇

二 
〇 
〇

三 
〇

S-

A
セ. 
〇 
〇

三

九

mi 三 
£
九

〇 五
六

〇
三

/\
靠 

t
七 
尤 

八

ノ、 
己

ノ、 ノ' 
X 
ハ

八 
只 
三

ノ、

皿

ハ
6

ノ、

t 臣 
叫 
七

i 
急

五

五

五

〇

「

面

瓦

m
〇

三

五 〇 乳 〇 五

林

令

〇

〇

---
八

A
t
三

五
-t

也

〇 1-—

L

〇

6
-fc j£

平 
均 S

〇
三

tei

〇

£
三

〇

〇 
〇

〇
6
〇

〇
〇

—- _ f

〇、
〇

〇

九

〇

V.—

〇

六 

〇

二

〇

二

六
〇

〇

〇 〇

三
五 
〇

〇
〇

木毎

数亨

八

—

ノ、
三 二

八
二

六 六 七 ノ、 三

全
囉

荻

亠

nu

五
七

ノ、

五

ノ、

回

五 ノ、
三

〇 〇
五 
m

八
五

骨 
教 
禳

五 A 五 三
〇
尤

〇 X

七'
乓
W7

右

表

を

従

未

公

表

さ

れ

て

V)
る

代

表

圈

な

ス

ギ#

收a

表 

と

比

較L

て

み0

と

次

の

よ

、つ!2

な

る

。

1 ♦

’弛 
灣 
藍 
律

•

髭 

人平

令条

〇 夕

本 
数 経

り

主

把木 

巖

立

地木 

從奏 

下措

拋竺 

住整 

T #

招 

五位 
五中 

年

定

住

T 上方

ハ

五

把 

U!位・ 
0下 
争

地
位

下

地 

位

上

地野 

位地 

下才

X

北 

穴住 
〇中 
年

地

位

下

弛

位

下

把

位

ド

地・秋 
堂田 

1地
中方

ー〔9一

右

を

穗
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狀

熊
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澄
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狀

熊
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験
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右
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蛍
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。
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狀
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・
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茬 

が

あ

る

採

に

は

思

あ

れ

な"

。
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似
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が
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が
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に
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瞭
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・
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猿
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摸
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叢
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台
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若
(}
て
い
る
か
と
(|,
っ
こ
と 

を
先f'

明
確
にL

な
け
丸
成
な
ら
な
い
〇
 

あ
有
林
の
径
営
で
は
莒
利
五
目
的
と
す
る
ニ
と
に
尤
づ
異 

論
は
な
か
ろ
、っ
と
展
、つ
が
・
此
の
宾
か
ら
し
て,

資
源
政

£

の
实
求
か
ら
で

、
い
る
我
秩
收a

説
険
一
炭
同
陸
外 

と
な
ろ
う
。

•
他
の
森
林
純
牧
擾
説
、
 

土
地
紀
收
巍
況
、
 

收
益
率
説
は
何 

れ
七
営
利
ぞ
昌
的
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
丸
る
が,

其
の 

営
利
の
考X

方
に
非
常
な
差
異
が
あ
る
。
 

每
掠
耗
收
渡
説
は
一
星
面
彼
の
森
林
か
ら
で
さ
る
だ
け
多 

額
の
現
金
收
入
五
得
る
こ
と
ぞ
営
利
迫
求 

の
目
標
と
考
え 

てU

る
。
利
益
な
生
み
出
す
資
本
とH

、つ
も
の
は
全
然
君 

え
て
II
な
〇•

徙
っ
て
資
本
主
義
経B

の
環
則
ガ
ら
ばM
 

く
腐
れ
てH

る
〇 

・

土
地
耗
收
枚
説
は#

死
の
価
偵
隹
産
力(

計
算
上
の
地
佃) 

•
を
最
大
に
す
る
こ
と
・
具
体
的
に
謂
え
ば
、<

收
人
か
ら 

匿#

買
・
管
理
資
反
英
の
利
子
額
五
差
引
い
え
も
の(

企 

業
者
利
渦u

龙
代£

加
え
た
も
の)

を
最
大
に
す
る
二
と 

を
以
つ
く
営
利
追
求
の
目
標
と
考
えT
U

る
’
二
丸
ま
た 

責
本
主«

の
県
則
か
ら
は
前
君
程
哲
は
な
い
ボ
离
れ
て
い 

る«收
益
率
説
は
耗
收X

の
收
入
五
生
み
出L

お
資
本
に
対
す 

お
比
乏
最
大
に
す
る
二A

!

/

利
益
晅
束
の
目
標
と
し
て
い 

9
 0

徒
っ
て
資
本
主<

の
衆
即
に
適
合
し
た
も
の
とn

え



-上一

る;二
う
し
て 

み
る
と

收
益

率

説
^

f  

番

貞

い.<

、つ
で
あ
る
万
・ 

一
鶴
に>T
う

言n
ミ
れ

な

い

所

に

抹M

の

特

殊

佐

点

あ

爻 

即5
之

加

か

、つ

山

林

に

投

責

し

よ

、っ
と
い
、つ

埸

合

に
ば
收 

益

率

又

は

土

地

耗

收

淒

福

が
荆

畝

の

基

率

と

な

る
が

、
 

父 

祖

伝

亲

の

山

林

を

経

営

し

て

6)
る

額

く

の

森

詠

所

有

者

の 

場

合

に

は

・

收

蚕

率

よ

り

七

年

々

め

現

金

收X
の
方
が
よ 

リ

阑

忑

爭

で

あ

る

と

考

え

ら

丸

る

。

併L
、

同

じ

く

父

祖

伝

耒

の

丄
林£

操

営

し

て

い

る

埸

合 

で

も

、

小®

讀

で

我

採

牧

入

が

希

にL
ホ

な

い

と

い

、っ
と 

さ

に

は•

現

金

妝X
の
乎
均̂

は

少

く

を

っ
て
も
、
 

戊
衆 

®

敬

の

參I)
方

が
•

即

ち

、
 

早

く

收

入

日

再

た

方

が

好

ま 

L H t u d 
-
-

と £
 

あ d .9 - 

又
、
 

富

裕

说

或

は

相

続

税

お6
す

る

と

、
 

伐

期

玄

高

あ
て 

段

産
£

乡

く

す0
と

、
 

累

進

貌

李

に

依

っ

て

高

跋

の

钢

说 

会

し

な

け

XI
床

な

ら

な

く

な

号

の

で

、
 

赫>

の
よ
、つC
收 

益

率

の
但

い

企

栗

で

ば

非

帛

水

不

利

に

な

る

こ

と

も

考

え 

ら

丸

る
,

现

哭

の

固

題

と

し

て

ば
•

山

林

崔

营

の

利

盘

去

大

さ

く

左 

右

す

る

も

の

は

、
 

我

期

の
"

何

よ

り

匕

立

水

個

掐

のX
動

で

あ

百

・

立

木

何

搭

は

具

の

住

負

上

一
順
肱

価

よ

り

も

炭 

動

の

ホ

が

遥

か

に

大

き

〇

の

ほ

最

近

の

大

巾

の

立

术
徊
搭 

の
膽R
を

み

て

も

明

ら

ZA
せ
あ
身
・
そ
こ
で 

、

こ
の
よ
、つ 

在

叔

倫

の

友

動

に

対

庇

し-C
伐

株

墨

五

伸

縮

し•
つ
る

、
 

弹 

カ

性

の

あ

g>
握

営

戏

可

能

-e
な

け

丸

よ

、
 

利

益

の

笋C)
簇 

営
^

ぐ

さ

な

い

こ

と

に

な

る

“
こ

の

伐

採

量

を

仲

相

し

、つ 

白

と

い

う

こ

と

は

、
 

佗

の

多

く

の

企

業

に

は

み

ら

丸

な

い

。
 

林

巣

経

営

の

大

ぎ

な

特

徵

で

あ

っ

て

、
二
の
特
徴
を
〇
か 

に

生

如

す

か!
I

よ

っ

て
•

経t
の

巧

拙

由

成

7n.
て
く
ゑ
と 

い

っ

て

も

求

1!
度

で

あ

る

。

ヒ

こ

〇

で

、
 

伐

拣

量

な

仲

精

-C'.
き
自
其 

の
虔
合
は:

冥

の 

建

営

の

摞

準

仪

期

の

高

低

に

よ

っ

て

定

ま

る

。
標
準
伐
知 

あ

崗

い

程

伸̂

び

自

由

と
な

る

。

二
のA
か
ら
す
る
と
仪 

期

は

或

る

程

虔

高

日

の

方

糸a
营

之

有

利

と

す

る

と

い
え 

よ

、つ
・
ー
ー
の

二
と

は

保

貌.M
営

の
'

(••?

る
大
経
営
ぽ
か
リ 

!■■
な

く

、

小
径
唇

で

も

同

じ

こ

と

そ

あ&

〇
却

て

小M
t
 

の
埸
合
に>

大

な

履

義

会

詩

っ

て0
を:
 

又,

弑

莱

五

主>

と

す

る

中 

大

終

営

の

杖

期

を
支
配
ザ 

る

因

子

に
森
林 

の

令

敘

K&
置

が

あ

る

。

令

彼

就M
芥
幼
令 

板

に
漏
在

し

て

()
て
は

高

我

期

の
孫

密

は

列

宏
不
可
能
で

-31-

あ

わ
,

豪

針

の

詳

す

驚®

内

.r-
気

永

に

孫

々

に

伐

期

送
高 

め
て

小

く

よ

り

他

に

方

法

は

な

(I
で

あ

ろ

、つ
。
之£

要
す 

る

に
当
村 

の
私

有
#

の

供

翔

と

し

て

は•

個
々
の
孫
林
所 

有

者

の
純

済

狀

慝

を

吱

外

祝

す

丸

状•

三
五
—

五

。
年
の 

範

囲

内

で

、
 

経

菖

目

擦

や

・

森

林

の

合

扱

配

置

・
枚
価
の 

友

動

尊

乏

考A

し

て

定

め

2>
の

が

熙

雉

で̂

な

ふ

ろ

、
9
办 

唯

此

の

な

注M
を

窦

す

る

の

は

、-
X.
エ
ホ
の 

石
考
リ
単
何
の 

恒

隹

が

大

さ

く

な

る

に

つ

丸

て
高

く

な

る

狀

應

が

、

饌
液 

裁

裡

の

阕

係#

ろ

し

て
,

直

線

的
(

奪
>

敍

数

的
)

に
盲 

ま

る

刀-
C'1
は

5-
く

し

て

・

段
階
的
に
亠
問
ま
る
と
い
、っ
こ
と 

下

あ

る"

此

れ

に

就

t)
て

は

資

料

が

不

充

分

で

、
 

供

っ
さ 

リL
た

畢

は

い

え

な

い

な

・

三

五

—

五

の
耳 

の
範
囲 

の
肉 

で

は,

三
五.
六4
亦

佚

五

〇4
近

く

が

共

の

中

向

よ
り
も 

布

利

に

な◎

の

で

欣

ま

IJ
か
と̂

あ

我

る

。

尚

私

有

林

の

営

利

栄

则

に

副

わ

なC)
と
ひ
、つ

二t 
6 
一・ 

あ
向
題
外
と
レ
た
款
後
收
護
説
の
伐
翔
令

之
,

孫

林

の
策
源 

の

現

狀

か

ら

し

て

馬

竇C
入

龙

る

こ
と

ぶ

望

ま

し

い

わ

け 

で
あ

る

ガ

・

三

五i

五〇

年

な

う

混

枝

模

收

護

説

の

女
賜 

令

の
範

固

A*
三
五4
以

上

〔
最

大

は

五

〇
军
)

で
あ
&

こ 

と

よ

り

し

て

同

題

な

な

1)-

肘

記山

林

の

経

営

規

換

と

仗

期

七

の

风

保

に

つ

い

て

ば

・
弟 

三
媒
在
述
べ
る
こ
と
に
・!

て

1)
否
の
で 

、
本
文
で

ほ
余
り 

儀

水

な

か

っ

た

が

、
縫

営

規

換

或

は

経

官

形

態
(

達
年
秋 

株

の

経

営

か

何

耳

又

は

何+

年

か

に

一

回

伐

拣

す

る

経

営 

か
)

と

伐

期

と

の

间

13
ば

盛

牍

な

渕

係

が

南

る

の

で

・
此 

の

吳

に

つ

いT
少

し

く

補

足

し

よ

、
2

。

小

林

業

程

営

よ

り

も

大

姓

棠M
営

の

方

が

伐

翔

が

离M
と 

い
、つ

傾

向

点

ー<

に

み
ら
‘れM

 
(

青

摊

、
 

西

川

で

も>
て
の 

傾

向

(±
は

つ

さ

リ

で

て

り

ゐ

。)

其

の

理

由

と

し

て
•

小
#, 

亲

の

場

合

は
,

経

営

の

基

本

段

産

は

土

电

だ

け

で

、
 

其
の 

上

に

あ

る

立

木

よ

ぐ

が

て

俺

呂

化

さ

电

る

未

完

成

の

桂<
 

S
て

あ

ち

。
故

に

旌

菖

の

目

擦

よ

土

旭

に

対

す

る

收

益

阂 

係

に

お

か

机

る

こ

と

に

な

む 

外
ら
資
本 

の
回
報
期
闾 

の
短 

緇

に

阕

定

が

向

け

ら

れ

る

・

ニ

れ

に

対

し

て.

大

詠M
の 

揭

合

欧

、
 

獰

営

の

基

本

欺

産

は

土

把

と

立

水

の

合

体

で

あ 

&

森

林

な

あ

る
•

故

に

程

営

の

目

摞

は<

#

に#

す
§

故 

益

阕

係

に

お

か

血

る

こ

と

に

な

る

か

ら,

或
る
黄
斐
資
水 

蓄

積

の

増

大

云

有

利

七

ず/

V

以±

は

太

田

再

次

郎

氏

の

說

で

南

否

ボ

、

こ
丸
は 
、

小
休



—32一 M
即
ち
间
画
任M
の
屬
合

は

圮

代•

大
林>

即
ち
連
年
作 

葉

の
痔
合
に
由
地
代
と
立
木
蓄
損
責

木
の
利
子
匕
を
合
せ 

た
セ

の
芥
林
主
の
連4
所
得
五
腐
就
す
る
と
订
、つ
中
島A 

吉

氏

の

見W
と
黑̂

す

る

。
 

(

但
し
中
島
氏
«•
所
御
の
増 

大
な

坎
て

径

営

の

菊

〔
次
的
目
擦
と
は
み
て
い
な
い
。) 

右
に
逑
べ
た
太
田
氏
の
挽
は 

理
論
と
し
て
は
一
応
是 

認

さ

zn.
る
と
し

て

も

、
 

現
実
ほ
ど
、つ
で
あ
ろ
、つ
か
・

弟 

三 

菓
や

逑
ベ
る
よ
、っ
に
・
当
村 

の 

小
林
集
家
の
伏
期
は
当
村 

の
大
林M
家

の
伏
期
よ
り
は
若
〒
低
い
こ
と
は
事
実
で
あ 

る#

・
他
対
側
大
ば

水
宮

村

の
大
林
業
家
の
供•
期
と
同
等 

又
は
其
以
上
で.•
あ

る 
、

こ

の
、寧

実
-e
辭
明
す
る
も
の
は
、
 

小
秫
業
家
の
、林
荣
以
外

の
新
捋
の
大
小
で
溝
る
と
思
う
。
 

现
ち
当
対
と
、小
宮
対
の
夫

々

の
ホ
林
業

來
の
総
所
得
に
は 

媚
互
の
碑
た
リ
ポ
の
リ
、

ス
一
破
|:
・
犬•
林
業
家
と

ホ

..k 

業

家
と
の
閭
にa
魅
所
将C
大
き
な
隔
た
リ
が
あ
る
ど
<> 

う
こ
と
で
渤
百
・

此
の
意
味
か
ら
し
て

、
 

木
林

業
家
の
低 

過
き
る
我
羯
を
港
あ
るC
ほ
、
 

林

策

以
外
の
丽
傳
の
増
大
・ 

即
ち
展
菜

や

工
聚
・
面
で
の
雇

欄

の
殖X
ガ

弟
(

の
要#

で 

紡
ー
タ
と
思2

-33-

七

、
間

仪

に

関

す

る

考
M
 

同

伐

の

主

目

的

由

な

る

ヾ

く

規

期

回

に

僕

貫

木

会

多

重 

に
生M
す
&

こ

と

に

あ

る

。
亠
吕H
か

え

れ

よ•

優
良
木
の 

生

妾

と

找

お

生

長®

の

増

加

が

间

伏

の

主

目

的

<•■
あ

り 

其

処

で

優

艮

木

と

在

何

か

と

い

う

こ

と

が

尤

-r'm
題
に
な 

会I 

-

優

貪

木

と

は

利

用

価

値

の

筒

II
ポ

の

こ

と

で

あ

る

点

、
 

ス 

r
我

の

利

用Z
し

て

山

足

埸

丸

太

、
電a
尊

の

特

殊

用
途 

セ

あ

り
•

之

奪

の

特

殊

用

途

が

西

川 

青

梅

他

方

で

は

特 

に

更

实

視

さ

龙

てU
る

ぶ

・

何

と

1)
っ

て

电

、
 

倚

、
 

貫

・
 

枝

と

言

っ

た

も

の

が

主

冰

を

な

し

て

い

る,

徙
っ
て
杉
の 

優

艮

木

と

は
•

魚
,

焚

亦

は

・

と
し

て

ぬ

利

用

価

値

の

為 

い

木

と

い

、つ

ニ

と

に

な

る

。

ス

ギ

丸

太

は

共

の

径M
に
於 

じ

て

、<

蟲

次

表

の

よ

、ク

に

木

取

り

さ

丸

る

。

ス

ギ

丸

太

め

木

取

リ

TW
寸

甲小

頁爾

我

程

寸

法

ろ 丸 

身 

〇 
き

韻

:

兀

1
——*
——- *—* 
寸

t1
ノ、

寸

a 
.1
六

,寸

E

夏
街 扱 

割

六
衰

大

貫

小

角

小

割

t:
r

ノ、 

寸 

角

五

1
六 

寸 

%

> 副

M
副i 丸 

身 

〇 

さ

前

説

で

逑

ベ

fe
ホ

う

に

当

地

方

の

伏

期

は

三

〇 

—

五

〇

年 

で,

®

〇

年

メ

下

が

多

く

、
生

座

羌

太

の

径

緻

は

商

ん

ど 

七

寸

以

下

と

な

っ

て

い

る

か

ん

、
载M
ば

小

魚

纹

翼
が

主 

で

あ

勾•

耗

っ

て

当

村

の

針

葉®

#

の-t
く

史

伏

・

小

魚 

向 

の

適

枚
を

多M
に

柴

症

す

ゐ

こ

と

に

撫

育

の

目

摞

状

な 

か

れ

て

れ

る

とn
尤

よ

、つ

。
故

に

先

ず

此

の

よ

う

な

場

合 

に

就

〇

て

孝M
し

て

み

よ

、つ
。

小

角

向

の

適<

と

し

て

は

樹
#

の

形

が

完

満

■?:'■
あ
る
こ 

h •
年

輛

巾

が

余

り

広

く

な

い

こ

と

、
 

節

が

な

い

二

と
#
 

な

寧

げ

ら

れ

る

。
此

等

の

條

件

を

満

た

すt
は
・

疎

植£
 

避

け

・
卞

刈

・

枝

打

を

充

分

に

行

い•

固

伏
^

核
向
の
直 

枳

生

産

目

標

の

場

合E

J1SL
、

葬a

に

止

あ

る

階

奥

が

あ
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ら

う

・

当

犯

で

よ
•

<

孫

生

產

枝

驚

の

異

應

の

取

下

逑

ベ 

た

よ

う

に

、
 

次

当

り

三o
Q
i
M

〇

〇

本
(

回

隔

五

—

、ーハ 

K) 
植

え

、
 

下
刈 

枝

打

は

他

に

余

りM
云
み
な

い

程M
 

豹

に
何
®

も<

返

し

、
 

闽

伏

之

幼

令

時 
(

J

五

—

ニ

。
等 

生

の

項
)
A
程

程

摂

に

止

cb
〔
本

数

て

五
|
 J

o
%

を

五 

芸*

匸

や

る)

壯

令

時
(

二

五

第

生

坎

上)

一
!

至

っ

て3 

裡

に

也

II
伏

方M
す
§
•
(

ホ

敵

で

約

一

五％
を

五
隼
爆
に 

や&

)

と

1}
、つ

方

法

さ

と

っ

て

1)
る

人

が

泰

い

ー

当

村

に

み6
れ

る

二

の

よ

う

な

施M
方

法

は,

前

述

の

水

角

佝

歯 

状

生

産

の

條

件

ム

夜

く

合

致

し,

適

切

な

施M
方
法
で
あ

・
 

一  

る
と
考

え

ら

紀

る

の
で
あ

る

が
,

若

干

同

您

ぶ

な

CI
訣
で 

は

な

()
・

そ

の(

〇
は

幼

令

時

と

壯

令

時

の

間

彼

の

程

度

欢

果L
て

最

善

で

あ

ろ

、つ

办

と

1,1
、っ

こ

と

<•■
あ

る

。
當-
-C 

当
村 

の

疳

尊

的

立

燭

に

あ

る

山

林

家

が

示

し

た

间

伐
基
準

に

核K
0

と

献

令

一

ハ

「
间
条
救

三
二
耳
我
期
、
 

i

一
,

或

存" 

moo №00

「
间
仪
米
敷 

さ 

五

〇

牟

伏
期

,

我

存

・

皿0。

三
六Q

(

交

当)

三
大〇

三
〇
二
・
五Q

二
五〇

 

ゆ 〇

 

回 〇

 

go

unQ 

三
二
。

ニ
ハ
〇
二 s

の 

二 Q
Q

ス
、
青

梅

怕

方

で

陶

伐

さ

昊

地

13
つ
り
て
多
年
研
究
し
て 

U
る

あ

る

有

力

な

山

林

家

ゐ

諾

1-
よ

ら

と

ズ

三

五

年

伐

囲"

ヽ
・. 

(

タ
当) 

林 

令 

一
 
・
 

_T
五 

二
了
二 

ニ
皿
—
五 

ー
£
}

八 

间
供
本
教 

三〇

 

ー
農 

三
五 

二
五 

殡

存

本

数

to
五 o

ta
二 〇

 

二八
〇

 

二

tw
五 

二
ニ
〇

備

考ニ
ー
、
 

二
年
生
<■•
行

う

弟

二

回

目

の

间

伐

の

際

の

伏

林 

ホ

は

、
 

N

寂

木

のC
と

間

、
 
«

及

び5
敘

水

で

・

ヱ 

縁

木

の

派

は

唐A
太

用

と

し

て

保

存

す

る

』
此
の
時 

刃
固

衣

率

は

本

教

で

約

三

〇%

に

連
す

る

が"

挾
覆 

で

は

一  

五％

位 

で

氓

杉

混

招

当

に

生

崖

さ

血

る

。
 

実

に

、
 

青

強

、
 

面

川

両

死

方

と

通

じ

て

一

番

多

く

み6
れ 

ゐ

方

法

、
 

即
・
ろ
、̂

期

は

三

〇

年

市

後

セ

、
间

我

之<

除 

伐

程

爰
(

ム

裡)

に
し

か

行

ち

な

い

と0
う

方

法

のX
持 

者

も

少

く

な!

ゝ

叔

て

弟

ー

の

方

法

の

肉

の

五0

4-
仪

期

の

雳

合

は,

目
摞 

ぶ

小

角

T1'
な

く

枝

凝C
な

〇

て

釆

る

の

で

一

応

同

題

外

と 

し
て 

、

ー
ニ〇—
三
五̂

仪

艱

の

埸

合

の

回

仗

方

法

と

し

て

ビ

東A
適

当

で

あ

る

と

1)
え

号

で
あ

ろ

、つ
か
・•

此

の

建

回 

に
苕Z
る

に
な
先

ず

比

較

の
痂
捉

之

し
、
て 

、

ど
の
よ
う
な 

弑

を

対

象

と

し

て

比M
す

る

ふ

を

明

ら

か

に

し

な

け

れ

ば 

な

ら

な

1]
。
青

捕

沥

川

と

(-J
っ

て

も•

丸

太

の

搬

出

條

件 

や

光

味A
埸

所

々

々

に

依

っ

て

冥

な

を

の

で 

、
 

固
枚
自
す 

る

こ

と#

山

林

圣

営

の

收̂

M
な

高

め

る#

と

、
 

で

に

1S 

め

る

所

と

が

あ

る

で

あ

う

う

・

例

え

ば

同

じ

大

ミ

さ

の

、ー」
 

水

の

依

出

単

徊

だ•

間
伐
の
時•

と

主

仪

の

晴

と

で

は

、
間 

伏

の

時

は

伏

出

の

條

件

が

題

t)
の

で

陶

く

な"

,

徒

っ
て 

立

木

個

格

木

、
 

伺

伐

の

時

は

主

伐

の

待

よ

り

赤

く

な

ろ

ぶ 

其

の

程

度

は

瘍

所P
仍

っ

て

大

差

が

あ

り,

当
村
の
よ
・
つ 

に

披

出

條

件

にM
ま

れ

てU
る

所

で

は•

主

伐

の

と

さ

と 

間

伏

の

時

と

で

並

木

個

終C
您Z
ど

差

あ&

C)
好
•

局
じ 

西

川

比

万

で

も

與

龙 

」
昧

・

一

対

三

以

よ

に

阅

11
て
藻
る
ー 

(

之

れ

よ

怨

蘭

女

採

木

が

大

さ

く

な

る

程

觅

さ

が

少

く

な 

ゐ)

そ

こ

で•

此

処

て

は

先

ず

・

板

出

條

件

！2

黑

ま
れ
て 

IJ
て

固

枝

木#

籾

11
径

破

の

埸

る

で

も,

主

仪

の

時

と

同 

伐
の

時

と

で

主

木

個

格

に
余

り

差

万

なM
所

に<

い
て
考 

司

果

し

よ
、つ
。

ー
 

ー
 

“

此

の

よ

う

な

條

件

の

所

で

は
•

伏

期

が

三Q

年

以4
{

を
目

糠

と

し

て

1|
る

處

合

、

面

倒

な

计

鈴

さ

す

る

ま

で

も

を

く 

#

除

伐

程

度

の
も

の

よ

り

依,

回

伐

ら

し

〇

回

伐

を

や

つ 

先

方

ぶ

有

利

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

办

で

あ

う.
つ,

浪
に
间 

伐

に

よ

っ

て

勰

体

の

伐

採

我

德
(

従a
别A
太

裁

源
)

ポ 

增

さ

な

い

とL
て

と
•

収

入

の

一

部

益

早

期

に

実

現

す

る 

こ

と

！
！
よ

っ

て>
て

の

利

子

分

お

牛

歌

益

が

高

ま

る

二

と

に 

な

呑

“>
て

ご

で

周

伐

の

や

り

方

由

次

に

间

癒

と

な

る" 

前

匚

揭

ザ

た

耳

二

—

三

五

革

伐

期

の

と

さ

の

二

つ

の

回

伐 

方

法

は

、
 

一

見

す

を

と

か

な

り

違

、
?

よ

、つ

で

あ

る

が

、
 

箕 

期
・
の
本
我
は
夫
々
衣
当
り
二
五〇

本

と

ニ

ニ

。
本
と
で

大 

差

は

な

く 

、

二〇

年

生

の

頃

の

回

伐

方

法

と

、M
栽
本
敵 

に

差

が

あ

る

二

と

ボJ
®

史

っ

た4

1)
と

言

え

よ

、つ
。•
と
こ 

う

で,

1
A

二
五
專
の
七<

尚

の

间

伏

本

淑

は•

夫

 々

-
-

。
本

と

一

七

五

本

で

犬

五

本

の

差#

あ

る

ぶ
,

應

裁
, 

本

数

に

五〇

本

の

差

ガ

あ

る

の

で,

実

貴

尙

な

差

は

一

五 

次

と

み

て

よ

い

で

あ

ろ

、
7

・

こ

の

位

の

差

な

、
Q

ば
余
り
同 

題

に

す

る

に

ほ

当

ら

な

い

。
喰
-J
J

T'
注<

し

た

”

二
と 

は
•

若

二

の

方

法

辻•

多

年

に

亘

る

実

砲

の

硏

究

庁

ら

導 

さ

出

さ

丸

た

离

妾

の

技̂

と
い
、つ<

じ

乏

覚

け

る

こ
と
で 

あ

っ

て
,

・

誰

に

で

も

や

丸

る

方

法

か

ど 
、つ
か

IC
我

両

ガ

あ
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9, 
一

歩

誤

丸

ば

逆P
林

を

漏

く

す

号

心

呪

作

あ

リ 

、

此 

の

方

法

12
通

合L
た

送

<k
技

術

の

客<

が

肝

実

で

あ,
〇
、つ
。
 

ホ

伏

期

七

三

二

牟

と

三

五

年

と

1)
、つ

僅

ふ

三

年

の

違

11
で 

は

あ

る

が•

此

の

喚

の

三

年

林

決

し

て

熙

視

岀

米

な

い

大 

さ

なM
味
女
』持

っ

て.
お

り

・

供

期

が

三

二

车

と

な

丸

ま

弟 

二 

の

方

法

は̂

な

り

友

っ

て

未

る

で

あ

ろ

う

。
 

三

〇

耳

生

以®

に
皆

伐

す

る

埸

合

の

回

伏

は

、
 

间
仪
し
て 

を

同

枚

の

効

果

が

充

分

に

現

わ

机

な

い

う

ち

に

皆

番

さ

希 

て

了

、つ
よ
、つ
に
考

え

、つ

41
る

の
で

、
 

间

伐

よ

り

七

技

打

に 

よ

っ

て
樹

冠

の

調

節

乏
図

っ

て

完

满

な

丸

太

、
ー
殊
に
足
磨 

丸

太£

多1
に
生

産L
在

方

が

收

益

会
高

め

る

結

果

と

な 

る

の
で
は
な
い
だ
ー?

つ
か
、。

•

併

し

此

の

曳

に

就H
て

は

今

後̂

に
撿

計

五

要
す

る 

五

〇
年

前

我

の
我

伐

期

の

埸

合

に

は•

生

產

秩a
の
目
擦 

が
小

角

類

よ

り

も

灰

類

に
里

兵

万

お

ふ

丸
,

こ
と
に
な
る 

の

•<••

林

の

携

百

方

法

がM

っ
て
糸

る

。
即

ち

、
 

小
魚
液 

の
と
さ
よ

り

七

学

騙

巾

の

为

等

と

い

、っ
こ

と

が

强

く
婆
求 

さ 

机
て
くる

の

千

、
 

間

伐

率

万
若

干

大

さ

く

な

っ

て
亲
る 

搓

っ

て

此

の
爲

合

の

同

仪

方
法
と
し
・
て

依

、
 

右

の
様
な
爭 

侑

区

考

爲

し-r
作
・
つ
丸
わ•

雨

掲 

の
间
核
基

厚

と 

今

JS1

の

現

史

調

查

に

抜

っ

て

想

定L
た

ス

ギ

人X
林

尻

畏

予

想 

表

の

数

学

ぶ

ー

つ

の

指

對£

季

え

あ

よ

うt
思

う

。

此
の 

二

つ

で

は

本

欢

の

差

は

僅

少

で

あ

る

・

即
ち
.

林

令

副

主#

木

本

欲
(

固

依

後

の

我

存

本

教)

を 

対

比

す

る

と

、

予尖 

翅 
表長

伽
窮
郭

林 

令

〇
4 ,.

宅 

〇
丑

X ノゝ

• 5 二

S 〇
二

JL 
二 互

3 
〇 M

云

六

三 

〇

三 
〇

?
二 
豆

〇
0 
〇

九 
an

rsa

人 五 

〇

も

の

援

で

あ9
て

・
成

長

予

想

表

が

若

干

少0
が

、
此
<
 

は

ま

と

し

-r
桓

栽

本

教

が

少0
爲

の

で

あ

な

。
 

撤

出

條

件

が

寒0
>

め
に 

主

代

の

と

ぎ

と

间

伐

の

と

き 

と

T'
立

水

価

搭

に

大

差

点

あ§

所 

頑

川

地

方

T'
欵
名
票 

#

・

吾

野#

・

青

梅

地

方

で

供

三

田

お

現

小

官

村

以

而

に 

タ

く

み

ろ

れ

号

—
!

で

は

间

伐

の

適

否

決

定̂

甚

だM
L 

(
)

同

慮

で

あ

る

。
今

S1
調

查

し

な

乘

吾

野

村

に

は

そ

の

伝 

、つ

な

所

が

少0
の

で

、
 

此

の

冏M
は

集

め

て

調

査

研

充L 

あ

り

と

考X
式

1}
る#

、

唯

・

一

言

し

た

い

爭

は

、
 

衆
約 

林M
の
代
東

の
よ

、つ

ビ

ロ

あ

41
て

い

る

肖

梅

、

泌
川
歩
方

-37-

に
・TP

间̂

・
こ
や<

〇

こ

とA
却

つ

マ-
3

林
^

自

の

收

蚕

性

衣J  

低

め

る

よ

、つ
な
所
が>

外

IC
あ
い 

終

っ

て

问

供

を

画
一 

色

に
指

専

实

勧

す

る

ニ

ヒ

は

反

省
£

契

すa
二

と
で
あ
る■ 

尚

最

近

当

お

の
一

部

の

山

林

に

は

・
間

伐

ガ

夜

度

IC
過
ぎ 

て
折

角

丹

孺

し

て

伟

リ

上

げ

た

美

し
い#

招

云

破

瓊

し

て 

I)
る

所A
歆

尺

さ

れ

る

#,
・

こ

朮

tk
己t
な

落

な

い

事

備 

t
よ

る

も

の

と

は̂

、つ
が

・

甚

だ

残

怠

な

ご

と

で

ゐ

る

。
 

此

の

よ

う

な

緩

向

を

み

せ

始

め

た

の
は•

主

に

政

策I
#
 

菜

政

策

よ

り

七

貌

副

の

欠

隨

丨

の

不

備

に

よ-O t 0
と 

果

わ

れ

るA
、
何

ボ

にL
て

合

理

的

な

獄l
a
営

が

・
 

何

善

の

障<

な

し

に

行

え

る

時

代

が

能

や

か

に

到

未

す

な 

よ 

、つM
ん

<•
止

ま

な

い

。

时

記
 

本

顶

や

吹

冏

仅

方

法

を

主

に

本<

に
仍
っ
て 

説

明

し
^
.
-

二

の

よ

う

に

ISI
保

を
本<

基

準

に

仍

っ

て

示 

す

こ

と

之

・

也

拡

技M
的

に

|±
色

々

疑

祠

が

あ6

“
 

例

え

成

林

とa d
 xt

の
は

夫

々

個

住

を

も

っ

た

有

核

体

で 

そ

の

よ

う

な

林

をM
セ

旄

全t
成

育

さ

1r
る
為
あ
に
と
・
つ 

れ

ゐ

间

伏

を
,

本

教

の
よ
、つ

な

個

住

を

魚

視

し

た
技
<

的 

な

液

理

で 

示

す

こ

と

ばV
き

る

七0
で

飲

な

の

“

伺
伐
率 

・

が

间

霆

で

な

べ

て

间

伐

木

のM
足

基

準

が

同

題

で

あQ
と 

(
)

っ

た

よ

、ク

な

批

判

で

あ

る•

確

か

に>
て
の
曲
り
で

あ
ろ 

う

“
併

し

本a
の

目

的

は,
>

て
、つ

tl
つ
在
血
伐
技
術
の
肉 

容

に
±

ち

入

っ

て

撿

討

を

加±

る

ニ

と

で

は

な

く,

経
営 

の

立

羯

が

、
?

大
づ
か 

み

に

间

伐

方

法

の

輪

郭

艺

画?

出
そ 

ゝ
っ
と

1)
、っ

と

こ

う

に

あ

る

。
そ

の

為

の

手

段

とL
て

は- 

侵

直

上

本<

を

用

い

た

お

け

で

あ

る

。

尚

本

裁

に

依

っ
て 

同

夜

方

法

の

胎

郭

を

み§

場

合

で

も
#

令

対

本

敬

と

日 

,
つ

表

わ

し

方

は

地

但

に

差

の

な

い

と

さ

の

み

食

用

さ

丸

る 

の

ぐ

あ

っ

て
•

主

材

木

の

平

均

直

条

ホ

氐

乎

均

捌

高

為

本 

敬

ヒ

I)
、つ

表

わ

し

方

の

方

ZX
台

理

敗

々

あ

る

ガ
.

今
回
は 

前

逑

の

よ

う

な

慮

味

合

か

ら

其

の

奏

！2
も

触

丸

な

ぶ

つ

芥



-

八
、
IB
林a

営
の
收
益
性
に
関
す§

溝M

本

墳

は

調

查

の

主

目

的

で

ま

なA
っ

た

点•

状
翔
令
の 

計

算

に

よ

っ

て

山#

僅

営

の

收<

性

を

檢

討

す

る

資

料

が 

得

ら

れ

た

の

匕

、
 

近

肉

此

の

固

塵

に

つ

い

て

の

国

バ

が

高 

ま

つ

マ

ざ

てn
る

の

で

、
 

若

干

の

考M
五

・

え

る

こ

と

に 

L
五

・
 

・
 

ー
俅
山
林
経

営

の

・

孫

性

と

は

何

か

。
收

桑

佳a
款
量
的 

に

袤

わ

す

に

ば

ど

、
9

し

た

ら

よ

いX - 

屋g
怪;t
学

に

ょ

丸

・

、
 

收

益

性

と

出

利

涸
(

耗

收

益
) 

年

寂

の
資

本

に

対

す

る

招

対

角

火

小

を

示

す

嘏

念

で•
«
•
 

通

、

利

涸

の
黄

本

に 

刀

す

る

百

分

奉

を

以-
(

示

す

・

こ
れ 

/

收
益

寧

ス

は

利

岡*

と"

う

。
 

ー
 

こ
の
陽

合

利

涸

と
は

、

ー
您
営

の

～
計

葬

朔

内

に

ぶ

け

る 

收

益

か

、つ
黄
用之

差

引

(1
た

俄
敏
で 

億

用

と

し

て

は
, 

杷
代
、
 

労

銀

・

利

子

尋

で

あ

る

。

ス

責

水

と

は

ーS
営

4' 

所

為

す

る

生<

手

段

の
粽
合

組a
依

五

な

段M
の
負
带
场 

屈

墉

モ

宙
る, 

こ 

と

こ

ろ

■(?■<

束

の

林

佃

算

法
(

林M
較

利
)

で
は
右
の
よ 

,

う5

E
:

容

の
收̂

住

と

対

象

と

し

て

豚U
氓

い
•

弟

ー
・
に

林

業

簇

営

め

程

済

的

成

續

を

表

る

す

方

法

と

し

て

、
 

最

も 

e

is
に

TS
い
、つ

成

て

ぎ

な

の

は

セ

圮
能
牧
護X
は

探

林

統 

•
«
«

■<••
あ

っ

て

、
 

資

水

と

の

割

合

は

余

り

间>

に

さ

XTL
な 

作

っ

た

。
ス

、
そ
・
の
両
者
ば
关
に
罰
逑

の

利

润

と

庆

異

っ 

て

い

て

、
 

前

者

は

企M
看

刹

滴

に

泥

代£

鬱

せ

と

も

の
で 

あ

リ

・

後

者

は

烫

に#

木
畜

膜

利

子

を

も

含

ん

だ

も

の

で 

あ

る

。
 

’
 

弟

ユL
T

従

未

の

林

学

で

も

、
 

收

益

奉

に

似

た<

怠

で
牧 

利

辛

と

1)
、つ

も

の

が

考

え

、つ

れ

て

は0
あ

が

其

の

討
#
 

わ

基<

で

あ

る

收

益

ば

・
后

に

逑

べ

た

よ

う

に

緒

宫

経

唐 

学

で

〇

う

收

益

と

は

異

つ

ズ

お

な

ば

か

り

で

な

く

、
共

に 

药

比

す

る

資

本

と

し

て

怵

、
 

生

產

黄

尊

額

会

還

元

し

た

七 

の

を

用

い

て

()
で
"

經t
g
済

学

で

い

、ク

資

本

と
は
異
っ 

て

い

る

。
 

• 

こ

の
よ
、つ
に
ー<

と

は

異

っ

た

您

営

の

経

済

的

成

顧
测
定 

方

法

#'
と

ら

丸

て

さ

去

の

は

、
 

資

本

主

義

的

fe
林>

旌
営 

芥

希

ぐ

あ

り

、

殊

に#

秦

経

営•
の

資

本

の

評

価
が

困

選
で 

あ

<
5

尊

の

理

由

に

よ

ゐ

も

の

と

思

あ

市

る" 

今

ご

こ

に

、

山

林

経

営

の

経

済

的

賊

殺

測

定

方

法

と

し

て 

の 

従

未

の
欧
価
鼻

法

や
林

柔

較

利

学

の

適

搭

住
を
云
々

-39-

す

る

慮

区

は

な

い

が

、
結

諭

五"

え

ば

、
庭

衆

妹

掌
で

と 

ら

れ
て

さ
士

方

法

の

侶

に'

一M
臨

営

学

で
と
ら
れ
て
い 

る

收

益

住

の

表

示

方

法

七

充

分

顧4
し

な

け

れ

ば

な

ら

な 

い

と

い.
つ
ふ

う

に

考

え

な
«

厳

に

林

佃

算

法

の

対

象

と

し 

て

い

る

な

氐

、
 

単

個

林

分

〔
完

全

同

讲

作

彝
)

と

法
正
林 

(

殴

正

理

年

保

続

作M
)

と

で

あ

っ

て•

前

者

山

鬼

セ
魚 

阪

者

は

現

実

に

は

ま

ず

存

在

し

な

い

”
中

・

大

林

業

|±
会 

部

不

法

正

拡

で

あ

る

“

こ

の
よ
、つ

な

不

法

正

林

に

つ

11
て 

年

々

の

経

菖

のM
采

を

確

認

す

る

に

は

ど

う

し

てL
後
式 

茨
記
に
ょ
一
つ
な
け̂

ば
な-
ろ

な

t)
・

ミ

て

・
先

ゴ

姓

佃

算

法

及

林M
較

利

学

の

方

法

に

よ

っ

て 

んM
您

莒

の

收

益

住

を

檢

討

し

ょ

う

。

山

林

径

莒

の

行

将

的

成

綾

の•
表

示

方

法

と

し

て

・
徒
未
の 

林

学

で

姣

之

夫

痔

者

の

タ

い

土

地

純

收<

佃 

即
ち
地
代 

に
企M
昔

利

涸

を

加

え

た

な

の

の
額

は

・

前

掲

の4

{

定
耗 

收a
価

の

計

算

紡

果

に

よ

る

と:
 

イ

、
 

利

率

四

分

の

場

合

?
L

宁£

 H

3ヽ
お

歩

田

 ヽj

沁 x
e
o
k
 H
u
'

xd
cb
・ 

出

tl
、
利

率

六

分

の

あ

合

対

ざ

ゝ6
*

P
3

(
F

H
3

筋

切)

ヽ6

 X R
o
g
u
e
'

7
8  

や
ぶ 

削

ち

、

上

把

耗

收

義

利

ぶ

茨

大

と

な

る

時

に

伏

採

す

るh 

し

て
(

狀
下,
同

整
)

利
挙

を

rnj
分

と

す

る

と

年

一

町

歩

当 

リ

五

二

八q

円

と

な

り

、
 

利

率
.£

六

分

と

す

る

と

九

六

〇

 

円

と

な§

・

こ

の

よ

、つ

12
利

率

の

大

さ

さ

に

よ

っ
て

大

長

ガ

あ

る

の
で 

利

率/

ど

の

位

に

定

あ

る

かT 
ー

悉

同

題

と

な

る

所

を

あ 

召
#,
・

國

债

利

廻

り

乏̂

て

代

表

さ

れ

ゐ>

<

利

率

を<
 

準

と

す

龙

よ

回

分 

六

分
(

戰,
前

よ

り

略

布

ニ

ニ

辛

與

ま 

■<••
昧

S3
分

〇

で

あ

つ

fe
ボ,

二

三

耳

以

後

急

に

督

大

し

た) 

と

な

リ

・

其

の

竜®

肉

で

ど

こ

五

と
る
か
は 

最

近

の<
 

通

利

率

のM
動

が

漱

し

い

の

で

、
 

客

觀

的

に

定

め

雉

い

。

林

招

と

な

比

ミ

丸

る

廣

地

の

籍

收

養

ば

・

近

兼

幾

男

應

士 

に

よ

れ

ば

・

年

度

IH 
〇
 

0?

〇

<->

ノ、

五

二

三

五

二

X

t
九 

八

二

(-J

ノ、

五
差



-4〇—

と

な

つ

ズ

リ 0
、
•

調

査

年

度#

異

る

の

で

、
 

前

の

値

と

單 

耗

lc
tt<
は

で

ぎ

なU
が

、̂

肘

の
景

気

は

戦

爭

庖

我

、乏 

便

臭

と

し

て

次

策

にT
峰

し

て

1)_9
の

で

、
 

二
五
车
膜
状 

阵

电W
冷
の
・
光
收

益

床

赤

字

ヤ

あ0
と
殂
<

さ

双

る

作

う

、
 

皈

に

利
率

五

六

令

と

し

て

电

、
吝#

に

阂
す

る

眼
リ

山

林 

旌

莒

は

曜

地

経

営

よ

リ

有

利

で

あ

る

と

一

玄

判

渔

さ

丸 

爻 

併

し

笑

緊

の/t
佃

は

骚

地

の

オ

が

建

か

に

庵

い

。

も

构

、っ 

ず

衰

圮

母

岐

益

佃

が

少

(]
の
な■

・
窪M
の
中
で

自
宗
が

カ 

を
建

韻

外

貿

ぐ

評

匈

し

て

1)
る

が

、つT
あ

っ

て

、へ
勿
論
米 

価

が

低

く

抑

え6
れ

式

I.)
る

こ

と

に

も

よ
◎

が
)

こ
の
こ 

ど
は•

日
点 

の
襄>

労
仞 

の
眼

界

生 
產

力

が

甚

し

く

低

() 

こ

と

な

示

し

て

11
る

“
 

一M
X
铲M
と

の

比

駛

ば
,

從
收 

表

の

絶

対

便

に

よ

っ

て

ぱ

勿

論

rts<
で

さ

东

1}
。
 

次C
・
セ 

の

企

栗

と

の

比

戰

を

す

る
た

め

に
,

款

棠

腰
利
学 

に

お

け

る

絶

対

色

経

清

劾

果
(

企

業

者

利

涸
)

と
歩
合
的 

握

活

効

果
(

收

刮
率

で

前

逑

の

よ

う

に

吹

诲

率

と
は

黑
ふ) 

と

を

計

鼻

し

て

み

る

。

イ

、
 

籍

対

南

建

肴

効

果
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山

抹

の

生

産

力

ゑ

高

め

る

こ

と

が 

望

ま

丸

る

あ

け

で

あ.
〇

。
者#

の
よ.
つ
な

少

救

の

例

外

な 

除

い

式

・
一

敍

の

山

挝

で

か

何

故.
こ

そ

丸

が

で

さ

なU
の 

办

・

收

桑

佐

の

上

か

ら

み

丸

成

、
 

当

討

釈

で

は

なt)

(2
し 

て

セ

林

票

の

方

駅

農M
よ

り

有

利

な

所

、な

招

当

に

あ©
#
 

玉

あ

る

。
今

回

行

っ

た

收

艾
計
算
の
主•

作

目

的

珠

こ
の«

茹

業

の

比

較

し
!

筏

、五

つ

黃

務

を

捉

供

す

ゐ

こ

と

に

あ

っ

た 

の

で

あ

る

が

・
侪
し
右 

のM
冏

に

答

えS
に
よ
も
っ
と
な 

っ
とa
汎

な

視

野#

ら

の#

討

ポ

魅®

で

あ

っ

て

、
 

今
後 

棋

会

あ
§

#

に
一
ー
の
両
題
に
つU
て

の
考

衆
を

探

め
て

牛 

さ̂

CJ
と
考X
T
n
s
。

—45—

t

す 

が

票

祠

株

桑

五

以

て

世

に

闻

え§

西

川

林M
の
中

で

も' 

潁

角

を

抽

ん

で

て

〇

ゐ

、
 

束

吾

野

村

の

払

有#

の
施
泰
の 

哭

魇

と

共

の

撿

討

を

八
頂

に

亘

っ

て

逑

て

式

さ

あ

直
・
其 

の
結
衆

会

一

言

に

し

て

盡

す

な

ら

ば,
<

林 

の
施M
方
法 

が
径

あ

て

髙

度C
合

理

化

さ

れ

て

1)
わ

と

いX
よ

、つ
。
 

()
か

に

し

て

二

の

よ

う

に

施

柔

が

合

理

化

さ

机•

山
林
の 

生

座

力

が

高

め

ら

丸

を

办

】
其

の

理

由

と

し

て

よ

、
 

当
村 

の
丄

林

の

恣

ま

れ

を

自

杰

的

主

に

経

済

的

卓

定

條

件

づ
先 

ゴ

挙

げ

ら

丸

よ

う

。

併

し

其

丸

ぜ

け

で

は

二

う

は

な6
な 

II"
幾

多

の

光

克

者

の

非

常

な

务

力

と

、
 

折

全

体
の
上
林 

に

対

す

る

売

い

夏<

足

と

が

優

れ

た

、ー
エ
把

孫

件

を

生

か

し 

て#

定

の

潜

在

生

産

力

な

炭

現

さ

せ

た

と

1)
、っ
こ
と
も
あ 

ろ

う

・

灾r
そ

の

よ

、
7

な

こ

と

を

可

能

な

らL

CJP
る
費
^
 

の1
頂

バ

、
 

古

く

よ

り

の

蚕

糸

素

の
発

展

に

よ

っ
て

促M 

さ

丸

わ

と

り ,
つ

ニ

と

も

あ5
‘つ
ー 

こ

の
よ
う
な
セヨ
村#

M

の
発

展

庖

程P
つ

1)
て
欣

目

下

諷 

也

と
進

ん

て

右

リ

・

近

く

弟

三
集

又

は

帶

ta
票

と

し

て

苑 

表

乏

孑

巽

し

-T
C)
る

“

で

て

、
 

当

村

の
.<

姓

あ>

は

高

義

に

合

理

化

さ

丸

て

()
§> 

の

で

あ

る

欢

・

全

然

固
底

ぶ

な

(1
あ

けE
は
な

1)0 

例
え
饌
・

㈠

皆

伐

作

業

の

糠

リ

逐

し

に

よ

る

地

力

の

減M
を

1) 

か

に

し

て

防

止

す

る

か

・

・
 

。

 

後
貞
茵

木 

の

自

籍

生
産
を

〇
か 

に
し
て
建
成
す
る

が

“

㈢
 

他

に

焰

ん

ど

頰

を

み

な

い

とM
わ
れ
る
丄
林
の
燃 

角

に

対

す

る

多

量

の

労

初

量

拔

下

は' 

当

把#

秦
の 

他

に

營

る̂

M
と

し

て

黑#

件

に

推

賞L
、っ
る

も
の 

で

あ

る

亦

。
攬

育

労

仞

の

眼

界

生̂

カ
は
伝
楚
ぎ
よ 

し

な

(1
か
"

网 

固

找

と

伏

期

に

対

す

る

施M
水

準

は

青

椎
•

祈
川 

両

化

方

を

週

じ

て

最

高

と

()
え

る

で

あ

う

、つ
欢
・
そ 

丸

で

も

な

お

改

善 

の

余

地

は

あ

り

モ

う

だ

“
 

㈠

の
地
力a
持

対M

IC
つ

1)
て

は•

本

文

遊

莉

詳

し

く

翰 

択
し
、た

本,

何

れ

の

対

策

米

実

施

授

招

者

の

年

月

役

採

枚 

入

万

献

る

と

か

・
程
貿

’が

唐

大

す

る

の

ヤ,

牧
益
低
卞
に 

酣

え

う

る
•

家

計

に

余

祐

の

あ

る

人

で

あ

け

丸

ば

実

施

で 

ミ

な

い

と

只

う

馅

み

井

あ

る

。
当

村

の

所

得

水

萃

は
,

伯



の
山#

IC
敢
<

丸

戻

咼

い

方

で

ま

〇

う

が

、

伝

期

の

延

長 

と

い

う

二

次

的

な

対

味

の
実

施

——

現

在

モ

、つ

な

っ
て
い 

§

——

#

构

一

杯

と

1)
、つ

所

て

は

あ-G
ま

心

ま,

こ
れ
以 

大

五

望t
L

す

丸

よ

・
何

等

か

の

形

の

段

政

投

資

の

也

雲 

ド

で

て

く

る

の

で

は

な0
かt
周

、ク
。
何

れ

に

せ

よ

こ

の 

よ

う

な

问

顾

に

答

尤

な

に

ピ

、
 

当
#

の
経<

梅

造

、
 

就

中 

M
塚

、
 

滴

黄
M
苗
と

い

っ

な

面 

の

分

拆
を

し

な

け

丸

ば 

汰

〇

徐

()0

四

の
苗

木

自

洎

对

亲

は 

、
 

笛

想

経

営

者

の
逸

住

者

が

求

do 

う

丸&

か

ど

、っ

か

と

C)
、つ

二

ヒ

と

、
 

適

当

な

堀

所

が

得

〇 

札

る

同 

叉C
人

と

土

免

は

得

ら

丸

て

も

起

案

責

金

ポ

調 

ま

で

き

〇
办

、X
M
営

形

龍
(

伺

人

経

営

ふ

、
 

关

同

組

営 

か
・
淼
#

爼4

や
挝
が
徑

営

す

る

か
)

を

ど
う
す
る
か
と 

U
、っ
よ
、つ

な

両

趣
#

あ

る

が,

詰

届

は

人

の
同

題
に
歸
看 

L
よ

う

。
 

» 

也

の

恭

育

勇

勿

の

问

慈

庆
.
所<

五

高

あ

る
た

め

の
(

つ 

の
基
本

要

素

で

あ

る

限

界

生

産

力

の

均

奪

と
〇

、つ
ー J

と#
 

ら

し

て•

果

し

て

摭

育

労0
の

限

界

生

産

力

ぶ,M
正
な
高 

さ

に

あ

る

か

とn,
っ

こ
と

で

あ

る

が

、
此

の

同

烟

に

答

え 

る

こ
は

広

い

桎

野

か

ら

の

演H
が
、必

凑

ぐ

あ

玄 

第V

匚
・

M
题

曲

力

去

佐

の

大

懸

莒

と

自

泉

游•P

主
欲
の
小
・
中
春1
 

と

艺

氽

汁

て

拷

え

な

け

れ

ば

な

ら

なn

・此
の

眉
者

や

は 

緩

営

の

目

曲

で

あ

る

農

傳

の

内

容

が

異

る"

即

ち

・
大
径 

営

で

族

労

貨

を

程

黄

のf

部

と

し

て<

引

11
お

殃

額

ぶ
所 

得

を

描

成

す

な

が

、
 

小

展B
の

野

箕

は

自

泉

方

仞

の
裁
醐 

と

し

て

所#

の

圭

要

な

部

分

を

摘

成

す

る

。
能

っ

てa
首 

の

大

小

〔
正

し

く

は

労

佑

か

覇

域

の

差

異

〕
に
よ
っ
て
労 

劝

の

眠

界

生M
力

に

対

す

る

見

オ

万

表

〇

て

く

る

。
茅
二 

C
・

こ

机

は

弟
(

と

网

朕

す

る

が

、
 

林

票

程

嘗

の
範
囲
内 

で

は

壓M
で

き

な

1)
とn,
ク

こ

と

て

あ

る

。
セ
ヨ
村 

の
埸
合 

は
袈
棠
労
妨
の
眼
馬
止
產
カ
匕
の
比
簌
が
重
一
哭̂

意

昧

鲁

つ" 

M
の

固

題

ば

、#

内

に

な

お

相

当<

存

在
す

る
と

用
あ
れ 

る

出

液

旳

伝

位

水

準

の

山

林M
有

者

矛

引

さ

上

げ

る

と

1) 

、っ
こ
と

A'
史

実

と

床

ろ

、
?

。

二

の

た

あ

に

は

指

導

もM
嬰 

や

あ

ろ

、つ̂

、
そ

iL
よ

り

七
,

低

伐

期

攻

低

所

得t
由̂

 

す

る

と

い

、つ

事

実

か

う

し

て•

所

瓣

の

增

大

ぶ

嵐

捉

と

な 

5
、
?

結

届

け

と

同

じ

こ

と

に

な

る

。

二 

二

の

よ

、つ

に

本

調

查

に

よ

っ

て

打

ち

出

さ

双

た

国>

真
を 

東

“へ

て

み

る

ヒ

、
 

林

業

自

は

で
,

ま

し

て

や

舔M
技
術
の 

蕴

回

肉

で

解

決

で

き

る

事

限

は

小

ノ

く,

村

のa
<
摘
适
の

•ター

棕

合

的

な

覩

祭

に

よ

っ

て

同

馬

黙

灾

に&

反
さ
丸
な
け
丸 

ば

解

決

の

方

向

を

兒

出

す

こ

と

ば

lil
雉

とI)
あ

な

けA
ば 

歩

ろ

な

1)
。
今

払

关

は

研

究

の

里

吳

会

そ

の

方

向

に

お

い 

て
調<

を

進

あ

て

1)
呑
。
 

(
•

二
七
、
二
・
一
七

大

内

記

す)



附

録

本
謂
ー
查
資M
ほ
・

胳*

二

十

六

年

三

月

-C
当
煬
経
営
研
究
皇
員
が
現
地
調
查!

I

よ
っ
て 

«

めa
資

料

を

、
、大
内
が
取
纏
め£

も
の
で
、
 

青>

、
西
川
林M

fe
帝
謳
查
拜
宠
の
ー 

■^
を̂

す
も
の
で
あ
石,

井

上

組

る

長• 
•

喜

由 升 田 菅

晃 勇 二 久

太
涸
查
は
埼
王
驟
林
券
諛
の
携
助
の
下

に
始
め
、り
れ
た
・

胡
查
に
当
っ
て
多
犬
の
神
城 

力
を
期
っ
た
地
元
・
吾
野
村
の
般
場•

欢
林
組

合

、
 4
H

ク
ラ
さ
の
名
位
と
林
会
の
成 

畏
壁
詞
查
匚
多
大
の
便
宣
を
与
え
ら
れt
落
合
前
神
長
、
大
野
村
長
・
 

巾
甘

氏0
四
氏
匚
厚
く
感
謝
の
意
を
凌
す
る•

謂

私

二
十
七
弄
二
冃

経
営
林
免S

•

大 野

• 

久 小



(明y)

一
、

ス
ギ
人
工
林
成
長
課
飛
表
作
製
娘
序 

基

衣

資

料

A
・
馬

準

死

毎

木

調
査 

本

文
 

6 "
摞

準

太

樹

辨
解
折 

时
、

図 

C
«
固

伐

方

式

火

趋

栽

本

敵

本

文
 

〇
・
施M
集

孫

歓

阕

街

箜 

令

級

同

面

技

、
 

苗

疫

本

女
 

作

製

原

序 

• 

㈠
 

8
に

よ

り#

令

tnj〇

年

前

後

の#

分

の

我

須

乎

均 

水
(

題

定

操

準

木
)

の

树

高

辰

び

直

徑

成

長

題

衆

を

一
五
—

五

五

耳

〕

に

お

け

る

反

熙

直

径

反

共

績
点j

ポ

め

る

。

此

の

時

、
 

樹#

解

折

図̂

#

令
で

坎
な

く

樹 

令

と

な

っ

て

〇

る

の

で

三

条

を

如

笄

す

る

。
弟
二
表 

久
・
巧

园

右

の

及

魚

直a
に

狙

技

の

尋

さ
(

回

丨

ハ

耗)

を 

加#

し

た

も

の

の

師®

損

を

東

あ
•

モ

机

の

度

衆

断 

面

我C
対

す

る

比

を

求

め

、
 

㈣

の

度

恐

我

黄

に>

じ 

て
反

付

故

顕

を

求

め

る

。
恭

二

表C
え

、
 

M
定

標

準

木

状
,

一
五 

五

五

牟

め

各

令

膚

に

あ 

け

る

故

禎

擦

準

木

と

ど

の

よ

、つ
な
裁«

割

合

に

な

る 

か

を

忽

定

し

、
 

各

令

階

に

お

け

る

款

分

叔M
去
求
め 

る

去

あ

に•

各

令

膺

の

主#

木

本

歡

会<

定
擦
準

木

作

る

。
弟

ー

表

夂
<

(

図

よ

リ

弗

ユ

园

之

よ

五

伟

夺 

冃 

㈠

に

よ

っ

て

求

而

お

樹

高/

西

桜

堤

長

两

線

と

fi 

の

樹

葬

解

折

図

と

よ

リ

想

定

擦

準

水

の

樹

奔

解

柝

図 

矛

作

りj
て

丸

よ

り

飛

定

擦

翠

水

の

叔

模

の

魂

・

遮 

耳
,

平

均

欣

長

曲

繼

丢

作&

・

第

三

図,

第

二

図4

・
 

ヨ 

A
及C
に

よ

り#

令

対

主

林

木

本

数

曲

繚£

作
る 

併

せ

て

款

令

対

副

弑

木

本

我£

算

出

す

る
•

希
間
作
・ 

例 

弟

ニ

図

及

弟

三

図

よ

り

題

定

燃

準

木

の

各

令

驚(

一
I

よ

つ

左

埸

合

IZ
改

算

す

る

。
弟
®

図C 

也 

㈤

と

内

と

よ

り

各

令

暦

の

主

林

木

稍

猿

及

栽

賛

平 

均

木

の

故

攬

会

求

か

る

“e
M
M
 

内 

各

令

暦!
!
苦

け

る

主

林

木

手

为

単

木

衣

發

よ

り

副 

若

术

乎

均

最

木

我a
を

想

定

す

る

。
弟
:s

表 

刃

心

内

と

(=>
と

よ

り

各

令

膳P
お

け

る

主#

术
夂
副 

弑

木

の

乎

均

樹

高

厌

平

均

胸

高M
後

と

を

求

め

る

。
 

第

支

図
(

以

下

天

貢

法

に

換

算)



(附3)

弗定標準木の合階剔找獄

赫令别主林未秋我衣成長量

令 隋 反魚直侄そ 皮母直径ズ 反熙剧面韻 皮付虾使我 1庆無枚頂C 加栽養4
/ 5

5し
ノ 0,5

3し
/ 〇・ア 0,008 8 幺

7^
〇, 〇〇 933

jユヨ
つ,〇タ・

七
。辱7 1

2 〇 / 3,2 / 3.7 〇. 〇/36s 0.0/^ ?衣 〇. 0 82 e. 〇3&

2 5 / 5.3 ノ 5ノ ^.0/83^ 〇・ 〇/ダ<9义 Q・ ノ N フ a. / 3 7

3 〇 / 7. 〇 ノ 7. 7 "〇22ス〇 Q ON 夕// 〇・ ♦・よ 〇,/?/

55
■

ノ &.夕 / 9 / 〇• Q ヲ Q. QN& 45 〇• 23 Q 〇・ z^a

夕C ノダ,4 ス0.3 O.Q3〇ノブ Q. 03ス3ク /• 2 ケ 〇 O. 歩 ノ 2

. . 1

• ^

_________________________ 1

抹令
苑定搽・對 
我 類

您足標準木 

次算次茨
よが冰裁硬

修 江・ 
主あ水裁穢

手均成我虽

/ 5 e右・7

'
ノぷQ。

孔ヨ
3夕.ごー

刀しm
& 2

Ng 
け,以;7

フり 〇, 〇 <3 3 ノ ー Z> Q ノ •ん. ノ"5 7・/夕

Z 5 〇, 73 7 ノ 5 0 〇 NQ 5. b 3. 〇 &

う 〇 4. / 夕/ / 3タう" ^<5 7, 2 $ £ &. 3夕

35 O. N 夕 & /之ス。 う 〇久 プひ2 <9.6 3

及" 〇, S / 2 //GO 3夕S 3^3 &. S <8

K 3 7夕
■

ノ 〇 〇 5 3 & / 8クア S, • 3

Sク おク,ノ ダWう 夕/ / 夕/. / &・・五

G. ^'/<S 5 さ。 4ーケ。 / n歹 7.夕&

持U)

期ー痰 調査操準木の乎対樹高反半均西奁

兩考 掠準木毒号/, 2は異常依長径路につき瞼タトして手均I &

i榭 令 調 查棵 と輕水番号
ギ均

ノ,/ J? Z 32 3 / 3 2 衣・/ タよ

1 M

島

叽

5隼

ノ 〇 

/5 

スC 

スび 

以〇 

3-5

/ • g 

5・3 

&次 

z^.Z 

ノ移./ 

/6.O 

ノ&3

• 必 

q 

ん8 

& 8

ノ Qq 

ノmほ 

/&よ

ノ.£ 

う、8 

加 

//•〇 

ノW7

イイ・〃

Z 〇 

$.g 

",S 
オタs 

/a.b 
/g 

オえ8

/• B 

久ヨ 

ス3

/』/

ノ岸・〇 

ノレ 
ノ5久

ュう 

よ 〇

・・〇 

々0 
/么ア 

/4,<?

匕3 

6 3 

&.S 

//.<? 

/3 7 

/5. £

Z. ケ夕

K 3 

ダ4ヨ

ノオ.•厂7 

/ヨ夕さ 

2.ヨ7 

/7.

心

［後

5

Z 〇

/S

N5

3〇

35

ON 

g・ぺ 

ノ ZQ 

/-%Z 

ノら• g

N6/

匕〇

・弘

ノノ・う

ノ5・/

〃,衣 

よN 

,〇,/ 

ノ25 

/ナヨ 

/% 

メワ,/

水«s* 

ノ c 

ノ孕・/ 

パ 〇 

/ク夕 

/みず

、mテ 

アざ 

//,7 

ノヨ・夕 

"描・よ 

ノイ・〇

Q夕

/堂

ノ匕/ >
Zz ”づ

/ン5

/&N

5,2

乒:夕

/N/ 

ノ・ 7 

ノク・。

2 * 

矣02 

5 ア夕 

•心ア之 

/"ビア 
X X. 3^ 

3. 35

卅

穴

ズ

&

、
の

に
ょ
リ
立
水

找a

に

ょQ

M

長f
 

想

未

を

作

製

す

る

。
本
嵐

(±)
弟

ニ

図

に

よ

っ

て

廟

高

過

從

三

—

八

寸
(

茂

付) 

の
・
术
•

一
 
M

K

死

に

天

切

り

し

た

場

合

の

末

口

控 

(

提

飛)

会
求

あ

、
 

丸
大
我#

乘
£

用

11
て
各
恒
後 

腐

毎

の
丸

太

我

役
£

京

あ5

・

但

し

頒

高

直

径

三 

寸

の
セ

の
は
携

付

丸

太

tor
寸

の

・

の

は

一

〇

犬

丸 

太

一
本
と
發

間

丸

太

と
に
分

け

て

愿

我
L

た
も
の
と 

目

百,

玩

五

表

弟
A

図 

座

知

①

ヒ
よ

リ

丸

太

な

顧

に

よ

る

洪

長

予

想
我
を 

作

製

す

な
•

本

文 

-



(附5)

調在擦準木の拗高反直冬成長曲線

(阳4ゝ

弟回洪 林令别主、副林水找狀

林令 主林未 
本戒

副林木 
ホ載

主出^水
杖穢

主林糸 
ー孝当蛾換

副.謙水 
・呻

副站水 
我頂

去制細 手就長疑

/ 5 よクQQ 3.0
.Q

C-.O 30尹 Q G / Q
ほ 
mq

»法
3S ユタ

Z 〇 2 さぶ"ク 3<5■& ノ心 Q04C& S C NJ2 7.6 Zナタ 7- £

25 ノ < N Q 磐・ 2づ2 on 〇3 «0泰C
ノワ•2 ^30 ダN

3 〇 // 60 夕Qク ,N5 & 〇, y 。.〇 、ん ス4.夕 A。 ノ 0,3

3 6 / 3 〇 N 二 Q SON OQS之 Q・ ノq っ N S・つ ,〇?

嬢C . ノ/づ" Zイ6 うタ廿 〇 3 /N 〃・ノ 宗"
2 8.3

#寸/ / /.3

夕$ .ダ％ / よク §ナア 〇,^ c3 C.yヲヨ Sダ、〇 さノ封 //. S

5 〇 & 3 〇 ノノク &/ノ G,芥分イ 5スづ〃 N スす 5 73 ノ/•夂ナ

S 5 ?タ。 9 〇 砰mデ ュナダヨ O.S / * Z8-.B 6 3共 / /. JT

6 〇 よ、ひ &〇

備 汚 匾笛么寸の括孤書はJ膚壬:ノ 0尺•奈木を足埸丸太に採找(,先とぎの史の 

直径ヨ寸の括弧初磧或屈埸丸太我預,

弟五我 渡侄階・别採披丸太末口径反找祺

曲高盧徑 
寸

採 状 九 太
計

ー承M 二痼王: 三承・王: 凹為壬 五,毎妾

末

U

徑 

寸

分
N97 
(0,3 ひ)

ノ・さ丹 
(中産匕只9 溟ス女)

S 必るN • N.タ ノ ノ・ Q g

g $.Q J? 孕./ 2 N才/ 〇,^ 3

7 6 cク タ・NN ユタタ

8 7 〇 6 占.3夕 b・牙3 夕・hg J?. ご 夕

戏

模

石

3 U,«» 4 )
夕 り"2

< 0.七子、
〇・〇/< G D C ・ S

(,〇.ノ A)
チ 6スノ Q, Q 5 〇・〇ノ 0,3 〇

& r.3 3 C.2 / 〇,•V S 4,ぶ2
7 0.^-7 ¢.3 3 0.2/ £>, 〇 S V
8 〇・ゝグ Gタア sア 〇・ス幺 a.c <3 /.<?夕



適

酗

阿

臉

鶴

せ
M

如>
M

g

a/
〇 

で

条

焦
 

斗
^

®

>

9
^
0

$

般
臆
脚
卡
好̂

如&
»

〇、

7
0  

0
.6

0  

s
o
 

0
N

〇

〇8
0
 

O
E
 

0

・、〇

9
8
 

0.5 〇・ ̂
S
 応ん  〇

二

P
0
3
0

P
6
2
B

ミ2

G

・・、5

9
 0

ヽ

s
o
 

怂>

3

・
ミ

活

祉

箍

將

片
^

一
湖
啓
商

t

熊

^

焦

B

M



瀚
n

図 

務

风

闽

讎«

济 

逐

一
•

划
&

滬

訟

騎

蚀

圈

涙

双

胃
^

条

激

斗

•M

B

爺

智
取B

野
爾
隔
也
菴
遂
洪
如
・&

漏

(
ま
)



激W

図 

謚

Af
毓

搞

牙

導

尊

幫

算S



(酣8)

鶴OH回 林令别圭林木木技

水・久調査地の平均圭林ホ本教

c ・想定摞準木改葬主林木本裁



(附9)

肘烏直径

林 令



補! 第
n) スギ 

山杯

材積連年平均成長曲楸



m

19.3 -

17.3 -

15.3 -

13.3 -

H.3 -

9.3 -

73 -

5.3-

3.3 -

(■3 -

0.3-

附図1.第一号弱查地

"T 
0.040 

0.035 
0,0301 
0.025[ 
00201 

0.015 [ 
0.0 I〇[ 
Q00斗

〇

(阳/〇)



大字長沢 太野光三氏所有山林

附図2 第一号調查旭

40 二号標準木樹令40年スギ
m

20.。 -

19.3

18.3 -

17.3

(5.3 -

13.3

11,3

93 -

J
7.3 t

I

5.3- 
i

(附 / ノ)

嶼0.0

0.0010

’

婀

0.0



23,3

22.3

21.3

19.3

17.3

15.3

13.3

I 1.3

9.3

73

5.3

33

1.3

0.3

附図3 第二号調查地

、(£3)
(3)

樹会63年ス・ヤ、

大辛幷上幷上正大郞氏丹r有山林

一号標準木

/2

狗高直径達与平均成長胡線

m
 
9

8

7

6

5

4

3

2

 
J
 

c

o.
o.-

o.
lk
o.Q

o.a
 

〇



m
233

223 -

21.3 -

193

173

153

133

9.3 -

7.3 -

53-

1.3 -

0.3-

35

30ヽ

J0

〇 S

第三号調查地
ヽ”二号標準木

商・令6 4年スギ

大字丼上幵上正六郎氏所有山林

附図4

、阳/刃

樹高は・長曲標

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60S 年

彻昌由径成長曲裸

m3

o.ois- 苟r棲連年平角成長曲飜



附図5 第三号調登地、

一号標準木 

大字虎・彦

亿

樹・令46年スギ 

落合清作氏昕存山林

15

枕高庆長曲線

材 

猿

树麻連年平均成長曲驟

m

高

购

高

直

径
 

购
高
断
面
横

附'/4)



17.3

20
13.3*-

9.3

3.3

(附/Kノ

221

22 3

21.3

附図6 第三号調查地

二号標準本树令46年スギ

大字虎秀 落合清作氏所有山林

19.3

0.4000 
0.3500 

03000 

02500 

0.2000 
〇 150〇" 

0.1 GOO 
0.0 列0



(附昼丿



附図8 第四号調查地

二号・標準木制令34年ズギ 

大学白子中村・武/•雄氏所宕山林

(附/ヵ

0,0000

10 20 30 34 定

岸 

0.03 S 

0.030 

0.025 
0.020 

0.015 
0010

0.005

年

A3 2 10987 

い

01 0.0

6S43 2

e 543 2 J ̂
9876543 2

0
 

0
 

0

Q 

Q 

Q



靑
梅
、西
川
林
業
地
帶
調
査
研
究
資
料 

第
三
集

經
營
規
模
別
に
見
た
勞
働
力
の
構
成
ビ
配
分
」

農
林
省
林
業
試
驗
場
經
營
部

)



木
調•
查
黄
料
は
、
 

胎
和
二
十
六
用
度
中
に
、
 

当
場
終
営
帝
苑
堂
ザ
、
 

現
地
誚 

査
に
依
り
、

糸

め

之

資

料

を
・
ス
田
が

取
り
候
め
た
わ

の
で

、
肴

斯•

西,
川
林 

紫
地
帶
・

阴

查

研

充

の

一

部£

な

す

か0
で
あ
る
。

調
査
は
、

戻

京

郁

・

建

王

瓶

、

海
林
寿
課
の
援
曲
の
下
に
齒
め
ら
れ•

詞<
 

に
当
フ
て
、

也
大
な
御
掇
助
を

励
っ
た
、

地

元

、
西
多
魔
地
、オ
爭
费
所
、

小
客 

な

、

三®

村

・
東

お

郷

村•

各
村
の
役
場
、
 

並
・
に*

献
蛆
公
と
束
苦
再
封
の 

4
H

ク
ラ>

の
各
位
に
・
 

厚

く

咸

謝

の

意

左

表U
た
い
・

论

和

二

十

七

年

丸

冃

• 

経

営

廚

充

塞
大 

卯 

晃

野 

村 

勢 

久 

田

<

二 

小

官

 

A



第オ

目

;x

<
•

・か
 

さ.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.

.
：
：..
.
.
.
.
.
.

.

.
 

.

.

A'w ) 

ー
 

都

I

、
 

調

亶

村
 

の

援
 

要
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
.
.
.

..

.

ヘX

) 

〃

青

樹

址

方

….
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

■.
.
.
.
.
.
.
.

へ
2-) 

の

&

川

地

万
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
(

ヒ
) 

式

労

仞
 

"
 

の 

苟 

成.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

..

.

.

.

.

：
…2

こ 

A

、
宏

族

労

仞

刀
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•.
.
.
.
.

..

.

.

.

0

こ 

0

家

族

労

尚

カ
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ハー

こ

2) 

労

仿

從

串

布

の

走

祭
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ヘ
ー
ニ)

3) 

花

カ

城

算

に

依

る

肴

泰
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…2

・三) 

5

產

傭

劳

向

カ
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.

.

§
.
.
.
.
.

公
虹)

1)
帝

<

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

2
B
 
) 

幻

焙

>

底.
.
.
.
.
.

一….
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

2

丑> 

3)
酒

M

労 

劝:

；.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
:,.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

,
公

六

〕
 

C

・
家
衆
ビ
屁
備
の
年
両̂

功
日
教.
.
.

“
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(

一
七) 

堂 

労 

仞 

兼

A

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

C

九
財



A 
清
為

别K
死
た
军
両
の
労

別
龍
ふ.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

. 

.

八
一
丸) 

2 
彖
族
射
届
と
雇
傭
盼
幼
と
の®

冬.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..

.2

二)

3. 

休
泰
别
育
林
弟
功
抜
下
童.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

e

八)
7

4. 
W
林
劳
切
の
虹

ItJK
^
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
2
 

〇 ) 

E

單
徒
面
執
当
り
姦
林
棠
の
漱
刷
校
下
重.
.
..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

——

…
£
 W

)
/

<

崇

ノ

紡
 

(

一X
歩

ド

義

算)
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:
(

三
三) 

2
、
 

山

林

牙

々
 

(

ー
 

〇

窮
步
に
挨<

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

2
Z
 J  

3

越

哉

窪
リ

我
採M

<'
の
育•
瓠

渺

伪

童.
.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

£
 

由) 

第

二

部
 

ム

林

外

仿

の

弗

抻
(

小
喜
お
、
 

束

吾

寿

封)
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

2ヽ
<) 

ノ 

游
初
别
、
 

月
别
に
見
た
配
統
狀
况.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.

.

..

.

.

<

壬
ハ) 

2)
脂
奮
别K
丹

た

家

族

労

佑

力

の

白

家

労

防

と

黄

労

伪

と

の

剧

念.
.

.

.

◎
 W ) 

あ 

す 

ひ..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

..

金

心
) 

M
 

嬢

―j-

ま 

え 

か 

き

<

來
、
 

山

井

に
於
け
ろ
労
初
藏A
の
问
题
参•

奠
証
的
且 

つ
理
論
的
兄)
fe
よ
り
こ

り
劣
”
、つ
れ
た
こ
と
日
なU
水
、̂

 

林
葉
愁
常

に

松

ミ

人

向
労

仞

13±
産
若
切
の
演
鞄
的
な
夏
崇 

ぐ
あ0

J1
址

と

苦K
源
始
的
オ
。

あ
る
び
経
営
の
主
林S 

戎
す
わ0
f
多
ら
、
2

此

の

抓

な

怠

味

に

於

て

lh
弑
に
於
け 

ろ
労
幼
肉
徐)I
乏
の
侈
花
、
そ
の
地
方
に«

IT
方̂

林
業
遅 

落
の
与
を
帰
的
に
示
す
ー
商

5.
為

し

くU
る}1%
て
よU
で 

あ
ろ.
ク
レ,

わ

れ
/

〜

状A
#
向
瑛
と
し
て
广 

終
茗
友
令
建 

化

し

涉

仞

の

生

産

性i
髙
め
ん
次
た
め• 

此
の<

題
に
具
林 

的

IC
ア>

0

—
4-
す

る

1:
は
山
対
経
務
の
派<

殊
匕
あ
玄
う 

べ
き
、

土
处
・

責

本

・
労
仿
の
ーg
産4
索
の
あ
福
と
此
れ
こ 

表
壽
一
体
ぞ

S?
し

て

1/1
る

JE
会
並
に
経
奔
を
分
毎
し
襟
念
レ 

て
を
究
し
て
冇
かb

)l-
4r
ら
夺
い
で

あ
ら
う

厌
、
 

党

lc%
<

べ

た
操
は
急
豚

IC
於
て•

水
果
で

甘
章
に
山M
に
於

lr 

る
労
舫̂

抓
如
何u
d
形M
と
よ

し

て

VI
わ
な
、
^

ら 

游
衍
オ
の
欄X
暇
慈
さ
山
旅
の
用
痼M
摸
階
曆 <
 

為
け 

灰

洪

労

功

と<

備
労
佑
力
よ
り
み
拆
し
、
 

次
い
で
労
従 

の

BS
分
狀
態a
焙
層
别

ICM
歧M
並
に
各
作
噴
招
互
曲 

の
鏡
会
爲
硃•

挙
敢
的
粲
肉
、

戰
童
のX
熊

な

朔

ら
の

 

に
し
、>

二
鄂
と
レ
て
か
言
若
と
束
吾
野
雨M
&
 
二 

リ

あ

tr
て
会
村
憲
射
労
为
カ
の
え
熟
・
ざ<

括
的
に
述
、ヘ 

る
争
こ
し
た
。

享す
・

〇

に
本
凛?
-

な
此
のX
M
钢
登
に
依
り
縛
ら
れ 

た
終
果
駅
わ
れ <

 

に
如
何
な
る
こ
とX
示
し
、
 

此
の 

爭

火

今

後

の>

坎
棠
経
営

るM

/t
上
に
於
て
其
の
一
期 

と
わ
、な,
り
ゆ •

望
・
の<

び
ぞ
あ
る
。

水
播
乏
更
に
探
く 
・

務̂

と
技
為
と
の
阕
微
、

上
维 

生
産
力
、
 

通
正
経
営
魂
摸
導
の
同
題
を
も
論
艮
す

£ヾ



—■» ■

<•

あa
小
、
 

此

あ

調

査

を

水

祭

点r
し

て

次

の

段}e
匕

し
て 

麻

竟

し

て

行

か

れ

li'
な

ら

な

い

向

題«

、
あ

ら
う
・ 

弱

査

の

集

計

に

当

っ

て

會

・

來

る

か 

ぎ

リ

謂
<-
喪
象

の>
 

节

5.
尊

-S
し

く

訂

正tj
加

え

な

か

っ
た
。

尚

此

め
で
回
集

針 

の
技
值
、
 

遅

尊

挺

况

父

顼

か

ら

單

疳

の

主M
幻

声

寮

2.
加
え

て
い
4)
にJ

ぎ

な
.4

此
のM

也
离
し
て
は
參
く
の
独
訪
乙
諜 

希
が
あ
る
だ
思
わn

カ
の
ぐ
、
 

読̂

の
よ
り
よ
胃W

枇
判
と
御 

指
爐£

御<

い
ず
る
次
第
で
あ
るe

!
 

調

査

村

の

漩

妻
 

ネ
淑
告H

眷

為
地
带
と
し
て,

束
京
都
西
务
摩
杼
ル
宜 

游,

三
田
村
・
西)
II
址
駐
と
し
て
埒
王
膜
人m

翔
碧>

野 

m

の
三
ケ
甘
を#
a

に
労
ケ
配
分0

実
態£

訶
査
レ
な
。
 

#

梅
・
西
冲
地
オ
は
我
が
园
に
於
け
ろ
、
小
径
ホ
生
産 

此
と
し
て,

有
厳

の
洋
萊

セ
學C

あ
り
、
 

兮
日
に
至
お
成 

々
発
展0

夜
忘
にt

r

 

造
林
に
対
す
ろ
燕

意<

造
法;•

火 

三
。
。
年
と
謂

る)
a

臨
の
適
魁
、(

主
と
レ
て
ス
ぞ) 

灸
蒙<

杵
等
が
あ
げ
ら
れ
る
・
が
、
忘
丸
くR

ら
な
い
こ
と 

は•

地
利
あ
榛
杵
が,
X

清>

・
地
と
し
て
の
果
京
市
埸
に 

近
鹿
レ,

未#

の
供
始
源a

:

成
し
て
い
ろ
こ
と
ご
ろq
 

両
巳
、
此
の
地
準
の
地
利
的
有
在
徃t

r

チ
ュ
—
ネ
ン
が 

そ
の
着T
M

立
窗
」K

於u
<

諭
じ
え
、
神
妻
法
に
庆
-2 

<

明
ら
かK

壇
解
出
泰
る
で
ろ
う
、つ, 

遂
、
 

近

盛

宸

男

訳

敦

立

国 

わ

青
樁

地

方(

小
宫
衬•

三
田
待) 

小
宮
君t

r

A

8

市
町
よ
り
、
芯
原#

道a

・
ベk

約 

•
三T

分
ご
、#

0

«

口
ぽ1

く
。
此
大
よ
り
波
川0

支
流

養'

汲
川K

汚
う
て
・
澳
釈
に
山
间
に
府
秋t

カ
村
ぐ,

曾 

の
徃M

t
r
 

一M

肯
4M
的,

(
#

建

的)

公
海
じ
な
う
け, 

此
れ
に
反
し
ー
ー
ー
由
滄t

r
奇>

市
に
迎
く,

青>

泰
・
属 

び
多
摩
淡
おS

族
んC

東
西K

長
く
企
圧
し,

耳
フ
看A
 

C
J
W

え
地
・
ご
あ0

御
探
山
が
歩
ろ
の
<••
・
、
一
見
-B
放
的( 

适
氏
的)

な
慾
u'a

う
け
る
。

艾
雇
厲
の
面
一
！
玄
岳
便
な
奇
為,

青
梅
、
 

立
)11<

の
逾 

勤
听#

君
多
く,

源
宗
が
松
者
色
素
む
う
に
困
難
珍
爭
唐 

に
在
り
、
 

労
幼
者
は
ノ
此
較
豹
逐
年>

が
多
い,

元
北
亿 

及
レ"
'

’小
宮
招
は,

窿W

丹
物
の
埸
の
芥
矣
之
秉
レ
、
 
T
 

度
三
田
君
と
は
、
 

正
反
材
〇
囲<

K

おm

x

て
い
る
と±
 

C4
得d
c

あ
ろ
ろ
。

^

u

c

山
林
荷
有
規
濃
に
よ
り±

地
片W

ゆ
觀
を
を
臓 

う
爭
rl
レ
よ
う
・



今

并

ヽー
〇 
町 

$

五 
町 

£ 

〇 
町 
步

Km—

航

五 

町 
步

町 
歩 

以
b

傑

特

存

ホ 

宫 

甘

へ・—

d 五 X
J.

ノゝ

W 

*

户 
承

価

V"

〇〇

?五

〇〇

ノ、

へ
六三 

マ姓 

g
丸、
ナ允

cro

—• 
**-S 
ーた 

〇2

v»«

•—*

z-\ 

—〇 

件

〇_

•*-—

人/•ヽ 
——'

' 〇 
五寸 J•Zし

面

・我
Z-S

町

人

有

款
八

二

z\

孟

五 

寧 

ノ、

t

ハ

四

六:

〇

真

戸

三 四 ノ、 八

四

六

UST 
<

户 

欺

農 

•

三

本

八

二

A
斐

〇

耳
A

よ

五 

臣 

t

ノ、

ヽー

〇

〇

〇
八

兀.
六 

ヽ

尤

面

澳

* 
色

左 

〇

TN

尤

ミ

〇

•～～.
方

〇

JL

二

八

六

、ー ヽ
»»■■»

*

址

面 

我
>■

忘

註 

,
 

木
我H

哥
汙
技
官
看"

样
の
旌
箱
ふ
〇
ガ
甬 

N

 

底
时
山
な:t

有
看®F

癇
さ
禾
す
ー 

一
=

田

时 

(

密

户

森

ー

つ

九

。
さ
)

一

Bjr
步

以

下
 

一

町
S

五

町

步 

五

町

く
ー
〇
町
す 

-
0

町

く

二
〇
町

歩

片

内 

徊 

A

有

麻

ー ヒノ、 

兀六回 〇

户

裁

回丸セ酒 

£于・ネfV 
マノ、个〇る七,(四 

さ三忍三&E—

面

後

ST

A ～ 9 
ハ 〇 三五 

ヒ六え三

户 
平 
巧

■"七ヒ 

セ四 〇 三

户

敬

地

— f
二四・六可

T 一 三五 
* ■ • 

西回ノ、 ー 

二・ニ ニ 二

九 JL え六

>

我

へ
务

巾
！ 

M < 
ル

目
I 

〇

■ uro 
m 

ヾ

H
l-H 

〇 !
!

to 玲1

備・

再

合

計

一

ar
歩

以

下
 

一

町
S

五

町

歩
 

ュ

町
s
 
3

5T
歩 

〇
く 

二

〇®T

步 

二〇

町

步

>z
上

村

内

砂 =— 
陰

ーニ二六丸

J 四一七 =

ア 

我
梱

r1j
K—
1'二
,四
IU
レ -

へ五八三一Jバヘ 

罢九弓ー三五S 大三三 
£～えー〇 〇 ー・迥く三 

～ = 7 マ J

面
人

肩

壮»

:冬
ノ、

五 ー

三=ヒニ。

セえー凹三

三六 ET丑六:

J 二 
i7 
! 一 i

二-六九

九二ヒ ニー

户

教

1

ハ

A

—I 二 三 

五二 つノく っ 

〇 〇 〇 〇 〇 
" ・ . • ■

面

油鷹
へ
択
X—«

強

や 3_ -2t 3_ Up = 
六五九丑三

'•1 

卢 
平 
均

地

<

唐

駐 

S

 

不

言

三

界

役

場
:

斜
査
す 

の
狂
对
山
计
所
肩
有
曲
着£

示
す
・

合

計

〇

切・ 

步 
以 

上

兀 
〇 —

g
〇 '
、ー
。O
5

六

K
J5.T 
九三 

士三

キ
ノ、I
兀

六 

〇

--―

<
TO

U3
〇

4
X
Z

: 

〇
五
〇
〇

.—-

习

西

川

叱

方
(

柬

备

痔
#
>

当
措y

西
武
銳
道
武r

野

諜(

池

疫

、
M

能
S

狼 

吝
斉)

ぐ
弛
绶
か
ら
・
一
時
ral
牛
世
で
郡
旭
並
に
迎
圧
に
通 

勤
す
・
〇
IX
此
歎
的
梗
利
<••
あ
〇,

且
つ
村
肉£

炊
道
城
緊 

束

吾

卉

対
(

密

户

敢

皿

龙

三

尹
>

束
し
て
い
や
、
 

此
の
様
公
花
態d

H

田
村
に
雄"

し
え
桂 

密£

呈
すd

如
く
思
わ
れ
る
が
三
田
村
に
比
し
暖
叢
の
比 

鱼
が
誘
い
点K

殖
違
が
見
ら
れ
-5
レX

庵<

労
切
の
面
に 

於
て
も
見
ら
れ
牙
彷0

塲£

求
び
e)
に
先
デ
IM
題
は
無U
 

凍C

あ
る
。
次
い
で
土
地
布
有
の
狀
れ&

廳
う
と
、



X

上
0

資

料

よ

り

見

て

检

户

敏

に

弁

し

こ

山

林

M-
有

の 

户

炭

は

小

宫

料

三
t

,

尤
%

、

三

田

持J

七
•

四
％

、

東 

吾

霧

討

四
 

三

、

六
％

と

何

れ

も

小

ご

ひ

教
a

E

示

し

て
い 

K
T

 

即

ら

東

吾

再

材

が

四

剽

条
8

禾

し

て

一

番

高

く

次

11 

で

小

宮

对

の

四

。
％

統

三 

田

村

は

一

番

低

く

的

J-
ら

の

遅 

离

の

戶

敎

・
が山
林
£

角

肩

レ

？:
：

3

ろ

ス

過

ざ

な
c1

が

此

丸 

は

先

に

述

・.
<

え

祢
E

視

尤

地
,

差

に

勤

人

が

今
•

い

為

に

農 

林
#

5

経

蓉

寸
0

六

數

が

弛

rl
比

レ
<

少

な

II
爲
.
<•
あ

ろ 

う

と

推
>

、J

れ

る
"

次

に

夢

一

区

よ

り

山

林

に

フ

い

て

見

る

と

二

。

町

步

以

上
 

の

産

唇

は

各

科

と

も
J

户

乎

均
 

五

。

〜
 

六

。

町

步

な

M- 

府

レ

て

い
©

こ

と

に

な

り

此

の

階

層

に

全

府

の

山

甘

沈

有 

が
<

左

し

で
.

い

石

と

見

て

黄

い

<••
あ

ろ

、つ

。

即

ら

小

宮

持 

ー

五

戸

で

面

淡

の

六

ヒ

・

え
％

,

三

田

村

ri
・

ー

ー

戸

ご

五 

た

、
 

二
％
 

泉
・D

费

科

ほ

同

じ

く
 

ー

ー

户

ご

四

と

、

三
％
 

五

占

め

此

れ

以

下

の

隋

唇

の

移

動

-r
る
K

フ

丸

井

煮

は

增
 

T

反

片
K

画

技

は

液

少

レ

て

い

る

・
'

X

山

往

市

有

看

全
 

林

の

ー

・

尸

平

均

は

小

宣

甘

ハ
,

三

五

町

、
 

三

田
#

と

東

吾
 

奔

肘

は

五
,

ハ

酊

程

度

す

小

宫

な

が

若

干

大
5

口 

・
 

灰

に
<

地

に

つ

(1
乙

見

る

匚

一
 

般

的

旗
^

と

レV

山

林

面

一

禎

の

増

7IJ
、

祥

っ

こ

県

地

面
M

は

君

千

層

如

は

し
 

く

い

<5 

・
が,

山

妹

の

そ

れ

と

は

與

な

。

己

ほ

ど
M

U:
蔑

く

ホ

琶

と
 

三

田

の

兩

村

に

於
<

は
=7

丑

反

前

後

、が

一

応

の

経

営

(& 

癥

と

思

わ

れ
,

此

丸

に
±

し

狼

吾

寿

対

は

此

れ

よ

り

二
X
 

步

涯

多

く

五

、

五

反

が

家

族
0

労

伪

か

か

ら

見

/>>

素

の
 

發

喜

旎

痰

と

推

炭

ご

丸

う

。

此

の

こ

と

は
 

小

官

対

と

三

田
 

潛

氏

於
<

は

山

オ

尚

有

虎

茯

の

噜

大

と

共
K

若

干

<-d

あ 

0

・
がM

次

増

如

レ

て
c
 1

ろ

・

即

ち

軽

址

1&M

は

上

向

頂

向
 

之

え

ど

つ
<

7

ろ
-

此

丸

に
#
"

レ

東

吾

寿

討

に

於
<

は

五 

<

ー

。

町

步

の

五
,

丸

反
E

最

高

と

し

ぞ

丸

よ

り

山

林

面
 

获

、が

層

大

レ
<

七

凝
M

は

簷

加

し

こ

11
び

い

点

よ

り

去

() 

得

る

の

で

li
公

か

ろ

う

か

。

即

ら

此

の

階

督

に

於

て

は., 

霞

地
a

妝
X

寸

べ

とJ

坂

カ

あ

汆

刀

旅

屑

る

r:
も

构

ら

ず

共 

れ

ボ

行

な

わ

れ

て

れ

に

1|
の

<-'
あ

ろ
,

間

全

村

の

平

灼
<
 

!
!

小

宮

村
,

三

田

材

は
•
二
,

五

反

步
•

泉
・
吾
野#

は

四

、 

二

反

歩

<■
あ

る

・

以

上

三

ケ
.
打

力

彼

尋
£

逑
X

て

宗

な

の

、こ

あ

る
.

が

抽
)K
 

詢
<

後

葉

計

の

稀

合

上

小

宫

村

と

三

田 

待
&

冷

合

し

青 

麴 

定

方

と

レ

て

計

算

し

且

フ

育

林

野

仿

と

主
K

詞

査
a

進

め
 

た

密

保

上

、 

山#

曲

靑

は

針

菜

祈

面
a

K

依

フ

た

。
X

山

平

均

・
一
〇
时
ケ
>x
上

7  C

 S

^-
貫
 

五S
O

町
歩

•
一
 
S

玉
耳
歩 

J

中
步
以
下

註 

3

 

大

冥

官
着
、
弄
抵
施
業
の
夷
應
と
貫
検
討
」
よ
〇
引
用
・

の

狂
对
山
林
尚
有
寿
面
覆&

示
す
。

畏 

浙 

d
 

S
 

タ 

ヨ 

・
 

N  

ノ 

及



ら
の

疽 
は

其压瓶 
の 8 レ

A わ分とせ
’的•指し,芳

え襁林刀
ら訓建は

隸
の
隋<

别

圧

分

もW

分

花

し
て
瘦
針
す

、ベ5
<

あ
ろ
う 

其

の

対

源

と

な

つ

府

瘠

皆

の

訶

査

户

泰

並

に

一

穴

平

港 

が

五

町

—

二

〇

町

歩

と

二

〇/

步

以

上

の

二

階

膏

に

亘
0

経t

面

爾£

派

术

す

れ

ば

次

の

麗

で

あ

る

・

フ
て

宾
施
レ
反,

話 

左

表

が

今

幾

レ

ポ-

卜

凝

囲

の

基

底£

滅

す

華

に

注

意

しv

漬
さ
氏
い

攀

ー

羨

西靑 

冲唐 

此地 
オ方

1粉 

野对 

ft三
2 SF

y 1 L/

r 
L

五五
・卢

泌
五

S

〇 

洗 

歩

一

P ミ
B 〇
九。町 林

JL W
•一 ——
—* —••

ニニ反

裏

地

〇 皿
">

溺 
養 
尹・
>

〇

町 
步 
以 
上

; 11
小
伊
 

j忙
レ
泠

W
 

囲
_
_
_
_
_
_
_
_
_

山

林

TO to 
t优

〇 ー
ハ丸反

裹

地

i

兩

再
I

以
上
滝
単
に
今
後
の
レ
ポ
ー
ト
の
遂
解
の
た
め
癒
卑£

森
林>

紫
の
実
態
と
し<

其
の
祿
討(

果
吾
野
韻J
e

參 

述.•<
戶
ー
灰
詳
細
に
亘
っ
て
は
育>

、
而
川
林
業
弛
带
調
査 

煎
し
て
艱5

え
い
。

術
兖
皆
屛
・
芽
ー
乘
山
封
の
胜
格(

小
宣
对)
•
'

葬
二
集



箋
怒

疇

少
粤
^.

官
豆
ヾ

阙

-S
渉
・

議 K

 

滿
O1
SI

••••■•... 
©

 

・一

e..

毗
—電
岸7

5  (

泄
麺
愚

1©

三
注
湿(
最
IW
I8
I&

颱 !
1

尊

痢®

r

部

彌



X

\

/

-

何

員
疳

•
ノ
・
卸

君

出
・

畧

<
1
.

自

^

・
翘

:

・
里

^
0

、
>

紺
章

8
3

^

,--
®

エ
宀
图

f

 

...
羸

・
. 

S
 - 

..- 

一
 

ぐ
 

丄
 

■
v
f
l
.
l
.
z
.
.

—
...

議
同

普
翩
鸟

…X
i
.
9
.{.7.

廁
駐B

混(

洲
河
廣)

目)
二
洼m

ls

由
海)

咨
颱
図

 ゝ

!

i

•.•••
•••••

烈

あ

糞
®
8

•
一
 
O

 

1

.

/

一
 §

 
. ..

修



ーノノー

n
 

勞

功

力

の

<

成 

好

仞

母

人

吋0

エ

木

ル

ぎ}
£

労

切

0.
対

芥

物
<

移
行 

せ

し

あ

る

行

爲•

卽

ら

呀

彷

止

秉E

突

爭
す

ろ

二

と

苜

冰 

£

指

す

む

の

ご

ろ

う

羨
*

労

む

は

労

は

か

M-
府

-#0

身 

分

的

園

終

い

ら

しく

家

衣

財

切

と

を

働

分

奶

とK

分
ス
れ 

_0«
A
 

家

族

労

あ

カ
 

の

宗

族

労

あ

刀

一
 

夜

氏

亥

茶

人

負

の

う

ら

生

産

若

勅K

從
爭
す
そ
芬
あ 

刀

は

小

ご

い

龍a

示

す

が

此0

坂

族

労

初

刀

の

特>

は
朦 

林

集

發

営

の

～万

仞

希

尋

は

尙<

仕

く

除

汉

レ

ノ

且

つ

其

の 

夜
副
・
か
労
貸
と
し
て
ヾ
は
な
ー

,ゝ

経
営
の
・
玖
果
と
レ
で-
&- 

え

ら

果

る

も

の

ご

ろ

る

。

此

の

ニ

点0

样
徴
か
ら

利

害

長 

匝
は
生T

ろ
の
・
ご
万
る
・
京
族̂

め

Z7
は

覃

に

放

の

上

n'' 

、ら

の

み

な

らY
.
•

に

芸

て

も

<•
莒

上

の

必

奪&

離
水
ぐ
簷 

江

レ

亥

化

丁

る

・

涯

・

年4
,

片
覽

の

盪

お

零

麻

々

い

存 

左

を

以

っ

て

窟

或

し

て0
d

・
然

るX

欲

に

袤

族

労

伪

は 

其

の

能

刀

に

忘

じ

通

初

な

柞

亲

と

農

供

す

る

こ

と

も

可

籠

て

わ

け

<•
ろ

る

、

然

ら

ば

此

の

址

方

に

於

て

一

、尸
当
り
、初 

人

の

世

帶

人

負を

有

し<

い
©

か

今

調

資

户

赦

よ

り

拾U
 

上

げ

て

見

も•

東
. 吾

循

三小 

田宣 

村な 

9

W 
査 
地

一  

五
〜
ー
〇
町
步
ー 

ー
ニ
〇
財
步
以
上
ー 

当
地
方
一
皐
用
ー

山
 

〇
 
fti

lt 
俱

II 〒至す 

冬島・敏
專

-»— 〇— w»
干 m T 
一五え 

—〇 A

三三 = 
面九打 

八三ヒ
女

キ千臣 

ニ ニ・を 

‘、 〇 二

末ヒ五 y »
三う せ
ハ ヒ,四

計

暈

位

人

椅 

肴

<

に

見

ら

れ

る

ご

と

く

两

地

方

に

菸

く

五

—

ニ〇

席
步
の 

M

轡

に

於

て

六

人

蓊

の

彖

皈'
<

貢K

有

し

二

。
町
步
以
上 

に
於
て

は

七
人
蚩
の
敬#

を

示

レぐ
C
:

う

。
宏®

の
屋
対 

に

於

て

は

通

季

土

池&

張
の
膚
州 

に

稔

フ<

蒙
族
人
負
が 

增

胆

す

る

頓

阮と

有

し

て

い©

米
こ

れ

は

此

の

地

方

に
も 

見

ら

れ

る

共

通

現

兼

ご

ろ

る

。

誤

言

すX

ば
軽
営
旎
漩
の 

大

G?
る
程
人
口
の
衣<

祖

が

商t1

こ

と4J

示

す

む

の

C1
あ 

ろ

う

。
即

ら

五

—

二

心

町

步

の

階

層4

於

て

14
六
人
務

—ノつー

所逑 j ! っが、 林
宠ペ以 丨西青・!場,/ ーM五の



ーノ N—

二
〇
財
步
以
上
田
松<

吐
ヒ
人
潑£

示
し<

い
る
。
 

尚

木
詞
喪
に
於<

ー
卢
平
内
六
、
 

三
人
の
凉
茨£

有
し 

て
い
ー〇

が
こ
れ
は
溪
甘
の
全
國
平
均
六,

一t

人
IX
対
レ 

<

は
ほ
と
ん
ど
某
のM

は
認
め
ら
れ
なC1

し

男-<

の!t

も 

L5
ヾ
半
々
の
數
値£

示
し
て
いO

・
 

次
に
此
の
源
涙
人
員
の
內
頰
業
労
伪
田
爽
爭
し<

い
む 

入
貝
L1
ど
の
祇
が£

検
討
し
ょ
う
。

习
展
林
業
啰
伪
擬
挙
看
実
人
負
の
再
澳

<

童
的
労
切)

此
夂
に
去
う
・
初
斐
爭
看
と
は
袱
葉£

有
せ
ず
主
と
し 

<

根
幹
労
な
と
し<

渡
林
秦

に
捉
甲-r

る
看
と
指
す
。
即 

ち
崟
的
労
初
と
次
す
べ
さ
あ
の
ご
あ
〇
“
 

今
源
族
人
負
の
各
ケa

ー
。
。
と
し<

豪
枕
寒
労
刀
炎 

爭
看
と
の
指
敬£

淒
禾
す
わ
と,

田宮 
討村

調
奁

死

\ *r*

&、兰ー且三

三? 2?翕:T 
B ノ、"T外ニニ &AE咅主。

十

へ=J
二、 二,、、皿 T 
五二五ノ、4ヽ 

C®ま三

計

菖聲栄 
身碧位 

穂ん

<

汚

一
累
吾
野M

五1

ニ
。
町
步 

二〇

町
步
以
上 

当
斤
ー>

平
内

此
の
表
よ
り
推
緊
さ
れ
ろ
点
け

V

」
户
平
均
の
労
枕
侔
爭
看
！
!

五f

二
。W

歩
厝<

は 

两
地
オ
共
家
族
人
食
へ
人
鶴
に
甘
レ<

二
、
 

八
人
ぐ
近 

〇％

玆£

示
し<

お
り
二
。
町#

以
上
の
隋
層
は
青
梅 

地
方
ヒ
人
に
対
し
こ
ー 

、
外
人
ぐ/

云
の̂

勅
と
术
し
て 

い
る• m

柬H
B
g

は
一
人
額
の
泉
族
攵X

人
譲
動t

示
し
豹'

3

の
率
を
示
・ 

い
る
。

W
 

先
に※

、、
<

之
め
く
兩
辻
力&

通
じ
二
〇
酊
以
上
のW

 

脣
あ̂

旋
ハ
負
ZK
多
い
氏
も
拘
ら
ず
労
伪
從
争
君
II
少 

な
い
。
卽
ら<

泳
素
労
伪
の
贏
動
人>

が
浅
少-t

ろ
頫 

向
と
有
レV

い
ろ
。

•

帰
し
こX

は
上
部
帝
層
に
於
そ
は
狩
の
枚
賊
負
等
比 

歎
的
滾®

労
な
に
勤
務
す&

肴
が
多
い
芋
と
就
国0

彖 

族
・
側
凌
よ
り
推
察
さ
れ
ろ
走
年
啻
と
す
く
发
養
レ
く
い 

ろ
関
株
よ
り
生r

る
、も
り
と
思
う
。

p

 

一
根
的
に
母
青
布
地
方
の
如<

男
孑
営
彷
存
寧
看
が 

太
子
よ
り
も
多
CJ
の.
、が
普
通
で
あ
ろ
と
思
わ
れ,〇

が
東

ー、
三

・〇

号
・
三)2W
も) 

?7
":S
J

*5 笑
京) 

一
(
衆

音
眷L

於
て
ut
反
対
に
女
子
労
初
從
爭
看
の
率
・
が
若
干 

ご
ii
劣
、<5-
が
嘉
日,

ご
丸
は
男
手
がK

通
の
復a

利
用 

•
し
畝
茹<

也
川
は
亲
の
屮
心
地)

翌
岡
(

飛
行
埸) 
<
 
取 

後£

耳
丁
る
君
・
が
多
い
鳥
と
恩
わ
れ
<5
・
 

奪
レ
青
為
彪
方
に
於
て
痔
に
二
〇
町
步
以
上
の>

啻 

の
父
子
労
伪
從
争
看
の
少
な
い
爭
は
産
意-r

ベi

爭
柄 

ご
労
う
う
。

次
い
で
労
功
災
爭
者
お
能
刀
挨
算

に
権
リ
検
訝
し
く 

見
る
争
It
し
よ
う
・

3J
能
刀
孩
尊
に
歩
る
咨
榮(

箕
的
牙
祐) 

如
衍K

家
宏
労
伪
の
長
荷
と
レ
て
姓,

年
令,

林
箕
の 

妾
務
等
能
刀K

依
。
通
功
な
作
栗W

戻
轶
’

T

ろ
こ
と
が
す 

建
で
あ
わ
と
し<

七
能
<7
の
ハ
ン
デ
干
ヤ
ッ
プ5

認
め
な 

(1
わ
け
に
ut
待
く
ユ
い
」

先
ず
労
初<

争
有0

座
力
援
算
は
二〇

オ

〜
画
九
オ 

金
のX

学
男
寻£

ー
と
し
こ
徃
弱
、
早
令
别K

左
記
の
基 

準
に
ょ
<5
こ
と
と
レ/C

"

・
但
レ
～
户
の
内
・
于
尝
切
張
爭
看
一
名
は
家
爭
冥0

袖 

の
附
幣
潜
佑
、が
君
え
ら
れ
な
の
ぐ
施
万
筷
算W

 
O

A

人
と 

し
て
貴
旳
労
伪£

笄
田
し
尺％

の
・
が
次0

<

でd

る
・

衣g 
于子

〇 〇

ヒノ、

京 

すT

〇 T
A 〇

W 二 
加° 
ォヨ

〇 〇
«ノ‘ヽ

五五 
尤? 
オオ

〇 〇
A t

六六・
担。
ナズ

〇 〇

三nn

以ヒ 
〇

上ユ

掌
位

人 寿

註 

褚
柩
内
の>

慮
は
ー
户
乎
为
労
伪
從
爭
看
人
負8

 

ー
つ
。

と
し
た
埸
る
の
労
切#

爭
肴S

能
力̂

算 

し
史
敏
慮£

示
す"

若
于
の
再
察
た
适
め
す
と

】寸

三刀、 

田宮 
討村

査

地

俺山
唇お
角

肩

ヘーC^^ 

倉逐
A-千舛 
ヨニD 一

男
能 

力 

腴

算

奏繕 

〇六お回
聳窓
5 3

女

斧材 
ポえ七ー 
ず立三

-*** * —V.—'
セ［ヒT 

左M半ー 
C丸ち凹

計

會寧 
營位 

% A

備 

磨



一
 

め

一

方

当

り
0

能
刀
硬
葬
の,
へ
衣
は
エT

、
ニ
〇
可
歩
階 

―
ZV

層
は
二
、
一
人
訟
<'
あ
り
差
は
な
()
、が#

海
勉
万
の
二 

•

〇
町
步
以
上
の
階
皆
!4:-
'

nn
人
’
東
吾
肝
对
は
ー,

た 

人
と
琶
、が
認
か
ら
丸
«〇
。

此
の
芸
は
智
梅
地
力
の
そ
于
が
防
能
刀
柢
卜
に
泉
EI 

が
め
ろ
、つ
。
卽
ら
二
。
町
歩
以
上
の
階
營
は
父
子!
4-
零 

子
に
此
し
労
杨
に
庭
爭
し
な
い
有
、が
多
11
季£

示
し
て 

11
る
と
思
う
。

8

 

～
户
当
リ
労
伪
联
爭
看
人
頁
に
甘
レ
其©

涣
算
レ
え 

能
方
Id.

七
剽
五
分
前
後
つ
婚
と
示
し
此
丸
公
男
女
别
に 

更/Q

と
W-
于
の
旌
刀
母?

去

剽
S

X

劉
前
後
の
值 

&

示
レN

/
・

于
14
五
、

五
劇
—
六̂

程
度
ご
あ
〇
。

8

奁

满

労

伪

カ

一
 

般
r:
程
備
够グ

！
：!

次
の
电
く
分
類
す
る
こ
と
が
出
釆 

m

 

•

ー、

・

9

、

爭

程
(

牛

展
)

.
扶
晏
の
瑾
墉
始
幼
亠 

ス

(

; 

<

爆
酔
履(

季
所
極

日

春
) 

(

請
頁

劳

仇(

出
采
高
払
い)

ー
 

衆*C

牒
葉
労
伪
に
於
て
は
近
代
船
企M

に
於
け
る
労 

仞
と
其0

意
昧
す
る 
し
の
は
具
に
すd

が
辱
飾
的M

m

の 

着
レ
い
戒
が
圖
軽
泰
に
焚<

は
横
に
希
し
<1
杖X

の
尊
入 

方
衆
が
怜
な
っ
た
と
しV

わ
诲
祭
期8

家
旅
労
初
刀
だ
げ 

で
切
り
拔
け
る
こ
と
は
小
旎
褸
怒
营
で
な
いM

〇
多
く
は 

米
可
能
<■■
あD

若
干
の
奁W

努
柄
カ&

用う
-
〇

埸
合
が
多 

3
 0

特£

證
営
泥
模
が
大
さ
く
ほ
る
と
雇
衛
労
松
力
の
比 

宣
が
増
レ
且
つ
山
村
に
於
けd

襄
泰
託
愛
は
自
招
会
殺
の 

生
産
、が
筌
営
の
基
2EC

X

レ
て
い
ろ
凜
な
現
米
之
Li
山
林 

懇
営
せ
昼
欄
労
初
刀
に
嫩
存
す
ろ
比
童
が
墙
す
。
卽
ら
株 

業
円
浪
葉 
よ
り
七
経
営
上
層
柵
听
仿
刀
く
核
存
す
う
段
る 

は
窓
め<

髙
C)

の
<•'
め
る
。

D
 

潘

展
(

午

座
)

驟
雇
と
は
ー
ヶ
年
又
は
推
年
と
肇.a

咽
间
と
し<

繁
灼 

さ

れ5

野
仿
ぐ
あ
り
今
具
の
敢
道
と
挙
げ<

丹
〇
と
次
表 

の
如
く
ぐ
み
る
。

三小青 
、田g 
梓持地 
痂

利曲
疲

—〇 
七も
〇 ヒ

男
承

麗

〇
三i 玄

マ 〇
九 6
ー ヒ

封

率 

丞人
槍

汚・

—ノ5 一

三小青 

田君禹 
柠村址 

才

請 
査・ 

址

隋山
層麻
沂
為

ノ»三

〇 町

領
菜 )席

弓矣

QJJ 二

;钦 
業 、殍

〇 '
血六

計
雇

<!墨 

人而ノ 
豆ハ

墉

考

然
し
此
々
ぐ
町
聽
と
な
る
の
は
常
准.
弗
な
け
れ
ば
嫁
族
労 

仿
ガE

も
つ<

稲
い
饵
る
に
も
构
ら
ず
罄<

め
る"

故U

 

1

家
貌
が
徒
食7

<5
快
な
こ
と
が
め
つ/C

り,

あ!9

¢}
は
塚 

招
弱
示
とC1

う
裸
な
封
舞
的
爭<

に
よ
る
煬
合
が
有d

と 

し
た
ら
経
鬱
上
疑
向
k.
レ
な
け
は
ば
公
らC

H

し
問
且
つ 

年
底
は
拙
会
的
値
世
價
く
建
主
に
丼
レ
封
建
的
身
分
伶
阔 

•

復
が
殺
厚
で
皴
立
の
芯
虫
に
は
乏
し
い
う
や
は
なn

か, 

此
41
ら
の
点
に
囲
し
く
は
凝
向£

も
っ
て
1)
る
の
ご
ろ,9

。  

-2)
唇

鮮

履
(

季

節

雇,

日
曜) 

腰
林
篥
の
驟
相
期
に
磨
時
的
に<
<

す
る
盼
あ
カ
ご
あ 

り

祷

蓬

・

波
a

(

M

菜)

植
肘
、
(

下

刈(
•

業)

等
の 

・
環4

ぽ
多
墨V

横m

t

d

・
こ
4<
母
湾
近
労
紡
予<

筆
の 

多
(1
程
・
即
ら
不t

全
底
備
の
度
冬
び
大
巳
い
衰
農
漱
兼 

の
紫
就
期
にa

わ
て
適
切,

且
つX

童E

夜T

寸
ろ
こ
と 

が
可
籠
ぐ
あ
。€

、主
侧
に
と
つ
こ
は
發
多v

有
利
な
わ
け 

ぐ
ろ
る« 

,

W

川

址r
 

射
吾
野
时

0
.
0
©

3

ニ 〇

〇'

六

0
A
 

〇

玉
〜
二
〇
町
步 

二
。
ST
歩
以
上

も
の
彥
ご
徒
衆a

4(-
る
こ
と
は
五
〜
二Q

町
步
膏
膏

!< 

若
く
は
常
雀
の
表
檀
も

小
ご
く
向
過
！2

a

」K

ニ
。
町
步 

以
上
の
隋>

K

灵く

は
首
椿
地
方
<•
二
人
赫•

矛
吾
野
府 

は
一
人M

の
表
値S

示
レK

/

t)
る
・ 

此
41
は
义
営
虎
旗
が
大d

い
か 

・
宓
族
芳
切
万
・
が
第
時 

(

恒
レ
恒
久
的
ぐ
|4-
な
1))

王
し
い
埸
台
件
の
た
め
營
理 

人(

庄
屋)

と
し
て
居.〇

場
合
と
労
功
看
と
レ
て
建
價
さ 

れ
る
も
の
と
の
詞
は
あA

尚
こ
丸
等̂

苣
は
ー
籟
に
家 

族
滲
切
看
と
同
じ
哀
に
桂
資5

毒
せて

遂
く
こ
と
が
出
釆 

る
性
質
の
も
の
ご
る
ろ
、つ,

し
か
レ
ー
短
的
1-
ほ
労
資d

 

比
較
的
安
い
と
tl
わ
れ
て
CJd

京,

我
会
注
の
現
物
充
治 

C

レ
其
の
実
仿
日
牧
二
。
〇
日
吏
度
す
！
!

キ
外
备
く
な
る 

の
ぐ
は
な
1)
い
と
思
わ
丸
ろ
・

面
女
ヨ
の
早
慝
看
は
男
于
とM

っ
て
女
手
の
あ
マ£

蒲
う 

之
の
ご
あ
り•

凍
爭,

奇•

兇
・
茏
ロ
卷
带
・
洋
業_
辱
に
根
季 

す
え
看
が
主
<-
あ
り,

山
獄
労
切
等
訪
肉
令
を
伪
に
|4̂
 

爭
レ
G-
C1
の
・
か
音>

<•
あ
る
・



—ノ&

］京

長

村 方

ヒ 
冬 
A

五 
木

九

-■-

五、

西

X 
0

丸 

ノ、 
ノ'

右
技
よ
り
有
泰
-Td

と
め
慈
津
的
に
は
象S

二
。
町
步
階
酒 

は
衰
禦n

夜
下
す

•〇

罰
合
が
多
く 

八
大
、
ヒ
削)

二
〇
町 

歩
以
上
のW

醤
は
ぞ
れ
と
反
甘
に
床
業
に
戒F

す
む
若
伪 

蚤
が
多
い
領
向£

有
し
て
い
わ
・ 

回
五$

ニ
〇
町
歩
隋
脣
|<
ま
1)<

は
青
1&
堆
オ
、灼
五
。
人 

一
{

井

し<

東
吾
野#

14:
約
二
宿
のS

人£

示
し<

い
る 

此
の
内
約
六
。
人
、が«

柔
野
な
で
め
ろ
。

此
如
は
当#

の 

慈
比
面
演
が
青
撫
地
方
に
比
し
多
1)
こ
と
と
板
瑩
と
厢
专 

行
っ
て
()
ろ
闵<

上
连
瘩
労
伪
に
ょ
リ
浦
う
も
の
と
息
わ 

丸
今

一
つ
は
交
通
の
快

C

利
用
し
て
亥
庶
の
他
の
敗̂

( 

取
計
收
入
の
増
加
と
計
ろ
改
め)

之
の
比
彩/K

多
い
た
め 

労
彷
7?

■*
の
季
兵E

雇<

労
桁
IX
J:
り
補
う
え
め
と
君Z

ら 

れ
る,

Z

二
。
町
步
以
上
の
階
唇
に
於
て
は
段
有
我
の
罚
佥
は
青 

漆
弛
方
三
ヒ
〇
人
ぐ
八〇

人
、が̂

葉

に
殃
汆
が̂

>

一
Z妥

 

下
・

〇
?r

泉
吾
昏
対
L±
二
え
。
人
ぐ
共
〇
内t

五
人
が
朦 

禦
に
聚
僉
、が
点
棠
の<

<

労
伪
ぐ
ろ
ろ
・

即
ら
ヒI

八
副
バ
旅>

労
功
に
戒
下
ご
我
て
C1
る
わ
け
ぐ 

あ
る, 

」 

.

以
上
実
態
調
査
の
資
海
田
つ
い
ス
理
、、

A

な
わ
け
で
あ
る 

が
噹
時<

の
其
〇
意
義
は
経
営
上S

の
く
大
さ
い• 

§

山
村
1C
於
け
為
こ
の
旋<
<

菌
保
の
因
曾
か
ら
レ
て
雇 

虧
さ
丸
る
看
即
ち
労
技
有
の
セ
埸
は
都
会
の
そ
れ
よ
り
ー 

微K

^

cl
此
丸
は
労
め
の
塚
と
し
て
の
髭®

の
阻
足
・
即 

ら

濃

.#
に
於
て
不
完
全
崔<

ポ
雄
尤
ず
雇<

看
の
生
君
S. 

#

か
ご
ん
と
すd

双
に
欲W

看
の
舫
点
、が
存
す-9

の
ご
は 

な
い
ら
う
小
。
案
し
な
が
ら
反
面
大
山
林
旅
有
右
に
と
フ 

て
14-
此
れ
ら
労
彷
層
の
防
刀
に
横
り
軽
営
、か
達
、

X

さ
れ
る 

の
ご
ろ
り,
此
の
点
も
又
雇<

看
測
に
と
っ
てd

爲
れ
て
は 

C

ら
な
〇
攀x

c

d

ろ
、つ
・

•

め

請

資

盼

伪

頭
初
に
遠X

/C
如f

本
調
査
は
育
林
労
幼&

主
袱
田
敢 

龔
め
え
、び
爲,

山
秋
労
防
に
於
け
る
寂
浜
・
祓
出
・
盜
豺 

等
の
如
く
壮
爭
の
芜R

に
対
レ
責
在£

周
う
豪
位<

柯
 々

殖
と
云
う
な
な
緇
緘)

の
労
伪
に
屬
す-Q

あ
の
即
ら
枳
孫 

接
の
労
仿
は
こ
丸C

詞
査
の
荷
聾
外
に>

い/C

が
こ
れ
は 

多
く
山
林
経
学
看
は
立
木
及
分
と
行
う
看M

多
い
い
ら
て

ノ7—

う
る
、
し
か
レ
な.
か
ら
秋
案
分
坊
中
浅
田
芽
仿
の
占
め
<5 

劉
台
は
此
の
地
方
の
血
己
肯
秣
兼
此
帯
に
於
いM

ほ
多
く 

の
労
初
山Z

吸
収
レ
て
VJ
る
と
履
わ
机
る
の
で
弄
_

部
に
灸•
い<
 

全#

労
仞
刀
の®

よ
〇
袂
討T

d

こ
と
田
し
仁, 

C

・

宏
族
と
字
卷
一
人
芬
り
の
年
回
労
仞
日a

 

宏
旋
労
妫
儉
审
寿Q

洋
仞
日
教
と
常
雇
の
芬
切
日
教
べ

如
何
覆
ご
る
り
、
 

旦
戒
オ,

階
譬
同0

傾
向£

祀
握
せ
ん 

が
為,

行
っ
た
も
の<

以
诙
労
か
灸
爭
舂
我
並
に
落
程
教 

と
时
誤I

よ
り
、求
ぢ
え
・
即
ら
・
以
上
の
斉
料C

以
だI

人 

芍
リ
の
午
rul
日̂

K

狼
算
し
た
も
の
ぐ
あ
る••

隊三か

ま®・宮 

野

n村対

弱

耳

地

五

〜

ニ
。

町

ナ
 

二

。

術

步

以

上 

五

、

二

<5
町

步
 

二

。

町

步

以

上

隋

簪

洲

五丸・大八 

个な=ギ

| ノ、ハ・七 四
1

栗 拢 

泛 

叫 

柱

" -**• 二 -— 

?千E.。 

四 QD・三五

豕

>

七ー九 9 
本中三・キ 

ニ ニ。あ
計

ノ、 ノ、ヒ , 

モを平号 

ー 〇 〇・—

狼

<

廃

大匕・〇 
衣?本于

— 立 1 ノ、

彼

業

"•** <32 "**•
回立七 。 

え九Tを

i k — X
計

軍

位

i 人

可

疽

>

左
表

よ
り
見
る
r:S

家
庶
の
労
功
後
爭
看
日
殺
は
年®

平 

万
一
人
す
り
五
〜
ニ
〇
町
步
隋
晉
ば
一
一
〇
人
前
後
で
あ 

り,

二
〇
酊
步
以
上
の
曆
啻
は
八0

〜
兀
〇
人
谨
凌
で
具 

の
差
は
二
〇 

f

三0

人
産
慶̂

い
を
侍
日
・
我C

示
し,
こU

-
 

る
。W

ち

小
更
族
姿
莒
卷
源
美
の
労
功
日
飲
・
が
多(I

こ
と 

C

示
し
乙
い
る,

冋
次
に
爭
窟
の
該
勿
日
裁
は
カ
ー

ニ
つ
町
步
の
階
層C

二 

〇
。
〜
二
五
。
人
荏*

ぐ
ろ
り
二
。
町
步
以
匕
の
階<

ご 

は
ー
五
。
人
表
の
数
慮
と
禾
し
乙
11
る
比
の
階
層M

の
差 

は
ー
ー 

〇
町
歩
以
上
の
皆
膺
<••
は
字<

は
主
夢
の
山
林
のg

 

厘
並
|-
軽
茗&

・
乏
ご
丸
乙
い
る/C

め
に
調
登
ぐ
は
誅
切
日 

承
、がX

じ
え
も
の
と
あ
え
ら
れ
、
 

五
く
二
口
町
步
の
階<



ーノg 一
に

於
<

は

攻

宏

野

枝

刀

の

不

足

と

止

L'
と

得

す

稲

う

胜

譜
 

K

夜

い

と
M

ら

れ
6

の
C

其

の

源

佑

日

數

七

又
•

一、
应

る
 

の

ぐ

は

公

い

か

と

恩

は

租
<9

・
 

, 

E

尚

・

程
K

於

て

特

田

街

意

す

、ヘ

-d
は

罕

雇

君

は

男

子

が

多

い

の

<•'«

林

葉

痼

々

の

条
®

は

華

な
d

算

桁

平

内
C

あ

ゐ
M

徐 

か

ら

晏
<

労

仞

の

教

題

は

林

亲

労

泌

|-
移

勒

し

俊
>

拭

今

少

レ

大
 

己

公

敬
a

8

禾
•
了

の

が

実

您

ぐ

あ

う

う

・

m

・
労

柚
の
配
分

木

弱

畳

は

抽

虫

モ

ノ

Z'
テ
7

訶

査

に

よ

り

農

林

業

剔

・
 

冃

别
•

漱

仿

カ

の

控

須

八

家

衣

労

亿

・

座

捣

号

仞
)

別

は
 

豆

1"
林

茶

圣

営

は

ホ

来

育

林

遥

程

と

伐

麻

起

程
の
ー
ー
つ

の 

ー
ノ
ロt

ス

に

大

別

法
X

る

び

今

回

は

育

林

労

伪

乏

中

也

に 

旅

薬

前

(

柜

栽

・

ド

刈

、
 

表

拘
)

其

れ

以

外

は

従

局

労

仞
 

(

管

理
•

间

伐
•

謂

套

尊
)

X
!

し

て

一

括

桀

討

し

戏

蒙

は 

履

茶

が

初
k

徒

屈

野

勿
E

の

二
大

别

を

行

う
K

史

め

た
• 

註

舞

ir
は

剔

表
I

と

し

て

本

玄

宗

に

附

加

し
r

め
A
 

先

ず

オ

ー

に

蓉

唐

剔

、
>

林

衆

别 

、

目

别

ー

户

肆

西

う
 

盗

叶

仞

配

あ

左

回

示

す

机

は

オ

ー

ー

図

の

如

く

な

る

・
 

/
 

略

層

别
!
/

更

た

単

冋

ゆ

労

伪

配

分 

此

の

図
(

的

夜
I

よ

〇

作

成
)

に

つ

い

て

更

る

にM

荣 

冴

伪

は

大

林

一

耳

を
®

修
k

し
<

M

次

上

舁

レ

六

冃

つ

收 

核

並
K

作

村

庁

の

琳

期

に

労

功
0

ピ

—

グ

グ

見

ら

れ

・

其 

の

物

は

八

冃

适

降

下

レ

再

が

十

・

ト

ー

目

の

收

很

期

ぽ

ビ
 

一
 

—
ク
を

再

現

し

て

11
る
•

之

れ

ぎ

旳

感

方

を

通

じ

で

の

農 

ラ

楽

労

初

の

一

泉

飴

傾

向
?•

あ

り
•

之

効

14
哉

が

国
^

定

卷 

一
 

射

に

於

け

る

豚

初

風

必

と

頹

似

し

た

保

向

。j

有

し

て

い
A

次

い
r

林

業

労

初

口

寸
/

二

。
町

步

捲

層

は

於

てp

充 

に

、

れ

な

赫
/C

倉

嫁

労
,

の

び
X

V-
あ
•9

南

係
±
:
.

丁

度

果 

樂

期

2.
外

し

で
,

柚

林

、
 

下

/</
・

放

お

ろ

、

间

伐

奪

の

山
 

林

労

伪

を

行

1>
技

多

花

期

に

泰

で

五

の

人

前

後

の

冃

间

漱
 

坊
£

找

ト

し

て

い

う
'

W

ろ

頒

林

票

盼

め

の

菠
A

囲

株

は
 

此

<0
図

子

豆

ら

视

る

林

に

円

潛

に

行

わ

札

て

い

る

と

玄

う
 

べ

さ

ぞ

る

う

ろ
"

尚

二

〇

酊

歩

以

上

の

階

營

に

茶

て
M

梅

作

・

方@
 

ー
ー
冃
・ 

)
)

一
用

、
 

三

月

と

少

な

く
.i

月
,

六

月

、

七

冃

・

、

月

、
 

れ

冃
(

A

丑

人

ぐ

液

髙
)

と

多

い

游
M

を

有

しm

い

る

” 

此

那

日

幼

令

称

の

爲

下

XJ
眇

々

に

多
<
 

核

下
±

れ

て

い
©
 

わ

け

予

あ

旧

。

此

れ

に

万

レ

束

吾

勇

村

的

ー

。

月

・
 

一
・
一 

月

・

丑

冃

・

木

冃

と

少

を 

く
・
ー
冃,

二

冃

・

三

月
,

ヘ

耳 

(

>

髙

千

回

ふ

人
)

と

多

く

、

廉

観
y

る

ほ
M

業

の

豪

肉
 

期

玄

和
®

し

て

い

る
2

¥

に

な

る
,

此

の

最

よ
0

見

る

に
 

髙

令
M

・

の

林

相£

有

し

て

11&

<

M

忍

菜

圣

営

の

合

理

胜
 

次

伴

う
Z

之

の

ー

帰
2

示

す

も
0

と
M

ち

九

御

る
?■

あ

ろ 

、つ

・え

ー

ー
に
家

表

労

め

力

と

底

漏

汗

の

万

の

日

知

配

分

歓
i
 

£

見

る

と

キ

三

図

の

如

く
_

ぐ
あ
ぐ
・



刀ゝ宮・三田和(2ク町虬!)瀆林罗评两労仞混分
十ー--林票渉仿

—^2 アー
弟 J? 頤

—J?ク

ノト、M三田屈<す-ユク町.)薦阈辱间削摘險'
1------ 卜 榊"

。•・。 〇農楽％仿

東吾再(夕-N0町)農林剔茸间林C分 —林豪野め

ー。麗郷物



"トハ倉,三旧柯< 5〜M町歩)

彖
莢
労
册

歹/
/

M
i

一
:
^
s
x
„

tzI
ノ
レ 

レ
-

kl

添
ク
’
^
\

づ日

腐
働
沙
川

0
r
a

蘇

向

一・ろw

例H□

M  

E  

"  

嘉

笄 三 区

底
勝
労
功

林農
林

小宜・三田冲(バ。渺以上)

泰吾野犯(な町歩以上)

・
族
労0

G
S
5
X
S

泉
族
労
松ー

移
r密

以,:Z
う

虎
你
労
伪

ff ff.
S
^

IXIT
J
^
N
S

Q



―—
3

 

而
JE
方
の
力,

二
。
町
歩
偕
屠
に
於
て

.'4

大
林
に 

同
け
林
な
场
初
配
公
の
嬪
陶
を
有
し
て
い
る
。
腐
橘 

労
伪
は
ザ
答
劈
村/

■:
に
し
W-
後
弛
方

次
枚
あ <

少
句 

〇
・
即
ろ
五} 

ー
う
町
グ
切
陪
賢
夺
小
甚
器

<■•
は
丸 

七
オ
が
白
を
労
仇
ヤ
あ
る
に
/;-
い
し
戻

考
始
村
ぐ
ほ 

五
六
宏
し
歩
な
く 

、
 

ー
。
—
二Q

町
歩
の
塲
佥
る
水 

宮
お
刀
五'A

万
に
た
い
し
梁
诲
舟
対
な
而
ー%

や
束 

吾
野
村
の
オ

-^'
釜<
 

ゆ
鹰
诵
労
別
に
よ
つr

い
るn

 

と
ZX-
か
る
、
 

此
れ
に
た:S

L

て
对
に
依
っ
て
-i-
わA

 

>
9

な
に
二〇

町
歩M

上
の
崎
将

心>

侮
労
枯
刀
の
比 

堂
ケ
栈
あ
で
高
く
企
く
疋
べ
対
を
-5
レ•

希
に
肯>
 

就
万
の
—"

町
歩
以
上
の
巷
層

は
求
恐
帝
祠.
う
同
陆 

層K

H:
し
て
五
月
・
六
月
次
必
、
。
人
違<

林
建
の>
 

郊
労
佑
刀
が
多<

耳
フ
他
の
耳
之
溉
林
亲
射
命
き
。 

!

二
。
人
・
程
多
く
友
卜
注
れ
て
い
る 

此
の
爭£

?

濃 

菜
に
於<

は
山
腹
我
农k

底
痈
焼
伪
の
暦
の
族
少
イ 

リ
炫
然
的/T

労
仞
丹
殊
钓
化
火
方
あ
死
且
つ
林
菜K

 

於
て
|4-
获
崩
履
く
幼
冷
林
次
多
い/h
•

め
、
 

ド
別
に
罗 

髯
の
座
縮
澄
め
を
辰T

す
る
た
め
と
是
わ
れQ

 

此 

の
舔
な
争
哭
ki
林
狷
の
辑
成.
状
懸

よ
バ
生
す
4)
电
の

で
芥
忠
丄
冀
マ«

蔭

>.-.■'
一--•

乏
七
た
ら
し.
くU

く 

り
?■
ほ 

と
か
ろ
う
久• 

- 

•••

A
 

决
・
に
辱
向
の
労
旳
配
分
次M

さ
克•q

に
、
五-

二 

〇
協
歩
落
潛
に.
次
!7
る
菁
痴
感
方
の
凍
後
の
麗
>■
游 

初

は
ー 

〇
冃 

、
六
月
、t

岳
なW

O

人&

<•
多 
く 

一  

二
冃
公
景
他
ぐ̂

六
人
、
 

冃4

灼
や
ほ
二
〇
人
臨
廣 

ぐ
あ
る•

な
れ
に
対
し
林
業
労
协
宙
ハ
冃
つ
ー
。,
八
 

之
最
高
に
羊
均
五A

s

の
外
布
を
狡
ト
し
で
い
る. 

廢
傭
劳m

に

フ
い
ぐ
总
濃
繁
痈
に
七1

ハ
人
相
皮
液 

下7

〜
に
北
云
つ7

、
い
るI

柬
窓
努
荷
に
於
てQ

農
業
游
布
は
ー
 

〇

目
、

一
一
 

冃
・
六
冃
び
三
〇
人
玆
ぞ
弦
髙
で
あ
リ
・
茶
少
の
冃 

は

一
月
の
ー
。
人
で
あ
り
、
 

冃
孕
肉
二C

人
憑C

あ 

る
・
 

ー
オ
林
業
が
知
は
器
于
で
冃
孕
灼
し
て
四
人
ぞ 

あ
る•

鹿
癘
野
肪/-

つ
い
て
ほ
澳
棠
は
小
宮
利
と
冏 

じ
林 

に
襄
紫
撕
に 一

。
数
人
を
庚
用
す
る
。
麻

業
に 

は
恣
痢
同
若
干
れ
雇
癘
了
る
に
止
湿
ゆ
。
 

次
に
二
。
町
歩K

上
あ
胸
盾
に
於
け
る
奇
薦
堆
タ 

カ
家
茨
游
仍
は
前
肴
と
同
じ
林C

祝
公
傾
向
ど
有
し 

て
居
り
冃
平
四
履
菜
に
ー
。
人
林
束
に
は
近
・<

I

あ

-NS—

3l

人

TLt-

=九一 

冃日月

ニー十 

冃目有

气左マ 
五八～

A

A

Q

丸
A

背 

瀬 
虐 

方

0 
町 

步 
以 

上

五

BT

歩

三八九

五六十
H月盲

H == 

四・玉ハ 

尤九三

ズ七六 
冃冃冃

町 

歩 

X 

上

元 
f

阿

歩

---二:三 MM

ノ、ん-r

丸nu穴

大八板

月冃冃

五七九

十亠ー 
一六〇 
冃月冃

三
六• m

人

ー
ヒ•

三X

三
五
血
ス

--0

・0

人

ー

朽

二
(

ー
 

〇
〇
)  

二

。
、
 

三
(

ー
ー
冃) 

一  

ー
ー
。1

ハ(

十
一
一
目)

J  

「

F

 
m
 
=

「

ffl~
 

) 

一
=

ヘ(

十
二
冃)

)

一
 

匚
ー•

匚

ー

旧

匚

れ
、
ゆA

一
一
人

、K' c

 
A

せ

、
兀

人

束

-&

寿

府

る

・

屈
<

労

功

に

つ

い

て

應

乘

は

ー

ー

月

、
 

ー
ー
ー
片 

グ

技

髙

ぞ

三

五

人

熊

皮
e

目

平

治

に

し
<

二

〇

人a
 

度

で

あ

る
-

林
X

(

埸

令

は
 

九

冃

・

/<
目
,

八

耳

・

五
冃
・ 

七
寸
 
• 

ー

〇

冃

の

圓

に

ク

食

く

各

肘

五

ひ

人

前

後

ぞ
 

あ

幻

・

即
5

段

み
A

秋

田

<
$

け

雇

佛

労

伪

び

找

下

さ
 

れ

て
U

る

の

ぞ

あ

る
•

マ

し

て

月

羊

内

で0

叮

〇
/

へ 

・
柄0

座

席

労

扪

を

技

下

し
<

(/-|
る

乙

と

に

な
&

“
 

渓

吾
W

村

に

於

け
9

家

族

の

義

業

労

た

は

ー

。

冃 

の

二

〇

人

を

吸

髙

と

し

月

孕

灼

ー
 

〇

人

死

千

あ

り

あ 

菜

は

肖

孕

約

皿

人

幼
?=

あ
©

•

ー
 

ー
 

府 

屑
 

所
 

戒

髙

(

冃

)
 

孕

一
方>

衆
の>

備
労
松
ほ
六
冃'

)

<?M

二
ー
月 

万
多
く
二
。
人
卷
予
あ
り
孕
內
目
に
納
一
五,<

季
禹 

学 

・
 

林
業0

八
目 

三
目
、
 

|

・
冃
、
 
= 
&!• 
t
 

,

回 

冃
の
痕
に•

G-
ノ、
各
耳 

三〇

人
前
恣
や
あq

。

味
れ 

目
育
濾
芯
方
よ
り
ユ
つ
人
程
茂
ク
ヾ
冃
平
均
に
焚V

 

は
二つ

ス
萩
で
あ©

つ
で
寿
菊
咳
オ
の
半
分
ぞ
あq

 

次
に
決
な
労
あ
に
フU

マ
濃
林
漿
ま
合
潭
しM
の 

業
髙k

M

危
の
盼
功
量
をM

る
と

均 

瓊

但
(

河
) 

学 

力

ー
 

为



—
--"■■■■

て
a 傷

由由必

有村方 

ヽノ 所

五 佑/
$ 層

%

二 %切
町 /晶 J

ヘ皿ヘ皿 —M へ五 iL
ノヽ= 〇 ノ、 五八

林
ま

Onn 5〇
•-^ __

-- ’、—一

Mod

二 V
並六 

やtz

—

W五
浪 旅

j\^ —»• 〜二二= 
2 —

尼
盼

?1探
x-*«.---
△孑

=r S 討 独
==星で

山
—

一 » 2?W
〇、

C = f 
二七 常

三五 〇 ー 尤五 、〇,二林

d — 尸、王 農
00 — べ匕 U =
三,或二/ヽ

立ノ、 7 A 地

耳W
*—> 
ニュ

=

ノゝ六

*—A'--
lutunj 針 扉

孕二丸凶W¥

へ= 
三J 
=J —xto 

かー

亙

tat丑
山

临
巳3泌 <s谕ヽ・ ■■"■林

X—'.-U- 
長実 

v«xヽ

冷
K,K 

j 
(
皿

効

”ハ
全司

巴〇

ハ=1
、 、

◎叫

濃

地
時

/^= 

西ハ 
Q七

三九 

ーノミ

へW

'ご七=e 計窿
乙ー 云ハm奇 芒六

= 
五W=〇

ー、五

矛•二

由
=>? ナは -～ 〇

巳皿专〇 ノ V --- 芥五
—・一
四二 

九皿

二
Wな 凹五

C —
tzハ
ノ、ヒ

卷
訂

〇 ー お兀=• '・ 一
地

誇 

c q
—五

へCZ
c K、
〇 .五

J兄

へノ、 
担 

マニ

""ヽ—-1
n ('c ；j/セニ

詛

■

を 

卫,

二
。
町
珍
尚
潛

に
射
で
は
管
曲
ご!

ク«
 

畤
期
に
於
け
る
藏
利
量
次
二
〇®■

歩
以
工
のM

麻 

に
に
し
て
庶
迎
い
労
防̂

枚
下
し
て
顷̂

M

と
次 

わ"

る
・

關 

・
初
の
嫉
少
期

に
於
て
は
ー

ー  
0

酎
渉
以
上
の
階 

唐
の
疑
河
受U

X

下
の
階M

よ
り
少
は
1)
グ
、
 

マ 

丸
三
化
ピ
—7
Z

聚M

の
差

は
少
な
い
。
即
ろ
前 

者

が
月
间
お
仇
量
の
屋
び
六
人
、
 

八
人<

あ
<5
に 

対
し7

就
寿3

 

一
穴
人
、
 

ニ
ーA

ぐ
づ
る•

此
の 

半a

抜
若
久
滲
布
汆
万
さ
有
し
て
い
〇2

と
冬
示 

寸
も
の
ぞ
あ
る• 
•

以
上
の
爭
実
タ
、つ
圣
淸
的
面
よ
り;t

衆
31-
・
ぐ
な 

ら
ば
之-

二〇

町
歩
の
鹰
/f
/a
今
後
の
圣
管
に
於

て
圣
営
上
其
の
•>
用
芝
調
整
す©

林<?

オ
策
ケ
者 

然
汚X

C

け
丸
は
な
ら
な
い
予̂

う
う
、W

ろ
玄 

内
的
朝
業
の
錢
狀
並
に
奠
あ
、
 

襄
肉
廓
に
労
柏0

 

样
、つ
林
白
尿
物
の
喪
定
奪
、
 

労
仞
配
合
の
的
等
化 

•
を
図A

ー
徂
は
な
ら&

い
し
、
 
X

林
業
に
淤
ぐ
は
殯 

我
、
下
別
、
 

技
打
、
裁
採(

冏
伏7

運
材
迎
。 

• 

素
肝
注
産

の

一
焚
作
兼
を
漩
案
生
産Q

&

渐
互
鬼 

<

家
次
労
初
中
迥
に
詞
っ
て
行
く
こ
と
が
以
奪•
了 

な
い
な
と
庖
わ
れ
る
ー

V

 

凍
荻
労
仿n

雇
傭
野
勿k

の
倒
る 

訥
食
村r

於
つ<

蕪
林
案
る
遂
に
炎
け
る
嫁
袤
労/

と 

雇
倫
労
斬
の
娄
個
と
其
の
あ
分
宰
壬
表T

と
次©

林
千
あ 

Z
,
 

/

旅®] 図

球族労々/匕麾備渉仿の嗣合
E___！柬朝村
CZ3青娜オ

偈時

雇

原衆林 
(上な)•演刃

沒

♦’林一楽 
匕ノスあ契

林素 炭
(”・い 国)

拄
為
私
内
我
健
は
百
分
平
モ
刀
可
・

右
の
表
ぐ
兜
ら
れ
る
濾
に
5.!

ニ
。
町
歩
鹰
層
で
评>

' 

地
方
釣
三
七Q

A

、
柬
吾
野
対
釣

凹
セQ

A

•

二0

沛
歩 

以
上
の
階
層
・
口#

离
也
方
約
八
へ
。
人
・
诀
吾W

村X
 

皿Q

人
の
滲
仿2

衣
ド
し
て
れ
幻
わ
け
ぐ
あ
る
衣
、

と
ん 

. 

は
足
法
現
摸
グ
天
々
冥
な
る
。
や
オ
ー 

>

5

臺

しT

載 

き
た
い
・

令
有
分
孝
で
示
し
た®

表
に
フ
い<

尤
兼
号
召と

尤
ブ 

キ
ー
に
五
— )
ー
。
B?J
歩
魅
層
に
次
て
は
兩
此W

共
ヒ〇

'
-  

ハ

〇  
%
 (

此
の
内
六〇

/

前
缓
び
膜
案
眇
粘)

近
く
ダ
暮 

衣#

仇
力
に
依
フ
で
圣
啻
さ
ー
光
英
社
に
蔻
彩
前
斂
う
年
鹿 

労
助
ま
炭
下
し
應
衆
癇
に
炎
て
一
 

Q

 
J

二
。％

の
原
腭
底 

濾
労
枯2

我
下
し
？,'

、
い
考
・
此
札
に
反
し
二
つ
斷
歩
以
上 

に
炎
て
は
塚
族
労
ね
カ0

占
のq

剧e

はX

孫

J  
一
五％

へ
 

二〇

免
五
く
口
骚
業
労
仿)

前
核
で
あ
り
审
程
労
あ
カ
は 

ー
ー
汤
—
三
丸％

卷
度
で
農
林
茱
渉
伪
の
助
合
は
半
々
位
予 

あ
め,

爲
府.
履
に
フ
い
て!

7
M

五％
 
(

琳
築̂

布
け
一=

三 

丸
を
よ
め
て5

る)

忽
庚
や
あ
る:

沖=

に
林
秦
游
所Z

襄M

労
伪
の
朝
合
一2

兩
地
方
共
五 

!
 

ーー
 

〇 "

歩
仍
磐
暂
に
羨z

a

林>

労
仿
状
大
休)
ー
二％,



—-2© —

な
衆

の
セ
八％

が>

紫
労0

で
古
め
ら
丸
て
い
む
ー
即
ち 

ハ
割

沈

、S

労
功
な
義
案
」
亠
営
に
炭T

さ
れ
<*
い
るZ

と 

W
示
し
で
い
る• 

二Q

町
歩
以
上
に
於
マ
は
両
地
方R

苔 

于
の
差5

E

6

牡
る
・
即
ろ
束
吾
奔
那R

於
ぐ
は
晟
林•
菜 

射
初
は
学
々
据
廣
ぐ
ゐ
る
び>

样
弛
方
恩
西
公
六
ぐ
亦
禁

が
仿
グ-

剧
程
度
It
童
へ
大
ざ
い
。

?
•

崇
案
剔
青
林
漱
肪
模K

•
超

(

階
為
别
一
戸
孚
均) 

應
廣
剔
に
育
舔
キ
ゐL

し
て
の
灣
付
け
、K

刈

衣
・
力 

の
各
桁
兼
巧
潛
初
戒
下>

を
米
し
た
米.b

次

の
表
下
あ
め.

焼

二

表J
 

山
林
面
稍
ほ
各
次
業0

去<

左
成
寸
汲
傾
で
あ
る, 

ff 

括
那
内
え
同
一
户
手
均
山
杯
而
煮?

一
 
O

O

と
しr

育
林
労
仍
の
对
療
画
廣5

表
し
后
も
の
や
あ
る
、

僉而・ 
書川 

盼形 

色方

倉5；M 

田宕通 
利村オ

埠

市

ー
丑,

二 
〇̂
 

山

赫

曲

積 

二〇

町
次
上 

QJ
林

而

積

、

ゝL)— 11)-2-
林M芥& 
k 町負以而二 
頹E損侖

时 

屈/ 
ー磷

衆
/别

—;二 〇,

= 、三/ヽ 
二 U1J 七二 

旳人町人

冷六 〇、ー 
ス ノ二六凹 

三二九切 
町式町人

稻

村

2 。=:三 
七杉m 〇 
回’回六七 
町人阳•人

二—

セ九三MT 
一=、・r J r 
至a = — 

助•人町人

下

烈

■

•^―«

丢エ ・て = 
d犬1尤 

三九二笑 

Nr人的・人

恐ノ、°,= 
三衣七 〇, 

三五 t七 
敗人酎人

我

力

<
狀
 
rf 

‘ 计
(tl

) 
潸
目

H
U

rt-
1 

> 
rb

-rt
 X

 H 
(^

ft；
>i

lO
 

如
ン

・
H
I

=UZJ
六、回六IWそ 
=<?ハ-^i七 

吋 '
パ爪ニニアノ\= 
襄町Aこ町人

會育 
林,味 
面労 
鬱知

討

五 ー
六ミマ三 

；-ハ。町丹 
%ヒ七ガ九員 

F人J・函A

五
&七Ot
〇 ’、コバ・C 〇 五 M W 
%セ九:。• = 
’所んと旃A

而・盼

討

= *—■
ニ 〇

六 日
IQf 〇

A A

丑
= ハ
回 〇« '
一 五

__ .人一人

林 
茉 
、餘 
仞 
料

—Nター

弟 忍区

右
の
表
よ
り>

、っ
と⑴

労
林
停
伪
板r

遣
顷
近1

ニ

〇  

町
歩
隋
足
の
斉
活
セ
万
は
ヒ
ヒ
人(

厦
五
八
町
步) 

、
 

束 

吾
骈
和
六

Z\A

(
 
=
.
<

五
町
歩)

で
の
の
、
二
。
盼
歩U

 

上
の
若
層
の
曲
肴
は
W-
丑
。
人(

三
七
、
。
九
酎)

核
者
は 

=

大
〇
人(

ー
ヒ
ニ=

丸
南
歩)

<••
あ
る•

ご
札
を•
あ
我R

 

の
育
林
渉
仞
の
为
蒙
と
な
る
画
布Z

比
す
丸
for
践
る
經a

 

遂
当
公
敬
感
千
卤
る
と
玄
い
爲
祐,

如
夫
々
カ
地
方
蛆
に 

應
膚
间
の
11J
林
面
稻' 
乏-

つ
。

こ
し
育
林
t&
積
の
有
分
孝 

で
M:
るE

焉
あ
龙
方
は
両
階
層
共
六〇

敬％

や

あ

の

Im 

)11
ぜ
方は

三
〇
薮％

を
示
し
て
11
る
。

こ0

争
に
俄
フ
で 

青
・̂

せ
方
は
栄
る
剪
村
よ
う
的
ー
・
九
倍
罹
篌
多
く
の
育
林 

而̂

(

井"
.

k

八
下
の
対
蒙
松
更
ろ
れ
る
突
除
の
面
積
だ
指 

す)

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
も,

次
氏M

戻
す
る
意
味 

で
冬
朱>
£

有
分
率e

以
て
ザ
刀
ラ7

に
表
示
す
れ
け
キ 

五
図
の
-^
く4

る,



甥

a

寫

皿

- 

右
の
円
ク
ラ
ア
よ
り
あ
療
3T
丸
はS

ド
刈
游
松
ほ
五•
 

キ
ー
ー
〇
麻
び
舊
履
の
東
吾
野
村
三Q

%

te
对E

で
誉a

セ
あ 

一
 

は
其
〇
免
芯
カ
數
值£

一
木
し
て
い
る
”
那
ろ=

。
名
の
阳 

邊2

承
し?

い
る
。

こ
札
に
河
し̂

二〇

町
歩
以
上
の
瞥
層
ほW

為
度
方
一
 

七％

、
朱
备
野
村
コ
鮭
洪
上
の
厕
〇
宼
だ
米
し
て5

る
、
 

6

蘇
代
労
紡
|3
柬
吾
劈
河
セ％

に
对
し
て#

艘
地
あ
は
席 

X

上0

敵
僚
を̂

し
て
い
る
ー
然V

同
奮
方
蒔
暦
囱
に
は 

余
りM

は
見
ら
れ
な
い
・

此
あ
林
に
栢
为
的R

両r

方
のM

密
五
星
るr

青>

辻 

方
ほE

刈
野
仿
状
主#

ど
珠
し
て
い
々
と
玄
拱̂

馬
・
凝 

忘
3T
4L
は
育
麻
延
方
びM

伐
值0

林
業
丕
尝•

即
ろ
冬
讃 

瓦®

の
柢
ー
い
山
林
を
わ
有
し
て
い
るe

と
わ<
M

岀
束
る 

ぐ
あ
ろ
う
・

千 

育
林
粉
伪
の
琴
肉
骯
分
へ
魅
屈
别
ー
户
平
内) 

育
林
労
仞
の
辱

间
配
分
ど
九
六
図
の
初
く
示L

た(

図 

ほ
肘
表1
4

り
雄
剩)

え
に
農
林
菓
沙
幼
の
年
回
蛆
分
の 

鷹
孚a

逑
べ
た0

や
膏
林
渉
の0

藏
分
に
フ
拱
て
再
摩
オ 

進
め
る
ー

先

ブ
を
一
にR

度
オ
題
将
而
の
労
伪0

時
期
は
大
林-

飲
し
た
類
向
を
示
し
、
 

技
わ
ろ
は
二 

百
、)
ー
冃
に
多
く
、
 

禎̂

ほ
町
目
を
斐®

期
と
し
、r

刈a
t

冃
、
ハ
冃2

ビ 

—
ク
と
しT

密
の
前
怒
にM

つ
て
い
る
。
麗
の
あ@

妙
切 

の
將
现
は
權
功
庄
理<

的
に
あ
肯
定
す
る
こ
と
び
ポ
・
幻 

ぐ
あ
ろ
う 

・
沖=

に
は
二〇

販
歩
以
上
の
階<
r

於
フ
、
會 

共

”
渉
お
疾
ド
诿
次
痛
期
闾
に
多
蜜
に
衣
下
さ
双T

い
る• 

即
ろX

々
の
通
期
に
多<

に
.W

W

游
松
を
狀
卜
し
て,S

る. 

2

%

に
及L
T

Z

— 
=
 Q

町
歩
の
臨
眉
/"
焚<

け
・
菠 

澄
伪
か
に
胰
存
す
る
阕
傑
上
希
、、
云
期
に
宣
り
、
 

糖
、にT
 

刈
ゆ
电s

tr
ー
滓
中
君
干
ぐ
は
あ
る
び
劳
お
浸
資
しt

〇 

苟̂

守
あ
る
。

尚
之
の®

つ
慈
套
瀕
値
に
つ
い<

は
淀
に
腐
だ
才 

二 

表 

£

謬
典
し
てe

さ
だ
い,

大
秩
耕
会
林
宿 
(

〇

 
• 
I

令
姻) 

び
京
善
嶙
肘
に
炎Z

UJM

の=
Q
 %

は
对

レ
青
為
地
オ
に 

淤
マQ

格
汰
く
皿
〇
な
臣
米
し
ア
、
い
る
。

此0

点
よ
り
青
櫓
地
方
ぞ
目
留>

显
に
卞
刘
労
仿
び
多 

く
液
打K

労
仞
ー
が
少
な
い
点
る
涅
酔
・
末
為
こ
と
、M

う 

(

将
に
図
で
注
窟T

ベ
昼
は#

苟
职
方̂

ーー
 

〇
街
歩
以
上 

の
卞
网
労
布
カ£

ノT

の
縮X

ぞ
刀
し
<*
あ
る

j

こ
と
ぞ
あ 

る
・



4 
皿

3
£

さ

曄̂
^
^

:

…

療
旅
尚
苦

共

洲

避
^

<
M

詳)
S

南3

菖
う
囲 

(

『?

しG

目)

谕

>

図



¥
一 3—

串

N
 

因

共

沸

避

ヨ
<

涂
洪)
S

術3

耳
ゆ
因 

ハ:r

 

〜
しG

习) 

^
7

^

…:

逮
旅
韻M
 

A

:

疽:
:

咪
壽
岸
片





-32-



&

単
也
面
預
当
り
農
君
業
の
労
仍 

衣
下
蠻 

‘

以
上
述
ヾ
た
の
ほ
単
に
悠
層
别
一
戸
4-
的
の
渉
紡
配
会 

の
実
憲
乏
推
々
の
面
はd

者
宗
し
て
未
え
が̂

H

だ
け
マ 

ほ
不
充
分C

あ
け
て
、
天均

の
丕
営
現
模

-C
二 

昆
と
し

 ヾ

寿
え
た
塔
合(

即
ろ
平
面
節
或
い
はa

体
幼
に)

に
枷
何 

程
。 
労
伪
室
点
衣
-K
し
て
い
幻
なS

衣
討
す
る
炒
尋
ふ
あ 

る
ー 

-

/
 

囊

業

労

伪
(

久

当

り
)

賜/ 
叫

太

ノ、

六 
茶 
i

六 
本

七

七
.• 

m

诵

方

虻
の
數
値a

用
る
に
痙
方
别
、
 

並
に
楼
唇
阿
七
臼
若
干 

の
差
は
認
め
ら
れ
る
次
大
体
友
当
六
。
—
七

。
人
の
璋
同 

労
仞£

投
ド
すe

も
っ
と
見T

差
天
え5

い
ぐ
あ
ろ
う
。
 

3-
此
の
敵
債5

孕
ttr
裏
村
に
泰
で
二
を
旅
涸
を
丕
営
す
る
塲 

T

 

合
に
衣
下
さ
丸
る®

_
=

人
と
玄3

坂
値(

「
農
村
の
突
茬

よ
り)

と
It
蛟
す
我
は
购.
/

僧
の
労
伪を

敏
卞
し
て
い 

るZ

と
に
な
る
次
、
 

N
れ

ら
の
11J
拝
に
於
て
は
水
田
街
横 

権1y
x

応
皆
凝(

水
匡
対)

に

し
てM

フ
會
給
念
權
注
産 

の
寇
宏
は
彪
めr

弑
い
腐
株
上
、
米
存
禰
紿Z

し
で
麦
、
 

寸
著
汪
に>

菜
我
培
奪0

た
め
剳
函
を
髙
庚
に
利
用
し
て 

い
る
涯
状
ぞ
あ
の
、
そ
の
刹
作
上
のB

條
片
故
に
当
<■
多 

く
の
労
初<
(

、
冴
面
廉
釣
と
も
玄
い
帰
る
办
七
し
れ
な
い) 

を
我
下
す
る
濃
に
な
る
乙
と
円
茬
寨
鬼
耒
る
・ 

N

 

W

林

泳

伪
(

ー
产
害n

ー
〇
町
歩
如
し
子) 

山
林
尚
有
面
泪
臣
半
面
此
に
一
戸e

り
J
O
W

歩
工
し 

<

換
辛
る
と
気
零
次
表
の
如
ぎ
労
ル
牧'T

蠻5

示
歹
・ 

比

<0 

期
合
山
林
の>

成
波
態
換
言
。
れ
は
冷
嫉
配
矗
の
町M

は 

労
慮
に<

払
寸
単
に
専
街
年
均
ぞ
表
し
た
柴
僅
千
あ
も, 

光
ブW

吐
方
の
比
胶
艺
为M

Jr
るR

耆
林
渉
尚
に
泰
て 

は
者
樹
塘
方
ダ
多
選
の
游
切
艺
黃
し
て:s

る2

と
？.
宛
り 

得
る«

あ
に
速
ヾ
た
牌
に
劫
怠
林
次
多
い
為
で
即
ら
借
行 

に
が
て
柬
舂
對
村
の
約
ー
ー
ー
借(

束
岑
翳
砰
14
少
5:
い
よ
ら 

丸

口

核->

浪
く
廁
栈
次
多
く
、
伐
探
面
涸
少
な
き
為
之<
 

M

ざ
也
る)

ド
刘
に
类T

二
借
の
教
値
2.
一
石
し
•<
い
る
。
 

<

技
お
ば
衆
吾
所
布
次
若
于
多
いと

玄
い
癖
る)
"

澳
に



>

三

表

港

房

冽
,

列
葉
府
・
の
您
赈
漫
埋
表

果 
為 
券

三小 
由宮 
•村村

場

析

=

以 
上

五 
r
〇

〇
以

・よ

乏 
< 吃 FL"令・額

一マ 
二-\ 一
二一

0
11 
'*->•

ヘ回 
* 
ノ、= J —

ヘ〇 
丸/ 

わ九

〇

d兀 
5 

6M

a七 

ノ、丸 

E九 (h
i-l

 机
)
 

H
目
財 多 

JLW 
^3f

I.
(a

.ii
i i

n)
 

W
,rH

〇- 
=二 
G '

・巳ハ

X-K,―
W・冒 
ミキ 

、ノ 7ヽ

d 
=r 
つ七 
をG

ff

a九

ニーV^- ―• (1
 -H

I !〇
 

1商
K 〇 ・一 

外二 
ハV *-* ――

j . 
るー 
三uns-

皿

註

拒

秋

构M
値
は
商
办
率

奇省

杓种

- 1
埸

S.
上

-2 
<

〇

〇

塁

五
(

〇

疗 
嗾

財 

録 

と七

七ノ、

丑・三

7^六
三・

〇 Q
〇, 〇
H —〜-

W

V
M
X

d五

买ハ

〇

たセt: 〇 5
1 1

a
〇三
〇 ・

〇 〇
やあ

巳兀

-2l
・ほ

• 〇 

巳也

-tr 

〇 • 
〇 〇 
る〇 
—*

針

・単
A •

町

痛

旁

->

・
柩
M

よ
り
お
・S

<

のt

お
照
崩
飛 

2

れ
ヨ
如
湾
常
にa
•

法
止
忘
聚
买
淋
に
つ
い
て
労
何
蠻 

の
濺
討S

雜
け<

朱
た
ゆ
千
あ

<>
次.
、
 

山
林0

濾
成
状
態 

蛙
複
兼
マ
あ
り
、M

フ
林W

の
如
何
に̂

っ
てX

々
の
炭 

ド
労,
の
畫
は
異
a'
つ
ヾ
耒
る"

らW

林
労
舫
.0

生
爾
歳
ぞ 

み
るK

は
由
林
の
令
横®

离
の
玄
を
为
魇
し
-^
腴
討
立
行 

う
焼
樓
び
あ
る•

- 

- 

庖
唐
剧
・
釣M

.W
命
令
斂
配B

憑
並
に
ご
丸M

0

招
四 

ザ
札
ば
奇t
M

に
氓
お
さ
れ
〇,•

<

惹
労
杓(
m

校
、 

曾
理
、
 

調®

奪)

を
及
釣T

る
に
五 

—

 =
0

町
歩
蒔<

に
淤
て
束
吾
野
村
は
吾
梅
匿
方
の
六
禮 

の
塚
偽
臣
示
し
て
い
る
。
ビ
れ
は
束
吾
骞
;nB

m

伐

労̂
 

状
共

の
大
半
ぐ2

れ
を
白
贏
盼
如
に
依
〇
粉
フ
'<
い
る
ひ 

あ
ぐ
あG

O

Z

な
交
二
。
跡
歩
沢
上
の
・
層

|'
な
る
な
、
 

¥

孫"
+

な1

大
画
須
の/

=r
め
回
代S

M

君
に
住
せ
•<
立 

•
木
な
分
ど
ア
る
岡
稼
上
共
の
漱
伪
磴
・
少
な
い
いX

両
炉 

方
固

のM

ほ
険
ら
れ&

仇
び
、
陀
つ
劳
伪
->
13
主X
し?• 

晴
理
游
初
並
な
に
立
木
あ
分
の
調
査
棒
に
導
す
る
射
桁
ぞ 

あ
る
、X

絵
漱
功
に
茶
'?:t

?

コ
—=

。
如
歩
隘
層
状

J
-  

〇  

町
步
膝
層
に
比
し
步<
0

労
和
を
夜
下
し
<*
い̂

個
向
な 

め
る
。

一W一

2 

田宮ぎ 

朴村Z

肉

舟

•二 五
日 <

丹 〇
と町 

上歩

コ 五
° ;
5 J ■ '～*
歩 P

X 町
上歩

阿’ 
句 
%

1

iar 七

二 t

〜ー ・

マ 〇、
五 A

施

付

II .0
 II 

i in >
 |i 皿 六

X・ 〇
tz J

ド

刘

—•} 一 ー

3 2

•—— 、ー-

回 丸
?< 乂

妝

47

P4 六・ 
ヘ 4 
五 二

七 ー

五 -

・ノ、 三

に±
1 '— =
!九 £

11___ .

モ 同
ノ、 E

< 
遥 
野 
佃

潔
>
・労 
初
訂

!六欠 

一入 

i问 一 
!.

ハニ

ノ: もg C

4
単 

位 
A

:
ヽ

備・

先



—<3 ふー

此
の
図
液

に
決
て
ー
ー 

〇
ス
の
点
魚
上
に1

令
娠
以
上
の 

点
び
适
IA
提
林
分
び
汰
正
令
叙
配
譲
を
な
し
てU

る
とA

 

い̂

る
さ
あ
ろ
、つ"

今,

莓
衆
5.
遣
の
る
每
ら
は

栗-
§■
努 

吋
I'
お
でQ

階
唐
同

。̂

你
一
致
し
た
祢
な
傾
向5

南i

 

肴
蘇
於
方
よ
り
目
法-
it
状
題
に
近
い
と
ま
い
寿
あ
・
即
ち 

両
ぜ
方̂

。i

 

昼
飯
の̂

の̂

w

^-«

束̂

^

相

二、
。%
 

に
对
し#

味
吏
方7
借
近
い
皿
〇%

艺
白
め
て
い
る
成
か 

ら
も
椎
察e

4l
る
や
あ
ろ
う
。
携
に
青
葛
芯
方
の
五,

二 

〇
町
歩
の
转
盾
はM

令
羔
狀T

次
え4J

%
を

占
あ
て
い
る 

茂
状
で
あ
点
・

尚
Z

の
表
で
は
判
衆
・
し
な
い
次
圣
営
規
族0

大
な
る 

俚
高
令
聚
の
山
林2

所
有
し
て
い
々
梱
向
读
両
Jtr
方
共
'- 

兒
、り
れ
德©

で
あ
ろ
う,

此
の
林
な
不
法
正
な
令
飯
配
度8

移
正
』
耳
つ
耐
澱
エ 

の
撤
値£

利
用
し
て
討#

5

進
め
た•

此
の
塚

存
ー

俺 

伐
期
は
三
ユ
琴
と
し
三
五
酎
歩
の
法-
1E
林

ふ

堂

.,:
・
於
け
る 

育
林
射
勿
運
年
次r

蛍
、
 

即
ろ
一
町
歩
の
山
林
の
伐
期4

 

やR

我r

c

れ&

育
林
守
仞
螢£

討
尊
し
た
の
ケ
次
の
液 

ぐ
あe

 

ヽ

M

底
よ
リ
伐
探
ま
で
の
や
冃
林
労
仿
量(

ー
術
歩
者)

〇! 

田宮％ 

麼方

埸

苗

以 
上

五 

く

〇

0
M
上

% I
.1

*T~
%

六

4 

〇

ノA
皿 ._».

0 
克

植

付

IKT 

ホ 
〇 G

〇 
〇 
〇

3 
ヽ 

〇
て 
6

1 
〇

下 

刈.

五
ノ、、

M 

疽

,―—
ノ、

£ 亟

t

瓦
五X 討

■-------------»------------

»

! よ

• *?r

九
至

7 

•瓦
六 
m 
兄

〇・

人

杖

打

〇 
£

五 

tr

/\

〇 
去 
条

云 仞富 
計林 
労

I 
人

偽

此
の
灰̂

袴
聚£

M

め
る
な
ら
マ
・2

両
批
方
茨
に
闭
じ 

薦
曾
向Ic

ict
大H

差(•

煤
い
労
伪
2.
衣
下
し
て
い̂

2

と 

び
更
わ
れ
る•

W

ろ
王
—
二
。
町
歩
・
層
に
入
で
ー
ー
六
つ 

A

前
綴
<•
あ
り
、
 

二
。
町
梦
以
上
腐
曆
田
あ
て
ニ
ー
〇
人 

弱
少
裁
値£

示
しr

い
る•

场
両
隋
膚间

,
?

五
。A

握
度
・
 

即
ろ
二
〇
お
兹
の
差
が
み
ら
れ
る
が
此
れ
la
山
林®

稻(
 

止
さ
いa

M

妁
的
在
あ
為2

と£

示
しT

い
る
。
 

尚>

村
とT

刈
に
ラ
い
'<
東
大
号
棄
景
密
林
と
荡
裁
営
・
 

林
署
の
埶
値
乏
歩
林
禄
陆
捞
よ
の
笄
広
し
た
。
詢
看
は
戒 

が
园
尸
於<

景
も
嫌
妁
な
至
戀X

去
わ
れ
、
 

慾
着
は®

荷

—5>7-

が
の
一
依
钠
労
の
增
子
あd

z

太
わ
れ
で
い
々
ザ 

Z
 

ら£

比
蛟
す
る
に
-F
刈
・
ざ
す(

功
龚
でU

大
弁̂

吾
眸
杓 

刀
二
〇
町
煉
次
上
13
十
葉
演
舎
材
に
比
敢.
し
く
若
〒
少
名 

l-lb

共
の
他
の
慮
層
は

」
。 %

以
上
多
く
の
漱
拈
広
状
下 

し
て
い
る
爭
に

髙
蒙̂

林
溜
/-•

比
す
れ
ば
二}

三 

借
の
労
初
适?•

あ!Q
一

朗
ろ
大
使!T

札
け
此̂

地
方
1.1
髙 

い
绦̂

度
の
圣
ゑ
次
行
や
・
れ<

い
る
争
実
2:
湖
も
こ
と
ケ 

ポ
未
夺
・
帯
に
滋
打
に
皮
あ
ぐ
參
迸
の
矛
似
を
我r

し

< ̂

いW

の
公
注
百
さ
丸
る:

以
上
の
点
<x
、り
务
で
本
地
帶

に
な
ぐ0

我/

囤
林
噤
圣 

§

に
不
て
ひ
な
り
集
約
的
圣
営
に•/

・
り
行
わ
れ
て
いQ

フ

J  

z

urx

激
さ
れ
た
の
ぞ
あ
る
な
、
此
れ
次
束
し
て.
労
勿
反 

河
で
る
眼
界
壮
建/7

或
いZ
〇•
土
地
に
対
ずe

眼
膵
・
産
カ 

の
卸
必
ら
分
術
し
て
^-
当
予
あw

ハ
ビ
う
ク
は
、
 

会
頌
宪 

覗7

べ
き
问
題
と
し
て
残
さ
れ
て
(1
X5• 

キ

二

部

山

村

汐

初

の

分

苟
(

小
宮

お

、
 

束

考
W

别
) 

- 

四
村
1-
炎
17
る
農
林
・
労
め
に
衣
五
さ
れ幻

礎
労
ウ<
 

を
、
 

左
嵐

初K
J

調
査
オ
法
に
跋

っ
て
谓
涓
を
蒐
集
し
た
。

水
宮
河

即
号
略
履
别
・
農
核
業
别
、
 

目
剥
〔
賛
射
仞
と
角
塚
射
初 

と£

、
小W

村
に
お
て
は
余
村E

旦
り
調
査
累
？
既
布
し 

束
咎
再
利
に
於,T

は
抽
・
調
公£

打
フ
た,

其0

W

收
率 

芝
山
林
の
磨
唐
别

|～
示
し
ハ
の
次
左>

ぞ
あ
る
、

・

回

炊

ホ・ 
ー厂

r

敖

二

声 三
三

亠

七:
ノヽ t

£.
し!

へ

—

七 六
W I

蔘

W

ノ、 / ・ヽ

五
八

可 
t 
JF

E

•宀 

〇
三

W
C

な養嶠
ー變

! 1ST

!三

A-
笠・ ノ、 計

東
吾
盼
衬

抽

宏

主. 
十

户

教

七
ノ、

’二
零 
壁

五
ノ、

_-
叩 皿

六
■c WT 一

丑

1
2l ■ST

国
六 
ヒ 1 
坐

«. •»

ヘ

:

A
尤

而 
我 
ェ

六
七 t

ノ、

隅 
レ®
.•飼

三
五

A 

C

皿
九 計

;
__1



栄
吾
貯
封

の 

労
佑
別
・
冃
別
に
見
た
配
分
状
況 

笑

三

表

火

官

村討

労/ 
相

< A.
苫
五
六

皿 
-X 
へ 
五

袞 
t: /

±= 
を

丑

バ
U
六

JZ

お

W

心 
丸
S.

吋

1 3

至 
W

免

E W 
匸 
〇

7C
<>

吋
八
\nr

1
す

五
•SX

ノ、

六* 
扣 
匸 义

£ 
左 枣

丑
< ク

午 
バ 
・な

* - 
〇、

天

网 
ノ、

W
a

•ヰ
ノ、
ハ
五

•再
〇 d 
W

W 

美 
,、

T

览 「、

丞
資 
7L

ク

矢
§
—f

恙
々

*T・ 〇
tし 〇 
t J,

ュ
ノ V尸、

睫

矣

石T
、針

五
財葛 
五•大
五世

腱 

Jr Z.

•切 

す・.

糞
■
指

(Aゝ

S3 へ 
淫五 
喝

z 

が 
ご土

爵

£ 六
-4

側)

汶

不
東W

回
收
さ
扎
え
資
制2

以
ー・、
々
跋
倍
し
た
七
の
ぞ
あ
り
宗
袤
低
附
表
亜
と
し
て
木
文
末
に
附
し
て
あ
る
。

混

・労/ 
初/ 

蜻 
卜、

冬 
时 
弋 
几

附

七
几

皿 
t 
〇 
〇

/

玉
\i

吁 

徐

W 
备 
ヵ,

-2

'〇・

五
七

亶
衣 
き

3

京
奏

[nt
三
—
,、ー

在 

穴
夕

氏 fi ざ
疋

ハ

A 
冋

于

—— 
类 y 
五・

云 
=

画
五 £

宣
言 1 ク

蓼

丑

•er
ぶ4

冗 
痊 
阿

劣

4
六 而

ハ y 
ハ
一“•

ラ

蚤 

フ己 
ヒ 
六

W
买

•• ・・・ 

岌 
恣

ノ〃

喬
I 
e

//

欠

三

次
爰

於

ス
々

～～～ 厂、

—〇J4. a
ノ、、ノ

mt- a
W冬 
:丈 ノし、ノ

心X-. 
割 
公血 九J

計

貽
m仁

w — 
疤 

» WD

Ir 
ハ客

賃 
游 
偽

セ・C
-eミ

AO

ノ K 
。、£ 
5 ヽ 
丑三、・'

録

W五
_

自
t

イ％>-----

葵
林
約
に
方
與
う

る

と
オ
ー
に
ぐ
濃
版
淋
労
初
童
の
樹 

合:3

ホ
宫
村U

娩
農
業
労
功
愛(

乏
〇
、五％
)
 

燃
序X

沖 

の
嘴
(

四
九
、五％
)

寸
略
々
半
々
の
幸
若
示
し
一
方
束
為 

剪
村j

2

箍
渡
票
射
析
壁(

七

。•

ロ
え)

総
林
業
労
伪
童( 

ー
ー
九•
六%
 
)

ぞ
七
河
三
の
刿
る
を
示
し
て
い
る
・(

両
利 

0

旅
林
業
労

/
fz/
の
に
鱼
の
相
冥
〇.
・
四
衣
仁
淤<

更
ら
れ 

る
布
く
ル
也
料
のM

花
面
相
七
七
町
渉
1-
対
し
て
愛
善
聽 

村
时
ー 

t
 

〇
町
歩
の
面
詹
臣
有
しT

U

る
点
か
ら
宼
て
ー 

忘
乙0

辰
向
は
了
解 

出
米
る
不
あ
ろ
う
こ 

此
の
事@

両
山
材
グW

循
・
1®
川
批
方0

代>

的
林
紫 

村
で
あ
る
1-
も
构
、う
す
、
 

表
T-
労
功
の
而
ひ
、つ
み
札
ば
林 

菜
よ"

f

金
務
詹
給4

産
の
為0

農
某
に
よ
り
多
く
の
比 

蜜
が
あ
る
こ
とE

一
本
し
そ
い
る
<•
あ
ろ
、っ
し
、
有
名
株
案 

券

口

・
表

芯Z

し<

其
の
商
い
菜
約
皮
艺
济
も
画;
rrl

左
の
表2

莉 

え
は
単
血®

複
驾/J

労
伪
愛:2
>

菜
に
比
し
て
ZW
し 

く
少 

な
11
筆
グ
知
、与
れ
箱S

で
あ
ろ
う•

即
ろ
山
林
ほ
找
出
、
 

浪
材S

毛
含
め
て
±.
地
画
宿
に
对
す
る
游
か
の
吸
政
Z7
が 

潭
鷹
に
に
し
て
二
〇}

三
。
分
の
一
鬆
皮
の
IK
取
カ
し
ひ 

も
つ
て
V)
な

c
J
z
k

艺
示
し
て
い
る•

し
か
し
な
办
、つ
我 

びW

米
彼
此
楮
に
於
け
る
交
者
孜
ド
労
仍
适
14
ニ
ー
ー
ー
亠
ー 

三
人
千
あ
る
の
や
に
れ
と
に
弦
す#

は
か
営
荷
に
於
て/
3: 

七
か
の
ー
、
 

衆
吾
野
村
臼
八
分
の
一
槎
度
の
激
働
の
吸
收 

Z7
を
持f

\
r

い
る
わ
け
ぞ
あ
る
・
即
ろ
・
一
敝
に
去
わ
れT

 

い
る
従
林
衆
の
漱
功
吸
收
万
が
停
いk

は
若
庶
方
に
於
丁
、
 

は
去
い
饵
な
い
と
涎
う
の
既
あ
钧"

一 *

泉

吾

鍔 

対

ノ】、

宜

刷

A

tJ

th 
淋 

面 
宏

人

ロ

5

V
〇
酎
歩

$

tr
〇

〇
町

〇

ノ、

〇

〇

肩

釣 約

八 
〇 
〇

■#

的

3し 

〇 

名

1
5 
凌

当

1 1
% 

凌

当

」

六
三 

A 
赫

—

七

A 
荚

J 
= 
A 
憑

“ 一•一



"林台家労イ万

東吾界村蔑林繁別够)労督柵别 /
燃泓r牧下堂 /知隽

/ 労初

鷹懶爲一啓％
^ !"冬二貫

lor
表

の

滾

批

面

摺

不

沫

さ

め
<

い9

芯

に

栄

吾
1

5?
対

の

濃
 

地

鄢

獨

次

ー

ー、
 

ー

ー

待

三

あ

も

の

で

其

の

是

は

權

ジ

叩

あ

る
• 

従

し

ー
.

、
其

の

.M

ケ

ふ

宮

村

つ

天

当

セ

一

人

!■■
对
L

M

X

三 

入

と

い

う

労

和

の

差

に

依
Q

あ

ら

わ

れ
e

。

こ

れ

は

謂

迎 

の
・P

<

)K
宮

対

は

雨

间

|<
介
a

し

て
E
.
Q

為

膜

抛

な

腐

環 

苗

で

あ

る

の

ー

ぐ

祇

業

能

辛

の

減

少

さ

样

う

し

、
 

游

柚
0

場 

は

粢

吾

野

村

に

比

し

で

卷

め
?

少

な
U

の

マ

松

愁

钠

田

多
 

・

く

の

労

伪

童5

衣

下

す

る
?

k:
に

成

る

た

め

さ

あ

ろ

う

。
 

.

次

re
林

業

證

汗

な
(

育

称

齿

仿

と

其

の
>

戕

木

、
 

造

対
 

巡

攧

、
 

墩

材

、

興

炭

尊

、
<

茉

生

産

1=
阕

株

あ

る

労

肪

全
 

都

を

ま

う
)

H

小

莒

お
(

五

万

八

子

人
>

エ

束

啓
W

な
( 

河

万

叫

十

人
)

を

比

散

3T-
る
k

小

底

村

の

方

グ

ー
万

回
-

1- 

人

梶

度

多Y
の

游

勿

び

由

林

に

炭

下

さ

丸
<

い

る

牛

!:
を 

る

び

・

此

の

星

は

洼

|<
渡

ヾ

た

物

な

争

と

を

我

期

落

な

東
 

君

奔

対

に

tt
し

異

る

原

因

と

思

わ

礼

る
•

印

ら

町

歩

害

り
 

労

伪

豈

は

小

宮

術
0

三
=

人

に

对

し

て

束

吾

野

村

は

二

六
 

A

や

め

る

・

ー

一

万

二

に

両

村

の

爆

労

伪

遂

つ
!t

濺

を

豆

る
K

濃

業
!2

亦 

宮

村
(

約

五

万

九

今

式
)

叱

吾

舟

利
(

ー

。

万

七

十

ス
) 

で

懲

者

な

ー一

倍

に

3rr.s
<

a

s

承

し

て5

る

び

己

札

口

才

才

三!i
両
村
の
宜
损
労
紡
と
賀
労
拈
の
割
合
を
パ
イ
グ
ラ 

フ
マ
検
詞
し

-rM
e

と 

・

— 1^, / ・ 一

ふ

宮

別

に

焚
<

は

廣

林

楽

労

佑

び

キ

・

在

序
•

さ

あ

り

林
 

菜

労

妨

WJA

五％

の

冃

町

ー
.

五％

び

救

激

如
3

あ

る

即
 

ち

小

営

起

金

杯
J

〇

見

て

林

素

労
/

Z7
の
X

奇

办

次

債

労

仞
 

マ

占

め

ら

れ

て

顷

で

色

联

労
/

Z7
は

僅
A

に

ヒ
•

〇
%

ぐ

あ
©

。
 

次

に

京

否

男

料

|-
於

て

恩

襟

労

松

の
-
=

〇
%

ケ

林

業

访

彷
 

千

あ

り

、

lit
の

内

負

労

伪

la
ー
ーW

三
％

a

也

め

、•

合

塚

中
 

勿

は

五

、
三
％

よ

り

占

め

て

い

な

い
"

尚

農

集
^

贊

労

初

は
 

回
・
九％

を

占

め

て

13
る
•

此

れ

ろ

の

賃

労

尚

任

山

林

王

将
 

た

な

い•

(

夂

は

慮
"

の

山

林

し
・
乙

棉
/t

な

い
)

多

汲

の
 

糞

塚
(

苦

干

非

蔑

宏

る

あ

る

グ
)

よ

り

狀

紿

さ

丸

て

い

る
• 

即

ろ

山

村

に

於

て

は

こ
X

ら

生
,a

手
^

芝
^

な

な

い

多

渉
 

の

人

々

の

捉

昧

す

る

労
"

1-
辰

り

山

杯

圣

・

状

莲

砍

ご

れ
 

©

や

面

、

漱

质
0

賜

と

し
<

の

山

林

の

存

在

歩
Z

れ

ち

別 

の

人

口

の

遏

半
5

占

め

る

人

连
0

注

活

の

其

予

あ

る

と

玄 

・

う

こ

工

次

去

い

饵
④

ぞ

あ

う

、つ

C

灰

べ

冃

・

初

に

両

府

のM

林

乗

労

伪

の

觀

分

肉

保

を

図

一

木
 

し

检

訶

しV

克
©
 •

の 

小

宮

村
/C

於

て
M

蒙

労

仞

は

一

目

の

ー

ー

イ

人a
g
 

虽

疤

と

し

其

の

後

瀰

次

盾

由

し

六

冃

の

ヒ

彳
'<

 

ど

ー
 

睡

の

ピ

—

クN

し
X

の
^

-F
薛

し
J
O

M

の
t

十

三

有

人

を

麋
X

の

ピ

ー

ク

と

し

ーく

ひ

る
"

M

乃

に

对

レ

林

家 

圻

カ

尊

叫

十

人

—

五
-+

人

の

间
a

上

下

し
X

体

お

票

エ

心 

友

对

に

穴

冃

と

一
 D

冃
!!

其

の

衰

低

び

若

干

窺

わ

れ

る

の
 

必

千

あ

る

ー

尚

農

林

業

燃

労

功

の

曲
5

E

m

る

と

ー

。H
 

の

ー

万

一

亍

人

ふ

显

六

之

レ

ー

冃

め

匕

牛

二

柘

八

を

景

水
 

工

し

て

〇

る
"

そ

し

<*
各

月

の

不

的

中

折

蘆

同

え

十

八

有
 

人

・

あ
©

。

T

 

束
&

踌

布

に

於

け

る

襄

楽

弁

か
Q

ニ

ー

月

と

ー
H

の

回 

十

七

百
A

乏

孩

八

と

し

共

の

後

急

激

に

上

昇

し

六

冃

つ

ー
 

万

ta-
-t
五

百

人

を
B

大と

し

其

の

核

九

冃
0

ハ

-4
ハ

治

人
 

迪

下

降

レ
ー

<□
冃
に
恩
一
気

に

ー

万

三

千

カ

百

人2

.

目
^
 

上
<

し
<

拼

る

“

此

れ

|-
対

し

林

萊

眉

ー

二

冃

つ

～ユ

十
=
 

百

人

?.>

大

と

し

其
0

缓

潇

次
,
減

ツ

し

卒

均

三

千

五

百

人 

程

度

で

あ

る
•

そ

し
1

・

ふ

の

労

初

餐

は

必

宮

有

と

同

じ 

く

六

目a
t

 

一
 

〇

目

の

農

桀

-W
に

於

て
M

ら

れ

る

・

摩

全
 

府
Q
M

林

業

疑

労

功

う

沥

き

は

一

冃

の

九

十

五

百

人
5

最 

A

と

レ

ー

ひ

冃

の

約

ー
0

六

4-
人
£

>

大

k:
し 

ぐ 

い

る
, 

四 

此

れ
£

小

官

村

・

比

政

し

若

一
-T

の

松

討
s

rn
え

て

売

会



—K-5 —

小

咨

封

利

剥

--- -— ——■

•〇•-.?L 
五ー心 

= 五ル

2 夕・■'

5月、 旨

養’

髙

へ
n
%-**

辛

灼

一
忘
〇

& ァL人

1(1 n u

在モ な

穴沢五 

f E 〇 

百有月 

s—* ヽ,

雄

低

,S
目
—

平

均

芒
セ

五

A

1_____  一

ノ X

六

人

j . 2
i九
i 〇
! A
i1i1

〇

〇

人

基

の 

龍

楼

丘

に

於

ー

く

は

衆

老

貯

利

び

輦

髙
•

聚

値

共
 

|～
多

く
X

両

若

の

差

も

小

宮

対

三

千

人
r

封

し
て 

柬

若
^

対

は

孺

以

上

の

大
号
ー
ー
こ
日
人
2

示

しm

い 

る.
び.

此

の

爭
M

辱

讳

饷

|～
後

功

-S
に

移

動

の

あ
 

もN

と

ど
M

的

|～
示
J

之

の

千

あ

急
•

即

ろ

ー

ニ
 

目

—

ユ

耳

造

ほ

>a
の

て

侶

く

余

剝

漱

伪

力

士

溜

し
 

て

い
6

こ

と

う

小
.€

"

('
比

し

て
X

き

め 

ゆ

至

・

宜

合

瘦

化

の

面
J

/J
港

薬

寸

る

な

う

ゆ

キ

れ
 

叨

田

一
K

し

ア

あ

う

筮

勞

初

の
R

孕
W

擦

に

谷

冃

の
 

労

仞

壁

を

泣

ノ

け

<5
林

な

労

肪

77
の

配

分

び

最

モ

な
毛
営
即
ら
労
而
77
の
戻
分
グ
行
わ
れT

い©

と 

兒
ら
札
る
な 

、
其
の
妃
対.M

l<
茶
■<
は
索
德
界
村 

に
违
く
反
住
な
い
・
lit
の
季
ほA

ロ
4:
〇
羸
つT

 

屯
当
衬
ぽ
於
て
遏
在
矣
衆
看
び
可
成
将
在T

る
も 

勿
と
兒
做
さ
れ
、
令
修
左M

活
期
の
陶
の<

大
臣 

増
腐
し
な
け
扣
は
S.
ら
な
い
の
千U

な
か
う
う
か 

J

方
東
吾
畴
材Z

於<

目
配
分
の
ベ
ラ
ン
ス
7-'
叔 

農
さ
私<

11
刁
次
、
 

ぞ
れ
は
膜
案
の
紫
用
日
な
け 

る
差
び
大
い
ー
こm

しL

原
因
ゲ
咨
んr

い
るn

見
ら 

丸
る•

そ
しr

llt
の
向
遂
ほ
当
村K

於
け
る
農
業

各
注
約
夺
農
林
業
圣
喜
ぐ
あ&

とA

い
會
<1
や
而 

ろ
う
・
此
の
意
吹
に
なr

小
富
樹
は
可
敬
理
想
飴

の
注
産
病
造
に
其
の
津
因
が
包
藤
さ
ま
てU

る
刀 

ぞ!2

な
ク
う
う
公
とW

う"

束停界村票林"1 
亜欧Z:技下墅

X-—・林案労劝
、ト、 AP-’滾楽、がゆ

 々可
・
別



—uU―
z
 

蒔

縛

剔

に

み

た

米

滋

漱

功
Z7
の
宙
家
涛
功
匕
攢
样
あ 

山

爪

街

有

<0
各

層

划
1-
壕

演

労

伪

か

の

白

瘗

法

扪

と

卸

盼
伪
つ
労
功
匿
並
に
其
の
痢
会
至
哀
あ
し
た
の
び 

次
勿
奏
で
あe

•

A

官

对
(

一
戸
平
肉)

計

價 

劳 

勧

藁f 

伪/

盼

*

/鹽

1 
\

j ar

= 
5x ° 
二 h.

/ 

/ 
Z

/

誣』

11
二五

E

床

r。
n.ハ・

ハハ

/

/

?7

九八

ふノ、

貞

妹

Q
<

〇 
明ゝ
芝

江 

Ji

夺ノ、 
う五

/

笑丸 
ル'

軽 

兀五、-*
^-x

m く、
、 2

腐

弥

泛 
f
〇

WJ 
歩

靠

ニ皿
-

未ー 
切

f 
/

を、 
6え

方 
einT

—

t 二 
さTO

虞

林

f
五 
町 
沙

へ4 = 
忌C
・、兀-
会二

5 11H

/

r—\

旦皿

京

ム亿

*~v
ノ ・= 

え〇

寝

林

・へ
GU 二 
五二 
头う

7E - 

土皿
V__z

漑

対

城

対

山
•林 
な

し

尹 

卒 
〔灼

へ-.
咨め・ bTT .
亜九

君・• 
品九

/

・へ—
号丘 
五六

@1

F ' *■*•* 
じ号

"三
_2_ G

奨 

ーさ土

1

1

百岡

W 福

註 

石

表

茨

更
-
e)
場

合

滲

一

図

を
泰

鬼

と
し̂

兒r

蔵
ミ
度
い

束

百

时

村
(

一
戸4

为)

------- r

計

賃 

労 

初

労/ 
巾L 
四/賭 

屬
句

,へ
七:—
豎

- 一
,へ

をた

M W

/

/

||,

至九 

せnu

艘

株

3兀 

き:1田

li C

/

,へ
=—•

7し=
^―*

T九 
さ五

五°

色五

束

林

三

きZし

/

•****•

T五 

匸=

||

る七 

兀六

農

林

£ = 
ノ、I= 
四= 

レ二 
Z----S

土六 

A IDT

/

=W 
三〇

て士 

公三 

.'3.三

ス= 
1也五

農

林

>
五 
听 
歩

ー、
t 一

今ノ、
=—

•—-

糞

/

**^v

而大

J W

まふ

履

林

ハ・
蓼

三れ

ハ七
*—*

人ヒ

京 

ノヽU

五ー 
冗ハ 
8= 

/

W

林

山 
林 

な 

し

"1 ***** 

エヒ

～ハ

〇九

会五

g t

琶

*■""«、

五r
Wえ

襄

対

户 

平 

均

»
1

俑

方

—V5一

図
+#

分 配 初 労 族 象

自
家
労
彷 

ー
資
野
功

自
壕
労
伪 

胃
盼
仿

ウ
ク/

村

T

五
町
歩

客
A

五
— 
ー。
町
歩

ー
 

〇-

二
。
町
歩

II
い
領1

!

一…

ク
察
・



—心ー

お
の
表5

吏
易
ヾ
す
<)
た̂

に̂

ー
 

〇

凶
と
しr

岡
化 

し
で
見
る
と
各
マ
刀
應
愚<

由
林
の
所
有
状
鬼
に
よ
りA

 

瞥
奮
に
分

n

た)

に
炎
て
め
玄
法
の
労
初
日
敬
の
ー
痣
多 

い

鸣

酒

口
.2.1

)

。
町
渉
の
山
林
所
有
者
贈
權
に
廻
わ
れ 

、て
い
る
。(
<

し
小
宮
南
に
お
(-}©
=

。
暗
歩M

X-0
B
 

層
I3X

ぎ
い
び
Jlt
の
漱
値
の
内
1-
射
仇
状
含
ぶ
れ
く 

い
る
と
更
做
お
れ
る)

即
ろA

宮
村
に
焚
で
自
殊
労
仞
r'. 

ー
八
丑A

(

漆
帆®

頹
三
、W

莢>

林
集
財
枯
に
ハ
ヒ
人< 

曲
前
セ
、
ー<

町)

淋
豪0

賀
労
伪
と
し
て
丸
八
入
出
頒
レ 

て
い<

三
七〇

人
を
云
しT

い©

・
此
れ
に
対
し
求
导
奔 

杓
は
自
咲
労
初

に
三
ー
ー
ー
式(

滾
液
奇
膜
丑
、
 
允
茂)

林
案 

題
柏

に
七
六
人(

面
源
七
、
 

一
皿
听)

林
湿
の
賃
沏•

と
し 

て
五
三
人
出
役
し
回-
3.
。
人H

云
し<

い
る•

即
ち
前
者 

U

密
栗
労
伪0

散
は
裁
君
に
比
し
少
な
く
林
蒙
労
め
日
善 

ほ
若
干
多
い
。g

才
一
〇
図
の
鴻
為
か
ら
更
で(

泡
刀
ヤ 

X

澳
・
彖
屑
と
し<
$

ユ

ーー

。
協
巻
階
層
以
上k

去
い
得 

©

0

で
ほ
な•6

ろ
う
水
、

勿
諭
五m

歩
以
下
の
皓
屑
は
山 

林
西
痛(

皆
煤)

う
農
ttr
而
虽
邑
共
に
小
ご
く
少
々
の
賀 

労
初
に
屋
溜
ご
41
東
と
し
てt

'

ZAa

o

注
針
囘
苦
し
い 

の
で
は
な
公
ろ
う
か
と
推
察
さ
双
ー
匂,

らX

負̂

柚
に
は

大
牧-

〇
町
歩
以
下
の
111
林̂

肴
！:

よ
り
¥h
の
ら
れ
る3

 

其<
5

耳
激
ほ
八
客
村
の
カ
ケ
大
き
い
・
此
の
李
は
先U

論 

け
た※

・
即
ち
林
兩
の
扇
沃
状
態
、
 

農
地
置
奉
の
広
秋
尊 

・
尤
慮
す
扣
13'
巡
陪

ぶ
・
来◎

あ
のk

M

わ
れ
る•

1
し

两
我 

に
淤
17
るT

戸
孕
的
の 
珍
初
日
敵
は
三
百
人
前
核
必
敬
楂 

をX

し
て:3

る
。
此
の
澈
純!

?

小
ヨ
い
牌
に
用
わ
れ
る
が 

神
出
謂
査
せ
る
ユ
つ€

単/V

蕭

平

旳

植

で

示
し
た
の
<5' 

>

林
業※

外
吻
嵐
兼
や̂

肋
に
殺
章

しV

い
る7

?  0
 %

桎 

含
さ
れ
•<
い
る
垮
・J

A

避
寸
れ
心X

M

、
村
の
與
臆
に
近 

1}
液
狀
菜
母
労
伪
日
数
次
表
わ
れT

い
為
の
で
は
な
い
な 

k

®

、カ
。

次
に
膺
酒
剔
・S

食
家
激
仿
と
賀
労
布0

期
合£

見
る
|～ 

/
 

ー
。
町
沙
以
上
の
山
林
访
有
看
<•
賛
漱
あ
と
し
て
析 

ぎ
に
出
る
刀
のa

々
い
が(

束
吾W

村
の
場
合
ほ
例
外
ヒ 

方
丸e

長
いと

®

う
こ
せ
れ
以
下
の
藤
層
に
は
あ
り
、
 

そ 

れ
次
山
林
面
横
の
滅
少
、
即
ろ
下
部
商
・
層
に
な
る
に
つ
れ 

胡
瘩
レ
、
山
林
面
後
焉
媒
の
清
廣(

ホ
宮
対
大q

八Z

、
 

束
吾
野
为 

皿0
•

八％

<•
あ©
>

に
卖
て
急
激
I'
層
な
し<
 

農
・

N

 

即
ろ
炊
飼
圣
営
為
施
山M

の
賞
労
相
1-
板
稼
す
る
套

合
ゲ
髙
(•!•

帯
に
儕
労
的
の
に
斐
は
舟
宮
对
、5

六

皿％
)
 

の
方
び
東
答
野
村(

ーー<

五％

)

c±
の
髙
い
こ
と
斐
示
レ 

v

い
る•

む 

す 

び

不
調
迎
最
古
く 

よ
り
奪
的
林
源
液
れ
し
て
世!

z
w

x

る 

肴
魅
、

西
川
地
方
の
代
袤
的

C

山
村
三
ケ
沈
に
フ
い
て
、
 

そ
の
魏
約
林
業
の
奧
蔻
乏
主
と
し
て
労
あ
の
配
分
の
面
今 

ら
舟
拆
し
て
き
た
わ
け
ー
ぐ
あ
る
次• 

N

Z

に
そ
の
分
苟
な 

ら
尊
ミ
出
・TJ

机
た
鬼
フ
な
の
向
弟
点を

怒
起
し
て
七
寸
ダ 

k

レ
た
い• 

• 

至
営
現
濃
や
後
笑
的
彷
と
の
由
癖R

お
い
て
育
林
涝
乃 

の
分
布5

行
ラ
た
オ
ー 

部
でa

、
育
林
労
妨
の
主
專
な
屬 

い
寻
な
、
農
添
の
埸
・$

と
け
逆
は
座
滴
労
初
カ
さ
あ
る
と 

い
、つZ

と
よ
り
ぞT

く
ろe

々
な
向M

次
死
ブ
あ
け
ら
れ 

よ
、つ
。
例
え
ば
、
 

山
林
と
農
地
さ
所
有
酉
る
農
家
の
自
嫁

労
伪
力
恩
主I<

農
也
に
・
向
い•

余
裕
法
め
れ
は
山
林
に
技 

T

さ
札•

山
林
労
族0

不X

分
が
晨w

^

仿
カ
田4

つ
< ̂

術
あ
れ5

と
い
フ
た
あ
1-
見
ラ
け
ら
れ
る
カ
「
あ
る
び
、
 

乙
の
よ
う
<1'M

方
の
正
し
1-1
か
を
、っ
な
と
い
、つ
向
處
、
 

正 

し
い
よ
し
え
場
合
わ
う
レ
で
そ
り
な
る
办X
い
、つ
周
題
、
 

ぞ
札
kx
当
ポ
育
林
業S

圣
潞
的
性
将
に
肉
嚇
し
て
く
る.
だ 

者
が
案
の
資
ポ
塚
釣
る
浴
次
可
能
ウ
凶
う"

0

冏
慝
、
ご 

れ«

延
い
て!

3

山
林
の
略
屑
分
花
分
現
状
や
卷
移E

わ
う 

み
る
ス
の
同̂

に4

ぐ
施
辰
し
て
巾
く
。

オ
ー
ー-

に

、
 

一
由
号
の
・
と
成
林
さ
せ©

の
に=

ー
 

〇

A
 

(

大
圣
営)

ひ
ら
一
一
五〇

人(

本
圣
営)

え
い
、つ
大1

0
 

膏
林
粉
・
授T

S

行
フ
て
い
る0

そ
あ
る
な
、
 N

の
よ
、つ 

な̂

的
丕
営S

行
わ
せ
て
技
る
診
因
は
河
守
あ
り 
、

又
・
 

庁
、つN

と
を
可
策
だ
ろ
し
め
て
い
る
專
因
封
柯
で
あ
る
な 

と:S

フ
穴
闹
寧
・X

,

そ
れ
ダ
衿
涅
的
な
魂
業
ぐ
あ
る
/1 

工
い
ち
间
圜
、

又
、
大
圣
営
と
小
あ
営
と
の
府
に
我
卜
晨 

1-
ニ
卸
つ
差
於
あ
ろ
ぞ
こ
れ
な
と
、フ
し
て
な±

い'
フ2

 

と
や 
、
と
んa

結
果
を
山
村r

之
な
ら7

A

と
い
フ
た
両 

実

』
莉
金
体
で
濃
林
蒙
べ
衣
ス
さ
41
<>
费
伪
墨2

・

规
模



沏
に
色
掠
労
初
方<s

鷹

い
方
と
い>

更
匿
な
ら
か
荷
し
/I 

>
 

ー一部•
氷
、つ
は
、
十
ー
に
、
 

お
问0

、注
港
z/

つ
芯n

族
囲 

畑

に
自
宗
射
初
力
が
条
・
約
か
つ
大
遂
に
授
卜
さ
れW

と
(•■) 

ち>

実a

就
フ
て 

、
ご
、つ
し
す
モ
、つ
い
、マ
涅̂

び
す
て
く 

る
か
ハ
・
ぞ
札
a'
山

対

--?.M

の
舞
馬
に
と
つ
で
何
•••
、・蔥
其
弓 

V

 
D

と

い
フ
な
向
耍
。

之
エ
ド
、
 

林
芸
离
源
1-.
病
1<
さ
机
ふ
労
伪
笛
の
、ハ
割
澀 

び
屋̂

労
仿
力
に
次
春
す
る
と
い
、つ2

と
・
ゝ
心
対
の.U

会 

や
丕
清
に
号
え
る
序
營
はM

ナ
ヾ
あ
る
か
匕
tl
っ
た
问
遇
、
 

^

纖
に
、
キ
一
湖 

オ
二
部
さ
筮
若
し
た
问
离>
,

レ
て
、
 

脂
初
の
的
な
ら
み
た
山
あ.W

M
 Q
M

正
丕®

密
検

の
昌
・ 

7\
外
お
の
よ
、つ
き
Is
々
の
向
埃

-tK-
あ
た
ら
れ
る
の
ス
、
あ 

©

次

、
Z.
札
ら
の
问m

の
朝
即
に
的
史
に
広
汎
わ
つ
坂
1) 

ド
lr
た
沸
苴£

旺̂

工
す

る

の̂

'
2
2

に
は
唯
向
通
左 

鬼
垄T

る
に
1L
め
た
国Q 
(

な
あ
、
2:
れ
ら
の
證
问
真

に 

つ
さ
、
 

桂
の
ぐ
不%

分
「ヾ

は
あ©

グ
、
 

現
在m
で
ic
得
ら 

札
え
調
既
資
料e

基
に
し

<•
・
一
本
の
为
応
七
行
っ
た
ん 

の
を
了
芥
紫
圣
滴
し
染
五
十
号
に
荷
戦

し
た
の
下
参M

せ 

う
れ
た
いO

附
附

袤
I
 

ー
户
平
均
投
下
労
仞
カ.

葺
梅
地
方⑷

五
〜
二
〇
町
歩

(D)

二
〇
町
歩
以
上

来
吾
野
村g

五
S
 

一
一
〇
町
斐

⑵

一
〇
町
歩
以
上

附

表

口

(4)

小
宮
村
労
仿
量

(□)
乗
吾
野
村
劳
仞«



n 萬 ;y " 瞞 7 i v1 , 1 - 51 41 3 2
-j 一—•…—・一-—•■'.

ヽ

命游频

度面蒲

i 半

谢誕・

函淒灘

堀 
理南
, 奪

激術净

編鴻噺

« 荒
财成

面部&

啓蜀帰・

い灘

隣国:&

南游网

<w» 
性爭" 

-’渉

齢潇目

滔誡甥

郊
建部

瑚

阀海寸

前一弥啊

い淋 

罚

齢兩寸

一’’'"
添勢剣

•‘ 韓
5

衣

丽i®i・を"

丽果溯

( 涌
い

兩涸&

巅部贸

• 蒲
理辱

逃

祢网0

颉溉溯

流 
聖副

御网&

面早喚

滿 
n<

浒

潮涂常

圈部夠

理即滞 

遂

祁潮宜

矶
*

T E

/滩

/独

R R、阪
•欠7 3ん

.
拾 n
ひ <A

W月 レ
Rヽ 5 '

z W
sヽS 7

W［、、 
ヾヾヾ3

餘

丰

公
* X)仆,
、、2

ゝ§人
欠 7 7

» »
め しj

分 、b
町 S

7初、少 
もMJ代7

•
ヽ・ ヽ
ト、、9
成<U bか

W S 卜 Y>
Or ヾ £ 4

ハ" 
ん0、L

如、n 2
<Vヽ7も

ド 藍
S 6

0 N
7 7ヽ

vi 

土

し 、

7ヽSヽ
い火
6 7 (V • 、 、

3 3
9 h
領 中

Wヽa卜 
7ヽS 2

ハ h
ヽ7 金

方» R
位待 (N

飾 

占

7ゝ ひ
N 9 7 •ぐ
2んk道

い4公
R 7 7 G

% JS
Uj G/

慰 ん b
カ セ穴

いゝ、土 
7①飪•7

ゝ 、
kト、&
Th GJ % ⑶ $〇 ・ 6 F\ 

喝Q会4
い・公 
7。e7

弦2普5
葫G 7 &

•

ヤW »史
EヽS 7

3 2ヽW 
公R侦し

仍、 n
ヽ7 Q

れ、 K
(N 7 N

雰

3 W
(〇 ①

N 2
踣 ヾ

•ヽ >
、 、

§ »
Z し

ぜ涪, 

菩诫

j %、 申
1亀うヾW 
:bんし、

7 Z ・い 
左7 2も

凫 卜
也 W

1
わ 幻ふ
Co 仁R

、您'舛
& W 6 7

G、、» 
ス•版G 1〇

阳・ ,ヾ9 
也へ R父

い" 
.P 0 G 7

W N » •ち
O', c> 7 W

加史4公 
成、 s 7

W NヽR
S| R 3 伙

い 9
3ヾ G

由 > ド
顷ぐ 〇・

宮券
辦

第密

收3馅 

いトメ 3
2 7^3

0 4
、 、

$ 6、い

CK % ヽ 7

2、印、3

6 5W句

\ \
%ルb扶
« ° w E

ヽ 、
N N b b 
BOEV

3 〇
9 R •卜、 
〇〇 勾 ぐ 6

仗 3
2め4 3
N 7ヾ版

M N

7 S 小

Kj ・ゝ
9 w A 、S 
ヾぐ中\>

N ヽ
N 3
G K, 8 V ヽ0

(X 2 p
玲 や6
0¢ B 5

・浪

亦

!v &
人ゆあヾ
く 7 (M 〇

2 § *
(V 7 S

£ Q
7 7 r

1

土 0 4 稿9
0 3ヾ

球瀚

谷间
1

Kj kj
Go <V R
7 2 2 N 
2 R S 5

仍 の
、 、

Rヾ、ふ 
、 冨、(>

R <v
ヽ?)ゝA 
句の(リ〇)

Wい・

S 〇でN

、 、
MハP)
3 q 山G

V!いN
& ’幻 し (ft

2い号 

kJ 7 7 *

KT 2
?I N 2
<18 、〇

2 ヽ
N N P 2 
じ 7* W t

、 、3
Q し&

\ ヽ
k 2 ,ヽ
(X 7 7

N 4灯
道 かん

------ 1
や

製傑

国 Uj
ひ代、” 
7 Xi R 5 
7 0 ゝ7 R

、 、
W対§ 2
S 7 7ヽ

3 \j

外、?、4 
しん、"'〇

8いW 

ヽ5 7 7

2 kj

あいX 
0位(0や

M (M
X 9 ヽ?！
7 1 QJ S

k w
が3 
〇 3 4 y

A 勺
A 4ヽW
7 7 7 3

*

Q kx
片R 0粕
2 &ヾ、)

9 fv
月?)ヘ・ 
IU 贓 3 7

■

3 2 2 G
S 4 7公

、 ヽ
対N » N 
P 7 7 S

レq

、。伙勺

舞凍

理謨

f 一・---1



;华葬i 

—. L

___,----------- r
安 \ 

ヽ
、
め r~[ B —7 . 但 祈 ■K 3 2

i

ヽ sM
煎耕期;

华導ー

兩潮を

風的朝

,、 瀚
竿覇 9

遊

兩派君

福舞辭

L 浦
年希 V

遜

海潮庁

诵箭闾

淋
维・

遼

尚磁自

浦拜狷!

卒導好 

津

冷疏去

沛駢如

( 外
舉爭

花

兩爾存

漁的喩

X 
争弟

讷福・&

面礴剣

芈淸沛

適

涼凍在

価師・

涌 
単導

齒

涙袍キ

淋
罕濯仙

母, 

海・帥題

満奄必

沛 
华早

輝

海稲考

谪ボ敕

淌
5

巡

淋源片

雨無期

芈箱・

避

術滿・ミ

尚/

七

/四

8ヽ9ひ 
M⑶3仇

t
ヽ
バハ
蝕、勺(X

ヽ
7 2 7 2
3 3 7ゝ

»'ヽ 
与2 R 2 
7 5 3 8

9 Rヽ
7 4ヽ

3 N N
N S 7

薦
云

N b 〇
Pゝ6ヽ・ 
A 2 » § 
〔へ・、トん

R句、 
7^4

ひRヽ
号い
A 0机 ぐ

S3、 
r WいS 
q!ゝ、伏

% Qヽ 
ゝS 0 4 
y A 3 7

毎0 
也 §> Cu 
7め7

3、、
ヽXゝQ
,% > 4

♦

〇〇 Gj R \ 
A小2 § 
〇1 3 仁 3

ヽ
Mヾ壬S)
S R M 7

s y 2 
& s S

§ 盘
0 0

ヽ
N * 2
も3ヽ

い:、, 
白。 Z S 
7んtヽ

U ヽ
3 メ初
* R (h

炸
告

ミ/ a如 

すq 7 ‘ 
2 2 8 2

、、
X N A 2
勺セM 7

S ” 2 
リ〇) S

Eゝ 
ハト 
!> 2 7

S !； M N 
セp松、

S剛、 
い4 .ひ? 
弟、、〇

0 3ヽ
ゝ“ひ4
X)公 し 7

し、Wヽ 
ミメ »粕 
N \>、f 欠

£ 2ヽ
W 7 2 2
W、磚7

Lゝ、
2 N R 2
7 S W 7

為q

0 4し

しヽ、
3打W務
2 7、、

W 2 W
、父(b

&逢

% Iv M N 
5月透4 

•、危 う 6
g »ゝ)ゝ 
〇、7 、 〇3

e る
尖 2 公 公 k <

ゝ 0 4 » ゝ
A 4

い去い 
仍7会ひ

P・如 4
ヽ7 R

4为3ヽ
lu g 7 ヽ

メ、去・ 
〇(、(h (h

ヽ
Zゝ％ 2
6 7 3 0

ヽ
2レ・方
(X 3 M 仇

イ段

&闭

"勺» 

件な
れ 、
W免、W
''〇、・公ひ

9 2 N»
3 0ヾ

8ド4 *
4 y 7.ヾ

? §如 

島G 4 &
び肩Q R
飯、5し

jl

* 9ひ、
3 R 3 、

<f \
が、2
3 (X、、

» Wゝ
A 8 R W
7 <V J ゝ

3、、
S公け a 
0 2 8 0

M ヽ 
q、> a $〇
2 S %.(h

えヽ2ヽ 
S R、ト 
X) 0 R ヽ

N引、W
6し地 4

&艺 

華席

? §い

OJ 幻 3 5
S N知N 
け6站ん

S、レ、 
卽Rヽ7 
5孑、5

K、、、 
»次i 
ゝp 7 5

".A聲 

pヾS公

h ヽ
• 2 へ N S 

tb 7 S A

•3 、、
W 4 3次 
(K 3んゝ

W'ヽゝ 
¥ &ん舛 
2 寿切7

2 、、
K A § 3
8 〇し2

Kj ヽ
2 N W 7
もN 7 7

レ ゝ
7 a w >〇
ヽ• 7ヽMJ

2 2出、 

R R M E

ヽ
2ゝ7 2 
ヽ％ Qj心

滅熟

夺海

&卩0ゝ
,% 4 3 免

2 &* \
.4、、A 魚

4 0
7 7

> >
、 ヽ 7 7

2ゝ、 
用44

避帑 

澤密

3 e>、 
5ッ咨,ヽ 
x $v M g 
ゝ0显(JJ

N ヽ
!•■/ R 3
Sゝし写

5ヽ2ヽ 
£いN 
2 7 8 3

k、ヽ'
〇 0国少« » • *
ゝ つ 7し、

いり、W 
いい

ん 、
W N W 3
ド7 Df

(1J. 、、
也«ド
S W 2ヽ

3ヽ、、
W fひ
2 6 0 7

S 、、 
、い A 3 
3バM

2 ゝ
2 q切7
“ Kl P 7

ん 、
ヾR W 2
ヽ7、山

N N %ヽ 
a R m也

ヽ
r W 2 2
G 2 Kj S

浮澜 
沖 

芈莺

3ヽ2ヽ 
卜取S ?j 
4 kj 7 5

'5ヽ!vヽ
■ Xi ゝ9 $ 2

G £ (jJ 2

yま3ヽ 
火h Nひ 
ゝレQX)

2公Mヽ 
3皆、
7 P、、7

キ公2ヽ 
R & 2 2 
布％ヽ・心

% Q 2ヽ
佥>・や5
7 7し M

p 5 2ヽ
4 R W 3
J A (x 3

W 3 [ヽ 
6 2 2 » 
4 4 7 3

但Kj んヽ 
公w卬、 
Q N 2 7

0ゝMゝ
S R 7 N 
へ 2 x> g

SヽNヽ 
也A 0ヽ 
5 島(X 7

し、勺<
2 5、、
S Q 6ヽ

葬薄

準学



孝 痣!卜
ヽ 
ヽ

「も P ①!ヽ
L . S R 顷

～
N ヽ チ//!

參渔朝柬

J 衡 
導

卑讷阑存

诡嚇剥

毓
华・

遂

闹抵座

命碧翔

J 財
い母

沛議右

あ样阙

郊 
华早

嫌

谒两右

我灘剣

財 
华弟

編師號:’而前;剃

幅’：j 対 
哗詩 华浪

ー ーーー・•一

前揖知

j 端
準爭

滅

浦漱浮

面辞烈

沫
华訓、V

犧

源離洋

煎奇類

藻
攀認

輦

袍涙淫

前袖測

华拜
顷 

闱兩&

!ヾ1 
斗" 
小

/舛 
ん

5 W列 W w X】

,淞 
罕郭

祀国谷

湍
平葬

遜

沿海0

・ 凯 遂 

袖派咨活漱& 谢曲逹

& NヽR 
ヽ W (b 2

^

» 保
ん ん

、い、 
ひ、4誓

9 q ヽ!v 
ん8しじ

ヽN N
N4 8

前

主

4、 、
* A R ?'
7 N Aヽ

N 4
Q , 於

ド »
f'j K/

a S

cu W
い N
しs 4

勿4/ゝ・ 
ゝk Wf

N如ゝW 
し、(U ん任

h卜、S
Qj し(u 9

、 代‘ヽ
必 A R

»ゝ» » 
珈2 Z 4

、、 
んW

N 4
〇 A

D し
7 7

F 
苦

N ヽ
メ咼・ 
ほ2 〇 7

9、いW
(S 5 〇 、

卧@
A Cb

レ、 、
し、t 5

如N 2り

7ヾ、 7
2 2ゝ人 
(V 力 Z £

站

〇,V \ <<1 
"、由 
R R C 9

z k'侦
,〇 g 3 (ゝ

» 4
K) lu

3 a
曲 •Jj

俄ミ 2 
んG Q

wいR
•、伝印し

7知、(〇
7 E 2 2

H卜、3 
f\j KZ 〇| Qj

3気ドへ
<■。 ヽ , R

4 2 '打 
水A会・

小・ 打
J 7 "；

、<U {v b
3 Sヽ7■

2打、s
7 .7 つ 、

遜冲 
注 
华舞

“、 、
S 2如如 
〇あ、し

只'、七 
凶4斷、

0 6
し 卜u

ゝ4 4
ヘ也 Ki

PR・、 
折 G R(U

\
»。 6 2 
公や但对

>ゝ
b $

ヾ 、
NZ 心

い '
(、ヾ> 以

トノ >、、
ヽ(A 6 2

9 2 >
(ゝ3 ん

ハ >
R 3 〇、

遂演

含飼

め4ゝR 
斐、ド％
1 7、、

\
ヽ・七?)
» 7 3レ

4 お
k k

、» 普
3购 少

2 Oお、U
7 0•公 7

\
知0打>
K 7ヽ7

9〇尖、3 
7山K»レ

§ふ、W
8 N W W

尺a出3 
し、％ »

号!Z、公 
ヽA えヽ

ぜ印［気 
、ん0、3

R , 2 A 
あ也、P

F・、Q
⑴ヾP 7

ふ芥 
年普

§亲澆

⑶、い\
N卜» §
+)成明7

在 ①
,2火、 

しu S m卜
レN R &
ヽ え 2 <V

L q 
Q N J G

3 q 
む 7 G 〇!

Kj 心
\>來2ゝ・
7印3 侦/

Cu し
N W.N 卜
2 7ヽ5

2 ヽ
> a卜,卜、 
〇• 2 い、

g'、ん

4 (S S *

» 、 
a 2,2 4 
8将7ヽ

、 、
Wいト
7 K/ S 〇

\
> .» 2
へ th .Ch

造沌

注舛

ド卜 01 
扣2 2 く 
、〇｝ 2 七

n、、a 
、 〇, Xj W

.R卜5 
ヽM公け

2 快、
ゝ s饥

%ゝ7
し 、、

、・
3 p B N 
汶へS会

会卜4七
5 し| » &

、、 ル
R W ヽ

z Nゝ0 
ん0•るM

%、、^ 
M 4 2 R

企、沁、
Qi(.U 〇? 7

4、、§
般M 7卜

2い、 
公8 0 &

'滿法

・诫

为3 3刈 
め? 丫机 
、»浦7 
X) ''〇・・由

、 、
2 * N © 
% 〇7 ・、O

公ゝ (U
K 3 R公
治7板、

, (1 1
& 7 S ”

M ・杖

Q N 
ヽ3 R W 
し M L \j

M 2
い号
、、Qo Kj

和 ん
ド勺リ S
R 8、7

公、 3
R $ N 2
(助伝pふ

(& M
4 P印、 
・島(;,し、|

Kj • x 
勺W 2 N 
Ox k 7 7

R fu 如 7
(X 品 S %

云B 2 W
3 Rし、ヤ

ヽ 、
や& N N
R 地ヽS

・應
・薄 
半辦

* 3
hヽらゝ 
い号、5 
2 ・、2

耙缶公h
0 7如3

» ヽ ,<J
、％ ・公 
也 7 0、〇(

妾 (V
2心S 
sト公小

R レ
,卜粕R 2
7 W 5会

セ、 N 
化。 R « 
> «, 7 7

公、 2
、ト公折 
、、、す

s、 弦
トト号ゝ
ヽ \j N 7

い> 0ド・
5 5ヽ7

9 2
い潦、
7 〇〇、地

8 心
卜p R卜
7 M Lヽ

(U 2
wいN 
ヽ•2仗Uj

N ヽ
外卜い 
7 S z 2

黝鴻

堆@
.J

d

渤

丼

ハ

?

N

理

〇



华 勃 奇 ヽ 
ゝ

ヽ
、0 8 1 7 低 5 a 爲 2

1"'......
ゝ 刃

寡漏第夠

由濫 
昴

淮

箪滌敵手

瀚彿翔

〜 淋
牛弟

株

海・な

航辞瓣

J 站 
畔濕 ・ 

街

前射&

透幣郊

i - 淋 
華翠

混

訊祥I0
.

.面吟※

・ 稣
华凄

蛍

謝齢き

洞削知

帰 
攀辛

伸

滝藤・

愈肃知

帰
芈華

逾

沖兩吝

诵詢対

站 
半溟

群

胡活耳

浙・※

> 
华瀚

游

沖袖&

谕理淑

ハ涌 
舉部、 

苗

诫兩吾

诡無懲 

編・淋 
华単

出

谛射・

満卻剣

J站 
华專

呼

敵射&

龍ぜ※

J 溯 
・弟 < 

瑚

漱涙还

B /■'

7 
う宗

Z源 
/更

hヽ
レ4 W 2
4时％ W Ktし

s N * %
X!〇 S ヽ 

k

、、
4⑹、、
R公直7

R 2い
7公, 5

卜

冬

よ桃ん、
Z 7治身 
公、、ぐ

ヽ
N742
S 7ヽ7

屬ん
七卜, S
ん8ハ

WAN
、、R 7

'、
p U
ん〇〇 ・

W、、
しS 5

2 Z
。 柘

品a 2
7 7 0

> ‘ゝ
2 7

.

$

一

し, Mヽ 
N % > z 
7 S 8仗

Zヽ
Z N»a
もE w 4

9)お
2 a心

ゝ
6 2 卜

M ヽ
6 7、加 
す、3 3

旬K/
N XヾW 
义C んレ

tx 可 〇 〇 
いい

歸

きC

kゝ
ド2
2 0； 3 S

S V *
［勺2

ゝ
z 7 > 2 
仄7七7

弦N /
2、仏?) 
ん％ 4 0

也N ・
* WA N 
0ZG恨7

q村 

い公
や2ゝb 
ヽ\«お、

R $Q A \)
Q)函、\

く §»ん

3 Rヽ>
んトZ 3 
h9、ん

A W P队 
いい

淫遮 
并 

华编

卜S、、
9 "如 
7旬缶、

3.、打
7 、版・

>、N
% S畐、

W 2 04
ヽ7山、

弦土 2 » 
加〇し〇;

ゝ
dド、
W Qi % L

9 W むヽ 
3しR 、

»ハ 
a wヽ

夕日。 &
• しら⑶7

W 4 :ヽ 4 
Q)R 3 S

Z & N 2
»、喚2

へ、、、
7 R。、 3

い、、 
K 7 S 3 喜・®

q ード

R歸0Iド

免、
沙W 2归
すゝM族

7.卜"
3 4会、

じN灯％ 
、7 第、、

Zヽ
貝〇、 尽<4
Q 0 7 S

R Zヽ 
仆メ N 4 
Sヽ2話

W Kj
飯ス0ド
*、 心 @ 〇.

ゝk
a板知 
〇- ・ゝム

$〇ふ 2 » 
7 S £b %

‘ 3ル
卯％ 9 8
4 «へ耗7

追ん 
公?)* S 
p R R 6

3L、 
ハE 
しR你〇

ハS 3
& S 3ゐ

さ舞 
歩湖 
华探

と…ヽ

セ％ G心
、臥W A 
2、旬@

らa、虹 
y ’ひ喝

只、、' I-J 
伊、トA・ 
(ヽマ、〇)

・ドq 

7女んし

心,6 £

⑶»、2

K/ ヽ
N 7 4 &
R 7、R

(〇、ゝ\ヽ 
漁いx 
3くりも8

2 ヽ
7 P 2 0 
3し7公

、 、
NドWヽ
3 7 7 2

ヽ
7由い 7
い く仗2

2 4卜A 
R <V 7 L

7 b国公
7寸、W

期

灣

勺 >5 "f
3 %公、

2 0ヽ" 
由7糾6

ヽ

A れ、、
史> J 0

又> ' 
功C

・ 〇、、 
8食7切

在»2 
ヽぐ. 7

.

ト冬、心 
セいP

・い、 
いゝゝ

ゝ％ゝ
卜S 3

S 0 2 & 
、ヽ7 e公

いQ X 
ん卜ら、

2倉'白
3 4 7ん

ゝN »ヽ 
用7 7会

棟祿

淫浒

で7ヾR
1 k kヾ

X卜。 A 
、め心化

4 '、、 
»、長A
5 «株賦

史トゝL
* B ・ヽ 
ゝ・ヽs

2 ヽ 
い… 
队S〇ヘ6,

M ヽ
A R w W 
4ん7 k

K/ ヽ
0 %诵タ
(X ト、U)

心:、、ゝ 
|V 04$ 
0歸、、

N \
版史Z和 
7い会

2 ゝ
ハ・卜 
P公、卜

N WV M
7 (X ゝ、 7 7 3 4

Z、版R 
3 3 8 7

浮油 
舞嫌 
华株

や肉、、

* 0幻8

公、、、

Q S 0ヽ

公ヽゝん 
7也Aゝ 7、 ・ G、

い:ゝ
& w F 3

‘5し、%ゝ

7 <uゝ・ヽ 
•' 密 X)W 
心(へ、4

0. W、、 
・ド’节0 
ん2、、。

卜んゝ、 
» 9、会 W 
ヽ& 4 7

S、、、ゝ
2いK. 
喝»诳山

S E、ゝ
4 ・ヽa 
K、旬9

写tv'、 
暗2 “ 0 
(X 、、田&

3ゝ、 
7 2 4ヽ 
7 メ如え

4 2 .、ゝ 
、咨2 2 
〇» 4、、

募碧W 
瑯 

骅鱼

• 

S

 

淸
^

展

签
(

2

毫

昌
％
>

X

 
h
 
) 

— p

・

呂

活f

逐

苦

以



5 ? z 3 ヽ
溟 W 人 口/ Q

ー命—_Q........
® ? R
乂-.….ゝ...-__Q.
f 同 

ゝR 2 9
7.一...-.山一一Cl 苦招％ K X

网

S
建

惮

、導

0

 ヽ5
0

 0  
一
的
〇
〇一 ヽ9
S

JE

〇ヽ)
。
〇.;ヽ2

0
.
0
i

ヽ
・
込

woi

Zヽ•

.«/. ヽ9
〇

0ヽ

、。\

成
〇
股R

KJpq

3

Wヽ

ゑ3
*

0.

R

®.

UJ£
M
5

Haq

赤

?).
(L如
・

5 •
、 
〇、
..

〇
爲£

R
故
息

R
s

財
&

3

M
§

『、?

ゝ
ヽ
UJ
XJ
、魚

E

d)1

s
z
o
、2
7
3
®

*
3

&ゝ

-
2

ヾ

2

〇,

よ
业

k

8
2

5

・ゝW

、
直

\
k

0
化
い
ゝ7

j

5

ヽ
・

、、a

、、-k
一

CU3S 
糸

(h£

Q> 

i

3

豊

口

£

ヽ30
i

ヽ7 Kヽ
 

i

ヽK

ヽ44̂
6
-

$
。

 

ミA

*

N
s
H
z

al

ヽ・ K

E0

 
一

須
油
E

、

7
\

-
2
5

E
M

a

.

3

UJ9Nu
k
n
k^

主

ユ

、普

、w
よ 7

 
一

P
 
二
、

9
\

5

p
¥

、Mヽ

、
史

◎

豈R
?
\

w
o
q

OJq
H

CUS
R

§

・
貝

一
目

涎 
んN

..OQ...

7
8

X

、〜S

禅

F
S
洛

S

、、、
印7

一

K

8

W

UJ

 ヽ0

....UJ.
ゝ
、7  

ひ 9

、、
W

UJ
或
、UJ 

出
。Z!
出0

ヽ B
E

业
UJg
i

ゝ37

a
E

、、
a
 

、
堂

、R

7

。め\
、攵

ミ
(V 

3

0JK

0ヽ
9
 

ヽ7

策

・
爲
 の S

E

 7
O
J

 

D

A.
、よ

、
3

 ゝ0
よ

、ノ、-
〇 

5
7 Q

q
w
v

UJ7
W

』、ゝ
导
ヽ

••■
、ペ

.^

、ヽ・

〇)

-'b'-'
依
必
、W

.1 

-
5
 
戶 
E
-
\
 
u
*
 
w
o

4  
g
A

¥

J

 

、・

、W

堂
 

UJ'&
^U

S
O

B
m

(
§

二 

M
V

S

 
K

a

K
*
f
R
W

aJ
ーゝ 3

ふ
、
丹 z

u) 

、
ヾ

河
 0

,...cb....
 ヽ2

4

 

ヽ

・a
..
&ゝ

、

、
 R
>

y*  2
z>

0
7

G
4

zsi

M

UJ

、监

、
&
'

齐

目

浴

M

I

ま

 

ナ

言

史

法
M

T

X

 

ヽ
・

一
UJ
UJa
q
 3
7
N
&

ミ

・

保7
§Eヽ

 R

ゑ

、蛍
 

一
^
^

a
.&
e

「
s
、
..L

い
爲
・$

〇M
&

太 M
 3
>

以E

、

7

 
月

、

VJ
lb
pl.
yl.
ヾ

§
>  

め 

Aゝ
A
1

-
■ 

一
 

- 

ー
 

ー

、ー
 3
&

ヽ

・

专
3
&

メ

也

Hヾ
&
-

L  
&

7
\

、ゝ
、7  

の

..N

の

...
9..
の

域•
7
8

 

7
5

 

、 〇

馬

、i

 

、
、0

V

ー
 

当
ー 8

月

ユ

富

7 ©

ヽ

須
I

并

盘

攵

0

、ー

•
*
4芈

一:

」

s

$

 

-
¥ヽ

、
 

®

山
蛍、

〇̂
・
〇

遣 

&
8
.
 
Q
V
 

W

 
皿 b

K
C

J

2

.J 

ヽ7

を
 

、
嵐

、・
乂

?

ヽ
ー
農7

£
7

、7  

8
7

W
湖 

M
O
B

KJ 

7
8

レ 

00*
•
E
£

i
N
*

S2
4
0

 
、、、

一
 

ぐe
n

・
ヾ
长

(
N
6
Z
4
S

ヽZZ
3
C

 

¢

0/
套 

月R

KヽJ
ヾ
・
侦:53

笠

や

賛
E
M

Q
0ゝ
 

(
§
>
 

?

〇̂ 

-}a«iKI»x«!
一
 

S
3
 

しas
 

(
、〇
〇> 

寿0

 

2
0
 

(
§ヽ
)

一 (
也 W

L

voox

易

涕

冃

一£-
界
景
域<

連

-
M
0
 

号 

ー
洪h、

・F

•
、
ぐ
〜

XJO 
邙

マ

洒 

I

冲
凌 

一
井M
 

〒

増̂
 

■;;■■
十 

「
福
城 

蔣

淋 

I-P 
ま
 

す

M
 

T
P

玉
必

額

舉

I

増
苏

P

出
、

Rヽ
e
a

・
へ
ゝ
丄

％ゝ

 ヽ0

JA

ヽ

H
E
#

ヽ4

出

、
o
d

出

よ
の
〇
、

〇

長

若
、

C
0
8

0}4

<
*

就q
 

ヽ
UJN

UJ 

・

§ヽ

 

伙1

写3
 

>
。

 

0
7

X

I

、おE  
N

*

、
ヾ

0ヽ
4
 
S

-P

Z

 月
Z
一

C
O
O
W

•

a)
、
s
 

如
出M

i

笠
5

H

了

。
。
〕

(
,ヾH

 (
9
E
L
*

b.... 

'
乌
ゝ
・
务
ベ 

UJ73

 
囈

\
2

队

?
$
)ヽ

 7N2

&

O

2
.
7

a

山
一
、S

、、、〇)
へ、

i

a

、 

XヽJ5
Z

ふ ̂

^

-...0...※

黑

c  /

、冊
瓦
、艮
か
長

3

叫
虬

ヾRS
W
J
Z
a
q
・

 
 ヾE
S
5

CJ

i  

一
 

f  

一
 

一

ー

-

-

 

yjs
q
 
S
A
 

 ヽN
q
 

、国
-b

E
W
O
 

の&
R
 3

步©
*
E

官
N

,

q
g

ヽ6

.、・.
、攵

・

、
ヾ

ー
 

ー

ー

ー

" 

ヾ

号
9
 O

ー  

忌 W
N
 

国̂

§

1

◎

S

.14
 
嬰 K

 N

7
0

攵
t

3
2
y
£

 
更

京

-®.

、
沿

ゝN

、ー
 

冃
 E
 
房
二
、
q

th.0 
〇
盅 S
7
0
4  
虹

2
3
5
^2  

％ヽ

 

依 

3
S
8

 
や
びN 

、を

、

3

公

由
ユ 3

8

Jhr2
4
2

；  

3

s>

卞 7

0

一
 2

 7
G

尘
R

卷

を
ミ
企,

曾
糸ー

、
ふ

、
〇、也

ヽ̂q
 

ゝk

、

7
f

*

卜M
.

M
食
 
虫$

企

尊&'

、、
.'
<)

ヽ
史

7

&

00

史Nゝ

杰 
X
s

UJ3
&
4

Wヽ
S
 

ー
 

、、
企

成
签M

(h7
 

づ

人
阳
以

. 

¥

公 
b

i

 

M
3
Z
8

30
妥

a>g
£

・
7

ヽ70

血

W
A

、00*

5

散

W
E

2

ひ

一巧7

枝

M
也

Z
2
-
2
/
0

 

&

も

寄
ぶ.

島7

一
 

j  

-

X
3
5
Z
A
7-3

、玲.g

一  

一

.1
E
y

堂

kJ
蕉

(h
、、7

或
屈3

诺
曷Q  

ヽ
0

、ー

&

卷
菖
曾

f

n
N

、・
、

7

ヽN
E

"
k

專
旦

E

蓄 
ー
縁L

洒
海 

;

書 
并
・ 

—"

48

区 
學
ー 

〒
藉
並

V

 

一湖
男

■■
t'
m
 

3

部
并

阻

1
7

・

震 

S

.1

华
ー

須
震

湖
M

負

7
、

养M

T-5
&

哗 

7

公
を M

00
浪 

0

、
、5  

7
7

ミ

5

.1
CN7

7
7
1

ん77
X

4
S3

M

K
K
k

k

、
〇
»

0).

S
-
R

企

7
7

ゝ
玉

、
〇
公
近

7
W
7
Z

 W
8

5
4

、ゝ、
A

欠
缶
CD

、

&

诺
ー

§
2

..®

7
8

毁

、、

ミ
よ *

7
8

 

策

00< 

^2
^2

.

一
 
G

、艘
(

E

.L 

5
y

UJx
0
E
&
5
x
z
7
B
f
&

紗

($

豈(
ヾ
会$

り

談
、.
S.4y&

s  
理 7

...Q.

乍
ヨ

\  

0
5

次

・

ユ

々

〇

〇) 

^■
・

丄

辟

鈴
^

呂

、
〇
〇
牛*

1
 
舞 
’ 

5

 

—



换

梁

t......バ い 
衆息3 8 2 
&昌・J

i(〇
4—
I '〇

公 
与 
め

§ 金

ら

対

為
 D

 

期

..
〇[) 

im.itfn«u: 
ゴ
 

7
6

夕 5
$
f

 

 ゝP

わ 

ヽ
・
一 

S
S
S

殳
・s

冬

S
Qヽ7

ゝ

苕
で7

.
7

叉
 

3

四
、

S
&
 
0

...M.©
q

 
&
 
工
会
黑 

7

 z
2
/
^
t
7
^

、s$
T
-
s
-

A.

ヽ̂

ヽf  

ビ
白 k
g

UJi

b
q
£

 

7

莅7

 

W
更

・
7
 

富

・

ミ

苦

“
 

-
.
§

夂

、く7
 

一

i  W

・
並•
件
啓

・

也

ー
 

ー
 

戈

8
:

54

負7

农

号
・ 

、
出Z 

U)*

〇 

Kヽ
 

时5

 

2
&
 ヽ

、
ミ
 

3
^7

 
、
ぐ、

7

-
2

及

S
2
4
q
&

卷 

ヽ
・
ー
、
誓
 

W

W

 *

¥

 

'

四
、

、ど 

g

7

(U0

UJ 

3

Nゝ

 ヽE
W
7

S
*

*
3

0

足5

か 
ヽ
・ 

7
8
7

M

J2Z
4

OJ 飯 

0ヽ

卜 

-
ss^s

3

E

 
V

 

®

*

.9>...§
0
3

2

AX

 

、。の
言 

k
k
s
 

・
〇
、
0

0ヽ
、
ー
 

一
 

ド
ヾ0

 

ヽ
UU

.V.

ヽ̂

由
&
 

3
7
0

、
ヾ

漁 

'

即
、i

、、ゝ
父

二 

～ $

域

で
皿 

一

希

立

、
S

诺・

0
M
 
&

5
7

3

 
慝
 

7
?

 

WZ.
伙 

ヽ
〇)qo

7
、

仇 

砂
・ 

30

 ヽ

達
览-UUS.

V1

、位
SW

加
ふ
叔W
 ヽ

也K

2

ヾ

-
心7
凹0
ー、
歩
浪 

Sヽ

銘

、
〇 f

、
、

、N 
一

理

鴻

蜜

蜂

篁

3
&

ヽ3
.
3

翌

、UI
您

K)7

艾

R

8
0
&

黑

・、一
 

%

お 
...1.. 

財

J... 

W

爻

2

ゝ
.®Nヽ
エ
い7
、
ゆ 

A
£

、、wsk 3

是

甘

R
o
a

、
CUN 
ヽ ％ヽ

 

蚤

ヾ

8
7
1

§
7
f  £

あ,

冬
混 

5
a
 

 ヽo

UJa
 

&
 7 )源

メ  

.•
丑

車 

一Ko
a
 

ノ
 

ー
必
い
冬

0}¥
§

主

©ヽ

q

 a
e
4

<0
川q

 ヽ$

.•〇

ゝ
$

0)
一

CUON
令

8

、呈

&

・ヽ

、、2

ヽi

7
0
s¥

 

W

5

 

w
e

&

段

\
N

ヽ

伙
が
..h.7

務q

 

S

就

 
*
o

玉

B
S

恩

f

UJ0
 
皿

0

题

$
7

1

、宜
♦0
・ 
ヽ

Uヽ
9

X.

E

0

ヽ

9

它
、ダ

zo
/

K
i

/

笛

§

色

S

源
・
む&

2
.*

UJ7
N

.Q-

&ヽ
M
*

CO£
 
宴

7

母2
7

.a

R
M

MMX 
 ヽ2

.
0
、、

..〇.
如A

7

T-W
爲
ヽ

§

I
Z
2
¥

.CO
£

聽 
ー
 

ー
 

3 ^
s

、
w

、$^

笊

ま

務

空

*
6

 
一

、辱
^

*
N

7

</
・
エ(

ヾ
»

UJ

聋 
N
R
S

・一

依2
X
Z  

Nヽ
J
 koo<

f  

宀
 

csWNd 

卜7

ま 

f  

一
 

8

、」 

〔(
ヾ
公) 

3

虱/
 

-

山R
O
 

弓
。・

、、〇
尊 2

£令Hso

S

U/3NC

月メ

 

:
7

Ao
cui 

S
.&

 

7
、7

$

b
l
n

 

3
0

 
メ 

、M
K
by
N
m

0}2
m

心
IAZ

“
(

ヾQ

t2
3

一
 

C/OS 浪R 

¢0) 

(
亶

j

一

C2
l._

・一
 

ミ

.
S.

*

伞

堞
S

球

注#

(

口»

E
養

・
^

』二
 
/ 

一

•

>■

告

霊
 

N
o
耳
^

洪 

以h
 
|

ふ
凯

T 

哗

、ゝせ

-

・
専

E

冲

二
〜
’,

r

x

维

I

福
汚 

芬

淋

I
冲
卡
・

哗

}

福
遂

H
 

M
 

M

I

や
震
 

型
并 

M
 

_
|

冲
・
这 

m
3
 

一
 

・

哗
- 

-
-

4
+
 :1 --

- 

1
2

 

溥

M

1
.
M

遠
M

ペ

 

瀬

...M
*
1

艮指

-
¥
<
•
.

K
0
 
企

(
恐S

N

20

戏
、

7
*

4

7

W

30
也

U
0
8

JZ
/0

E

迭

嘉-k

.
2 .

臺 
§
k

-
2
P

山

ー

鈴S

M.

页
發/

2
^

虫

&

豈

G
o

步

¥
§

§

举

一
理

沙

鴻

(
冒

N
y
$

36̂

皿

M
W
1

UJ
菜
也

ふ

c
o
s

¥

ま

5
9
7

ゝ

一
Z2
&
0

4

2

冬
一希&

地
一

醉
詁
囈
舀

普 

如
・
・

2 §

丄

UJ
虹

常
ぜ

G

CA

一
 

0

の 

骸̂

萨

1

§
f

 

印&

メ

富

S:.

ヽ
〇
卩

7
<

2

^

03

(

史
、也 

或
ー 

栄

@

 

、
艮
〇

す
.

席

.....V

、は

S
*

7A

 

E

毎

\

1

甘
y

洛

・

、
む
、耳
尺
代

A
2
2

.CO
/N

B
7

云7
Z

CN
喜
〇)B

co
有

3

 
虫

び
<..3
&

い

号
者

2
2
2 £W

C
攵を

2
若

髪

0ゝ
.
0

或
強

.
22

也n
 

¥

v
?
^

、。際
や
、思
・0

W

R

2
4^5

^5
^

主f  
R
P
)
 

k
a

耍&

燮

・
過

i  

&

散 

料

せ

8

透
皿

」
 

ー
 

:
"

ユ
」W

•Z

..O 

6
3

漆

貿

滔
毀 

W
0

.N.K

、

E
^

、o3l
*

<k&-2N1.2̂
2̂
C0

*

4---*
6
 
氏
、・

煨

セ

〇

.12
3
%
 

(

で
卡
基 
0
虬 

N
亠

二N

S

〇一 XS-- 

)

専
マ F

>'

_M.- 

- 

一  

i  

r
 3

ー

ヨ
M

濾 

丁

4

志

共

濾

—
華 

T

つ

雌

2
2

ヨ6
0
4
4
5
7
d  

G

也&

さ
〔
 

R
W
 7

6v

.^.

k 
鬼 

E
z
j

 

ヽ
ひ

...N
s

业

尊
 0

 

S
7

 

9

、公

“
 qogq
歩
封
ゝ
®...
岔
公
».
与
X}&
夫
・
於A0

q

 7

河
糸 

一
 

-- 

- 

- 

- 

f

な 

當 

7
9  

7
Z
M

ト
次

M
E
 
&

.、.._*

斗
2
0

塁 

栄
・
噩

盲s

丰.

/
^2

|  
i  

(§
4  

一
 

ー
 

%
<
2
0

.ks
5^

4
^

 
、ふ

...
9...

7

...1..
〇̂
-

尚
悠
-kiI

 

、N
=
S
Z
2
^
双

 
對
^...

®ヽ
:
:̂

- 

- 

- 

- 

艮
〇
ゝ
您

5
7

ぜ
公7

菅

・
%
 

2

..®...
、
 ヾ
M
N
S
 

一
 N
 
我2

^
1

切

豈

艮
您

M

 

n



靑
梅•
価
川
林
業
地
帶
調
査
硏
究
資
料
第
四
集

山
村
農
家
の
労
働
配
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実
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調
查(
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-
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東 

京

都

西

多

摩

郡

檜

原

村

農
林
省
林
業
試
験
場
経
営
部



本
調
查
は
農
林
亲
の
經
営
構
造
介
析
に
ア
プ
ロ
ー
チ
せ
ん
た
め
の
、
 

そ
の
一
手 

煥
と
し
てM
家
経
営
に
お
い
て
労
仞
え
が
如
柯
に
態
応
し
て
い
る
か
の
実
態M
鋭 

知
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
レ
ポI
ト
に
つ
い
て
多
く
の
非
難
匕
欠B
と
を
伴
な
っ
て
い
る
か
も
知
れa 

い
。
し
か
し
日
時
其
の
她
の
南
係
上
若
干
源
漏
に
過
ぎ
た
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
 

何
ら
か
’今
後
の
経
営
上
・
参
考
に
な
枳
ば
と
思
い
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

尚
調
查
資
希
は•
二
十
八
年
九
月
現
地
調
查
に
よ
り
得
た
も
の
で
あ
り
、K
つ
調 

查
に
当
っ
て
龍
大5
郷
助
力
を
賜
っ
た
、
西
多
摩
地
方
事W
折
朴
務
課
、
 

擔
原
村 

分
室
、
 

並
び
に
槍
泉
封
役
場
の
各
血
仁
厚
く
感
謝
の
惹
を
我
し
た
い
。

昭
和
二4

•

八
年
十
二
月

経
営
硕
究
室

大 

内 

野

W
 

久 

田 

小 

管
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喜 

二久
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一
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本
調
查
対
象
地
と
し
て
当
村
を
選
ん
だ
こ
と
は
当- 

村
が
角
梅
林
業
地
の
南®

辺
に
介
在
し
用
若
秋
能
営
と
共 

にW

炭*

生
産
も
又
大
き
な4?

エI

卜
を
占
め
て
い
る
と 

11

わ
れ
そ
の
経
営
槌
造
の
介
析
を
労
伪
の
面
よ
り
み
人
と 

す
ろ
も
の
で
あ
る
。
 

- 

' 

註 

太
田
碰
太
即
氏
の
「
わ
が
肩
經
濟
的
林
業
の
担
い
手
」
 

農
業
餘
合<

究
第t

卷
第
一 

、
ーー号に
よ
る
と
当
村
は
疏 

枚
林
業
地
域
の
領
域
に
包
含
さ̂

て
い
る
。
そ
し
て
林
野 

の
肉
人
工
林
面
禎
ば
ー
ー
五％

を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
・

次

匕

本

レ

ポI

卜

理

解

す

る

の

に
当

村

の.
戚
耍
友
却
っ 

て

建

く

こ

と

が

便

利

で

あ

ら

う

か

ら

以

下

そ

+(
に
つ
い
て 

述

ヾ

る

こ

と

に

す

る

〇



E

500

槍原ポ地场断面网

〇 1,000 S、DOO

註、本督は大田珑太郎前羯倉より引用

10.000

2

ぎ

湖 

單
注
・
游 

灘M

謎
耆

で
あ
る.

埼
原

ti
の
檀
耍

当̂

の
-fi
況
は
位
置H
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
が
先
づ
当 

杜
の%

理
的
環
境
を
明
ら
か
に
し
て
な
こ
う
。
都
心
か
ら 

一
時
間
、
立
川
か
ら
再
梅
線
・に来
り
换
え
約
三
十
分
で
祥 

島
馭
にM
く
が
此
典
で
再
朦
五
日
市
綜
にM
り
此
れ
も
三 

十
分
卷
で
武
藏
五
日
市
に
着
く
ー
此
処
で
鉄
道
は
終
莫
で 

あ
り 
、
そ
收
か
ら
パ
ス
で
秋
川
溪
流
に
沿
っ
て
遡
る
こ
と 

ーー里
程
で
当
扣
の
束
辺
都
本
宿
都
落
に
到
着
す
る
。
此
処
‘
 

は
村
の
中
心
地
と
日
さ
れ
、
役
場
、
学
校
、,
組
合
等
、
 
諸 

建
の
公
共a
閥
が
存
狂
し
又
為
家
も
多
い
。
 

寿
梅
林
業
地
秋
川M
域
に
お
け3
当
村
の
・
地
理
的
伍g 

は
秋
川
流•
域
標
髙
染
み
る
と• 

• • 

• 

灣j

二
灘
薄
氣
酗.
圖

当
拊
向
の 

地
勢
は
败
形 

的
面®

の
よ 

う
に
中
央
を 

束
曲
に
山
嶺 

が
紫
断
し
村 

を
南
北
に
分 

け
て
い
る
・
 

そ
し
て
北
部 

と
葡
部
に
は 

大
嶽
山
、
 

御

群
・
丹
回
再
片S
黒
冴
啓
逬
猫
睥
rr
九30

/)
靑
梅
林>

地
と
し
て
は
当
流
域
の
最
上<
®

に& 

置
し
て
お
り
耕
地
分
布
は
標
髙
四
〇
〇
〜
七
〇
〇
米
の
間 

に
存
在
し
て
い
る
。
地
勢
は
西
に
三
頭
山(

南
秋
川
の
水 

宏
地)

、
御
前
山
五
経
て
本
郡
永
川
町
、
犬
嫌
山
を
径
て 

本
那)

!\§

村
、
戸
倉
村
、
南
多
摩
那®

方
村
に
そ
れ
ぞ
れ 

棲
続
し
、
 

南
ほ
山
梨
県
而
眾
村
、
 

棚
衆
材
に
隣
接
し
て
い 

る
。
面
積
はL

石
六
百
町
歩
で
本
郡
で
は
大
き
い
方
の
衬

零

、き嚇ラ./ 
E-SIhf M

V--

耕 
瑚 
聲

聲此

am

州>

出
が



前
山
、
 

三
頭
山
を̂

と
し
た
北̂

川
と
、
南
な
川
と
が
そ 

れ
ぞ
租
東
西
に
亘
っ
て
玄
れ
、そ
わ
が
当
村
の
玄
歯
と
目
さ 

机
る
上
元M
都
落
に
お
い
て
合
流
し
秋
川
を
形
成
し
て
い

る
。
 

‘
 

' 

次
に%

村
の
人
口
並
に
せ
解
数
近
巍
う
と

—‘ー、 

〇

£

•<
男

yr

〇、

皿
人

女

六
一 ・■
-■—

一人

計

五 \
六 
A

ヽ・;

紙
人
口
六
十
三
百
人
ー
世
帯
当
り
家
族
人
黄
は
五
、
六 

人
と
一
般
擬
H-
と
比
較
す
る
と
若
干
少
な
い
平
均
若
示
し 

て
お
り
、M
子
が
殳
于
よ
り
も
若
干
多
い
割
合S
ー
ホ
して 

い
るy

(

ー

二

五

町

歩)

に

過

ぎ

ず

、
 

山

林

状

九

、
nn
五

五

町

と

当 

村

面1

の

約A

割

を

占

め

てU

る

。

即
ち
当
村
さ
し
て
純
然E
る
山
対
と
云
い
霽
る
わ
け
で
あ 

る
。尚

又
一
町
歩
当
り
の
人
口M
度X
み
る
に
〇
、五
九
人
と 

な
り
隣
討
の
水S
討
は
ー、二
人
で
あ
る
の
で
約
半
分
の
審 

度
、
•

即
ち
上
地
の
人
口
吸
收
ガ
が
半
分
に®

ぎ
氐
い
こ
と 

を
示
し
てU
る
わ
け
で
あ
る
。

- 

:

、

、
 

当
招
の
生<

物
JE
にa
生
産
額
匚
つ
い
て 

〇
 

年
周
ど
の
程
度
の
漁
の
ffl
収
入
を
当
村
のM
産
物
並
に
林 

産
物
が
此
不
芝
挙
げ
靜
て
い
る
か
き
昭
<r
二
十
八
年
六
月 

に
発a
し
た
苟
役
埸&

計
に
よ
っ
て
算
出
し
て
み
る
こ
と 

に
し
た
。

四

糸

理
督

師

諒

遊

公 へ ヽ 会

富

ん

糸n
沖

4
ゝ 
ヽ

Kj 
° 
岑

tv
2 0

D

4 
L 招 沖

海
海

冬

-9

1

ま

ヾ

%
任
至

キ
H

ミ

今、 
2

ヾ
渾

ヾ

・、 
ヾ

ゝ

tA
陽
滲

、由 戏

* 才 
沸

分

坎

ヽ

%
X 
P 
4

X

7ヽ
達
泓

ョ

网

ん

妹

侦
輻

3

ミ
B

泌

如
屯

ゝ
ゝ

Xj 0 
村

さ
耳

您 

家

諷 
零 
勰

& 
ド

4

蛍
°
刀

為

祢

f
遍

决 瞞
*
七

ヽ
・さ

E 歸
瀨 

胴

方

解
・
巡̂

瀏
「
斗̂

集
叢3
メ
雨
厠
甬HJ
C
人
」
 

右
表
に
よ
っ
て.
明
ら
か
を
ご
と
く
当
な
経
済
に
お
い
て
林 

産
物
が
六
八
三％ ( 

ー
二
、六
五

・〇
石H)
/

收
入
の
約
七 

割
を
占
め
、®

産
物
收
入
は
三
〇
、七％
(

五
、五
九
。
石
円) 

に
し
か
過
ぎ
な
〇
こ
と
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
当
宥
の 

蔑*

が
殆
ん
ビ
山
村
官
給
皇
農«

で
あ
り
、
 

困
多
摩
養*
 

の
ホ
穀
生
産5
は
林
業
地
域(

そ
れ
も
築
約W
林
業
地1
 

疎
放
的M>
地
〕
匚
向
っ
て
诚
ケ
し
、
二
札
に
代
る
帽
秀 

栽
培
の
ご
と
き
换
金
佗
物
に
よ
る
耕
地M
約
化
の
努
刀
亦 

将
わM
て
い
る
複
向
が
み
、つ刑
る
.^
当
お
毛
又
そ
不
に
該 

当
す
ろ
。
し
か
し
一
段
的
に
平
地
村
も
山
村
も
虞
家
は
主 

倉
五
補
う
も
の
とI
て
大
夏
、
い
七
類
玄
植
讨
け
、
秩
佥 

戾
產
物
と
し
て
後
蚕
を
経
営
し
てU
る
の
が
現
状
で
あ
り 

此X
が
山
村M
象
の
W-
眉E
い
う
べ
き
で
あ
ら
う
〇

H
S

圏2  8

枝
勇M
隣
滸
潮
、
、
期
件9  W

BH 

そ
し
て
村
全
体
の̂

收X
友W
出
し
て
み
る
匕
き
献< 

物
の
岳
め
る
割
合
が
备
〇
こ
と
衣
&T
り<

る
わ
け
で
あ
る. 

(

刃
謫
あ
得
配
分
の
不
均
铮
は
あ
ら
う
が) 

当
村
のM
林
生
産
額
一
 

・ハ、二m
〇
厅
甬
玄
世
带
數
ー、ー
 

二〇

汗
で
除
し
て
み
る
に
一
世
帯
平
均
ー
六
、三
石n
の
粗 

妝
入
を
绛
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
。

次
に
規
模
別»

家
を
み
る
と

五 

・

介 
華 数

%

〇
ter

户

五 
枭 

%

TGF 

E 

UU

户

£

户

天 

%

三

r

〇 

〇 
%

七
五
H2

r
計



あ
り
、
且
つ
ー
户
平
均
の
耕
地
面
頂
は
三
反
歩
以
下
の
爆 

祝M
彖
が
約
七
三％

を
占
め
て
1)
る
。
此
の
よ
う
な
村
は 

全
国
的
にA
て
も
極
め
て
ケ
な
〇
で
あ
ら
う
と
思
わK
る
。
 

又
耕
地
ー
反
歩
当
り
の
犯
生
産
額
を
算
出
し
て
ろ
る
に
、
 

二
石
六±

叮
程
度
で
あ
す
、
此
の
程
度
の
零
細
經
莒
に
あ 

っ
て
は
蛙
衆
的
に
林>

、
そ
れ
も
、王
と
し
て
白
家
澳
炭
と 

林
業
貫
労
仞
に
よ
っ
て
收
入
の
遺
玄
計
る
以
外
に
零
賣 

茨
の
救
わ
祇
る̂

は
無
い
で
あ
ら
う
。

以
上
で
槍
原
お
の
概
耍
を
述
べ
て
来
た
わ
IT
で
あ
る
状
、
 

広A
な
当
村
全̂

・
対
手
に
し
てM
杳
『を
哭
泡
す
る
の
は 

困
雖
を<

仁
す
の
で
、
得̂

の
部
者
を
選
史
し
さ
ら
に<
 

の
邮
巻
よ
り
我
蒙(

特
ヒ
山
枢
を
所
有
(±
る
も
の
或
は
山 

林
労
仇
に
従
爭
し
て
い
る
も
の)

を
選
ん
で
飛
取
調
査を  

契̂

し
た•

調
査
部
落
と
し
て
は
券
村
で
も
用
材
生
産
者 

の
乡
く
住
ん
で
い
る
と
い
う
本
痞
〔
四
户)

、
上
元W 

(

丘
戸)

、
笹
野(

七
戸)

の
三
部
茗
と
、W
炭
生
産
者 

の
名U
と
〇
う
下
数
馬(

九
戸)

、上
牧
馬(

八
戸)

の
二 

部
落
と
選
ん
だ
。
地
理
的
に
み
る
と
前
三
若
は
竺
村
の
束 

-■.:
こ
也
置
し
、
 

羨
二 
若
は
当
打
の
而
南
訶
即
ち
南
秋
川
最

上
流
に
位
置
し
て
い
る
、

調
查
の
取
り
疆
め
は
前
三
者
と
後
二
者
とE
地
域
的
に 

比
較
し/

C-
の
玄
籍
二
部
で
取
り
上
げ
、
 

第
一
部
で
は
調> 

農
家
を
山
林
折
有
瞥
唇
別
に
区
分
し
労
析
呪
分X
検
討
、し 

たー

『
第

一

部

』

皓

唇

別

よ

り

み

た

労

优

配

分

山
挝S
家
に
お
け
る
労
仇
の
配
分
腊#

玄
題
即
す
る
に 

は
土
地
沂
有
の
六
小
別
に
比
較
す
る
こ
と
が
常•
歳
的
で
あ 

ろ
う
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
当
村
の
よ
う
に®

地
所
有
規M 

の
麥
紬
性
が
一
般
的
に
認
め
ら
+(
る
と
こ
う
还
は
、
地
理 

的
に
み
て
もM
家
の
経
営
規
模
を
山
林
沆
有
の
規
摸
に
ょ 

っ
て
分«

し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
如
上
の
よ 

う5
見
地1
り
調
査
澳
家H
六
つ
に
隋
脣
区
分
玄
行
う
こ 

と
と
し
た
。

.

家
族
人
員
の
構
成

家
族
人
眞
に
つ.
〇
て
ば
山
林
沈
有
の
規
模
が
大
に
な
る 

に
伴
つ
て
漸
增
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
の
が
、
山#

農 

家
の
一
段
此
傾
向
で
あ
る
水
資
料
の
不
罡
の
た
め
か
今
回

藍 
者・I 京- 殳

男

三・ 

〇

六 三J 三

〇

山

1
三 
〇

A 

〇

& 

〇

5f 

〇

密

11
〇

ヒ‘ 
〇 
〇 〇

弓 
ノヾ 
〇

k 

粟

3 羞

〇

W ' 

'〇

五

1
f 芬 

〇、 1 三・

〇

1S
1 〇

亲 

〇

灵 

〇

3〇, 

i 
上

I 
人

備 

考

は
そ
の
傾
向
が
余
り
明
瞭
ぐ
は
な
い
”
尚
当
拊
の
一
世
帯 

当
り
平
均
家
族
人W
五
、
六
人
よ
り
天
々
上
廻
フ
てU
ろ 

が
、
調
查
農
家
は
ー
户
単
位
会
あ
る
二
と
ゝ
山
林
所
有
者 

玄
選
定
し
た
と
い
う
こ
と
は<

営<

模
の
比
較
的
汰
な
る 

M
家
え
選
ん
だ
と
もI
做
さK
る
の
ぐ
此
の
両
着
の
た
め 

と
考
、
/L

ら
枇
る
。

次
に
推
定
汗
仇̂

事
若
き
・
集
計
し
て
み
る
と
二
人®

击 

示
し
て
お
り
、
ま
た
此
の
敝
值
は
替<

が
大
き
く
な
る
に 

っ
れ
て
家
族
人
員
に
尤
し
て
タ
く
な
っ
て
い
る
が
、
ー* 

的
に
山
村
に
お
い
て
は
山
林
折
有
者
は
社
会
的
に
も
可
成 

り
の
地
位
に
压
り
、
麗
林
*.
労
优
に
直
枚<

爭
せ
ず
役̂
 

員
或
は
他
業
を
兼
営
す
る
若
・
が
比
較
钳
多
い
た
め
、
 

当<
 

に
あU
て
は
階
脣
別
に
み
た
野
仞
従
爭
若
に
は
余
り
殁
化 

を
来
し
て
居
ら
な
1)
の
で
は
な
か
ろ
う
か
な
思
う
。

二
、±

地
・
の
折̂

状
灰

調
養M
家
の±

地
折
有
択
況
は
第
二
覆
の
ご
と
く
で
あ 

る
扶'

七 

・
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区
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涇
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い
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な篇

?K 
び
Q三 
汪 
也的
二

註
括
弧
內
百
分
華 

若
干
の
考
暴E
す
る
匕

り
当
村
農
家
の
経
営
形S
が
一 〇

町
步
-EW
と
し
てX 

き
な
特
色
を
有
し
て
い
る
真
で
あ
ら
う
。
菠
を
み
て
も 

わ
か
る
よ
う
に
三
つ
の
沖
伪
国
分(

自
家
汚
仇
、
 

彼< 

野
齿
、
偽X
丹
仞)

を
し
た
場
合
、
ー
〇
町
歩
以
下
の 

畴
曆
は
被
腐
万
仞
に
徒
事
す
令
反
面
、
 

聶
以
上
の
階 

B
は
逆
に
俺
入
丹
伪
昔R<
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

刀
山
林
寸
仙
とM
業
野
析
と
の
割
合
は
各
階#

共
にX 

体
後
石
が
-CQ
忍％E
占
め
で
ハ
る.

勿
諭
二
濃
若
升

例
寿

単

—-1 
横

媒・ 依專 
藤

] 
〇
,!III 1

U4 t 
し

〇
£ % I
士 5 t
〇、 
■ss? 

画

厶 
気 1

〇
ハ |
〇、 
竺

4> 
克

山
芯
所
标
ー
〇
町
歩R
下
の
震®

所
有
は
大
々
三
反a 

で
あ
る
が
此
れ
び
ー
〇
町
歩
以
上
に
な
る
匕
平
均
八
反
強 

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
写2
の
こ
と
は
114 

衣
の
果
中
現<

に
共
にM
地
の
集
中
も
可
成
り
行
な
わM 

てU
る
こLE
示
す
も
の
で
あ
、

5
う
。
此
の
解
明
は
社
会 

並
に
経
済
構
造E
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が 

代
の
只
題
に
は
論
及
し
を
い
。

三
、
 

労
仇
配
分

第
三
袤
は
階
唇
別
芳
仇0
平
均
値
と
、
そ
の
百
分
平
を 

示
し
たa
で
あ
る
。

な
林*

好W
で
あ
ろ
。
此
の
割
合
を
み
る
に
如
柯
に
山 

村
と
は
云
〇
な
が
ら<

栄
よ
り
も
度*

!
!

が
仇
投
入
の 

此>

の
高
い
こ
と
日
知
り
得
る
。

次
にM
樂
坏M
の
労
巾
配
分
を
窺
う
こ
と
に
す
る〇

註
、
 

単
位
人

四
、
 

蔑
案
听#r
の
介
析 

•

此
処
で
{1
君
仇
配
分
か
ら
み
て
建
業Mn
に
ど
の
程M 

の
沖
忻
が
投
-F
さ
柩
て
い
る
か
之
み
た
。

第!m

我

&

上

—-

哄
階ノ 
肯

7k 
ノぐ 〇

匹

A

—
3 =

元
耕 a

哭 如
亮

〇:
蓄

六 ft 
奏

I 3 S I 計

1 1 六 1 三
天 1 労’被 

仞俯・
nzr
A

§ 1 1 1 1 耕 
聲

三
CT
〇、 1 1 1 1 建 

舊

計
2. 〇^

ェ・ 1 1 1 1
彖 
云

云 
会

姦A. 長 e 
茨 1 計合

S- 
查

三
在

七 
灵

忍 条
量房反

の当

度
亲
労
仇
の
内®

構
成
衣
耕
裡
労
街
と
奏M
と
に
大
別 

し
て
み
る
に
当
村
は
一
锻
に
養
蚕
に
担
当
の/

重
が
掛
げ 

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

’
 

又
第m<
の
狼
下
部
のM
はMB
労
仿E
も
含
め
て
ー 

反
歩
当
り
の
妙
治-g
五
み
た
の
で
あ
る
が
ー 

〇
町
歩
以
下 

は
約
九
〇
…
六
〇
人
の
¢1
に
任
リ
、
ー
〇
町
歩
坝X
は
三 

〇
人
台
と®

看
に
比
し
投
下
验
仇
童
ケ
な
く
羊
分X
下
口 

数
值g
示
し
てU
る
に
It
ま
っ
て
〇
る
。
此
の
童
味-t
る 

も
の
は
zh
視
模
経
営
者
は
過
度
匕
も
み
ら
杈
る
澄
析
量X 

«

し(

反
面
集
約
的
と
も
鬼
枚
さ̂

る
が)

一
〇
町
歩
以 

上
の
階
唇
は*

地
画
腰
の
拯X
と
共
に
涸
放
的
径
営
に
流 

租
る
結
果
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
切
の
爭
が
井
仇
生
産
tt
の 

見
地
よ
り
妥
当
性
を
有
す
る
か
否
か
は
明
ら
か
なW
辞
が 

無
い
の
で
わ
か
、り
な
い
松
、
 

惟
う!!

労
仿
井X
雇
用
し
て 

/

策
約
化
せ
し
あ
る
こ
こ
の
不
利
温
を®

發
的
に
是
認
し 

て
い
る
か
ら
に
丹
な
、り
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
ー 

•

朗
ち
弥
街
の
眼
邪
生
産
ZT(
盼
坊<

ー
単
位
の
附
加
的 

增
炯
分
に
つ
い
て
の
生
産
物
の
附
如
的®

加
分)

が
賃
会 

玄
上
迫
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
若
え
ら̂

る
。(

し
か
し 

>

用
野
仇
も
技
入
し
て
〇
る
わ
け
で
そ̂

が
策.
fc
期
に
お

九
、



註
・
単
位
人

右
表
よ
・〇
苫
于
の
考
・
寮
を
進
め
ろ
よ
、り
ば
、
 

う 

谷
・/S

共
苣
営
で
伐
出
ま
行
ほ
っ
て
い
る
若
は
居
、り

な
い
・

ユ 
〇 
s?r 
a 
上

ャ 

& 
歩

山 
林 
孕

唇
参

苗/ 

金

衍

ノ、 
へ 
UD

五 
奖

NA 耳 7> 1
1 杉 f 号 新

炭

ノ、 
念

五 
会 查 芒 

〇
五 
•ゝ

六 
关 針

1 2L 
戶 音 1

1 关 
6

1 1
—

—— 杖 

出

1 宙
五 
兵

三 = 
と・,

W—

計〕

必
予 \ 1 首片疏 

林仞入

人

生

人

も

A
冬 
W 1 〇 棋哲・含 

字号仞林

け
る
泉
族
労
伪
カ
の
不
足2

誼
っ
て
い
る
に
止
ま
り
ゝ
反 

当
三
〇
人
荏
戲
で
は
山
間
部
に
お
い
て
は
粗
茨
的
経
営0 

範
圈
にX
る
で
あ
ら
う
。

次
に
林«

労
街
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

K

、
林
業
労
仇
の
分
析

第
五
・表

•

、

〇

ュ
育
執
労
仞<

は
山
林
沂
有
の
規<

が
大
き
く3
ろ
に 

伴
。 5

す
る«

向
を
育
し
て
い
る
。
然
し
寧
位®W 

当
り
の̂

仇<

ド
量
は
反
愁
に
滅
ケ
す
る
。
即
ち
一
町 

当
り
の
労
仿
童
き
み
る
に
一
町
歩
以T
山
林
藩
有
の
一 

三
人
か
、つ
三
〇
町
歩UX
の
二
人
え
と
漸
次
诚
か
し
て 

U
る
。

めW
炭̂

仇
は
五
町
歩M
下
の
山
林
折
有
腾
唇)S
お
〇 

て
行
な
ル
祇
此
芥H
上
の
勝
-S
に
お
い
て
は
行
な
わ
本 

てU
な
い
、
此
の
辺
の
理®

は
何
に
よ
る
か
明
ら
か
に 

す
る
こ
と
は
虫
来
な
い
が
、
或
は
趣M
状
上
の
脣
か
ら 

経
清
的
に
招
当
宗
裕M
生
ず
る
結
果
と
も#

え
ら
2K
・氐 

〇
こ
と
もe
い
。
尚
製
炭
階
營
は
人
欲
ー
广
当
り
六
。
 

人®

後
と

〇:
っ
て
い
る
。
 

• 

づ
披
傾
労
幼
ITt
株
、
代
出
の
両
者
に
み
ら
れ
、
ー
 

〇 

町
歩X
下
のMr
よ
り
供
給
さ
八
此
水
帔
上
の
酷
唇
か 

ら
で
て
い
な
い
。
此
の
労
仞
日
数
は
ー
产
平
均
六
。
〜 

二
〇
人
の
寵
暗
內
ぐ
あ
る
。

a

ffix
泻
仇
の
侧
は
一 

〇
町
歩
帔
上
の
階®

ぐ
あ
っ
て
、
 

片
所
の
裡W
は
主
と
し
て
肯
抓
が
切
で
あ
る
。
又
方
衍 

量
も
浙W
面®

が
多
く
な
る!I

伴BM
加
丹
傾
向
な&

ヤ

6

、忌
此
れ
は̂

な
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

六
、
展
羨
看
の
原
木
供
給
源

役
米
原
木
の
供
飴
な
は
此/K
5

製
炭
労
忻
日
效
よ
り
推 

翁
す
る
こ
と
に
す
る
。

第

六

茨

.ゝ
初

七 

%

五 

%
1

四
ヽ=

%

六 
5. 
%

〇 

〇 

%

七
、
 

月
刘
好
仿
配
分
の
状
況

調
斐
師
落
に
お
い
て
产
別
聴
阪M
查
に
よ
り
月
別
にa 

云
ー
ケ
年
间
の
労
柄
配
介
の
狄X
を
璃
〇
た
の
で
あ
る
が
、
 

此
+t
を
山
林
nrw
の
IW
脣
別
に
分
け
、
ー̂

当
り
月
別
極 

類
別
にM
し
7t
の
が
早
七
网
で
あ
る
。
 

•

右
の
牧
值
別
示
す
ご
と
く

M-
有
規
模
城K

き
く
な
る
と
、
 

自
己
有
极
よ
り
の
原
木
供
給
か
奮
加
し
、
距
に
購
入M

木 

の
割
合
は
誠
タ
す
る
こ
とX

示
し
て
い
る
。
• 

此K

I1
当
行
に
お
いM

現
狂
原
木
の>

床
芝
米
し
て
い 

る
とM

わ
れ
て
い
る
こL

が
ら
し
て
至
種
当
総
の
現
象
で 

あ
ら
う
が
、
 

此
の
よ
う
な
傾
向
は(

般
的
に
肯
定
出
末
る 

、手
実
で
あ
ら
う
〇
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3 A

2
一、K

層
別

IZ
み
て

n

山
林
の
忻
有
面
後M

增
加
す
る
に
伴
な
っ
て
冃
別 

の
労
仿
配
分
の

W'
係
は
不
均
等
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ 

る
。(

即5

冬
朔

FBI
に
お
び
る
労
仞
力
が
遊
林
化
す
る 

粮
向
が
顕
看k

な
っ
て
く
ろ
。)

W

各
階
皆
共
に
雇a

は
相
当M

入
れ
て
〇
る
灰
、
 

気 

辰
の
淵
探
上
主
と
し
てM

蠢
が
多
い
。

E

 

ー
 

〇

町
歩
以
上
の
曆
唇
は
偏
入
労«

表
便
用
しX
 

下
は
彼
顧
方
次
と
し
て
大<

模
圣
嘗
者
或U

伐
歩
労
仞 

寄
に
従
事
す
ろ
若
が
見
受
け
ら
不
る
。

、
展
林t

別
に
み
て

Q

 

製
灰
労
衍
は
大
体
に
お
い
て
冬
期
荀
、
そ
れ
も
十 

ーー月
か
ら
翌>

三
月
迄
に
果
屮
し
て
行
な
わ
れ
て
〇
る. 

n)
育
林
汗
仇
な
主
と
し
て
香
か
ら
秋
に
か
け
て
行
な 

っ
て
い
る
。

八 

腰
業
淨
仇
は
三
月f

ー
ー
月
迄
の
间
に
み
ら
札
、
 

一
般
的

1-
冬m

同
き
蘇U

てA

冃
が
若
干
歩
な
い
の 

み
で
ピ
ー
ク
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
 

,

～
 

与

一

〇
町
歩
以
卜
の
栋
業
の
貫̂

巾
着
は
主
と
し
て

昔
先
〔
植
林)

か
り
秋
の
祈
む<

、
下
刈)

に
胃4
労
初 

若
と
し
て
、隔
のK
、
其
の
刿4
は
麋
乘
の
貨
労
tt
に
比
®: 

し
て
多
〇
。
 

<

3
、
次
に
茵
彖
游
仞
カ
の-W
必
秋
況
fcM
て̂

衍.r
分
の 

可
否
な
判
定
せ
ん
た
め
盾®

別
の®

高
と
最
條
の
月
区
阪 

り
上
IT
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

• 

■ 

/ 

第
八
袤

・階 
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別

C五 

〇耳 

〇 — 
応
2 M
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〇 〇

冃
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〇由 
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踞

八三

〇系
〇 °
%言 
通

z*x

〇 y 

0三 
灯 

耀

最 

髙

.__

T\ Q 

圮)t 
龚

z*X,

&八

〇三

皂

二五 
r上

%言

在 

堂剪 

後

ハ・一 
•拓 
五X 
技 

縮 
xyし

rar 
取

ィ氐

混 

じa
八H 

0^1 
6八
%
X-Z

农 
次&

%

炳

%

谿

%

•<>

五而 
そ_x 

五ー 

%
7

/)
最
高
の«

動
き
示
す
目
は
一M
に.
ハ
冃
芥
タ
い
よ
う 

,

に
み
ら
矣
最
fe
は
冬
期
に
多
く
、
特
に,
一
冃
で
あ
る
。
 

劣 

而
昔
の
差
と
し
て
生
じ
た
無
值(

括
領
內
百
分
華) 

は
汆
剩
淨*

井
と
み
ら̂

る
わ
け
で
五 
町
歩
以
下
の
隋 

層
は
五
〇
〜
六
〇%

台
に
あ
る
が
、
 

此
れX
上
の
瞥
唇

一
五



句 す 为

は
八
〇
上
の
労
伪
余
剰
な
示
し
て
日
る
わ
け
で
、
 

此
れ
は
五
町
歩M
下
の̂

唇
が
冬
期
五
と
し
てM
炭
友 

行3
っ
てU
るM«
上
、
 

游
tt
カ
が
割
合
に
平
均
柩
さ 

/K
て
い
る
こ
と
女J

物
涪
っ
て0
条
。
即
ちX
に
成
べ
た 

ご
と
く
汙
仿
の
配
・分状
況
はX
心
林
折
有
看
よ
り
も
規 

旅
の
少
とS
る
に
スA
てX
好
と
な
り
、
特
に
五
町
歩 

S
壕
と
し
て
明
隊
と
な
る,

結
び

卷
営<

模
び
浙
增
す
る
に
伴
い
家
族
人
宣
も
增
如
す 

る
と
い
う
ー
很
的
順,
河
を
認
め
る
こ
と
は
疑
が
し
い
。
 

農
地
の
河
有
次
况
は
山
林
折
有
一
。
町
歩M

-F
と 

収
上
で
は
規
模
に
大.S
が
み
ら
れ
る
。
即
う
前
者
が
ー
ニ
 

反
歩t
対
し
後
省
が
八
反
歩
と
慈
激
に
暗
加
し
て
〇
る. 

司
じ
く
山
村
の
沂
有
規
標
ー
〇
町
歩
を
境
と
し
て
そ 

枳
以
下
に
は
菠
痛
・
仞
A''
み
、つ̂

る
に
反
し
、
ー・
〇
町 

歩
以
ヒ
は
此
れ
ら£

傾
入
べ
る
立®

に
狂
る
。
即5
～
 

〇
町
步
さ
竟
レJ

し
て
滲
枕
カ
の
海
婁
者
と
供
給
者
と
の 

用
係
に<

か
れ
て
い
る
。

山
林
に
投K
さ̂

る
労
彷
暈
匕
、
 

茂
乘
に
夜
入
マ
太

ス
る
も
の
と
の
割4p

は
とH
三
と
賴
吾
が
多
・3

状
、
龍
积 

芝
当
村
の
慶
林
業
別
生
產
額
匕
比
較
す
る
と
丁
度
逆
の 

W
飾!J

在
る
こ
と
が
わ
か
る
。

め
又S
W
襄
家
はM
本
構
我
がW
体
で
あ
る
の
で
貯.
W- 

ー
冉
生
産
の
場
と
し
て
最
毛
手
近
な
襄
業
野*

に
券
析
の 

主
蘇
が
お
か
杖
る
こ
と
は
当
忍
で
ぬ
リ
、
院
の
こ
と
歩 

反
当
苗«

墮
が
飘
紺
蔑
家
の
共
〇
人
か
ら
天
経
営
、
(

一
 

〇
町
歩
以
上)

の
三
〇
人
へ
と
滅
ケ
し
、
 

ー
〇
町
帯H 

ド
は
平,
坷
匕
〇
人
台
で
山
村
と
成
云
え
平
地
農
釘
に
医 

ベ
る
と
集
約
的
経
常
と
鬼
做
す
こ
と
び
出
来
る
。
 

■
Q  

山
林
弥
有
看
の
単
位
面
菠
当
り
の
背
旅
笑
桁
は
而
壇 

び
大
と
な
る
に
伴
な
い
斷
次
滅
ケ
の
值
何
を
・
迎
る
。
 

の
又M
炭
労
街
は
114
林
五
町
歩
以
上
の
膺
種
に
は
比
松 

之
み
<§>
こ
と
が
出
来
な
い
。, 

刃

労
协
配
公
を
贋®

別
に
み§

と
山
様
面
腹̂

增
如
す 

るR
伴
な
っ
て
年
间
のK
分
状̂

は
不
均
せ
や
と
な
る
。
 

(

此
の
争
実
は
跌
施
のW
料
に
よ
っ
て
も
ー
彼
論
X.
し 

て
理
解
出
来
る
。)

わ

凝
史
磐
仇
は
主
と
し,
で
冬
堪

1-1
行
な
おh
、
育
征
汗 

仇
は
者
か
ら«

に
、'
'vr
労̂

t
?

三
月
か•
つー 

ー
月
応

/の

の®

に
行
わ
杠
、
労
物
の
ビ
—
ク
II
用
ら
か
で
は
な
い 

が

ー
織
に
八
月
ボ
多
く 
一
月#

原
も
ケ
な
い
。
 

此
れw

階
會
利
に
両
首
の
差(M
m
塵)

を
み
る
に 

余
利
汚
街
打
は
五
町
歩X
下
で
五
〜
六
剖
有
り
五
町
歩 

以
上
で
け
八
割
坎
上H
示
し
て
い
て
、
 

後
看
よ
り
は
前 

若
が
管
仞
配
分
上
好
ま
し
い
傾
向
を
有
し
て
い
る•

此 

の
泉0
と
し
て
は
建
々
あ
る
か
と
恩
う
が
五
町
歩
以
下 

の
偕
唇
は
爸
期
朝(

一
段
的
に
際
閑
期
匕
目
さ
れ
る
時 

期)

に
お
い
てn
炭
業
に5

し
て
い
る
こ
と
が
主
た 

る
原0
で
あ
ら
う
。



註

、
 

推

定

労

伪

打

は

哭

際

匚

筏

苞

莱

歼

仙

に

從

事

せ

る

Bクリし—7° Aクレフ。

下敏馬上敝馬 

掷客

本宿上元師底剪 

部落

舗

/J

計、 女 男 计 殳 募

弘

1 唇 
/別

ー、
九
人

臣

七

人

〇

人

匚

人

九 
人

五 
立 
人

五 

人

ヽ 
〇 
人

-
0

町
歩
ア
下

人

ヽ 
匸

人 A 人

ヒ

九 
人

EH ヽ
———

人

て 

人

『•

第
二 

部
』

部

落

別

、
暦

唇
别
よ
り. 

部
慈
別
、
階
唇
別(

ー
 

〇

町
歩X

下
と
以
上
レJ

に
大
別) 

に
配
分
の
呉
能8

明
、り
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
部
番
・ 

A

グ
ル
ー
7°(

本
宿
、
 

上
元*

、
笹
貯)

、5

グ
ル
ー
フ 

(

上
数
馬
、
下
数
馬)

に
分
け
集
計
し
考
察
す
る
こ
と
に 

す
る
。

*

.■ 

ー
、
家
族
人
員
の
構
成 

、
 

第
X

网 

、

ニ
ハ 

・

み
て人

買
の
熊
ZT

換
算
を
行
な
っ
た
数
値
で
あ
る
。
 

つ 

部
落
別
に
み
た
場
合
に
は
相
互
間
に
明
瞭
な
傾
向
ぎ 

窺
矩
す
る
こ
と
を
辯
な
い
。

⑵

魅
唇
別
に
み
た
場
合
、
ー
〇
町
歩
以
上
は
以
下
よ
り 

荻
族
人g

は
多
い
。

ご 

推
定
労
何
ガ
に
つ
い
て
み
る
に
ー 

〇
町
参M

下
は
ー
ー 

人B

で
あ
る
。
亠
〇
町
歩
以
上
に
つ
1)

て
み
る
にA

グ 

儿
—
7°

で
はX

体
ー
、七
人
と
家
获
人
度
に
此
い
て
少
晳 

く
、B

・
グ
ル
ー
プ
は
二
、
ーー人
と
多
い
。
此
の
よ
うa

而 

昔
の
差
は
柯
に
よ
つ
で
生
じ
た
か
を
推
量
す
る
に
、
 

筹 

ー
に
は
地
理
的
な
殖
件(

3

は
山
閭
地
ぐ
あ
る
景)

、
 

第
二
に
は
社
会
的M

件(

ー
〇
町
歩
以
上
の
山
林
沛
有 

・

、

、

、、
 

・
 

者
と
も
な
れ
ば
村
と
し
て
はM

®

f

零
の
公
蔵M

兼
松 

る
若
參
く
旦
つ
マ
の
折
狂
がA

部
落̂

甲
は
と
し
て
い 

る
仁
め)

に
よ
っ
て
差
翼
が
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
。

三ー、
 

奴
仇
配
分 

窮
十
一
表

3グ‘ルーI7。 

]W,g

A/'/し-フ。 別^/ 

ゆM 〇 
H 8T 
ヒ參

以6 
下穿

■M歹 
上夢

X '〇 
下基

——— 
—〇 
尹

ヘ亠

ち七

金§ 
〇式

天美 

切へ

山 
林

II
•*—» — 
ほ 
m五

1 M毛 K A 
四A

農 
地

S A
件

1 忿!
計

1 ョゝ 
巴叮 1

筮杏、 山 
林

1 J 1 a六 
〇 M 1

1 2 A 
mr na 1

Wな 

さ矣 計

二 
マ〇 
5 1 訟 

七五
.1 、山 

林

三・ 〇 
e阮

1 点
9五

.1 展

二
七二 
も〇,

l' 〇 L
11 し 計

兮變
>-*-s w 
〇- urr 
を癸

a三C・ ヘ 
い
法 

むニ、
計

二
、
土
地
折
有
状
汉 

麥
〇
畏

汐几デ Aグルブ

/別

部落
榆眺趙!

お皆

炭 

地
山 
林

農 

地
山 
林

〇 
顼 1—一 f

五

靜

六

〇

役

〇

ヽ
五
為

nn UD

-t

可 nn

斤
旻
毎
田

〇
|

註

一
戸
平
坷

土
地
芯
有
状
況
は
右
羨
の
ご
匕
く
で
あ
る
が
一
戸
平 

均
山
林
沂
有
面
積
は
ー
〇
町
歩
以
ド
は
約
三
町
歩
ー 

〇 

町
歩
以
上
で
はA

グ
ル
—
7°

七
〇
町
转
、B

ダ
ル
—

7° 

五
〇
町
參
とM

北
、
両
兼
川
下
流M

のA

グ
ル
—
7°

が 

面
一
模
仁
あ
い
て
若
干
・
多
い
救
偵
会
示
し
て
い
る
。
 

次
い
で
農
地
に
つ
い
て
み
る
に
山
林
一
〇
町
歩
以
下 

は
三
反
歩
强
で
あ
り
、
以
上
は
七
反
—
八
反
で
此
れ
も 

ま
たA

グ
ルj

ア
の
方
が
在
干
で
は
あ
る
び
タ
い"

註
単
位
人
、
括MC
百
分
率

/)
総
労
幻
日
数
に
つ
い
て
み
る
に
ー
〇
町
歩
以
下
は
三
百 

日
聲
で
あ
る
に
比
し
--

T'
〇
町
歩
以
上
の
略
唇
は
四
百
日
と./ 

可
成
り
の
差
か
み
ら
れ
る
が
、
 

此
机
は
径
営
規
模
がX
き 

い
の
で
当
箴
の
こ
と
で
あ
、つ
う
。

-2J

総
労
析
日
敬
仁K

す
る
自
家
労
伏
の
割
合
に
つ
い
て
み 

本
ぱ
り
グ
ル
—
ブ
はA

グ
ル
ー
プ
よ
り
も̂

く
九,
〇
救"

 

と
な
り
大
部
分
の
労
仇"

が
白
己
の
経
営
に
役
入
さA

て 

い
ろ
。
玄
浄
仇
日
数
に
つ
い
て
面
グ
ル
ー
プ
な
尤
較
す
る 

と3

グ
ル+

プ
狀
百
日X

上
乡
い
。

- 

ー

弟

’



3)
勿
論B
唇
別V

み
た
場
合
に
部
落
別
よ
り
も
明
ら
か 

四
、
月
剔
の
労
仇
配
分
状
況 

で
は
す
〇
が
ー
〇
町
歩
以
下
び
以
上
の
跨
唇
よ
り
旨
家 

此
処
で
は
月
別
の̂

伪
醍
分
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し 

沖

-W
匚M
入
さ
れ
る
割
合
は
大
き
い
よ
う
で
あ
る
、
特 

てU
る
か
を
分
«T
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

に
菠
業
に
つ
〇
て
は
云
い
寿
る
。
 

• 

、、
 

句 

し
か
し
な
が
ら
此
我
ら
の
現
象
さ
み
る
にB
グ
ル
ー 

Z
の
ー
 

〇
町
歩M
下
の
曆
唇
にR
い
て
は
被m
労
仙
、
 

・
 

卽
ち
腰
炭M
外
の
労
物
が
签
駅
に̂

な
い
。
此
の
こL 

' 

' 

-
» 

:)• 

く
 

・
'

、
.• 

-• 

「
 

は
井W
の
湯
の
狭
少
さE
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か

、つ
う
か
。
こ
の
事
宾
が
ー
〇
町
歩
从
下
の
特
曆
のA
グ 

ル
ー
テ
は
紺
ー
ー 0%
(
六
〇
旧)
<
«

さ
れ
て
山
林
万 

仞
に
從
爭
し
て
い
る
に
比
しB
グ
ル
—
テ
は
槌/A
ーー
％
 

ヽ
 

' 

(

八
日)

在
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
も
わ
か
ユ 

を

 

又
一
〇
町
歩
圾
丘
の
俑
入
側
に
つ
い
て
み
て
もA
グ 

・
 

・
 

ゝ
 

ル
ー
ナ
は
約
四
〇％
 ( 

一
五
〇
人)

に
対
し
旨
グ
ル
ー 

7°
で
は
僅
か
ヒ％ (

三
〇
人)

と
前
看
が
压
倒
的
に
多 

Z
・
 

ヽ
 

い
值a
示
し.X
い
る
。
 

:

——

解脚

/、•ぐ総外"
/ ヽ-- ----、ー^^^

i
多̂

^
^
^

々

々
 

ナ 

/
 

夕

2

自
家
労
析

百

介

平

(3
ー
ニ

労
仞
日
牧(
人)!ヽ

第］2図
山林,所有I0町歩以下 矽グ、ルーフ。く下获編•上数馬)

山林所肩I0町歩从下 巳グルー"。(本宿、上疋猟笹野;)

自
彖
労
物 

被
術̂

伽 

百

分

莘
(
％
)

彼
傭
労
仞



山林摘有|0町歩メ上

ノ2 •

/ 2 M 夕 •£" 6 ク # ? * Z〇 //

労
・
仞
日
教
(

人)

部

『ズ
’|-71,

ク̂

^

游
坂
日
数(
人) 

l
r
i
F
U
I
.
I
J

嚴

l;zf
勿

々

^

g

-/
コ 

自
家
労
伽 

百

介

率
(
&

ユ

婚
 

備

X-
労
仞

な

々

"

ど 

8 

么

2 

白
家
労
仞

百

分

幸
(

ろ

勺 夕) め 2)

沾
十
冬
表

Bグルブ Aグルー 7°

感匿上棚 

部买

損g働 

部落

グ

W
上,

ク

坐

<7
> 

麗

六
二
、皿(

/\
月)
 

(

ー
 

〇 
〇 %
)

岫
u(g

 
(| 0

。
ド
)

源
最

高

^-X 二
司其

箱
2 0

戒

砲

个吾 ✓*> 一 ”二 
黑 

G六 

X
1 0 I

［ゝ
症

百荀 
野 I 

A
備 
考

唐
曾E

の
比
較•
に
お
ひ
て
致
迥
に
吝
い
爲
る
こ
と 

は
山
林
一 

〇
町
步
队
ド
が
以
上
の
階
層
に
氐
し
尚
仇
の 

月
別
配
分
関®

は
平
均
化
さ
れ
て
い
る
。

ー
 

〇

町
歩M

上
の
労
析
の
ピ
ー
ク
は
八
月
匚
此
れ
を 

み
る
二
と
お
虫
米
る
・
此
の
月
はa
M

面
で
は
養
秀
労 

切
と
除
卓
佗
案
で
あ
り
、
 

林
業
で
は
下
刈
野
街
等
、
 

二 

れ
ら
が
重S

る
た
め
、
 

泞
仞
の
ピ
ー
ク
色
形
成
す
る
も 

の
と
夸
え
ら
れ
る
ー

な
お
同
じ
曆
層
のB

グ
ル
ー

7°
でA

月
が
冬
期
に
沢 

ぐ
労
仞
の
跋
友
な
し
て
い
る
。

A

グ
ル
—

7°
に
お
い
て
被
佛
沖
幼(

ー
〇
町
歩
水
下) 

儒
入
労
伪(

ー
 

〇
町
歩K

上)

共
に
配
分
の
傾
向
は
な 

期
に
ケa

く
夏
期
に
多
い
型
、
 

即
ら
下
部
に
fi
型

E-
な 

し
て
い
る
。
な
ほ
二
人
ら
労W

は
主
と
し
て
育
林
外
初 

(

植
栽
、
 

下
刈
、
抜

rr
ち
卷)

で
あ
る
。

次
に
家
族
労
伪
の
衆
高
と
敢
低
の
冃
の
差
を
窺

っ
て 

み
る
か
、
 

此
の
差
に
よ
っ
て
汆
剩
労
物
舟Z

推
測
す
る 

Z

と
に
す
る
。

つ

 

ー

〇
町
歩
以
下
の
幣
唇
は
七
。％

程
度
で
あ
る
に
对 

し
て
、
以
上
の

Is
唇
で
はX

〇％

耐
で
あ
る
。
即
ち
こ 

れ
は
規
模
のK

き
い
程
祭
荆
労
衍
力
な
多
く
生
ず
る
ニ 

匕E

示
し
て
い
る
。
誤
言
す
れ
ば
豢
期
に
比
す
れ
ば 

蒙
族
労
街
カ
は
前
看
で
三
割
、
後
看
で
」
割
し
か<

働 

し
て
い
な
い
こ
と
と
示
し
て
い
る
。

Q

 

ス
両
グ
ル
ー
ア
間
の
差
は
明
瞭
で
な
い
がB

がA

グ 

ル
—

7°
よ
り
若
干
稼
働
莘
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



五
、
一
人
当
り
年
簡n
仞
日
救

年
閉
に
労
仇
旋
事
着(

推
定)

が
ビ
の
血
の
日
数
稼M 

し
て
い
る
かt
み
伫
の
状
次
袤
で
あ
る
。

第
ナ
四
表

附しーフ。 Aグルー7。 部 
愍 

別w«榆嚇剧

//

W. X 
上

九
八

〇

七'
ヽ

〇 ・三

彼推
聲 
畝

也V e
六
六

B
〇

S

m 

a

転 

舊

救

本
浅
を
み̂

ば
わ
か
る
よ
う
に
菠
林
槩
瞥
饥
・
簌
事
レ 

て
い
る
匕
兒
做
さ
れ
るW
を
も2
て
年
間
の
家
族
の
編
労 

彷H^
F
昧
し
て
平
坷
ぎ
卓̂

し
た
。

つ

 

而
7-
心
—
ブ
別
に
み
た
場
合
、
 A

よ
りB
グ
ル
—
チ 

の
万
が
若
干
で
は
あ
る
厌
年
問
の
労
仇
日
数
は
与
い・ 

此<

は
专
え
ら
4\
る
こ
匕
で
あ
っ
て
、
穴
に
若
干
述
べ 

た
がB
グ
ル
ー
プ
は
金
く
の
山
間
の
地
で
あ
っ
て
農< 

X
外
の
熾
茱
仁M
佛
さ
ポ
る
機
会
女j

全
く
表
失
し
て
い 

ろ
に
対
しA
グ
ルt
プ
はM
理
的
に
み
て
も
そ
れ
が
可 

能
せ
あ
る
こ
と
II
よ
っ
て
生
ず
る
と
思
わ̂

ろ
・

ーー叫

2) 

階
唇
別
に
み
れ
ば
山
林
規
膜
の
水
さ
い<

ボX
き
い 

唇
よ
り
を
若
干
で
は
あ
る
が®

働
日
数
は
多
いm
向
を 

呈
し
て
い
一
る
。
即
ち
小
経
営
看
程
、
労
街
意
慾
び
卷
い 

と
も
券
え
ら
枳
る
が
、
一
殺
的
に
は
彖
討
を
維
持
せ,
ル
 

た
め
労
桁
の
機
会
を
宝
み
出
し
、
汁
绛
の
磐
加
米
朔
し 

て
い
る
と
理
解
す
る
方
が#

当
牲
さ
有
す
る
で
あ
ら
う
。

結
び

う
兼
族
人
員
は
経
営W
模
のX
な
る
程
珍•

一
般
的
傾 

向
芝
利
し
て
い
る
。
 

•
' 

刀 

獎
地
流
有
に
つ
い
て
は
一
〇
町
歩X
上
の
唇
は
以
下 

の
脣(

平
切
三
反
强)

の
二
梏
以
上
芝
所
有
し
て
い
る
。

3) 

總
奴
仿
日
敬
に
对
す
ろ
自
家
牙
伪
の
割
合
はA
よ
り 

13
グ
ル
ー
ア
ガ
髙
く
兀
割
从
上Z
占
め
て
い
る
。

刊 

又
暦
曾
別
に
み
て
一
〇
町
歩
欧
下
が
収
上
の
階<

よ 

り
含
荻
汗
仞
の
緑
営
に
投A
さA
る
割
合
は
高
い
。
 

©

傭
入̂

to
はB
よ
りA
グ
ル
ー
プ
の
方
が
多
い
。
 

司 

肯
廊
配
分
状
沉
ば
ー 

〇

町M
下
が
以
上
の
階®

よ
り 

平
均
化
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

の
労
析
の
ビ
—
ク

1XX
像
八
月
に
み
ら
枳
、
fe
は
一
月

に
多U
。
此
の
両
着
の
遂8
み
るし

H  

〇
町
歩
财
ド
IX 

七
割
、
 

以
上
は
ル
割
匕
規
模
のX
な
ろ
程
余
剰
労
仇
ガ 

を
多
く
肩
し
て
い
る
フ)

と
ボ
わ
か
る
。
 

襲
約
す
る
に
以
上
の
よ
う
な
莫
加
浮
び
上
っ
て
く

aa
が
、
 

本
レ
ポ
—
卜
を
通
じ
て
今
後
の
腸
題
と
し
て
考
え
、つ̂

ろ 

事
柄
は
、
 

ひ
土
地
の
限
界
生
産
力
の
間
題 

刀 

年
間
労
街
配
分
の
坊
野
化
經
営
方
式 

可
余
剰
労
仇
刀
消
化
の
伫
め
管
杓
市
場
の
拡
入
終
旭
。
 

X
旦
の
三M
か
と
寿
え
ら/K
る
が
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切
に
つ
い
て
若
干 

の
あ
兒E
遮
べ
て
み
る
。
此
れ
は
診
ず
し
も
耕
炭
原
木
の 

払̂
"

冬
期
回
の
余
剥
が
伪
刀
な
消
化
し
き
祇
ず
覽
仿
の 

場
の
不
足
之
宋
し
、
そ
の
解
次
ポ
網
て
で
あ
る
と
云
う
よ 

ー
フ
な
誤
解E
し
な
い
で
載
き
た
い
も
の
で
爲
る
。
 

当
村
の
現
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み
る
と
直
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のA
割
此
く
を
占
め
る 

山
林
を
、
経
営
万
ま
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、よ
りS
次(

資 

本
構
成
の
蕎«

な)

の
弥
蒙
地(M
約
的
林
業)

へ
のW 

行
が.
可
策
で
あ
り
、
我
に
再
考/M
ごK
る
段
階
に
逢
し
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い
る
と
見
做
す
の
は
あ
な
が
ら
的
外
れ
の
夢
で
あ
ら
ラ
かー 

耍
す
る
に
林
案
綫
客
可M
地
を
村
民
が
あ
得
嵌
七
ー,

房/

一

し
て
町
何
」
蔺
度
に
利
用
す6
か
否
か
に
よ
っ
て
当
科
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薄
が
発
展
か
武
滞
が
の
方
向
を
匝
る
A:
ラ
に
思
わ
れ
る
。
 

此
の
実
現
は
為
政
肴
の
良
識
と
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山
林
の
熱
意
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M
に
よ
っ
て
あ
め
て
全
う
だ
れ
ろ
こ
と
とM
う
が
、
筆
考 

は
此
木
•£.
帝
ん
で
結
び
と
し
た
い
。

尚
参
苓
式
献
匕
し
て
は

ゆ
太
田<

太
郎 

刀
・
野
有B 

刃K

門
晃

勾

前
掲
書

ク
「
珠#

施
業
のM
態
と
其
の
検
討 

——
埼
五,
県
束
吾
野
村I

•
林
案
試
験
場
軽
嘗
都 

「
园
有
林
に
お
け
る
造
林
役
資
が 

山
術
経
清
に
及
ぼ
す
効
果
」

林
業
款
験
場
報
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第
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五
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は<

妻
怒
菅
と
林a
k

d:

如
何
な
る
肉#

に
匱

か
れ
で
1'1 

る
ぐ
あ
う
う
か&

労
为
の
面
よ
り
分
枇
J-

ご
遼
め
て
み
る
こ 

と
に
よ
っ
て
山
村>

家
のW

態&

知
る
こ
と
本
出
耒
る
も 

の
と
考
え
る
〇

羨
がa

に
お
け
るa

-w

终
営
は
ー
撤R

經e

臾
摸
と
労 

切
カ
と
の
离
疎
に
お
C1

く
汚
博
の
聚
大&

図
る
二
と
が
農 

•
塚
の
强
営
態
灰
と
営
え
ら
れ
る
。
勿
諭
こ
れ
は<

靜
原
則 

と
ば
相
麦
如
ら
れ
なt
 1

面"r
-û

t

4

、が.•

柯
れ
に
レ<

わ 

悬
衰
径
営
は<

密
規
模
と
労
仞
万
に,
ほ
っ
て
、
 

経
営
か
ら

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
淅
爲S

中
区
と
レ
て
動
さ,

湧
劫
カ 

に±

職
し
て
経<

規
摸
の
小
な
る
あ
の
は
盼
切
の
埸&

求 

め
处
の
都
门
に
杉
動
レ
く
行
く
わ
けe

あ
奇
。
し
た
お
っ 

乙
ー<

に
謡
韓>

膜
の
ふ
ご
な
山
封
に
お
い
く
山
林X

如 

何
な
る̂

功
の
場
と
レ
こ
の
意M

沱
肴
す

る
かa

瀨
る
こ 

と
け•

山
対
農
家
經
濟
の
向
上
の
た
め
に,

延

()
く
は
山 

村
經
济
の
発
挨
の
た
め
の
出
発
点
で
ろ
る
と
者
え
る
。
 

今

こ
の
分
杵
に
当

フ
て
第
一
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に
お
い
2:

山
坡
用
有
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階
層
别
よ
り®

て
の
労
柄̂

#

な
着
寮
レ,

業
二
部
に
お 

〇
で
木
炭
の
生
産
量
よ
〇
睹
属
区
分
レ
ご
分̂

レ,

第
三 

部
に
お
い
て
攘
抹
業
に
找
入
さ
れ
る
労
初
量
の
推
計
fe
行 

っ
く
み
る
こ
と
に
し
た
。

な
、ぜa

路
村
とM

ん
ど
か, 

• 

先
に*

約
な
育#

業
經1r

fe

預
く
有
名
な
青>

、
曲
川 

地
方
左
対
象
と
レ
て
同
じ
よ
ー
つ
な
立
埸
よ
り
分
析
五
行
っ 

匕
び
、
今
囘
は
新
炭
游
壑
営£

主
林
と
し,

且
つ
痛
林
の 

過
半
、が
國
有#

を
以
て<

成
さ
れ
て
CI

る
と
こ
ろ£

迷
ん 

、で
囲
有
林
終1

本
労
仍
ぎ
通
じ
式
地
元
裏
沃
に
い
か
涯
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影
警
左
卓
え
て
(1

る
か
を
知
歩
と
共
に,

炭
有
林
の
現
狀 

分
折5

わ
彷
せ
国
民
径
涝
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M

<

携
く
は
地
え
咬
福
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経
営
亲
貓
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寿
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旅
的
・
に
指
商
レE
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と
考
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此
の
目
め
に
副
う
堤
希
と 

去
う
立
埸
よ
り
当
特S

迷
欢
し
た
わ
け
ご
あ
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。
特
は
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村
に
は
本
試
験
場
の
都
路
款>

地
(

右
果
都
恣
に
あ
り, 

主
と
し
て
敦
夥
に
阕
す
る
獸>
)

が
あ
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且
つ
或
駿
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な
管
理
し
て
”
る
人
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元
封
長
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挟
政
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携
わ
つ
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經
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す
る
の
で
幷
の
内
睛
に
通
じ
調
査
は
割
令
氏
汚
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(1
易(1

点
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慮
しE
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潸
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澄
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菱
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。
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熨
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螯
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古
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满
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日
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迦
え
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れ
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茏
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落
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狂
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。
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潘
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華
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損
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燃
え
る
山
村C

あ
る
と
C1
う
こ
と
・
が 

理
解
で
き
タr

あ
ろ
う
。

尚
全#

の
丸
五％

1-
も
逢
す
る
山
壮
〇
状
况&

み
れ
ば

林

泥

—3一

計

%

衣 

杖 

渡

杖皆 作Z
4 %| %£

迳

园

め

%四

K 
元六 
%四

面

9
园

#
セ五 
。六 
%三

二忘 
九七 
% 〇

五ノ、 1 
者

g 1
—
冠

%え

匡 

初九

面 
演 
蓊
民 

有 

抜
=二 
7= 
%ノ、

1
三一 
并 
% 〇
歩
%ノヽ

蓄 
痕 
杏

77 
〇セ 
を

セ
ろ冬 

為三

泌 
〇 /L 
%三

画 M 
零

るヽ 
〇 〇 
仝

J す丑 
Q凹 
%〇

沒
%。

潢

旬

一

談
、
 

艾
衣
姓
とW

沒
と
の
面>

比
はM

M

林
八
た
。
％
 ( 

皆
な)

氏
有
林
尤
二％
 
(

告
祝)

、ぐ
全<

珠
画a

lc 

甘
しV

-d-
丸
。％
 (

皆
寂)

ご
あ
勾
。
 

先
ず
夢
一
に
国
有
姓
面a

六
三%■

(

番M

七

。％
)
'
 

辰
有
林
三
七/
 
(
w
a
.
=
o
%

)

で
国
有#

面̂

割
合
高 

<
 

・
且
つ
～
値
当
り
蓄W

志
国
有
林0

方
ポ
若
干
蒿
い
。
 

第
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村
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〇
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鷹
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糅
安
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衆
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。
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友
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に
東
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比
較
し
て
み
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五
反
歩
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下
の
宴
翎 
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看
は
束
业•
区
及
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会
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の
四
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に
対
し
て
二
五
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四％

と
し
か
な
ci
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こ
の
こ
と
が
ら
す
丸
ば
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五
涙 
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の
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細
痍
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な
ci
こ
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簷
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古
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人
・
る
ー
ニ
ー
人
、ご
男
子
の
方
が

多0
,

男 

子
の
ち
C)
の
ば#

外
出
瑟 

ぐ
主
と
レ
て
肉
林
秀
め
ビ
出
掛 

け
る
七
の
で
、
 

経
営M

旗
别
に
み
汎
ば
三
町
步
以
上
の
唇 

に̂

み
号
丸
な
41
、が,

其
の
袱
ば
裹
家>

と
の
割
合
は
六 

5

八％

^:a

示
レ
て
cl
る
。

次
ド
考
封
の
全
産>

よ
り
の
超
牧
入
芥

ー
於
ど
の
也
ご 

あ
るい

左
建
う
こ
と
田
す

る
。
 

• 

>

林
業
の
生
産
額
は
ど0

及
で
あ
る
か
。

産
葉
の
谷
生
産
部
门
别K

推
計
レ
て
表
し
た
の
が
次
菠 

で
あ
る(

水
表
は1

=3
国
有
林
に
X'
け
る1

林

找
資
が
山
材 

語
商
に
及
ぼ
す
劾
果
心
よ
り
犯
用
。) 

本
表
に
つ
い
て
み
る
に
粗
浸
産>

は
林1

物
<
©

二％
)
 

の
木
炭
敗A

お
一
番
多
く,

次
い
ぐ
米,

戦
類,

養
率
・
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壮
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知<00 日ククタ gグを 木沖 產

奶S& "〇“ 計
物

q%

8"如 ノ始おつ 計

您
華
の
顧
と
な
〇
・
慝
産
物
計

1±
五
八

療
産
物
よ
り 

若
干
が
干
・
が,

.

方
義
産
物
の
甘
対M

資
&■
妄
别
CJ
た

わ 

の
す
な
わ
ち
徒
町
孙<

の
破±

額
(

粗
收
入)

に
t'
ll
て 

は
林
産
物
が
六
二％

を
占
め
高

C1
比
率£

示
レ
て
(!
ゐ 

持

に
具
の
内
ご
木
炭
・
生
産
の
fct

本
芯
め<

高
く
为
村
袈 

亦

lx
t-
要
な
找
割
と
帶
び
て()

ろ
こ
と
が
力

い

る
。
水
炭 

に
次
い
ぐ
は
展
蚕•

鹿
草
・
米.• 
$

,

畜
產0

嗔
に
小 

ヽJマ

な
つK
/
c
i

る
。
す
な
わ
ち
米
に
迷.
ー
<

た
よ
う
に
吉
付 

の
山
林
、が
薪
淡
抹r

覆
わ
れ,
X

愚
嫁
敗
入
の
衆>

先
教 

炭K

板
存
レ
で

い

る

こ
と&

如
る
こ
と
ケ
出
耒
る
・ 

今
当
対
の
平
肉

ー
、尸
当
〇
果
レ
く
ど
の
涯
浅
のM

金
版

入
を
挙
げ
て
il
る
か£

計
算
レV

魚
る
と
、
 

金
村
長
林r
 

上
り
の
廃
金
畋
入
八+

五
五
万R
r

こ
れ
・
左
上
。
六
戸
の 

密
廢
ご
割
る
と
萍
兩
ー
ー
万
回±

百
円
と
C!
う
妝>
 

4

ご
得 

そ
C1
る
こ
と
に
な
る
。
こ
丸
に
よ
り
生
産
の
た
め
の
程
金

女
出W

S

徑
蘇
し
た
埸
台
に
果
レ
て
生
君
木
準
が
ど
の
程

庚
ご
あd

扑
は
誤
者
の
逢
見K

替

っ
と
レ
・
<

あ
爽
レ
て
蒿

度
の
木
準
ぐ
な(
)

こ
と
だ
け
世
推
測
さ
え
る
ご
ろ
う
う
。
 

此
の
爭
に
將
し
て
は
再
度
芋
一
部
ご
迷.<
q
 -)

とK

す
る 

以
上
简
単
に
当#

のa

早&

逑
、ベV

束
え
〇
ぐ
あ
る
が,

次
反
実
昧
に
調
登
IX
当
つ
た
部
老
IX
つ
日 e

豆
ベ
る
こ
レJ

K

-T
る 3

讀®

の
方
法
並
、び
に
調
査
ア
取
は
・
 

調
査
部
慈
は̂

日
のR

係
上
部
窓
内
に
片
It
ろ
山
林
面 

M

の
比
較
的
少
な
い
部
落
と

し
く
下 
道
内
部
蔣£
,

乡s

部
者
と
し 
て
比>

坂
、
埸

(々

埸
々
は
胳
和
ニ
ー
年
屋
堇

地1
'
X
G

饼
合
さ
丸
て
II
た)
5

選
ん
ご
其
の
内
J:
〇
抽 

出
聴
取W

登5

・
行
フ
な,
M

の
户
・
形
1:
び
に
剧
合
は•
次
夜

の
祀
く
でd

る

场

々

敗 

見 
就

一
下M
の
时

1 
も

〇 Jx
TO 1

ノ' ノ、 二 1
〇 

%

g 五 
no

拖 

出 

率

場
々
部
落
に
君
け
る
柚 

出
卒d
<

い
、が,

此
如 

ば
最
初
に
山
#.
角
有
の 

盾
脣
也
公a

あ
え
た0
 

•
ご
当
訓
落
は
山
林
Hr
肩

看
、が
少 

い
の
ぐ
抽
出
敬H

戒
ら
し
且
つ
地
見
威
と
る
し
そ 

取
鏤
め
る
こ
と
に
し
た■
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部
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山

號

所

有

規

摸

别

に

湯

紀
ガ

の

構

我

と

其

の

肥

分

を

見

る

調
查
の<

計

II
同<

よ
っ
た
か
、

農«

に
おい

で̂

仞
の
祀
分
園
缺
在̂

る
場
4-
IC
調
查 

の
規
準l
x
t
<

复
く
が
、
支
い
は
炼
歳
く
屋
く
小
に
よ 

"

異
る
わ
け
で
あ
る
が
、
 

我
々
が:4

茶
向
題
玄
市
肥>3

し 

て
^'
る
埸
合K

IX
矢<

汰<
<

何
4-
か
の
規<

ま
蓬
い
て 

羅
う
だ
宴
が
あ
ゐ
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
 

勿
論
我
加
厕
の 

山
村
の
笑M

IXX

タ
救
の
も2

がM
r
(

農
耕)

友
主
冰 

y

し
自M

営
で
めa

が
、
農
地
の
糞̂

枚
の
故

IC
そ
れ
が 

薮
沃
劳
很
的
員
給
食<

生
産<

多
く
の
容
カ"

が<

入i 

れ
な
匕
し
て
も
、
家K

の
余
钊
餘
仇
が
林<

労
々
ー
の
形
態 

玄
以
で
收
入
の
逾£

画
リ
廣
狭0
<

渣<

备
孕
し
て
い 

る 

ニ
れ
が
ー
妝
の
山
材K

方
け
る
大
多
歌
〇
農
家
の
現
我C 

あ
〇
、
 

ー
後
に
此
の
よ
う
な
生
遇
牧
恿
の
ネ
安
是
の
為
よ 

り
話
汉

廣<

面
演
の
磐
め(

す
な
わ
ち
生
活a
x

良
く
、
 

且
つ
溟
産
物
の̂

名
化
率
も
昏
く
な
ゐ)

に
摩
い
山
林
の 

折
有&

赦
セ
又
羯
加
-r.
な
闱
侃
が
み
ら
れ
ろ0

で本
・
®

宣 

の
吸
rt<
#

っ
く
JJ.
袱
竹
有
の
有
魚
、
 

並
び<

大
晶<

よ 

の
三
つ
〇
陪
角
に
会
庁
る
こ
と
ヽ
し
た
。

*
<

海
、
firm
•
姙
衆
地
程
翱
る
ー
窑
三<

參
黑 

家
族
の
世
带
人
員
は
荷
人
al
が

湛M

の
翘
斐
1<
お
い
て
特<

為
切

-ZJ
の
网
處)<

つ
いr 

は
泉
渓
の
推
成M

初
何
人
处
ご
ろ
ら
う
か
ピ
い
う
こ
乙
は 

度
某
経
営K

出
い
て
は
簌
も
基
众
豹
で
み
。
、
 

土
戒
、
 

典 

本'6

共

11
准M

の
成
正
並
び
死
枚
な
規
定
す
る-

つ
の
舞 

乗
玄
・

CT
し
て
い
る.c

けr

あ
ゐ
。
こ
の
よ,
つ
な
意<
<

お

い

て

藏

各
一

南

卷

の

狭

沃

人

頁

表

II
う

と

汉

表
•

の

如

く

で

ろ
 

力

C此 

皂

々

下

<

の

呼

可 

勿R
此

域

d

F

道

の

産
/春
/剔

X
〇

字 〇・

〇

な 漂 五 

町 

歩 

以 

上

芸 
〇'

〇 〇
汗

し

■ A

〇

殳
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A

六

〇

計
< 六 

蛇 

〇

計

1
A

辞 云

七
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〇 

〇

邪
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E
& 
河

亲
丈

弋

釜

六 六

計
y

ノ、

< 

£. 
ヽ

沖

整<
人

遊

妾
位

<

走
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こ

の

表

ぐ

み

札

ピ

弛

更

城

、
 

埸

な

卽

若

の

山

林

®-
澳

な
 

し

の)w

.§
ザ

若

干

サa
く

、
そ

の

池
の

腭

層

並

が

く

部

若
 

81.<
は

削
<

8
し

た

使

白

を

杷

卷

す

う

こ

乙

が

宏

米

な

い
 

が

尺

妹

に

日

い

て

更

膜

の

大

な

な

程

泉

淚

人

員

は

辛

い

<

 

柯

を

有

し

て

ハ

る

ビ

看

敬

こ

匕

加

出A
よ
-

つ

婿

12
弛M

l ̂

培

マ

の

山

汰

皆
&

の

層

は
>

な

い

涉

、 

こ

れ

は

用

埒

者

並
 

び
K
公

象

等

で

倉

度

4-
数

の

理

か

い

辰

京

が

步S
4

め

て 

方

■£
ら

れ

る

。

な

公

寿

マ

の

比

は

夫

式
#

干

の

在

は

厶
,

ら 

れ 

め

が

、 

訪

落

？-
坦 

ご

み

る

と

両

部

あ

共

芋

々

の

勞

令

を 

以

て

寿

な

ゴ

也

て

v\
う
•

以

i.
は

次

決

人X
K

つ

い

く
<

 

っ

た

の

ご

あ

ゐ

び

、 

沢
<

は

、

、家
演
人M

Z

呀
仿
煥
争
看
の
判
会
、

な
と
、つ
か
玄
み
ゐ
広 

寮
が
か
ろ-
つ
。
す
な
ば
ち
灵.
获
の
JTC

実
隙<

泳̂

q

筮 

葬
し
て
い
る
も
の
はr
o

震M

ぐ
労
る
か
を
み,Q

X
J
,

X 
林 

な 
し

〇

f 
王

町

无 
町 
只 
上し

山/ 占 

唆 /食
六

〇
人

七

五

A

六

〇
人

T

迎

の 

四

ヽ
弋
〇
人

団・

人

,ヽ

〇
人

V2T

三
三 W 

〇 %

矣

六 

ス
ノ、
A

y.

入

他 

見 

痂 

・携

7
ニふ

八・ 
友 人

X2T 

〇
え nzr

三: %

J  

耿

に

展

亲

の

塔

今

は

一

六

父

こ

六

〇

戈

(

生
<

竿

令
) 

女

生

.<

並

・

び

<.
苗

黄

军
•
令

人

口

の

分
<

ビ

し
<

い

る

が

、
 

右

の

表

の
®

巾
^

專

看

は

実

隙K
麻

め

に

從

事
,

ー

てS

る 

人 D

玄

み

た

わ

け

で

派

毎

褒

意

孫

に

お

い

く

前

看

よ

リ

正
 

し

い

珑

我w

ar
ろ

こw

が

・
^

わ
" 

さ

て

そ

れ

ご

は

繭

都

客

匕

お

け

る

袋
^

人1

匕

ツ

仞

於
 

爭

看

〇
^

合

ま

み

一

'々J

 

、

て

版

に

わ

い

く

爾

部

落

回

贫

び
 

に

唇

増

決

犬

茏

は

な

く

凹

〇

空

刑
<

の

剖

会

玄
^

し

て

い 

る
・
'  

す

な

わ

ち

家

浜

の

«r
钊

甫

妾

は

養

誅

茉
?

生

産
.<

炎 

争

し

て

い

る 

わ

け

ご

あ

な

。

•
は

お

寺

初

岭

爭

看
 

の

肖
^

<

 

(

■R
眞

駁

茨

)

ん

君

司

る

頁

41
-^
数1
計

算

す

れ

成

、

. 

五
程
一A
C

め

ろ
"

M
言

す

肌

ば

ー

人

の
^

前

看

が

ー

、
五

人 

们

彼

養

象

茨

〔<

床

人

口
 
)

玄

養

っ

て

い

る

わ

汁

ご

ろ

る
 

な

お
 

ー  

歛

に

屈

指

看

の

埸

合

は

負

根

旅

教

一

以

下

ご

な

け 

れ

ば

成

度

は

困

§:
ご

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

ろ

が

、

二H
<
 

比

すM
ま

徐4

ぼM

い

が

、

杰

しX
泰

が

笑

定

せ

る

既

在
 

思

罵

で

あ

刀

た

あX
M
徐
<

0
昌

い

り

は

冬

衆

の

こ

と

r' 

あ

ら

う

、

し

か

し

な

が

ら

経

営

の

上

か

ら

は

勿

論

貝K
<
 

景

が

い

さs
<

玄

示

す

很

有

刊

〇

と

こ

は

い

う

玉

ZT'
と

な

次

に

義

狭

は

一

依

ビ

〇

庠

度

の

透

学
#

<

在

认r
s
s 

ご

丹

lb
う

が 

"

土

地

侨

有

の

狀

沉

は
(

心

林

汗

有

よ

。

階

為

区

分

し

て
)
 

度

家
<

と

っ

て

上

地

な
®

定

唐
、
本

で

う

り

、

且

つ

史

屋
 

活

勤

の

場

ご

あ

り

、 

收

入

湿

炭

の

场

ピ

し

て

鱼

票

な

意

莪
 

玄

存

し

て

い

ろ

こ

と

は

申

す

立

わ

な

い4
扌

冥

で

あ

万0
今 

謝

虫

船

客
<

あ

け

る

山
<

折

有

陷

層
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よ

り

惠

盛

面a

の 

衣

获

应

窯

う

と

、

湿 

“

狀所 地 
X

落 部 括

$

畑

ージー

@

<

よ

り

症

衆X
A

ろ

こ

云
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う 

展

彪

玄

多

く

前
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し

て

い

る
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津

山
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折

有

わ
 

K
多

い

頓

伺

を

有

し

て

い

ろ

】

す
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わ

ち
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村
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治

い

て
 

山
^

#

腹

玄

冬

く
^

有

し

て

い

る

も

の
<

a
地

わ

又

多

く
 

饰

有

し

て

口

る

績

柯

玄
<

し

て

い

ろ

。

こ

れ

|±
孜

がM
山 

度

<

あ

い

て

IX
侣

闵

戾

の

疙

な

お

っ

て

ら

一

敢

灼

な

俱

向 

匕

認

め

ゐ

こx

が

虫
・
未̂

で

み

う

、
つ

。

B

M
<

め

永

田

と

の

此

率

は

経

営
#

<

(

拡

ぴ

1C
J4
祐 

會

菽

)

が

犬

さ

い

稼

衣

目

の

方

が

各

い

。

な

おW
部

咨

匕
 

もM
<

は

ー

六
#

リ

五

く

ヒ

堂

で

氷H
<

のM

は

認

め

ら
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涙 

業a

行
っ
て
〇
る
液
家
が
如
柯
な

る
澄
業
経
営£

行
っ
て

カ

の

搆

成

と

r

の

配

分

ま

り
 

だ

れ

が

袈

炭

量

と

の

窗

厳

に

お
(J

て

ど

の

よ

う

な
 

殁

化

左

し

て

〇

を

が
a

髦

う

わ

け

で

あ

る

。

な

お

こ

の

考 

察

は

先

の

調

鑫

資
#

枝

用

け

て

行

つ

ZZ
も

の

す

其

の

、T7
教
 

並

な

に
<

衆

星

别

区

余

は

次

の

羨

の

逋

リ

还

あ
©

。

註
•

藝

炭
5

は

ー

户

当

り

年

向

生

産

俵

教

で

あ

不

。



裂炭同・有啓皆

え
に3

里
べ
/-
～
よ
う
に
自
湍
食
握
生
産
の
意
欲
が
極
鴻 

く

强Q

と
みA

れ
る
が
、ん
で
あ
ぶ" 

今
調
查
部
落
に
つ•
ハ
て
配
分
の
実M

区
宛
う
、.12

て 

す
る
。

年
生
荐
一
量
ー
ー
ふ
。
廉
以
下
の
三
階
用
に
つの
て
は
こ 

れ
以
上
の
階
眉/C

比
し
て
冃
别
め
労
切
氓
分
卸
様
はW
 

く
な3

。
す
な
わ
ら
久
勒
向(

濫
案
よ
り
み
丸
ば
澄
肉 

期)

にK

け
も
眇
朋
力
び
極
め
て
少
な
く
、
且
つ
夏
期 

(
<

集
期)

に
お
け
号
労
め
は
極
め
て
タ
い
。
こ
の
よ 

う
に
噥
龙
面
顏
並
な
に
山
林
所
有
の
現
戒
か
ら
みV

守 

圮
し
て
()
<5
七
工
ら
れ
る
こ
の1

の
現
令
弟
係
波t

好 

で
な
い
。

こ
払
が
皿
。
。
滅
以
上
の
階
層
IC
有
れ
・
15'
眠
分
茵#

蓮 

卒
均
北
す
る
瀕
向
を
有
し
て
。
〇
よ
う
で
あQ  0
1

扎
は 

表X

量
、が
增
大
す
る±

冬
期
の
穀
发
お
初
が
多
く
な
る
が. 

裏
期U

お
い
て-O

行
わ
れX

膝
ー
4-
を>

じ
て
行
つ<
 

〇
る
た
め
で
あ© 
ー
マ
し
て
激
衆
労
め
に
对
し
く
に
経
営 

の
内
奇
組<

び
単
純
此(

液
地
抗
剧
会
に
少
な
く
且
つ
立 

她
条
样
1>
楚
い
た
め
生
産
盼
の
建
類
が
限
ら
11©

・
〕
し 

て
。
も
た
め 
、
春
秋
二
期
の
蒔
お
け
、
 

収
猴
蒔
に
莪
炭
労

—J26—

右
衰a

み
く
も
わ
か
る
よ
う
に
下
道
の
时,

域M

睨
、
 

場
々
会
含
め
調
査
户
数
一--

t:
戶
・
こ
れ
な
年
Itr
の
木
炭
生 

産
虽
の
大
ホ 

に
よ
っ
て
階
層
区
分
し
平
均
し
た
の
ぐ
あ
尘 

さv
オ
ー
部
で
行
っ
た
山
林
折
有
階
營 
区
分
と
こ
の
樂 

炭
■§
帯
層
K-
分
の
lai
に
は
余
り
ほ
っ
さ
り
し
た
相
茵̂

係 

g

認
め
る
こ
と
が
出
末
な
〇V

レ
か
し
注
演
蚩
が
ー 
・。〇
。
 

膜
以
上
に
な
・
ば
ー
主£

レ
て
山
林
み
し
の
磨
眉C

お
C] 

て
行
わ
れ
て
〇
る
こ
と
が
わ
か
る
がN
K

以T

をH

朋
、ろ 

か
に
さA

なQ

。

家
族
入
員
並
び
に
労
幼
及
爭
岩
IC
つ
〇 Z

製
炭<

と
家
族
入M

え
の
向
に
は
明
處
な
頫
向
な
見
1H 

し
馋
なQ

が
・a

い
くO

え
ば
缓
メ
量
の
少
な
い
方
が
大 

さ
〇
層
よ
り
若
干
泼
族
は
勿(]

の
还S

な0

か
上
思
わ
れ 

る〇家
族
人
員
に
対
す-Q

労
苗
M.
亲
・
>

ゆ
剽
合
は
製
炭
重
の 

增
加i

共
に
多
く
な
る
頌
向a

有
しK/C)

る
。•

す
な
わ
ち 

ー
 

〇
。
儀
自
の
三a
%

が
、ぢ
戰
炭
擾
の
潛
が
す
る
に
つ
れ 

莉
次
高
れ
りa 0

%

以
上
と
な
っ
て()

る
。
こ
丸
な
小<
 

烦
惹
窓
多
く
の
状
委
者
在
宿
し
て
1)

る
わ
けW

.

垃
詢
啜 

担
麻
跋
は
筋
く
み

・〇
。

次
に
冬
階
昌
の
土 

地
の
所
有
を
焚
う"

土
地
所
有
さ
み
丸
茁

窶
炭
新
層
别
に
土
地
所W

の
沃
淀&

図
一
木
し
て«

る
よ
。
 

一
見
し
て
両
者0

庵
にS

彩
ん
ど
樹
探
が
な
〇
こ
と
が 

わ
か
る
。
こ
の
点
に
期
し
て
は
充
の
山
林
游
有
と
霊
地
同 

有
と
に
は
或
程
炭

49
衡
再.m

が
スA

れ
宏
び
土
近
所
有
と 

裝
炭
政
量
と
の
商
て
は
甬
忠
が
ー
召0

とM
A

加©

。
卷C  

てU
Z

ば
二
・
。
。
。
彦
以
上
の
浩
層
匚.
13-
水
由®

藉
答
必 

で
あ©

こ
と
。(

此
の
層
以
上
は
官
行
艘
炭
者
或
は<
<
 

<

炭
お)

.

。:

裱
以
上
農M
Q

山
林
袤
所
有 

し
て
い
よ
〇
こ
と
〇 

ー
 

腋
的
に
其
て
山
林五

所
有
し
て5

 

る
芸
彖
做
三
〇
〇
様
以T

の<

炭
者
ケ
參
〇
。
こ
の
三
求
が 

あ
tr
ら
れ©

〇

月
别
の
労
肋
配
分
13:
ど
う
ぐ
あ
ろ
う
か
、

果
炭
階
層
剔
に
冃
别
の
労
初
配
分
を
み
る
こ
え
な
さ#
 

び
衆
メ
苻
ぐ
あ
お
だ
项
に
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な 

が
ら
如
河
に<

族
が
勿U

と
し
て
も
ー
缺
的
に
・
は>

證
労 

切
匚
労
切
の
主
版
性
び
認
め
、ん
・
袈
岸
労
切
匂
主
と
す
る 

も
の
に
官
行
靈
炭K

爭
者
並
ズ
匚
せK
C

準
ず
z>
小
教
の 

涎
手
に
豈
ぎ
な
〇
点
を
至
意
す
る
だ
要
が
あ©

”
こ
れ
は
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肋
を
割
渙
し
て
こ
れ
に
当
、ろ
し
村
や
一
ス
こ
れ
以
外
の
拈 

物
生
育
期
向
の
軽
労
め
け
女
子
、
子
溪
・
え
年
層
る
も
つ 

よ
行
い
、X

壮
耳
男
子
は
主r

搬
浪
号
仍
に
我
章
し
て
〇 

る
よ
う
で
あ©

。
ス
冬
拳
<■
お
〇
てn

家
茨
C©
薨
カa

夸 

げ<

を
々
の
労
力
に
疋
じ
く<

京
1～
炭
聿
す*

も
のk

思

よ
っ
て
も
営
が
行
わ
衣
て
〇
る
。

冬
期
间(

十
二
冃5
 

ーーー月迄)

の
労
初0

主
な
し
て.
瑕 

炭
ガ
勿
荟
あ
っ
て
浦
に
至
薛
旦
〇
。
愀
以
上
に
な
る
と
兀 

〇%

以
上
に
淒
しx
n
Q
O

以
上
は
月
别
の
配
分5
M

っ
た
の
ぞ
あQ

が•

次
に<

矣
懸
屬
别
よ
リ
み
之
派>

寸
初
も
林>

宕
初
と
が
どQ

程 

度
の
割
合
な
占・め
て
C)
る
か
五
み
るc  

皿K

亲
射
助
と
林
莱
労
仞
とS

I11
今!I

。

福

为
:
•
:

方

剧

実

米

・

將

袱

攻

百

分

率

う
。
勿
諭
こ
の
爹
寡
は
潺
小
溃
紫
経
尝
岩
滝
高
い
割
会3 

示
す
で
あ
ろ
うC

•

早
向―

。
。
。
樣
以
上0

堤
炭
階
層
に
むc

て
は
濾
入 

労
彷
は
卖
め
、
6

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
获
沦
労
助
刀
の
お
に

農 美 林 業 <

炭

階 

層 

别

被 宜

麻 家・

罗 労

勿 切

暮茂育 

炭 比林

労 労
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註
の 

お
労
め
の
う
ち
に
は
自
家
労
め
並
、びC

僞
入
労
・ 

所
因
含
宜
。

の 

兼
我
労0

の
う
ち/C

は
宜
営
專
叢
、
院
子
等
友 

含
め
た
ろ
の
。

Q

M

・勿初u
.

ほ
育
林
、
 

伐
出
等
の
負
・
方
切B

含
あ

Z:
あ
の
・

林
業
労
め
の
大
部
分5

占
あ 

由
も
の
は
梁
炭
労
切
ぐ
あ 

り
、
 

育
林•

栈
也
等
の
用
戕
林
に
商
す
る
テ
あ
は
極
く
議 

硏
し
び
認
め
4'
れ
なQ

”

枚
碑
看
は
一
ユ
。
犠

く

-2.
。
。
臓
迄
の
階
層
に
認
あ 

、ら
れ•
白

。
 

.- 

• 

次
に
裂
炭
労
也
と
農
案
労
松
の
肉
榛
な
見
易
く
す
ゐ
た 

め
百
分
律
五
三 

克
移
勃
ー
牛
妁
し
く
頑
向s
a

う
こi

に
す 

榮
属
贈
盾
、が
小
さ
い
方
か
ら
大
な
4>
踌
層
に
移
動
ず
る 

に
つ
丸
て«

業
労
初
の
割
会
はX

少
し 
、
反
面
寒
炭
労m 

の
割
る
は
飼
加
す
る
。
す
な
わ
ろ
両
者
ば
あ
离M

底&

有 

す

■©,詞
査
莎
恣
に
ケ
<)<

・
ほ
大
瘁
ふ
。
〇
權
荫
後
で
両
曲
繰 

ほ
交X

し
・
交
艾
に
お
日
て
は
義
業
と
林
象
と
は
半
々
の

此
率
なC

っ
て
滲
亿
击
我
下
し
て
。@

こ
と
び
わ
か
る
〇 

す
な
わ
る
こ
の
交
点
に
至e

曲
ぽ
煮
禁
の
光
重
高
く
、
交 

央S

蜀
ざQ

と
両
甫
・
〇:
曼
の
肉
様
にW

か
れ©" 

反
当
労
沥
量
懲(
K

堆)

ど
の
程
度
か
、
 

驟
炭
量
府
減
の
推
彩
に
よ
っ
てM

地
に
対
す
ゐX

当
劳 

紡>

が
如<

な
ま
変
化
枝
も
た
ら
す
か
と()

う
京&
B

う 

と»M

こ
の
懲
令
奈
計
さ
れ
え
数
隨
に
口B

層
由
匚M

が 

甚
だ
し
い
の
で®

・
南
な
み
る
た
め
三
点
衿
劾¥

均
ー:

•- 

よ
り
建
う> 

袈
炭
蚩
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て•

天
当•
帝
・
初
は̂

戒
す 

©

顏
同
五
有
す© 

砂
、
、J

>(
も
ハ
。
。
废
君
瑋
と
レ
て
こ 

れ
以
上
の
膚
罗R

ニ
ュ
入
程X

还
あ2

最
低
の
反
当
渉 

朋
と
み
ら
れ'

れ
以
下
の
祐
眉
S-
卸
次W

刎
レ
ニQ

。  

橫
以
ー
卜
の
啓
屑
で
15
五〇

入
前
後
に
室
す
る
。
す
る
わ
ろ 

炭
炭
量0

少
な
()
陪
層
湛
労
わ
棠
約
的
で
あ
勾
こ
え
友
一
不 

しV

C1
る
が•

こ
礼
は
経
営
の
内
部
組
織
が
祓
雜
化
し
ク 

、バ
コ
夜H

T

 

養
蚕
等
集
約
的
部H

が
笏
く
取
入
れA

乃
て 

c

る
た
め
で
あ
ろ
うe
x
M

炭<

の
多
い
暗
層
は
、

j

れ
と 

登
の
、一
とr
n

い
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
 

友
当
ニ
ュ
人
以



～～3^5"—

裏她云当労肋技下量 衣炭教亜別土地所有状泥卷舞

〇訶斐!5

X 三京彦グ平均

勒花 3,3) 3*)ぐノC C2,z) くヨ票)5z> G?N>

※ 参考のため整至豆びん其の描液菜労戒?の占め©パーセントる

示したるうをあ©。
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嵌
!

 E

果

泣

嫌

隙

9了

外
の
余
割
労
佑
えQ

こ
れ
を
製
炭
労
わ
K:
肢
じ
て
い
均
。
 

一
人
ー
日
当
り
裂
炭
斐
ほ
ど
の
泣
が
、
 

果
炭
階
層
别
に
一
人
」
日
当
り
の
技
灰
髪
治®

う
と
、

J  

れ
は
立
处
条
件
、
 

樹
裡
原
木
の
大
小
、M

の
増
類
お
び 

大
小
、
 

或
い
は
製
炭
衣W
0

弟
批
、
 

或
(.)
ほ
享
業
的
な
も 

の
と
副
業
的
な
も
の
とU

よ
り
異
な
る
还
あ
ろ
う
し
、
 

旦 

つ
住
别
、
年
令
别
J-
よ
っ
て
実
な
お
还
あ
ろ
う
が•
2

こ 

そ
口
序
階
唐
別C

集
計
し
単
鸵
IC
平
均
値
会
も
っ
て
傾
向 

と
み
る
た
め 

三
点
移
動
不
为
を
行
っ
て
み
た
。
 

芝X

に
よ
る
と•

表
我
堂
の
増
加K

停
C1)
一
人
一
日
当 

り
寒
決
童
はM

次
増
刘
し
て
行
く
。
す
な
わ
ち
大
冰
4c
fc 

0
<

年)t

ニ
。
。
俵
前
後
の
敦
炭
看
IC
む
〇
て
ほ.
五
成 

前
核
で
あ

り.

皿
。
。
歳
ミ
ー
ー
慮
、
/\
。
。
犠
で
=-
五
僵
・ 

一
 
・
 B  

〇

。
模
ぐ
三
贏
・
 

ーー、
 
一.
。
。
依
耳
三
或<
•
=
-
•

一
。
 

。
桜
を
皿
援
・(

推
最)
•

程
度
え
み
・
ら
れ
大
獄
五
様
程 

度
・
び
衆
炭
看
の
蔑
鬲
花
率
を
み
、ろ
れ
や
、
勿
諭
二
丸
な
官 

行a

炭
の
場
合)C

限
ち
れ
幻"

、」
の
樣
希M

炭
屋
と
と
・
も 

に
瀚
增
す
お
順
向
は'

れ
を̂

炭
敏
衛
の
面
か
ら
み
て
も 

理
解
で
きQ

傾
向
を
あ
ろ
う
。

樂
炭
原
木!

I

届
れ
か
ら
核
給
さ-
71
る
か
・

裟
发
看
は
原
木
あ
ど
こ
か
ら
得
て
()
4>
で
あ
ろ
う
か
・
 

こ
の
爭
座
興
味
あ
や
こ
と
が
らで
あ
り•

原
木
の
入
子
如 

洞
び
戰
岌
看
に
与
え
る
影
警
は
魅
め<

蓉V

杉
、> z A
 K 

る
。
今
こ
れ5

製
炭
階
屠
別r

夫
々
百
分
率
で
表
し
た
図 

五
示
す
。
 

・

”
階
層
別
に
み-
<)
と
年
同
一
五
。
狼
春
度
の
原
木
は
回
有 

琳
の
特
売
に.
よ
リ
得
、ろ
れ
4)
・
罗'

沢,
・
〇
・<

。
。
様
迄
の 

髮
炭
君
の
原
木G

必
有
林a

り
の
比
重
がM

次
瘤
大
し
、
 

一ス面
、B
W

林
よ
り
の
此
重
13
彼
少
す
る
。(

し
か
レ
ハ 

。
〇

犠
迄
は
紹
対
童
に
お
め<

ほ
特
売
数
量n

同
裡
度
还 

あ
っ
て
一
戸
当
り
一
五
〇
涨
訶
後
ぞ
あ
る
。)

こ
れ,
が
. 

。
。
。
核 

以
上 

の
裂
炭
方.<

な
る
站
回
有 
林
よ
り
め
原
木 

状
給
が
全
部B
*

めZ

わn

斐
、
 

勿
論
こ0

場
合
は
特
売 

を
殳
rr
る
の
そ
な
く
官
行
袁
刃
にX

爭
す.9

成
手
が
主
舔 

る
な
す
の
を
当
終Q

、
J  

と
还
あ
ろ
ラ
。

ー
衣
有
爲
よ
り
の
原
木
履
絵
状
沉S

分
析
す
る•
 
(

双
有 

彼
と
し
て
図
一
木
し
た
部
分
に
は
袱
有
林
の
う
ろ
自
分
の
持 

ふ
の
山#

あ
自
分
でX

は
庇
子
五
枝
っ
て
裝
炭
し
た
場
念 

徒
人
弥
有
の̂
<

林
よ
り
原
木
セ
聘
入
し
て̂

炭
し
た
場 

・
る
の
二
つ0

埸
冬
友
含
む)

当
部
落
にr
Q

る
双
有
祢
前
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有
看
は
損
め<

山
林
地
主
的
食
彩
が
旅
厚<

あ
4>
こ
と
が 

推
県
土
柔
幻
ぐ
あ
ろ
う
。
す
な
お
ろ％

有
林
所
有
看0

自 

営
妝x

g

行
う
看
少
な
く,

原
木
の
目
、
売
却
す
る
羽X

 

い

は
蜓
于
王
建
っ
て
行
っ
て
〇
る
逸
状
を
知
る
、一
と
が
岀 

耒
ゐ
。
勿

諭
こ
の
向C

木
刀
宗
荷
衆
者
が
か
狂
レ
原
木
代 

な
融
資
すQ

び
岌
()
は
業
為
が 

買
斐
っ
て
烷
子
枝
屋
用
し 

裟
炭
せ
し
め
る
方
法
も
行
わ
れ
て
<)
る
ぶ
う
还
あ
む
。
 

以
上
の
犬
よ
り
更
に
考
究
しV

み
れ
・
ば
皿
つ
の
向
題A

 

が
生
ず©

の
还
は
な
グ
ろ
う
か
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す
な
わ
ち
キ
ー
は
刑
有
林
前
有
者
に
つ
()
て
そ
あ®

が 

先
に
亞
べ
え
よ
う/C

当
布
の
山
林
祈
術
看
は
山
林
址
主
玲 

色
彩
・
が
衆
厚
で
あ
る
と
指
翘
し
た
が
終
戦
彼
の
褒
地
肉
敖 

に
よ
っ
て
袤
・此
・
はM

放
で
れ
た
び
由
林
ra-
简
放
さ
れ
な
が 

っ
た
、
 

そ
の
た
め
表
村
に
在
っ
て
は
UJ
林>

主
の
支
配
力 

は
依
然2

し
て
温
存
さ
れ
た
と
認
め
4>
、
 
一
之
が
岀
耒
も
丕 

あ
う
う
ー<

に
当<

刀
如
き
lb#

に
お3

て
I3-W

林
・
が
授 

某
と
X-
很

づ<

譽
民
の
生
活
と
窟
揍
な
遠
繁
な
有
すQ

埸 

合
山
林
徒
主
の
突
配
カ
13-
極
め
て
ス
交
あ
ろ
うc

す
あ
わ 

ち
、J

北
ら
山
林
所
布
看
は
度
衆
経
営
に
欠
く
、.

と
の
血
未 

おC

家
毒(

铜
菸•

推
肥
の
原#

・
屋
框
ふ
き
材#

尊
の

株
給
な
抑
え<Q

こ
と
に
ょ
り
ー
応
玄
配
階
繽
と
目
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つ
液
業
基
営
の
熨
模
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さ
〇
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貿
カ
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嫉.>
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岌
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友
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梱
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又
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狂
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落
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摊
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。
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独
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湊
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あ
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岌
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葢
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狂
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秀
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憲
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下
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頑
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以
上
简
単
に.
莖
、、へ
ま
が
、
J H
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。
 

以
上
短
演
登
層
別
に
4.
リ
分
粉
在M

め
てM

た
の
で
あ
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。
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落
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摩
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令
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圧
倒
的
に
勿
く •

址
見<

、
场
々
邻
諮
は
半
々
程
度
マ 

あ©

・
こ
の
都
奏
间
めM

は
山
芥
の
多
募
に
よ
っ
て
示
さ 

H

て
い
る
と
み
て
姜
麦
え
なU

で
あ
ろ
う
ー

のM

が
あ
rr'
ら
れ&

。
す
な
わ
ち
下
通
の
四
ス
は-
3.
ーー
 

4J  

日
还
あ
る
が'

れ
に
対
し
て>

見
域 
、
場
々
は
中
一
八
日 

へ
尋
業
の
强̂
>

丈
除
外
し
て
あ©
)

と
ー
。
。
人
の
差 

が
あ©

。

为
三
に-

ケ
年
一
人
当
り
の
労
初
日
数
は
下
萱
の
内
-t 

え
日
に
対
し<

龙
見<

、
場
々
は
丑
六
日
と
ほ
〇
び
、"

す
な
わ
ち
下
澄
の
内
部
慧
所
於
の
山
林
面
教
五
ーーー
 

〇
町
歩 

龙
見
成
九
八
ー
ー
町
歩
と
角
JtQ

ffl-
き
が
あ©

。

オ
ー
ー
に
部
落
内
に
お
リ©
 

一
戸
当
り
の
ー
牛
均
労
肋
日
数

!
!

前

宅

将
>

内

の

望

由

に

よ

る

守

の

で

あ

っ

て

沃

し

て

矛
 

初

市

為

の

我

隘

に

ょ

る

た

め

ぐ

な3

で

あ

ろ

う

。 

次

に
 

、-

れ

ら

労

助

カ

が

砰
m

如

何

に
r

分

さ

れ

て

〇
&



—孕や

ぐ
あ
う
う
づ
、

J

た
ん
愛
う
こ
と
に
す
る
。
 

冃
别
の
労
切
或
分
は
ど
ん
な
状
態
て
あ
る
が
。

『

底 

0

 

耳

袈

沸

-------—



——必’

'

の
表
よ
り
渡>

出
耒•

9

こ
と
ぼ
炭
業
爲
の
ピ
—

久
が 

R-
部
荐
夷
六
冃
に
み
ら
れ
、
次
〇
・
よ
ー
。
月
に
み
ら
れ
る 

こ
と
ぞ
あ©
0
X

冬
期(

ー
ー 
5

三b
e
)  

夏
期
へ
七 

〜
X

冃)

に
お
け
〇
漱
業
秒
伪
Er
下
盅
つ
攻
の
オ
び̂
 

C
が
、ー
 H

EJ
蠱
毒
、
 

ヌ
ベ
コ
栽
堵(

乾
媒
、
 

調
製
作
亲)
、ー
 

そ
の
池M
M

の
附
耕
労
街(

俄
あ
み#
)

笄
内
部
粗
獄
の 

複
額
柱
に
件
う
労
仇X

多
い
た
め
二
考
之
ら
れ
る
。
 

林
案
孝
助(

主
と
し
て>

矣
労
か)

は
ー
ト
道
の
肉
に
お 

〇
て
も
一
年S
S

じ
て
走
干
ミ
ロ
あ
ぶ
が
行
わ
れ<

〇
る 

よ
う
を
あ
り
、M

見
威
、
埸
々
に
おCK/

Er
蔑
繫
城
に
お 

〇
て
もM
m
<

旧
百
人
前
後
が
狭
栽
にX

爭
レz Q Q

。

X

林
業
労
切
〇:
一
散
に
題®■

期
に
入
る
ー
ー
冃
頃
か
、ち
乡 

く
な
り
三
月
頃
迄
〔
將
に
迎
吏
応
、
 

虏
々
・
は
117
や
亙) 

多
く
の
労̂

る
我
下
レ
こ3
©

〇
 

ス
ロ
ー
户
平
为
の
労
菊
1:
至
み
花
JT
下
童
の
内
よ
り
他 

M

・或
、
 

羯
々
が
少
な
<]
か
家
凌
人
員
と
莎
协
英
爭
者
の
海 

が

、リ
み
れa
.
' 

• 

•
-
 

左
の<

の
如
く
労
め
久
串
看
に
お
〇
てQ

、  

一
 
&
 

人
の
網 

卖
交
あQ

の
で
大
義
な
ミ
も
の
と
思
わ
れ©
 

C  
X
 

ー
户
平 

均
労
沥
找F

量
は
不
湛
の
内
は
昏
両
羔
丑
。
入
液
己
あ
り 

旭
更
我
、
珊
々
は
回
。
人
强
で
あQ

。

次
に
労:S

配
分の

！
!

次
备
と
景
侶
の
冃
そ
れ
卷
れ
三
・
冃a

と
り
あ
デ
て
窺
うk

次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

々

下

M

の

内

部

落

別

六

〇

人

六
\

八

W
人

A 

家 

族 

A 

員

XH7

A

•—•

五

八

A

B•
労!

め

我!

半

者

VD7 

〇

%

六

%

旦 
F

%

•區、

滿i1

J

J

笑
単
位
人

冊

史•
域

、場

 々

. 

• 

•■
 

-

V 
2&
の

内

1 
部

落

别

笑

"―• —• — —.—— 

単 二五JZL

泣 ノ、。七

人 九六〇

ヘヘヘ 
E六O 

月月冃 
s-x

Q 〇 — 

三A八 

ー九。

A 7六 

冃冃月 

=v> J,

欺

高

へ

月.L

手

均
1

mz

丑

丑 
人

! '~L
ご

〇

〇 
人

…一…i 
■—

  
い

r 
〇 

！ 
身(

h 匝
)

、 

「
n < H

( 
| 
旺

)

1 
)>r 

く
 {

 
(
时

匝
)
,

^

〇 〇 ノ、

-tr -t —

,ヽ一三!

x-*x [

三J =丨 

月月月] 

V-> 1

・柢

へ

冃

平

均

元

>\
一 J

1

九
九

一 ・

入

1

! 一

L5 

———--一--

.\

-

一 i
I 

〇 
力・人！ 

_ !

差

i
|

月
商
労
切
作
薄
の
漫
高
と
賊
低
と
の
美
はT
M

の
内
の 

オ
び
地m

族
・ 

埸
々
に
亢
レ
君
干
小
さc

が
向
摩
と
す
る 

に
当
ら
なC
0

で
あ
つ
、
2

。

次
に
放
高
と
鼓<

の
差
び.

ー
。〇

人
強
を
あ
る
。
、

J  

れ
は
ピ
—
ク
の
月
に
比
し
丑
。％

も
の
労
仞
余
刹
在
有
す 

-
Q

わ
汀
マ
・>

府
期
に
お
け
る
労
な
余
刺
活
用
の
方
盤
が 

敢
家
基
済
に
寄
与
すQ

重
大
な
意
義
な
発
あ©

こ
と
が企

 

き
ょ
う
。
そ
の
方
法
に
な
果
レ<

如
盾
な
わ
歩
み
、が
考
え 

、ら
れ
るG

あ
う
う
か
、
 

こ
北
に
つ
()
て
若
干
の
方
窮％

し 

て
み
れ
・
ば
、

才

」

に
区-

敵
的
に()

わ
九
て
りQ

よ
う
な
爰
葉
終
営 

内
部
紺a

の
再
纖
成
で
あ
り
。
オ
ニ
匚
は
岩
>1X7
市
場
の
拡 

大
还
あ
ろ
う
。
先
ず
現
狂
の<

業
経
営
に
お
〇
る
土
地
前 

布
規
模
の
膚
大
が
困M

で
あ
し
と
す©

な
、ら
ば
、
 

土
地
生 

産
力
の
高
度
北
に
目
痛
五
指
向
tt
し
め
て
行
か
め
ば
ZTA 

め
わ
行<

あ
り
、t

れ
た
は
旎
狂
〇
相
当
行
わ
れ
て
い
る 

競
奎
口
労
初
集
約
度
の
面6
6

考
え
ら
れ©

が•

こ
丸
口 

現
征B

際
市
埸0

満
格
变
動
如
柯
に
よ
り.

す
な
わ
ち
世 

劾
的r

藏
椅
芥
び
大
き
く
変
動
す
る
う
ぐ
養
蚕
の
故
源
は 

拘
当
に
危
險
牲
が
怦
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
土



—峻——

の
我
的
志
吸
収
し
且
つ
所
碍
水
準
の
向
上
に
わ
茲
す.Q

の 

麦!3

なC

び
と
思
わ
丸
る
。

(

大
内
晃
『
冒
荷
林
に
お?

や

适
林
找
黄
が
山
荷
丕 

済
に
及
ぽ
す
効
果
』
林
業
畝
験
埸M
究
執
告
第
六
丑
号 

こ
の
面
の
詳
細
に
亘
る
論
速n

右
記
义
献
わ
参
照
し
て 

<

く
と
し
て
次
に
会
刺
労
协
カ
の
向
題
に
つ
〇
ぐ
走.
ス
て 

み̂

、

J

と
と
す
4)"

当
君
に
お
け
な
人
口
向
題
に
づC

て

昭

犬三ニ ー 〇 た

牢

次

九丸丸えノ、ハセ

ZS 三• 五 二 三 一 ノ、

〇 丸見a —九三

吾 

帶 
敏
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六六 W7 三_a.= 二,

A

金一
A-® 
口惜

jZl -it. * 3 TH7 XID 507 TO
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ョ,一=丸兀犬丑成
人

総i
■

1
激;

■
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セ K 六ナ-B ー 〇 九 

ー九〇六一九一皿
—— —— イ ー ノ、 --— —二?• ニニ

人

男!

.i

" ヨモニ、=二三 

七七六六 ・Hg ニー 

'皿二七 B W7 = 回 兀
B7 〇 弋: — i五三,三

人

女!

>

‘ ’ 一～ • 1- ・ 一 —— - —_ “ - 1

= = - 〇 〇

ー ー七六丸ーi、 • • • , » » » •
九一七 な 兀六 W2 〇

/

....... -|
A 1 
ロ

i磐
加i
摘!
數・

•

—— —— *—
—〇 〇 〇,?L °
—A t 〇 A 〇、

丸ノ、六 〇 N, 〇

全i 

® 1 
楕j 
教:
j

地
改M
(

源
水
褪
設<

走
整
理)

、
新
技
術/>

導
入
、
 

液、紳
圣
営
君
の
壮
姦
地
瓚
反
、
 

労
初
オ
の
完
全
庭
南S

目
的 

と
し
たX

営
部
门
の
再
務
・
成 
、
す
な
わ
ち
多
角
経W

北' 

(

拝 
殊
作
物
の$

,

装
畜
学)
•

度m

期
に
お
け
。
彖 

内
割
業(

餐
産
物
の
二
次
聚
昌
加
工
琴)

等a

奪
慮
す
る 

、一
と
が
限
要
で
あ
う
、
2
 

- 

•
次
!
!

労
伪
市
塢
の
同
題
に
つ
い
て
は
・
光
IC
述・ーへたこと•で
あ
る
か•
当X

の• 

九
五
之
也
が
山
林
で
跋
わ
れ
で
お
り
こ
札
が
耕
莢
格
と
し
て
径
営
さ 

れ
て
い
る
・
ユ
也
を
な
る
べ
く
・M

族
林
圣
営!

!

代
え
玄
オ
ハ
よ
リ
多< 

户
教
反
入D
の
推
彩

——X/夕-

-M

恭
玲
の
で
あ
〇'

而
容
は
世
帶
数
が
湊
父
し
く3

る
が'

れ
な
食<
 

爭
椿
の
竣
和
13
よ
る
據
南
看
の
維
対
、.
或O

J3
入
填>

の 

茗
危
寺
に
よ
る
る
のA

J

恩
わ
れ
、
 

社
会
的
現
象5

あ
ろ
う
。
 

七
の
後/3

大
邙
匚
お
。
て
宮
然
的
酒
加
と
髭
め
て
よ
。
ぞ

か
ぎ
り
当
対
の
労
助
条
剿0

今
後
益
々
增
加
し
、
 

労
初
市 

場
のM

蘇
共
益
々
・
密
家
を
し
て
徳
買
金
に
追
1)
や
り
、
 

当 

村
圣
清
に
な
、ほ
す
影
響
は
孫
め
て
大
ご
1)
七
考±

ら
我̂

註D 

全
国
指
数
は
「
廣
村
スD

同
期
研
究
よ
り., 

め

当
苛
に
つC

て
〇・
昭
和
—.
六
牛
村
兼
増
調
査
。
 

右
表
の
米
槍•
激
に
つ
いV

み&

に
終
戦
後
二
一
京
言 

急
激
に
增
加
し
た
こ
と
が
わ
の
4)
ケ
捋
に§

立
つ
の
は
ー- 

一
年
… 
-
一
三
年
のm

仁
た
。
’-
B-
帶
？)
羯
加
し
て
(I
も
こ
・
 

と
7?
あ
幻 
・
、ー
7CR

す
得
・
兩
墾X

植
罪
の
た
め
に
超
っ 

た
環
毁
玄
毎
え
ら
邳④

。

美
に
人
口
に
つ
<)
て
み
る,
1:
我
季
末
期
の
一
丸
耳
よ
り
・ 

か
な
り0

增
7n£

み
せ
て
お
り
、
 

ーー、一
へ
年

れ
冃
ま 

で
に
実
玫
に
お
〇
て
.

三
二
。A

で
珞
あ
ー
兀
耳
当
府
の 

入D

の
三
、ーー鄭
に
当
り
我
匡
の
人
〇
の
酒
加
率
べ
リ
相
当 

高
〇•

、一
のa

う
な
人
口
窮
加
の
崗
藝
ほ
何
に
よ
る
？)
の 

5

あ
る
か
、
 

光
・
づ
此
の
向
題
の
分
析
に
当
っ
てH

寂
会
的 

增
加
«>
自
然
的
帝
加
1:
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

无
す=_5

ま
で
の
碧
加
は
味
岡
、復
興
引
揚
べ
植
零M

社
会
的
安
郵
仁
よ
リ,ip

云

あ

ろ

う

。

次
に
人
口
殉
如
率
在
み
れ
ば

当
甘
S-
金
国
浪
家
車
均
よ
り
が
な
り
入
口
增
刘
率
の
高 

()
、ー
と
が
貪
わ
札
る
び
、
 

薮
に
当
村0

入D

塔
如
率
が
ー 

丸
4-A

り
二=

年
に
至
る
nn
ケ
年
廚
引
就
さ
高
(1
の
に
甘 

し
て
、
 

全m
^

家
至
均
で
は
二
一
年
のj

ケ
年
Isrr

ワ
急 

理
に
璃
加
し
て
<)
る
、)

と
、が
目
jt
つ
。
、ー
の
差
冥
び
可
に 

よ©

か
ほ
明
ら
か
に
史
若
なC

,

然
し
全
国
廣
冢
車
均0 

= =
M
S
S

辱
さS

当
村
のーー
 

ー
?
£

天
年
ま
で
壹
異
增
如
エ
寿
廠
您
・ 

今
後
急
激
な
幻
杜
分
旳
增
滅
、が
な()

か
ぎ
り
当̂

の
入
口S 

昭
初
三
。4

に
依
昭
和
一
丸
年
の
一
皿
〇%

・
ユ
、ハ
。
。人 

勇
。
昭W

三
五
年
に
は
一
五
。％
 

・
六
、ーー
 

〇
。
人
に
曾
历 

す
る
も
の
と
推
測
出>
©

。
こ
の
よ
う
匚
方±

<0
な
ら
‘ば 

有
ら
か
の
労M

市
場
の
虚
亠
丄
、
 

或c

な
入D

対
策
の
な,Q
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次
に.
当
君
の
耳
令
構
成
左M

っ
て
みQ

、J

と
む
労
初
余 

剝
な
計
測
す©

何
等
小 

の
政
有
匸
な
る
<•
あ
ろ
う
。
 

入
口
の
牛
冷
别
祷
庆
13-
ど
う
な
っ
て
〇&

か
、
 

笔
女w

れ
ざ
7t#

t.
ど
荚
に
し
た
面
が
宛
わ
れ
る
が
、
 

ー

皴®

に()

っ
て
幼
少
年
の
占
め
•&
兄
率
が
大
き
く
志
壮 

年
の
割
合Q

少
なC

、

び
こ
れQ

我
がM

技
布
に
乡
く
み
ら 

れ
る
多
童
多
死
の̂

亲
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

次
に
ー
欲
授
苻
に
古
〇
て
は
二
〇
 X 5
 <

層
と
し
てn 

る
が
、
 

当
君
に
な
〇
て
に
二 

丑
入
な
瘦 
に
し
て
大
さ
な
er 

層
セ
な
し
てc
o

、
J
と
が
わ
ひ
る 

こ
の®r

層S

当
衬
が 

は
ふ
か
に
大
さ
〇
。
特
に
当
村&
- 

敞
翔
部
に
比
し
て
幼 

年
層
の
占
あ©

割
合
高
く>

に
走
耳
層
の
此
率
はX

少
し 

で
1)
る
。
こ
の
大
さ
な
変
化
13
同
に
も
と
ず
く
か>

廣
に

令
構
睨
ほ
ー<

度
対
え#

っ
た
か
な
り
腭
異
的
贏X

び 

み 

ら
れ
、
むJ

う
お
〔
ん
S1
ぐ
も
な
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
还
る
な 

< -
e

し
ろt

の
中
间
卷
行
く 

ー
逐
妣
特
の
形
擄
と
み
ら 

れ
る
わ
け6

あ
る
、が
、'

た
企
形
盅
っ
た
主
委
な
原
因a
 

()
う
甘
で
も
な
く
丈
化
〇
低
い>

方
に
み
ら
れ
4)
多
産
多 

死
と
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